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DMOの行動が
不可欠

DMO以外でも
実施可能

DMOでは
実施が困難

DMOで
実施可能

「デスティネーション・
マネジメント」視点

「観光地経営」
視点

ゾーン

行政や
民間組織が

実施

3
ゾーン

経営資源量
で判断

（DMO or 行政
   など）

4

ゾーン

DMOを核とした
パートナーシップ

で展開

2
ゾーン

DMOが
主体的に

展開

1

　
観
光
立
国
の
実
現
に
向
け
て
、
日
本
版
Ｄ
Ｍ
Ｏ
（D

esti-

nation M
anagem

ent / M
arketing O

rganization

）
に

関
心
が
集
ま
っ
て
い
る
。
５
月
時
点
で
広
域
連
携
Ｄ
Ｍ
Ｏ
６

件
、
地
域
連
携
Ｄ
Ｍ
Ｏ
67
件
、
地
域
Ｄ
Ｍ
Ｏ
72
件
の
計
１
４

５
件
が
登
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
地
域
に
お
け
る
観
光

推
進
役
は
観
光
協
会
が
担
っ
て
い
た
が
、
訪
日
外
国
人
観
光

客
の
急
激
な
増
加
へ
の
対
応
や
、
明
確
な
デ
ー
タ
に
基
づ
く

戦
略
的
な
取
り
組
み
な
ど
が
十
分
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
背

景
に
あ
る
。

　
現
在
、Ｄ
Ｍ
Ｏ
に
期
待
さ
れ
て
い
る
の
は
、地
域
の「
稼
ぐ

力
」を
引
き
出
す
た
め
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
機
能
で
あ
る
が
、

肝
心
の
組
織
運
営
に
必
要
な
財
源
確
保
や
人
材
育
成
な
ど
の

議
論
は
遅
れ
て
い
る
。
Ｄ
Ｍ
Ｏ
は
ア
メ
リ
カ
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

で
は
観
光
振
興
組
織
と
し
て
ひ
ろ
く
認
知
さ
れ
て
い
る
が
、

日
本
版
Ｄ
Ｍ
Ｏ
と
の
違
い
は
、
な
ん
と
い
っ
て
も
宿
泊
税
な

ど
の
自
主
財
源
を
持
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
ハ
ワ
イ
で

は
宿
泊
税
収
が
３
８
６
億
円（
２
０
１
２
年
）と
な
っ
て
お
り
、

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
予
算
な
ど
で
貴
重
な
財
源
と
な
っ
て
い

る
。
日
本
で
は
東
京
都
が
平
成
14
年
度
か
ら
実
施
し
て
い

る
宿
泊
税
が
あ
り
、平
成
27
年
度
税
収
は
20
億
円
を
超
え
た
。

今
年
１
月
か
ら
は
大
阪
府
で
も
宿
泊
税
を
導
入
し
て
い
る

が
、全
国
的
に
は
財
源
確
保
の
取
り
組
み
は
十
分
で
は
な
い
。

　
現
在
の
Ｄ
Ｍ
Ｏ
を
巡
る
議
論
は
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
機
能

が
中
心
で
あ
る
が
、
同
時
に
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
機
能
に
関
す

る
取
組
の
強
化
が
必
要
で
は
な
い
か
。
こ
れ
ま
で
国
際
観

光
振
興
の
効
果
と
し
て
経
済
効
果
や
税
収
効
果
な
ど
プ
ラ

ス
の
側
面
が
強
調
さ
れ
て
き
た
が
、
ス
ペ
イ
ン
・
バ
ル
セ

ロ
ナ
や
イ
タ
リ
ア
・
ベ
ネ
チ
ア
な
ど
一
部
の
国
際
的
観
光

観光地には
「稼ぐ力」と

「持続可能な運営力」の
総合力強化が必要

琉球大学
観光産業科学部長 教授

下地芳郎

巻 頭 言

地
で
は
観
光
客
の
急
増
に
よ
る
住
民
生
活
へ
の
影
響
対
策
が

急
務
に
な
っ
て
い
る
。
日
本
で
も
観
光
客
増
加
に
よ
る
交
通

渋
滞
や
自
然
環
境
破
壊
な
ど
は
以
前
か
ら
指
摘
さ
れ
て
い
た

が
、
近
年
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
仲
介
サ
イ
ト
を
通
じ
た
個

人
住
宅
や
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
へ
の
民
泊
拡
大
に
よ
り
、
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ
、
騒
音
、
ご
み
な
ど
の
問
題
が
増
加
し
て
お
り
、

住
民
生
活
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。
最
近
、
沖
縄
県

で
は
中
国
人
ク
ル
ー
ズ
客
を
相
手
と
し
た
白
タ
ク
行
為
が
問

題
と
な
り
、
行
政
機
関
と
観
光
業
界
等
が
対
策
に
当
た
っ
て

い
る
が
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
観
光
の
動
き
に
現
在
の
法
制

度
で
は
十
分
対
応
出
来
な
い
。

　
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
あ
た
っ
て
は
Ｄ
Ｍ
Ｏ
と
い
う
新
し
い
機

能
に
よ
る
取
り
組
み
と
行
政
機
関
の
連
携
が
不
可
欠
で
あ
る

が
、
地
方
自
治
体
の
観
光
政
策
強
化
策
は
十
分
で
は
な
い
。

観
光
政
策
は
攻
め
と
守
り
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
る
こ
と
が
重
要

で
あ
り
、
行
政
職
員
の
観
光
政
策
能
力
向
上
も
大
き
な
課
題

で
あ
る
。
観
光
を
取
り
巻
く
環
境
変
化
の
ス
ピ
ー
ド
は
速
い
。

観
光
振
興
の
基
本
で
あ
る
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定
と
見
直

し
、
広
域
連
携
推
進
体
制
構
築
、
観
光
統
計
高
度
化
、
新

た
な
財
源
確
保
策
、
観
光
教
育
の
推
進
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
進
展
へ

の
対
応
、
高
度
観
光
人
材
育
成
、
危
機
管
理
対
策
な
ど
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
の
範
囲
は
広
い
。
今
年
は
国
連
が
定
め
る

「
開
発
の
た
め
の
持
続
可
能
な
観
光
の
国
際
年
」
で
あ
る

が
、
世
界
各
国
に
比
べ
て
日
本
に
お
け
る
活
動
は
低
調
で

あ
り
、
今
年
後
半
の
取
り
組
み
に
期
待
し
た
い
。

　
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
強
化
し
、「
住
ん
で
よ
し
、
訪
れ
て
よ

し
の
国
づ
く
り
」
に
「
受
け
入
れ
て
よ
し
」
を
加
え
、
真
の

観
光
立
国
実
現
に
つ
な
げ
た
い
。    

（
し
も
じ 

よ
し
ろ
う
）

近年、我が国では
ＤＭＯへの注目が集まっている。

ＤＭＯはデスティネーション・マネジメント
( Destination Management )

および
デスティネーション・マーケティング

( Destination Marketing )
を担う組織とされ、

観光による地域振興の司令塔として期待されている。
もともと、マネジメントもマーケティングも企業経営用語であるが、

地域を企業に置き換えれば解るように
マネジメント(経営・管理)あってのマーケティングである。

　しかしながら、
デスティネーション・マネジメントの概念の誕生や変遷については、

必ずしも共通の理解となっていない。
そこで、本概念の定義や実態について、
学術面、実践面の両面から整理を行い、
わが国における展開と方向について

検討してみる。
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全ページをホームページで公開している他、アマゾン（amazon.co.jp）で、オン・デマンドで販売しています。

233号（2017年4月発行）特集：外国人観光客の消費を地域経済活性化につなげるには
　訪日外国人市場の成熟化やLCCなどの登場で今後はFITが進展し、地方への訪問頻度が増えることが予
想される中、外国人観光客の消費を地域経済活性化に結びつけるという視点が重要となります。本特集では
こうした視点に立ち、インバウンド先進観光地の中長期的な動向と施策の変遷（特集2）や、観光地での消費活
動別に先進的な事例（特集3）を整理しました。また、「ジャパンガイド」の編集長であるシャウエッカー氏へのイ
ンタビューを行い、「着地」と「発地」の両面から考察を行いました。A4判64ページ／本体価格1,000円＋税。

232号（2017年1月発行）特集：地方創生時代における農山村と観光
　地方創生の掛け声のもと、地域活性化の手段として観光に取り組む地域は少なくありません。農山村
においても、旅行者の価値観の変化などを背景に農山村の風景や農業、田舎の暮らしそのものを活か
した取り組みが進展しつつあります。本特集は、地方自治体アンケート調査、先進事例へのヒアリング
調査などから、農山村が観光に取り組む意味と効果の検証を試み、農山村の価値を高める方法、その
際に留意すべきことなどを考察するものです。A4判60ページ／本体価格1,000円＋税。

231号（2016年10月発行）特集：「観光の研究と実務に役立つ図書館」を目指して
　｢旅の図書館」は、2016年10月3日、東京駅八重洲口から港区南青山へと場所を移してリニューアル
開館しました。これまで以上に専門性を高めるという、リニューアルに込めた想いと新しい「旅の図書館」
の特徴をまとめた他、一度は読みたい観光研究書＆実務書100冊、地域をつなぐ図書館、旅の本のレ
ジェンド30選など、本や図書館に関連する特集です。A4判58ページ／本体価格1,000円＋税。

230号（2016年7月発行）特集：観光地における雇用環境を考える―「地方創生」と観光
　観光立国の推進は、まち・ひと・しごとを創出し、大都市や海外から「人」「金」「情報」を地方へ移
転する、まさに「地方創生」の牽引車。その受け皿となる観光地が「人手不足」「人材不足」では、地方
創生の実現に影響を及ぼしかねません。本号では、観光産業、特に宿泊産業を中心に観光地における
雇用環境の現状を多面的に把握し、雇用と人材に着目することの重要性や雇用の維持・向上に向けた
今後の方向性について考察します。A4判62ページ／本体価格1,000円＋税。

『観光文化』バックナンバーのご案内

「命」を考える観光 [vol.345] 牧野博明
山口県長門市を訪れる機会がありました。全国的にはあまり知られていない観光地ではない
かと思われますが、地域の方のお話をうかがい、長門市ならではの魅力を認識いたしました。
そこには、従来の周遊観光とは異なる新たなテーマ観光の可能性が秘められているように思
われます。

台湾南部（高雄、墾丁、屏東）を訪れて [vol.346] 守屋邦彦
台湾の南部エリアを訪れる機会があった。駆け足の訪問であったが、高雄、墾丁、屏東それぞ
れで、広域連携による面的な魅力づくりとそのプロモーションなどの課題を感じることが出来
た。これら課題は、正に日本においても重要な課題として取り組まれていることである。

ホスピタリティ産業の「競争ルール変更」 [vol.347] 山田雄一
観光の現場で起きているのは、深刻な人手不足である。有効求人倍
率が2を超える地域も出てくるなど、多くの施設が慢性的な人手不足
状態にあるが、失業率は3.06％と国際的に見ても、過去からの推移

で見ても低位にある。経済成長のエンジンとなる成長産業でありながら、十分な人手が確保できないという
状況において、盛んに指摘されるようになっているのは「生産性の向上」である。
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域
連
携
Ｄ
Ｍ
Ｏ
６

件
、
地
域
連
携
Ｄ
Ｍ
Ｏ
67
件
、
地
域
Ｄ
Ｍ
Ｏ
72
件
の
計
１
４

５
件
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で
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、
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に
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、
ス
ペ
イ
ン
・
バ
ル
セ

ロ
ナ
や
イ
タ
リ
ア
・
ベ
ネ
チ
ア
な
ど
一
部
の
国
際
的
観
光

観光地には
「稼ぐ力」と

「持続可能な運営力」の
総合力強化が必要

琉球大学
観光産業科学部長 教授

下地芳郎

巻 頭 言

地
で
は
観
光
客
の
急
増
に
よ
る
住
民
生
活
へ
の
影
響
対
策
が

急
務
に
な
っ
て
い
る
。
日
本
で
も
観
光
客
増
加
に
よ
る
交
通

渋
滞
や
自
然
環
境
破
壊
な
ど
は
以
前
か
ら
指
摘
さ
れ
て
い
た

が
、
近
年
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
仲
介
サ
イ
ト
を
通
じ
た
個

人
住
宅
や
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
へ
の
民
泊
拡
大
に
よ
り
、
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ
、
騒
音
、
ご
み
な
ど
の
問
題
が
増
加
し
て
お
り
、

住
民
生
活
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。
最
近
、
沖
縄
県

で
は
中
国
人
ク
ル
ー
ズ
客
を
相
手
と
し
た
白
タ
ク
行
為
が
問

題
と
な
り
、
行
政
機
関
と
観
光
業
界
等
が
対
策
に
当
た
っ
て

い
る
が
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
観
光
の
動
き
に
現
在
の
法
制

度
で
は
十
分
対
応
出
来
な
い
。

　
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
あ
た
っ
て
は
Ｄ
Ｍ
Ｏ
と
い
う
新
し
い
機

能
に
よ
る
取
り
組
み
と
行
政
機
関
の
連
携
が
不
可
欠
で
あ
る

が
、
地
方
自
治
体
の
観
光
政
策
強
化
策
は
十
分
で
は
な
い
。

観
光
政
策
は
攻
め
と
守
り
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
る
こ
と
が
重
要

で
あ
り
、
行
政
職
員
の
観
光
政
策
能
力
向
上
も
大
き
な
課
題

で
あ
る
。
観
光
を
取
り
巻
く
環
境
変
化
の
ス
ピ
ー
ド
は
速
い
。

観
光
振
興
の
基
本
で
あ
る
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定
と
見
直

し
、
広
域
連
携
推
進
体
制
構
築
、
観
光
統
計
高
度
化
、
新

た
な
財
源
確
保
策
、
観
光
教
育
の
推
進
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
進
展
へ

の
対
応
、
高
度
観
光
人
材
育
成
、
危
機
管
理
対
策
な
ど
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
の
範
囲
は
広
い
。
今
年
は
国
連
が
定
め
る

「
開
発
の
た
め
の
持
続
可
能
な
観
光
の
国
際
年
」
で
あ
る

が
、
世
界
各
国
に
比
べ
て
日
本
に
お
け
る
活
動
は
低
調
で

あ
り
、
今
年
後
半
の
取
り
組
み
に
期
待
し
た
い
。

　
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
強
化
し
、「
住
ん
で
よ
し
、
訪
れ
て
よ

し
の
国
づ
く
り
」
に
「
受
け
入
れ
て
よ
し
」
を
加
え
、
真
の

観
光
立
国
実
現
に
つ
な
げ
た
い
。    

（
し
も
じ 

よ
し
ろ
う
）

近年、我が国では
ＤＭＯへの注目が集まっている。

ＤＭＯはデスティネーション・マネジメント
( Destination Management )

および
デスティネーション・マーケティング

( Destination Marketing )
を担う組織とされ、

観光による地域振興の司令塔として期待されている。
もともと、マネジメントもマーケティングも企業経営用語であるが、

地域を企業に置き換えれば解るように
マネジメント(経営・管理)あってのマーケティングである。

　しかしながら、
デスティネーション・マネジメントの概念の誕生や変遷については、

必ずしも共通の理解となっていない。
そこで、本概念の定義や実態について、
学術面、実践面の両面から整理を行い、
わが国における展開と方向について

検討してみる。
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観
光
地
に
は「
稼
ぐ
力
」と「
持
続
可
能
な
運
営
力
」の

総
合
力
強
化
が
必
要

特
集
テ
ー
マ
か
ら
の
視
座

デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン・マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の

理
想
と
実
践
で
の
現
実

こ
こ
ま
で
見
て
き
た
６
つ
の
テ
ー
マ
を
踏
ま
え
て
、デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
理
想
を
整
理
す
る
。

ま
た
、類
似
の
概
念
で
あ
る
観
光
地
経
営
と
の
相
似
・
相
違
に
つ
い
て
整
理
し
、国
内
で
の
実
践
に
際
し
て
の
課
題
と
、そ
の
対
応
方
を
考
察
す
る
。

　
海
外
の
学
術
研
究
分
野
に
お
け
る

デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン・マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
概
念
の
変
遷

海
外
の
学
術
研
究
分
野
で
、デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
ど
の
よ
う
に
定
義
さ
れ
、

扱
わ
れ
、変
化
し
て
き
た
の
か
を
整
理
す
る
。

　
観
光
需
要
と
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン・マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

Ｆ
Ｉ
Ｔ
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
昨
今
、地
域
側
に
は
多
様
な
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、

こ
れ
ら
が
観
光
需
要
に
対
応
し
た「
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」を
実
現
す
る
た
め
の
要
素
と
な
っ
て
い
る
。

取
り
組
み
は
多
岐
に
わ
た
る
が
、本
稿
で
は
、「
知
る
・
買
う
」「
動
く
」「
す
る
」に
つ
い
て
、国
内
外
の
対
応
事
例
を
紹
介
し
た
い
。

　
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
と
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン・マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

多
く
の
人
々
が
集
中
し
て
訪
れ
る
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
。

本
稿
で
は
、Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
需
要
の
特
性
や
重
要
性
に
つ
い
て
整
理
す
る
と
と
も
に
、ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
需
要
へ
の
対
応
組
織
の
変
遷
と
取
り
組
み
、

そ
れ
を
踏
ま
え
た
日
本
で
の
課
題
と
今
後
の
期
待
に
つ
い
て
述
べ
る
。

4　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン・マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

観
光
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
整
理
し
た
う
え
で
、

今
後
、観
光
に
よ
る
地
域
振
興
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
、地
域
住
民
が
観
光
に
関
わ
る
こ
と
の
重
要
性
と
、

デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
し
て
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
へ
の
対
応
に
つ
い
て
述
べ
た
い
。

5　
米
国
に
お
け
る

デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン・マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
制
度

多
く
の
先
進
的
Ｄ
Ｍ
Ｏ
が
立
地
す
る
米
国
で
は
、

Ｔ
Ｉ
Ｄ（Tourism

 Im
provem

ent D
istrict=

観
光
産
業
改
善
地
区
）と
い
う
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
制
度
が
存
在
し
て
い
る
。

20
年
に
わ
た
り
１
０
０
カ
所
以
上
の
地
域
で
こ
れ
ら
の
制
度
と
合
意
形
成
の
た
め
の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
行
っ
て
き
た

Ｃ
Ｉ
Ｖ
Ｉ
Ｔ
Ａ
Ｓ
社
の
Ｃ
Ｅ
Ｏ
、Ｊ
ｏ
ｈ
ｎ
　
Ｌ
ａ
ｍ
ｂ
ｅ
ｔ
ｈ
氏
に
よ
る
米
国
で
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
の
概
説
。

6　
我
が
国
に
お
け
る

エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
制
度
の
進
展
と
今
後
の
課
題

米
国
Ｔ
Ｉ
Ｄ
は
Ｂ
Ｉ
Ｄ
よ
り
発
展
し
た
が
、Ｂ
Ｉ
Ｄ
の
基
本
形
と
な
る
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
制
度
は
、

大
阪
市
や
札
幌
市
な
ど
国
内
の
一
部
都
市
に
お
い
て
も
活
用
が
始
ま
っ
て
い
る
。そ
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
、保
井
教
授
に
解
説
し
て
い
た
だ
く
。

観
光
研
究
レ
ビ
ュ
ー

観
光
資
源
の
評
価
に
関
す
る
研
究

活
動
報
告

第
８
回 

た
び
と
し
ょ
Ｃ
ａ
ｆ
ｅ
を
開
催
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー…

荒
山
正
彦 

関
西
学
院
大
学 

文
学
部 

教
授

【
連
載
】私
の
研
究
と
観
光
・
第
９
回

観
光
と
農
村
再
生
論

【
連
載
】わ
た
し
の
１
冊
・
第
９
回

『
ロ
ー
マ
人
の
物
語
』

出
版
物
の
ご
案
内
／
研
究
員
コ
ラ
ム
の
紹
介

❶ 富士本栖湖リゾートの芝桜（山梨県富士河口湖町）写真:PIXTA
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観
光
地
に
は「
稼
ぐ
力
」と「
持
続
可
能
な
運
営
力
」の

総
合
力
強
化
が
必
要

特
集
テ
ー
マ
か
ら
の
視
座

デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン・マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の

理
想
と
実
践
で
の
現
実

こ
こ
ま
で
見
て
き
た
６
つ
の
テ
ー
マ
を
踏
ま
え
て
、デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
理
想
を
整
理
す
る
。

ま
た
、類
似
の
概
念
で
あ
る
観
光
地
経
営
と
の
相
似
・
相
違
に
つ
い
て
整
理
し
、国
内
で
の
実
践
に
際
し
て
の
課
題
と
、そ
の
対
応
方
を
考
察
す
る
。

　
海
外
の
学
術
研
究
分
野
に
お
け
る

デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン・マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
概
念
の
変
遷

海
外
の
学
術
研
究
分
野
で
、デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
ど
の
よ
う
に
定
義
さ
れ
、

扱
わ
れ
、変
化
し
て
き
た
の
か
を
整
理
す
る
。

　
観
光
需
要
と
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン・マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

Ｆ
Ｉ
Ｔ
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
昨
今
、地
域
側
に
は
多
様
な
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、

こ
れ
ら
が
観
光
需
要
に
対
応
し
た「
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」を
実
現
す
る
た
め
の
要
素
と
な
っ
て
い
る
。

取
り
組
み
は
多
岐
に
わ
た
る
が
、本
稿
で
は
、「
知
る
・
買
う
」「
動
く
」「
す
る
」に
つ
い
て
、国
内
外
の
対
応
事
例
を
紹
介
し
た
い
。

　
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
と
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン・マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

多
く
の
人
々
が
集
中
し
て
訪
れ
る
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
。

本
稿
で
は
、Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
需
要
の
特
性
や
重
要
性
に
つ
い
て
整
理
す
る
と
と
も
に
、ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
需
要
へ
の
対
応
組
織
の
変
遷
と
取
り
組
み
、

そ
れ
を
踏
ま
え
た
日
本
で
の
課
題
と
今
後
の
期
待
に
つ
い
て
述
べ
る
。

4　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン・マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

観
光
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
整
理
し
た
う
え
で
、

今
後
、観
光
に
よ
る
地
域
振
興
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
、地
域
住
民
が
観
光
に
関
わ
る
こ
と
の
重
要
性
と
、

デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
し
て
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
へ
の
対
応
に
つ
い
て
述
べ
た
い
。

5　
米
国
に
お
け
る

デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン・マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
制
度

多
く
の
先
進
的
Ｄ
Ｍ
Ｏ
が
立
地
す
る
米
国
で
は
、

Ｔ
Ｉ
Ｄ（Tourism

 Im
provem

ent D
istrict=

観
光
産
業
改
善
地
区
）と
い
う
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
制
度
が
存
在
し
て
い
る
。

20
年
に
わ
た
り
１
０
０
カ
所
以
上
の
地
域
で
こ
れ
ら
の
制
度
と
合
意
形
成
の
た
め
の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
行
っ
て
き
た

Ｃ
Ｉ
Ｖ
Ｉ
Ｔ
Ａ
Ｓ
社
の
Ｃ
Ｅ
Ｏ
、Ｊ
ｏ
ｈ
ｎ
　
Ｌ
ａ
ｍ
ｂ
ｅ
ｔ
ｈ
氏
に
よ
る
米
国
で
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
の
概
説
。

6　
我
が
国
に
お
け
る

エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
制
度
の
進
展
と
今
後
の
課
題

米
国
Ｔ
Ｉ
Ｄ
は
Ｂ
Ｉ
Ｄ
よ
り
発
展
し
た
が
、Ｂ
Ｉ
Ｄ
の
基
本
形
と
な
る
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
制
度
は
、

大
阪
市
や
札
幌
市
な
ど
国
内
の
一
部
都
市
に
お
い
て
も
活
用
が
始
ま
っ
て
い
る
。そ
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
、保
井
教
授
に
解
説
し
て
い
た
だ
く
。

観
光
研
究
レ
ビ
ュ
ー

観
光
資
源
の
評
価
に
関
す
る
研
究

活
動
報
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Ｃ
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催
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4

1
背
景

　

観
光
地
を
取
り
巻
く
市
場
環
境
の
変
化
、

あ
る
い
は
観
光
産
業
や
観
光
政
策
が
行
き

詰
ま
り
を
見
せ
る
中
で
、
地
域
の
資
源
を
経

営
の
観
点
で
見
直
し
、
最
適
な
産
業
構
造
に

転
換
し
て
い
く
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
、
す
な
わ

ち
「
観
光
地
経
営
」
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

当
財
団
で
は
、
そ
の
考
え
方
を
取
り
ま
と
め
、

２
０
１
３
年
（
平
成
25
年
）
に
書
籍
『
観
光

地
経
営
の
視
点
と
実
践
』
と
し
て
刊
行
し
た
。

　

同
書
で
は
、「
観
光
地
経
営
」
を
「
観
光

地
の
持
続
的
な
発
展
を
目
的
と
し
て
、一
定

の
方
針
（
ビ
ジ
ョ
ン
）
に
基
づ
い
て
観
光
地

を
構
成
す
る
様
々
な
経
営
資
源
と
推
進
主

体
を
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
す
る
た
め
の
一
連
の
組

織
的
活
動
」
と
定
義
し
た
。
ま
た
、
当
財
団

が
こ
れ
ま
で
行
っ
て
き
た
実
践
的
な
研
究
活

動
（
自
主
研
究
あ
る
い
は
受
託
調
査
）
を
通

じ
て
蓄
積
し
て
き
た
経
験
や
知
見
を
も
と

に
、
前
述
の
「
一
連
の
組
織
的
活
動
」
を
展
開

す
る
た
め
の
視
点
を
８
つ
に
分
類
し
、
そ
の

考
え
方
に
つ
い
て
事
例
を
交
え
て
整
理
し
た

（
図
１
）。

2
本
稿
の
目
的

　
『
観
光
地
経
営
の
視
点
と
実
践
』
の
刊
行

か
ら
４
年
が
経
過
し
、
我
が
国
の
観
光
地
を

取
り
巻
く
環
境
が
さ
ら
な
る
変
化
を
見
せ
る

中
、「
観
光
地
経
営
」
の
意
義
や
あ
り
方
を

改
め
て
問
い
直
す
必
要
性
が
生
じ
て
い
る
。

　
『
観
光
地
経
営
の
視
点
と
実
践
』
は
、
主

と
し
て
当
財
団
の
国
内
に
お
け
る
経
験
や
知

見
を
も
と
に
著
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し

て
海
外
の
学
術
研
究
分
野
で
は
「
デ
ス
テ
ィ

ネ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
と
い
う
用

語
で
数
多
く
の
研
究
が
な
さ
れ
て
お
り
、
知

 
海
外
の
学
術
研
究
分
野
に
お
け
る

「
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」の
概
念
の
変
遷

1

観
光
政
策
研
究
部
　
主
任
研
究
員
　

菅
野  

正
洋

「観光地経営」
の

視点

図1 「観光地経営」のための8つの視点

出典：（公財）日本交通公社（2013）、『観光地経営の視点と実践』、丸善出版（株）より

視点1
観光地の特性と経営状況
を把握する

状況把握

視点6
組織と人材を見直して実
行力を高める

組織・人材

視点2
関係主体を巻き込んで説得力ある
将来ビジョンを策定する

戦略策定

視点5
観光資源の保存と活用の
両立をはかる

保存・活用

視点8
地域の観光財源を
確保する

財源確保

視点7
観光地としてのブ
ランドを形成する

ブランド形成

視点3
新たな魅力と市場
をつくる

市場創出

視点4
滞在のための仕組
みをつくる

滞在促進
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特集
デスティネーション・マネジメントの潮流
　海外の学術研究分野における「デスティネーション・マネジメント」の概念の変遷1

第234号 July 2017

見
も
蓄
積
さ
れ
て
い
る
が
、
我
が
国
の
観
光

研
究
の
分
野
で
そ
の
概
念
を
明
確
に
整
理
し

た
研
究
は
見
ら
れ
な
い
。

　

上
記
を
踏
ま
え
、
本
稿
で
は
、「
観
光
地

経
営
」
に
対
応
す
る
概
念
と
し
て
の
「
デ
ス

テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
の
内

容
や
扱
わ
れ
方
の
変
遷
を
追
う
こ
と
で
、
当

財
団
が
提
唱
す
る
「
観
光
地
経
営
」
の
位
置

づ
け
を
改
め
て
検
証
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
る
。

　

す
な
わ
ち
、
本
稿
で
明
ら
か
に
し
た
い
点

は
下
記
の
2
点
で
あ
る
。

①
海
外
の
学
術
研
究
分
野
に
お
い
て
、
デ
ス

テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
ど

の
よ
う
に
議
論
さ
れ
、
そ
の
内
容
が
変
遷

し
て
き
た
の
か
。

②
海
外
の
学
術
研
究
分
野
に
お
け
る
デ
ス

テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
概
念

の
、当
財
団
が
提
唱
す
る
「
観
光
地
経
営
」

概
念
と
の
共
通
点
（
あ
る
い
は
相
違
点
）

は
何
か
。

3
検
証
方
法

　

１
９
７
０
年
代
か
ら
近
年
に
か
け
て
デ
ス

テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
あ
る
い

は
そ
れ
に
類
す
る
概
念
（
観
光
地
を
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
の
対
象
と
し
て
扱
う
考
え
方
）
に
つ

い
て
著
さ
れ
た
海
外
の
論
文
や
書
籍
を
参
照

し
、
そ
の
中
で
扱
わ
れ
て
い
る
概
念
や
対
象

と
す
る
内
容
が
ど
の
よ
う
に
変
遷
し
て
き
た

の
か
を
レ
ビ
ュ
ー
し
た
。

4
検
証
結
果

1	

デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
以
前
の
観
光
地
の
捉
え
方

①
シ
ス
テ
ム
ズ
・
ア
プ
ロ
ー
チ
を
応
用
し

た
観
光
の
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク

【
１
９
７
０
年
代
後
半
～
】

　

L
eiper

（1979

）
は
、
観
光
を
理
解
し

か
つ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
す
る
た
め
の
フ
レ
ー
ム

ワ
ー
ク
を
開
発
す
る
に
あ
た
っ
て
、
発
生
す

る
さ
ま
ざ
ま
な
現
象
を
総
体
と
し
て
捉
え

る
「
シ
ス
テ
ム
ズ
・
ア
プ
ロ
ー
チ
」
を
初
め

て
適
用
し
た
と
さ
れ
て
い
る
（C

arlsen, 

1999

）。

　

L
eiper

の
ア
プ
ロ
ー
チ
で
は
、
３
つ
の
地

理
的
要
素
と
１
つ
の
社
会
的
要
素
の
計
４
つ

の
要
素
か
ら
な
る
観
光
地
の
シ
ス
テ
ム
を
検

討
し
て
い
る
。
３
つ
の
地
理
的
要
素
と
は
、
旅

行
者
を
創
出
す
る
「
発
地
」、
旅
行
の
オ
ペ

レ
ー
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
る
「
移
動
ル
ー
ト
」、

観
光
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ
る
「
着

地
」
を
指
し
て
い
る
（
図
２
）。
ま
た
、
社
会

的
要
素
は
観
光
客
自
身
と
ツ
ア
ー
オ
ペ
レ
ー

タ
ー
、
観
光
産
業
と
い
っ
た
主
体
を
指
す
。

　

こ
の
３
つ
の
地
理
的
要
素
（
空
間
）
に
お

け
る
社
会
的
要
素
（
観
光
客
お
よ
び
ツ
ア
ー

オ
ペ
レ
ー
タ
ー
、
観
光
産
業
）
の
相
互
の
活

動
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
間
主
体
、
社
会
文
化
、

経
済
、
技
術
、
物
理
的
状
態
、
政
治
、
法
律
、

あ
る
い
は
社
会
的
、
地
理
的
要
素
に
影
響
を

及
ぼ
す
環
境
（E

n
viron

m
ent

）
に
付
随
し

て
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、Leiper

の
提

唱
し
た
基
本
的
な
シ
ス
テ
ム
で
は
、
そ
れ
ら

の
性
質
や
範
囲
は
記
述
さ
れ
て
い
な
い
単
純

化
さ
れ
た
モ
デ
ル
と
な
っ
て
お
り
、
観
光
客

や
観
光
地
が
ど
の
程
度
、
政
治
的
あ
る
い
は

経
済
的
に
影
響
を
及
ぼ
す
の
か
と
い
っ
た
点

は
明
確
に
な
っ
て
い
な
か
っ
た
。

②「
計
画
」対
象
と
し
て
の
観
光
地（Destination 

Planning

の
時
代
）

【
１
９
９
０
年
代
初
頭
～
】

　

デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

と
い
う
用
語
が
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
か

な
り
前
か
ら
、
研
究
者
や
実
務
者
は
観
光
地

を
開
発
・
計
画
さ
れ
る
べ
き
実
体
と
し
て
捉

え
る
こ
と
の
必
要
性
に
気
づ
い
て
い
た
。

　

例
え
ば
、
１
９
８
０
年
にD

estination
 

P
lan

n
in

g

の
分
野
に
お
い
て
初
め
て
著
さ

れ
た
テ
キ
ス
ト
で
は
、
企
業
を
計
画
す
る
と

い
う
文
脈
に
基
づ
き
、
観
光
地
に
つ
い
て
も

企
業
の
よ
う
に
組
織
を
開
発
し
得
る
こ
と
が

想
定
さ
れ
て
い
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
後
１
９
９
０
年
代

前
半
に
な
る
と
、
観
光
地
は
競
争
環
境
に
あ

る
地
域
の
単
位
で
あ
る
と
同
時
に
、
多
様
な

関
心
を
有
す
る
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
が
存
在

す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
し
て
も
捉
え
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。

図2   観光の地理的要素

出典：Leiper（1979）より筆者作成

旅行者が発生する
地域（発地）

旅行者が目的とする
地域（着地）

移動ルート

移動ルート
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6

　

実
際
、
こ
の
時
期
に
は
実
効
的
な
デ
ス

テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
あ
る
い

はP
lan

n
in

g

の
あ
り
方
を
提
示
し
よ
う
と

数
多
く
の
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
が
行
わ
れ
た

が
（G
ill&

W
illiam

s, 199
4; R

itch
ie, 

19
9
9; R

o
b
so

n
&

R
o
b
so

n, 19
9
6

）、

そ
の
後
、
協
働
的
な
観
光
地
の
計
画
手
法

に
対
し
て
根
本
的
な
疑
問
を
呈
す
る
意
見

（Taylor, 1995

）
も
提
示
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。

　

和
解
不
可
能
な
衝
突
、
活
動
の
失
敗
、
調

整
不
能
で
お
互
い
の
意
見
が
相
い
れ
な
い
主

導
権
争
い
な
ど
は
、
計
画
行
為
の
負
の
影
響

で
あ
り
、
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
の
脆ぜ

い

弱じ
ゃ
くさ

や
不
在
を
示
す
典
型
的
な

症
状
と
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
そ
れ
ま
で
に
、
観
光
地
の
ラ
イ
フ
サ

イ
ク
ル（B

utler, 1980

）や
、文
化
的
特
異
性

（S
au

tter
&

L
eisen, 1999; T

im
othy, 

1999

）、
統
合
度
（F

lagestad
&

H
ope, 

2001; S
ainagh

i, 2006

）
と
い
っ
た
理
論

や
コ
ン
セ
プ
ト
が
確
立
さ
れ
て
い
た
が
、
デ

ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
プ

ロ
セ
ス
に
関
す
る
い
く
つ
か
の
研
究
に
よ
っ

て
、
上
記
の
よ
う
な
そ
れ
ま
で
与
件
と
さ
れ

て
い
た
状
況
に
つ
い
て
も
、
よ
り
深
い
分
析

が
必
要
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た

（S
ainagh

i, 2006
な
ど
）。

　

こ
の
こ
と
で
、
ど
の
よ
う
に
メ
カ
ニ
ズ
ム

が
働
く
か
、
あ
る
い
は
ど
の
要
素
が
影
響
す

る
か
、
と
い
っ
た
構
造
を
よ
り
理
解
す
る
た

め
に
、
既
存
の
研
究
モ
デ
ル
を
応
用
す
る
こ

と
に
つ
い
て
、
そ
の
有
効
性
が
認
識
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。

③
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
の
機
能
の
変
遷

　

P
earce

（2015

）
は
、
１
９
９
０
年
代
か

ら
２
０
１
０
年
代
に
か
け
て
執
筆
さ
れ
た
論

文
の
う
ち
、
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
に
焦
点
を
当
て
た
主
要
な
21
編
に

お
い
て
、
そ
の
機
能
が
ど
の
よ
う
に
表
現
さ

れ
て
い
る
か
を
整
理
し
て
い
る
（
図
3
）。

　

こ
れ
に
よ
る
と
、
ま
ず
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー

シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
複
数
の
機
能
に

よ
る
複
合
的
な
概
念
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に

つ
い
て
広
く
認
識
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
指
摘

で
き
る
。

　

そ
の
上
で
機
能
と
し
て
最
も
多
く
挙
げ
ら

れ
て
い
た
の
は
「
観
光
地
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、

ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
、
ポ
ジ
シ
ョ
ニ
ン
グ
」（
13

編
）
で
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
そ
れ
以
外
に
挙
げ
ら
れ
た
論
文
数

が
多
か
っ
た
機
能
と
し
て
は
、「
観
光
地
の
計

画
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
、
評
価
」（
10
編
）、「
商

品
開
発
」（
８
編
）、「
調
査
研
究
、
情
報
管
理
、

図3   主要な既往研究において「デスティネーション・マネジメントの機能」として指摘された項目と年別の該当数

多
様
で
な
お
か
つ
個
別
に
提
供
さ
れ
る
経
験

と
し
て
捉
え
る
必
要
が
生
じ
、Destination

 

P
lan

n
in

g

に
あ
た
っ
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

企
業
や
組
織
、
団
体
の
間
に
お
け
る
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
（M

u
rp

h
y, P

ritch
a
rd,

&
S
m

ith, 

2000; S
m

ith, 199
4

）。

　

こ
の
こ
と
で
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
行
為
に

よ
る
ア
プ
ロ
ー
チ
、
す
な
わ
ち
「
組
織
構

造
か
ら
見
た
実
効
的
な
観
光
地
の
計
画
条

件
」、
あ
る
い
は
「
持
続
的
で
正
当
な
プ
ロ

セ
ス
を
た
ど
る
よ
う
誘
導
す
る
計
画
方
針

の
方
向
性
」
と
い
っ
た
課
題
に
焦
点
が
当

て
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
、
議
論
の
中
心
は

D
estination

 P
lan

n
in

g

か
ら
デ
ス
テ
ィ

ネ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
へ
と
移
り
変

わ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

②
実
践
的
な
研
究
の
積
み
重
ね
と
諸
理
論

の
検
証

　

こ
の
時
期
、
基
礎
的
な
理
論
や
コ
ン
セ
プ

ト
は
広
く
受
け
入
れ
ら
れ
、
実
践
に
応
用
さ

れ
て
い
た
が
、
特
に
観
光
地
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
類
型
と
い
う
文
脈
に
照
ら
し
た
場
合
、
観

光
地
は
官
民
の
数
多
く
の
組
織
や
団
体
か
ら

構
成
さ
れ
る
た
め
、
協
働
的
に
観
光
地
の
計

画
を
行
う
こ
と
に
は
困
難
な
努
力
を
要
す
る

こ
と
と
な
っ
た
。

　

そ
の
後
の
研
究
（B

u
halis, 2000; 

D
redge, 1999; Form

ica
&

K
othari, 

2008; G
etz, 1992

）で
は
、Destination

 

P
lan

n
in

g
と
い
う
用
語
は
戦
略
的
な
目
的

を
伴
っ
て
実
施
さ
れ
る
観
光
地
の
開
発
に
関

係
す
る
全
て
の
活
動
と
プ
ロ
セ
ス
を
意
味
す

る
よ
う
に
な
り
、
ひ
い
て
は
観
光
地
の
競
争

力
向
上
に
つ
な
が
る
も
の
と
し
て
考
え
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。

2	

観
光
地
を
「
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
す

る（
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
の
時
代
）

	

【
１
９
９
０
年
代
終
盤
～
】

①
観
光
地
を
「
計
画
」
で
は
な
く
「
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
」
す
る
必
要
性

　

１
９
９
０
年
代
終
盤
に
行
わ
れ
た
研
究
で

は
、
既
に
観
光
地
に
お
け
る
取
引
関
係
（
サ

プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
）
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
す

る
、
企
業
経
営
を
指
向
し
た
方
向
性
が
提

示
さ
れ
て
い
た
が
、
さ
ら
に
そ
の
後
の
研
究

（B
u
halis, 2000; F

lagestad
&

H
ope, 

2001

）
で
は
、
戦
略
的
か
つ
経
営
的
な
ア

プ
ロ
ー
チ
に
よ
っ
て
、
観
光
地
に
お
け
る
さ

ま
ざ
ま
な
供
給
要
因
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
、

誘
導
す
る
こ
と
の
必
要
性
が
確
認
さ
れ
て

い
る
。

　

こ
う
し
た
背
景
を
受
け
て
、
観
光
商
品
を
、
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図3   主要な既往研究において「デスティネーション・マネジメントの機能」として指摘された項目と年別の該当数
論文の掲載年

機能

1992

1993

1994

1995

1996

1997

1998

1999

2000

2001

2002

2003

2004

2005

2006

2007

2008

2009

2010

2011

2012

2013

2014

2015 計

観光地マーケティング、ブラン
ディング、ポジショニング 1 1 1 1 1 1 1 4 2 13

観光地の計画、モニタリング、評価 1 1 1 1 1 1 2 2 10

商品開発 1 1 1 1 1 2 1 8

調査研究、情報管理、ナレッジ構築 1 1 1 1 1 1 1 7

資源管理、環境管理 1 2 1 1 1 1 7

来訪者管理、来訪者の経験管理、ア
ドベンチャーリスク管理、安全管理 1 1 1 1 2 6

関係構築 1 1 1 1 1 5

人材開発、訓練 1 1 1 1 4

組織的責任、組織間の統率とパー
トナーシップづくり 1 1 1 1 4

特定分野の意思決定と活動 1 1 2

観光施設の運営 1 1

ロビー活動 1 1

サービスのコーディネート 1 1

情報提供 1 1

観光利用に対する規制と誘導 1 1

観光地のライフサイクルにおけ
る局面管理 1 1

特定の問題の管理（キャリング
キャパシティなど） 1 1

ビジネスサポート 1 1

（参考）論文の著者名

Law
s

Crouch
&

Ritchie

A
nderson

①D
w

yer&
Kim

/

②Pavlovich

①Fuchs&
W

eierm
air/

②H
aw

kins

H
arrill

①Jam
ieson/

②Sainaghi

U
N

W
TO

Ryglová

Pechlaner,H
erntrei, &

Kofink

Ivanis

Risteski, Kocevski, &
A

rnaudove

①Laesser&
Beritelli/

②Longjit&
Pearce/

③M
orrison/

④Pearce&
Schänzel

①A
berg/

②Pearce

ナ
レ
ッ
ジ
構
築
」（
７
編
）、「
資
源
管
理
、
環

境
管
理
」（
７
編
）
と
い
っ
た
も
の
が
あ
っ
た
。

　

一
方
、
挙
げ
ら
れ
た
数
が
少
な
か
っ
た
機

能
と
し
て
は
、「
観
光
施
設
の
運
営
」「
ロ

ビ
ー
活
動
」「
サ
ー
ビ
ス
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

ト
」「
情
報
提
供
」「
観
光
利
用
に
対
す
る
規

制
と
誘
導
」「
観
光
地
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル

に
お
け
る
局
面
管
理
」「
特
定
の
問
題
の
管

理
（
キ
ャ
リ
ン
グ
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
な
ど
）」「
ビ

ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト
」（
い
ず
れ
も
１
編
）
と

い
っ
た
も
の
が
あ
っ
た
。

　

な
お
、
こ
こ
で
挙
げ
ら
れ
た
機
能
は
、
多

く
が
実
際
に
特
定
の
観
光
地
で
実
行
さ
れ
て

い
る
も
の
で
は
な
く
、
ど
の
よ
う
な
機
能
が

デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と

し
て
一
般
的
に
捉
え
ら
れ
て
い
る
か
を
表
し

て
い
る
こ
と
に
は
留
意
が
必
要
で
あ
る
。

　

ち
な
み
に
、
対
象
と
な
っ
て
い
る
21
編
の

論
文
に
つ
い
て
、
筆
頭
著
者
の
所
属
先
の
所

在
国
（
掲
載
当
時
、判
別
で
き
る
も
の
の
み
）

を
見
て
み
る
と
、オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
、
ス
イ
ス
、
イ
タ
リ
ア
、
ク
ロ

ア
チ
ア
、
チ
ェ
コ
、
マ
ケ
ド
ニ
ア
と
い
っ
た
国

が
並
ん
で
お
り
、
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
関
す
る
検
討
は
オ
セ
ア
ニ

ア
あ
る
い
は
欧
州
（
東
欧
）
諸
国
の
研
究
者

の
関
心
事
項
と
な
っ
て
い
る
状
況
が
示
唆

さ
れ
る
。

出典：Pearce（2015）より筆者作成

単位：編（論文数）
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観
光
地
の
イ
メ
ー
ジ
と
魅
力
）」「
来
訪
者

の
組
み
合
わ
せ
（
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
調
査
）」

「
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

（
周
知
と
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
）」「
組
織
的
責
任

（
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
）」

の
４
つ
に
整
理
し
て
い
る
。

●D
w

yer&
Kim

（2003

）

　

観
光
地
の
競
争
力
に
寄
与
す
る
デ
ス
テ
ィ

ネ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
活
動
と

し
て
「
観
光
地
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
管
理
」

「
観
光
地
の
計
画
と
開
発
」「D

estination 

M
anagem

ent O
rganization

」「
人
材
開

発
」「
環
境
管
理
」の
５
つ
に
整
理
し
て
い
る
。

●Sainaghi

（2006

）

　

動
的
な
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
モ
デ
ル
（D

ynam
ic D

estination
 

M
anagem

ent M
odel: D

D
M

M

）
を
提

示
し
て
い
る
（
図
５
）。

　

モ
デ
ル
は
「
主
要
プ
ロ
セ
ス
」
と
「
副
次

プ
ロ
セ
ス
」
に
分
か
れ
て
い
る
。
こ
の
ス
キ
ー

ム
は
地
域
に
お
け
る
Ｄ
Ｍ
Ｏ
（D

estination
 

M
anagem

ent O
rgan

ization

）
が
イ
ン

パ
ク
ト
を
有
す
る
た
め
の
広
範
な
活
動
を
示

し
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
活
動
の
上
位
に
は
地
域
の
企
業

や
公
的
機
関
、
あ
る
い
は
そ
れ
ら
の
間
で
の

図4   Crouch & Ritchie（1999）による観光地の競争力のコンセプトモデル

出典：Crouch & Ritchie（1999）より筆者作成

競争的優位性
（付与される資源）

人材

物理的資源

知識

資本

インフラ・観光の
上位構造

歴史・文化

競争的優位性
（配置される資源）

監査・リスト化

維持

育成・開発

効率性

効果

観光地の競争力

デスティネーション・マネジメント

資源管理 マーケティング 組織 情報 サービス

核となる資源・魅力

自然地理 文化・歴史 市場の
結びつき

アクティビティの
組み合わせ イベント 上位構造

支援要因・資源

インフラ アクセス性 取り組みを促進する要素 企業

選定決定要因

位置 依存関係 安全 費用

　

以
下
、Pearce

が
整
理
の
対
象
と
し
た

論
文
の
う
ち
、
特
徴
的
な
も
の
に
つ
い
て
、
デ

ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
概

念
が
ど
の
よ
う
に
記
述
さ
れ
て
い
る
か
を
概

観
し
て
い
く
。

●Crouch
&

Ritchie

（1999

）

　

観
光
地
の
競
争
力
を
表
す
コ
ン
セ
プ
ト
モ

デ
ル
の
構
成
要
素
の
一
つ
と
し
て
デ
ス
テ
ィ

ネ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
位
置
づ
け

て
お
り
、
そ
の
活
動
を
「
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
」

「
サ
ー
ビ
ス
」「
情
報
」「
組
織
」「
資
源
管
理
」

の
５
つ
に
整
理
し
て
い
る
。

　

な
お
、
提
示
さ
れ
た
コ
ン
セ
プ
ト
モ
デ
ル

に
は
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
の
他
、「（
ミ
ク
ロ
の
）
競
争
環
境
」「（
マ
ク

ロ
の
）グ
ロ
ー
バ
ル
環
境
」「
核
と
な
る
資
源
・

魅
力
」「
支
援
要
因
・
資
源
」「
選
定
決
定
要

因
」
と
い
っ
た
構
成
要
素
が
記
述
さ
れ
て
い

る
（
図
４
）。

●Anderson

（2000

）

　

観
光
に
関
す
る
用
語
辞
典
に
お
け
る
解
説

に
お
い
て
、
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
は
都
市
、
リ
ゾ
ー
ト
、
地
方
の
い
ず

れ
か
の
観
光
地
タ
イ
プ
に
お
け
る
統
合
さ
れ

た
プ
ロ
セ
ス
で
あ
る
と
し
、そ
の
要
素
を
「
観

光
地
が
提
供
す
る
も
の
（
来
訪
者
の
経
験
、

（
ミ
ク
ロ
の
）
競
争
環
境

（
マ
ク
ロ
の
）
グ
ロ
ー
バ
ル
環
境
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ま
た
、
副
次
プ
ロ
セ
ス
は
主
要
プ
ロ
セ
ス

の
効
果
を
持
続
・
拡
大
さ
せ
る
た
め
に
不

可
分
の
も
の
と
し
て
実
施
さ
れ
る
活
動
で
あ

る
。
す
な
わ
ち
対
応
す
べ
き
問
題
の
理
解
に

資
す
る
「
調
査
研
究
」、
Ｄ
Ｍ
Ｏ
人
材
の
能
力

向
上
に
有
益
な
「
教
育
訓
練
」、
観
光
協
会
に

相
互
関
係
が
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
（
図
5

内
上
部
に
あ
る
４
つ
の
項
目
）。

　

主
要
プ
ロ
セ
ス
は
地
域
資
源
に
対
し
て

「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」「
商
品
開
発
」「
取

り
組
み
実
行
の
プ
ロ
セ
ス
」
を
行
う
こ
と
で

イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
る
活
動
で
あ
る
。

出典：UNWTO（2007）より筆者作成

図6	 UNWTO（2007）によるデスティネー
ション・マネジメントの概要

観光地の要素

魅力

快適さ

アクセス性

人材

イメージ

価格

DMO
先導とコーディネート

マーケティング
誘客

現地対応
期待を超える対応

適切な環境創出
政策、法律、規則、税制

図5   Sainaghi（2006）による動的なデスティネーション・マネジメントモデル
　　（Dynamic Destination Management Model : DDMM）

出典：Sainaghi（2006）より筆者作成

資源（有形、無形、人材）

調査研究
データベース開発

特別研究

教育訓練
経営

専門分野

内部マーケティング
主題

コンテンツ
チャンネル

時期

主
要
プ
ロ
セ
ス

副
次
プ
ロ
セ
ス

資源 プロセス 関係

取り組み実行のプロセス
公共
民間

商品開発
イベント

パッケージ商品

コミュニケーション
実効的・戦略的マーケティング

実効的なマーケティングの
ツール

企業 企業 公的機関 公的機関
（D） （D）（D） （D）

（A） （A） （A）

（B）
（C）（C）

よ
っ
て
実
施
さ
れ
る
活
動
に
対
す
る
コ
ミ
ッ

ト
メ
ン
ト
を
醸
成
す
る
「
内
部
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
」
か
ら
な
る
。

　

ま
た
、
副
次
プ
ロ
セ
ス
は
、
Ｄ
Ｍ
Ｏ
が
特

定
の
階
層
的
な
力
を
有
し
な
い
観
光
地
に
お

い
て
は
、
意
思
決
定
や
活
動
に
直
接
影
響
を

与
え
る
こ
と
も
あ
り
得
る
。
す
な
わ
ち
、「
教

育
」
の
活
動
は
地
域
の
企
業
の
経
営
・
運
営

を
変
更
し
得
る
し
、
適
切
に
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
」
が
図
ら
れ
れ
ば
、
新
た
な
投
資
や

サ
ー
ビ
ス
の
開
発
を
促
す
こ
と
も
あ
る
。

●UN
W

TO

（2007

）

　

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
『
A P

ractical G
uide 

to
Tourism

 D
estination M

anagem
ent

』

に
お
い
て
、 

デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
を
、「
観
光
地
の
要
素
」
を
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト
す
る
活
動
と
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
の

要
素
は
「
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
」「
現
地
対
応
」

に
よ
っ
て
サ
ポ
ー
ト
さ
れ
る
と
し
て
い
る
。

さ
ら
に
そ
の
基
盤
と
し
て
「
適
切
な
環
境
創

出
」
の
活
動
が
位
置
し
、「
Ｄ
Ｍ
Ｏ
」
が
そ
れ

ら
の
諸
側
面
を
統
率
し
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト

す
る
必
要
が
あ
る
と
し
て
い
る
（
図
６
）。

●Risteski, Kocevski,&
Arnaudove 

（2012

）

　

デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

を
「
観
光
地
に
本
来
あ
る
特
有
な
資
産
の
保

護
」「
来
訪
者
の
体
験
の
質
の
向
上
」「
産
業

界
へ
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
」「
固
有
で
持
続

的
な
観
光
産
業
の
成
長
」
と
し
て
い
る
。

（B） （B）

04_14_観光文化234号_特集1.indd   9 2017/06/29   午後5:30
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ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
、
流
通
の
包
括
的
な
手
法
に

よ
る
）」「
サ
ー
ビ
ス
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト

（
途
切
れ
な
い
顧
客
の
経
験
を
提
供
す
る
た

め
）」
と
し
て
整
理
し
て
い
る
。

●Pearce
&

Schanzel

（2013

）

　

観
光
客
に
対
す
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
も

と
に
、
観
光
客
が
認
識
す
る
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー

シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
要
素
を
「
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
」「
情
報
提
供
」「
来
訪
者
管

理
」「
地
域
の
保
全
と
自
然
保
護
」
と
し
て
抽

出
し
て
い
る
。一
方
、デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
要
素
と
し
て
「
地
域
住
民

へ
の
影
響
」
や
「
産
業
界
や
行
政
の
役
割
」

に
つ
い
て
観
光
客
か
ら
は
ほ
と
ん
ど
言
及
が

な
か
っ
た
と
し
て
い
る
。

●Pike
&

Page

（2014

）

　

有
効
な
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
の
要
素
を
「
魅
力
的
な
環
境
」「
収

益
性
の
高
い
産
業
」「
前
向
き
な
来
訪
者
の

体
験
」「
新
商
品
開
発
に
対
す
る
投
資
の
進

展
」「
持
続
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」「
協
力
的

な
地
元
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」「
ア
ク
セ
ス
の
容
易

さ
」
と
し
て
整
理
し
て
い
る
（
図
８
）。

　

他
の
多
く
の
研
究
で
要
素
と
し
て
挙
げ

ら
れ
て
い
る
「
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
」「
ポ
ジ

シ
ョ
ニ
ン
グ
」「
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
」
は
デ
ス

出典：Pike & Page（2014）より筆者作成

図8   Pike & Page（2014）によるDestination Marketingのフレームワーク
持続的な観光地の競争力

競争的優位性の
源泉の象徴となる資源

資源の監査

価値
相対的な独自性

模倣のされにくさ

有効なデスティネーション・マネジメント
魅力的な環境

収益性の高い産業
前向きな来訪者の体験

新商品開発に対する投資の進展
持続的なコミュニティ

協力的な地元コミュニティ
アクセスの容易さ

内部：内部資源とDMO活動の妥当性の有効な活用

外部：市場における優位性を達成するための活動の効果

観光地のブランド・
独自性の開発

観光地のブランド・
ポジショニング

観光地マーケティング
業績測定と追跡

有効な組織
（例：DMO）

の
要
素
を
「
目
的
」「
活
動
」「
構
造
」
と
し

て
整
理
し
て
い
る
（
図
７
）。

●Laesser&
Beritelli

（2013

）

　

ス
イ
ス
の
ザ
ン
ク
ト
ガ
レ
ン
大
学
で

２
年
ご
と
に
開
催
さ
れ
る
国
際
会
議

「A
dvances

in
D

estination M
anagem

ent

」

に
参
加
し
た
研
究
者
に
よ
っ
て
合
意
さ
れ
た

　

他
の
多
く
の
研
究
で
要
素
と
し
て
挙
げ

ら
れ
て
い
る
「
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
」
は
デ
ス

テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
は
別

の
概
念
と
し
て
整
理
さ
れ
て
い
る
の
が
特
徴

で
あ
る
。

●Longjit&
Pearce

（2013

）

　

デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

内
容
を
紹
介
し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、

デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の

目
的
を
「
来
訪
者
を
引
き
つ
け
る
こ
と
」「
時

間
と
予
算
を
特
定
の
地
理
的
空
間
に
割
り
当

て
る
こ
と
」
と
し
て
お
り
、
そ
の
た
め
の
活
動

を
「
計
画
（
観
光
関
連
領
域
）」「
ロ
ビ
ー
活

動
（
観
光
関
係
者
の
代
表
と
し
て
）」「
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
（
商
品
開
発
、
価
格
設
定
、
プ

出典：Longjit & Pearce（2013）より筆者作成

図7	 Longjit & Pearce（2013）によるデスティネーション・マネジメントのコ
ンセプトフレームワーク

マネジメントの
目的

マネジメントの
活動

マネジメントの
構造

デスティネーション・マネジメント
統合

目的

観光関連活動

マネジメント主体

統合の程
度

高
　

  中
　

  低

共通目標　　     
観光地の目標

　　     組織目標

マーケ
ティング 観光資源 人材 来訪者 安全 その他

公的組織

個 対

組 網

民間企業・団体

個 対

組 網
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特集
デスティネーション・マネジメントの潮流
　海外の学術研究分野における「デスティネーション・マネジメント」の概念の変遷1

第234号 July 2017

テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
は
別

の
概
念
と
し
て
整
理
さ
れ
て
い
る
の
が
特
徴

で
あ
る
。

3	

観
光
地
は「
ガ
バ
ナ
ン
ス
」
の
対
象
へ

（D
estination G

overnance

の
時
代
）

	

【
２
０
０
０
年
代
中
盤
～
現
在
】

　

近
年
の
研
究
で
は
、
整
理
し
て
き
た
よ
う

なD
estin

ation
 P

lan
n
in

g

や
デ
ス
テ
ィ

ネ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
い
っ
た
分

野
はD

estin
ation

 G
overn

ance

と
い

う
用
語
に
包
含
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て

い
る
。

　

こ
の
際
、
説
明
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ

る
さ
ま
ざ
ま
な
理
論
が
よ
り
重
要
性
を

増
す
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
ス
テ
ー
ク
ホ

ル
ダ
ー
理
論
、
取
引
コ
ス
ト
経
済
、
資
源

依
存
理
論
と
い
っ
た
経
営
理
論
が
、
多
様

な
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
に
モ
デ
ル
や
概
念
と

し
て
応
用
さ
れ
て
い
る
の
が
特
徴
で
あ
る

（B
eritelli, B

ieger,
&

L
aesser, 2007; 

B
uteau-D

u
itschaever, M

cC
utcheon, 

E
a
g
les, G

lo
ver,

&
H

a
v
itz, 2

010; 

d'A
n
gella, D

e
C

a
rlo,

&
S
a
in

a
g
h
i, 

2
010

; M
a
rza

n
o

&
S
co

tt, 2
0
0
9
; 

R
yan, 2002

）。

　

す
な
わ
ち
、Destination G

overnance

に
関
す
る
研
究
は
、
デ
ス

テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
の
時
代
で
検
証

の
対
象
と
な
っ
た
よ
う
な

観
光
地
の
基
礎
的
な
メ
カ

ニ
ズ
ム
に
加
え
て
、
そ
の
当

時
は
「
ブ
ラ
ッ
ク
ボ
ッ
ク

ス
」
と
さ
れ
て
い
た
観
光

地
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
お
け

る
諸
現
象
（
な
ぜ
あ
る
意

思
決
定
や
行
動
が
な
さ
れ

た
の
か
〔
な
さ
れ
な
か
っ

た
の
か
〕、
な
ぜ
あ
る
事
象

が
発
生
し
た
の
か
〔
し
な

か
っ
た
の
か
〕）
を
、
規
範

や
法
則
に
着
目
し
て
説
明

し
よ
う
と
す
る
試
み
で
あ

る
と
位
置
づ
け
る
こ
と
が

で
き
る
。

5
考
察

①
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
関
す
る

議
論
の
変
遷

　

こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ

う
に
、
観
光
地
を
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
の
対
象
と
す
る
概

「観光地経営」のための
8つの視点

「デスティネーション・
マネジメント」の機能

視点1 視点2 視点3 視点4 視点5 視点6 視点7 視点8

観光地の特
性と経営状
況を把握す
る

関係主体を巻
き込んで説得
力あるビジョ
ンを策定する

新たな魅力
と市場をつ
くる

滞在のため
の仕組みを
つくる

観光資源の
保存と活用
の両立をは
かる

組織と人材
を見直して
実行力を高
める

観光地とし
てのブラン
ドを形成す
る

地域の観光
財源を確保
する

観光地マーケティング、ブランディ
ング、ポジショニング ● ●

観光地の計画、モニタリング、評価 ● ●

商品開発 ●

調査研究、情報管理、ナレッジ構築 ●

資源管理、環境管理 ● ● ●

来訪者管理、来訪者の経験管理、ア
ドベンチャーリスク管理、安全管理 ●

関係構築 ●

人材開発、訓練 ●

組織的責任、組織間の統率とパー
トナーシップづくり ● ●

特定分野の意思決定と活動 ●

観光施設の運営

ロビー活動

サービスのコーディネート ●

情報提供 ●

観光利用に対する規制と誘導 ●

観光地のライフサイクルにおける
局面管理

特定の問題の管理（キャリングキャ
パシティなど） ●

ビジネスサポート

図9   既往研究で指摘されるデスティネーション・マネジメントの機能と「観光地経営」のための8つの視点の対応

出典：Pearce（2015）および（公財）日本交通公社（2013）、『観光地経営の視点と実践』より筆者作成
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施
設
の
運
営
」「
ロ
ビ
ー
活
動
」「
観
光
地

の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
に
お
け
る
局
面
管
理
」

「
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト
」
と
い
っ
た
も
の
が

あ
る
。
ま
た
、「
観
光
地
経
営
」
に
含
ま
れ
、

デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
概

念
に
含
ま
れ
な
い
も
の
と
し
て
は
、「
地
域

の
観
光
財
源
を
確
保
す
る
」
と
い
っ
た
も
の

が
あ
る
。

③
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
に
対
す
る
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
役
割
の
変
遷

　

こ
こ
で
、
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
の
概
念
と
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
関
係
に
つ
い
て

も
触
れ
て
お
き
た
い
。

　

C
rouch

&
R

itch
ie

（1999

）
は
、
Ｄ
Ｍ

Ｏ
の
Ｍ
を
単
純
なM

arketin
g

で
は
な
く
、

M
anagem

ent

と
し
て
強
調
す
る
の
は
最

近
の
傾
向
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
、

A
nderson

（2000

）
は
、
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー

シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
プ
ロ
セ
ス
は
、
典

型
的
に
は
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
＆
ビ
ジ
タ
ー
ズ

ビ
ュ
ー
ロ
ー
（
Ｃ
Ｖ
Ｂ
）
や
、
州
・
地
方
の
観

光
協
会
、
国
家
レ
ベ
ル
の
観
光
組
織
（
Ｎ
Ｔ

Ｏ
）
に
よ
っ
て
担
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
と
位

置
づ
け
て
い
る
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
担
う
組
織
と
し
て
期
待

さ
れ
る
組
織
が
、
１
９
９
０
年
代
終
盤
か
ら

２
０
０
０
年
代
初
頭
に
か
け
て
、
そ
れ
ま
で

の
Ｃ
Ｖ
Ｂ
や
観
光
協
会
な
ど
の
公
的
組
織
か

ら
、
Ｄ
Ｍ
Ｏ
に
移
り
変
わ
っ
て
い
っ
た
こ
と
が

推
察
さ
れ
る
。

　

ま
た
、Pearce

（2015

）
は
、
主
要
な
既

往
研
究
に
お
け
る
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
機
能
に
つ
い
て

も
整
理
し
て
い
る
。
挙
げ
ら
れ
て
い
る
機
能

の
う
ち
、
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
と
共
通
す
る
も
の
に
つ
い
て
、
両
者

を
比
較
し
て
み
る
と
、
１
９
９
０
年
代
終
盤

か
ら
、
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
の
概
念
が
拡
大
す
る
の
と
ほ
ぼ
同
調
す
る

よ
う
に
、
Ｄ
Ｍ
Ｏ
が
担
う
こ
と
が
期
待
さ
れ

る
機
能
も
拡
大
し
て
い
っ
た
こ
と
が
分
か
る

（
図
10
）。

　

た
だ
し
近
年
の
研
究
で
は
、
Ｄ
Ｍ
Ｏ
に

期
待
さ
れ
る
機
能
は
そ
の
範
囲
を
狭
め

て
表
現
さ
れ
る
傾
向
に
あ
る
。
例
え
ば

P
ike

&
P
age

（2014

）
は
、
Ｄ
Ｍ
Ｏ
は
実

際
に
は
そ
の
大
部
分
が
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の

機
能
を
担
っ
て
お
り
、M

anagem
ent

の
機

能
を
有
す
る
組
織
を
意
味
す
る
用
語
と
し

て
「
Ｄ
Ｍ
Ｏ
」
を
用
い
る
の
は
、一
般
的
な
イ

メ
ー
ジ
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
に
よ
り
議
論
の
明
確

さ
を
欠
く
た
め
不
適
切
で
あ
る
と
指
摘
し
、

Ｄ
Ｍ
Ｏ
は
あ
く
ま
で
特
定
の
観
光
地
の
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
を
担
当
す
る
組
織
で
あ
る
と
主

張
し
て
い
る
。

伝
統
的
な
活
動
で
あ
る
と
位
置
づ
け
た
上

で
、「
資
源
管
理
」
に
つ
い
て
は
、
新
し
い
要

素
だ
が
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
い
る
、
と

指
摘
し
て
い
る
。

　

デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

は
、
当
初
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
分
野
を
中
心
と

し
た
概
念
と
し
て
提
唱
さ
れ
た
が
、
図
３
で

整
理
し
た
よ
う
に
、
そ
の
後
そ
の
用
語
が
指

し
示
す
範
囲
に
つ
い
て
は
、
１
９
９
９
年
終

盤
か
ら
２
０
０
０
年
代
に
か
け
て
広
範
に
拡

張
し
た
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。

②「
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」

と「
観
光
地
経
営
」の
共
通
点
・
相
違
点

　

P
earce

（2015

）
が
整
理
し
た
「
デ
ス

テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
の
機

能
と
「
観
光
地
経
営
」
と
し
て
『
観
光
地
経

営
の
視
点
と
実
践
』
の
記
述
内
容
を
比
較
し

て
み
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
が
包
含
す
る
基
本
的

な
要
素
の
多
く
は
両
者
に
共
通
し
て
い
る
こ

と
が
分
か
る
（
図
９
）。

　

そ
の
一
方
で
、「
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
と
「
観
光
地
経
営
」
の
い

ず
れ
か
の
み
で
挙
げ
ら
れ
て
い
る
要
素
（
相

違
点
）
も
見
ら
れ
る
。

　

具
体
的
に
は
、
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
概
念
に
含
ま
れ
、「
観
光
地

経
営
」
概
念
に
含
ま
れ
な
い
も
の
は
「
観
光

念
に
つ
い
て
は
、「
計
画
（D

estination
 

P
lan

n
in

g

）」
→
「
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
（
デ

ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
）」
→
「
ガ
バ
ナ
ン
ス
（D

estination
 

G
overnance

）」
と
い
っ
た
変
遷
を
た
ど
っ

て
展
開
し
て
き
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

　

B
eritelli

（2011

）
は
、
前
述
の
一
連
の

流
れ
を
樹
木
の
構
造
に
喩た

と

え
て
い
る
。
す

な
わ
ち
、
観
光
地
の
計
画
（D

estination
 

P
lan

n
in

g

）
に
お
け
る
実
践
的
な
問
題
に
対

す
る
挑
戦
を
「
根
」
と
す
れ
ば
、
そ
の
後
観

光
地
が
持
続
的
か
つ
競
争
的
な
道
筋
を
た
ど

る
た
め
にP

lan
n
in

g

の
概
念
に
整
理
が
必

要
と
な
り
、
政
策
や
戦
略
の
立
案
の
た
め
の

組
織
的
な
状
況
を
分
析
し
概
念
化
す
る
デ
ス

テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
関
す

る
研
究
が
「
幹
」
と
し
て
発
展
し
今
日
の
研

究
を
形
作
っ
た
。
そ
し
て
さ
ら
に
デ
ス
テ
ィ

ネ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
で
は
、
特
定

の
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
発
生
す
る
理
由
や
、
あ
る

状
態
が
実
践
の
結
果
に
ど
の
よ
う
に
影
響

す
る
の
か
を
説
明
し
き
れ
な
い
こ
と
か
ら
、

「
枝
」
と
し
てD

estination
 G

overnance

が
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
、
と
い
う
説

明
で
あ
る
。

　

ま
た
、Crouch

&
R

itch
ie

（1999

）は
、

デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の

活
動
の
う
ち
、「
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
」
を
最
も
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図10   主要な既往研究において「デスティネーション・マネジメントの機能」および「DMOの機能」として指摘さ
れた項目と年別の該当数の比較（共通・類似するもののみ）

1992

1993

1994

1995

1996

1997

1998

1999

2000

2001

2002

2003

2004

2005

2006

2007

2008

2009

2010

2011

2012

2013

2014

2015 計

観光地マーケティング、ブラ
ンディング、ポジショニング 1 1 1 1 1 1 1 4 2 13

観光地の計画、モニタリング 1 1 1 1 1 1 2 2 10

商品開発 1 1 1 1 1 2 1 8

調査研究、情報管理、ナレッ
ジ構築 1 1 1 1 1 1 1 7

資源管理、環境管理 1 2 1 1 1 1 7

来訪者管理、来訪者の経験管理、ア
ドベンチャーリスク管理、安全管理 1 1 1 1 2 6

関係構築 1 1 1 1 1 5

人材開発、訓練 1 1 1 1 4

観光施設の運営 1 1

サービスのコーディネート 1 1

情報提供 1 1

ビジネスサポート 1 1

1992

1993

1994

1995

1996

1997

1998

1999

2000

2001

2002

2003

2004

2005

2006

2007

2008

2009

2010

2011

2012

2013

2014

2015 計

観光地マーケティング、ブラ
ンディング、ポジショニング 1 1 1 1 1 1 1 1 2 2 2 1 15

観光地の計画、戦略策定、モ
ニタリングと評価 1 1 1 1 1 1 6

商品開発、開発活動 1 1 1 1 2 1 7

調査研究、情報管理、ナレッ
ジ構築 1 1 2

資源管理、環境管理 1 1 1 3

来訪者管 理、来訪者の 経 験
管理 1 1 2 2

関 係 構 築、コーディネート、
ファシリテート 1 1 1 1 2 1 7

人材開発、訓練 1 1 1 3

観光施設の運営 1 1

サービ スの 提 供、コー ディ
ネート 1 1 2

情報提供・予約受付 1 1 1 3

ビジネスサポート 1 1 2

出典：Pearce（2015）をもとに筆者作成

■主要な既往研究において「デスティネーション・マネジメントの機能」として指摘された項目と年別論文数

■主要な既往研究において「DMOの機能」として指摘された項目と年別論文数

単位：編（論文数）

単位：編（論文数）
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6
お
わ
り
に

　

海
外
の
学
術
研
究
分
野
に
お
け
る
デ
ス

テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
関
す

る
議
論
の
変
遷
を
通
じ
て
、
観
光
地
を
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
の
対
象
と
し
て
捉
え
る
際
の
視
点

（
取
り
組
み
の
範
囲
）
は
、
地
域
に
お
け
る
諸

問
題
が
複
雑
さ
を
増
す
中
に
お
い
て
拡
大
し

て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
ま
た
同
時
に
、
そ

の
拡
大
に
あ
た
っ
て
は
、
積
極
的
に
他
分
野

か
ら
の
理
論
や
概
念
（
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
た
め

の
経
営
理
論
な
ど
）
を
取
り
入
れ
て
い
る
こ

と
も
把
握
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
当
財
団
が
提
唱
す
る
「
観
光
地
経

営
」の
概
念
に
つ
い
て
は
、
海
外
の
学
術
研
究

分
野
で
捉
え
ら
れ
て
い
る
内
容
と
共
通
部
分

が
多
い
こ
と
も
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　

そ
の
一
方
で
、
今
後
当
財
団
が
実
践
的
な

学
術
研
究
機
関
と
し
て
、
観
光
地
や
そ
の
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
の
あ
り
よ
う
を
希
求
す
る
中
に

お
い
て
は
、
そ
の
時
々
の
時
流
に
対
応
し
、
必

要
に
応
じ
て
観
光
以
外
の
他
分
野
か
ら
の
知

見
も
積
極
的
に
導
入
し
つ
つ
、
そ
の
理
論
の

高
度
化
と
拡
張
に
努
め
て
い
く
必
要
が
あ
る

こ
と
を
改
め
て
確
認
し
た
次
第
で
あ
る
。

（
か
ん
の　

ま
さ
ひ
ろ
）
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観
光
需
要
と
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

2

観
光
政
策
研
究
部
　
主
任
研
究
員
　

牧
野  

博
明

1	

旅
行
形
態
の
変
化
で
何
が

変
わ
っ
た
か

	

︱
旅
行
の
小
口
化
、
多
様
化
、

分
散
化
に
伴
う
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
の
必
要
性
︱

　

か
つ
て
、
我
が
国
の
観
光
旅
行
は
、
旅
行

会
社
が
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
造
成
し
、
特
定
の
目

的
地
に
向
け
て
団
体
で
移
動
す
る
と
い
う
の

が
「
普
通
」
で
あ
っ
た
。
70
年
代
に
登
場
し

た
７
４
７
ジ
ャ
ン
ボ
ジ
ェ
ッ
ト
は
、そ
う
し
た

大
量
一
括
輸
送
の
象
徴
的
存
在
で
も
あ
っ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
90
年
代
か
ら
２
０
０
０
年

代
に
な
る
と
、
経
済
発
展
に
伴
う
消
費
者
の

旅
行
経
験
の
増
加
、
エ
コ
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
や

グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
な
ど
各
種
の
オ
ル

タ
ナ
テ
ィ
ブ
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
普
及
、
Ｌ
Ｃ

Ｃ
の
登
場
、
さ
ら
に
は
、
ネ
ッ
ト
の
進
展
に
よ

る
情
報
入
手
や
予
約
決
済
手
段
の
多
様
化
と

い
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
環
境
変
化
が
生
じ
、
結

果
、観
光
旅
行
は
Ｆ
Ｉ
Ｔ
（
個
人
旅
行
）化
し
、

小
口
化
、
多
様
化
、
分
散
化
が
進
ん
だ
。

　

こ
う
し
た
変
化
を
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
手

法
の
一
種
で
あ
る
「
カ
ス
タ
マ
ー
・
ジ
ャ
ー

ニ
ー
」
を
使
っ
て
整
理
し
て
み
る
と
、「
知
る

（
情
報
収
集
）」「
買
う
（
購
入
箇
所
）」「
行
く

（
利
用
手
段
・
手
配
内
容
）」「
動
く
（
現
地

で
の
移
動
手
段
）」
と
い
う
旅
行
に
関
わ
る
一

連
の
行
動
は
、
か
つ
て
の
団
体
旅
行
中
心
の

時
代
に
対
し
て
、
現
在
は
大
き
く
変
化
し
て

き
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
（
図
）。

　

こ
の
よ
う
な
、
旅
行
者
の
行
動
変
化
は
、

観
光
地
に
対
し
て
大
き
く
２
つ
の
対
応
を
求

め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　

そ
の
一
つ
は
「
統
制
」
で
あ
る
。
団
体
旅
行

の
場
合
、
ガ
イ
ド
や
添
乗
員
と
い
っ
た
「
管

理
者
」
が
い
る
た
め
、
旅
行
者
の
動
き
も
一
定

程
度
「
管
理
」
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
で
き
た
。

例
え
ば
、「
す
る
」
に
つ
い
て
、
観
光
地
の
中

に
立
ち
入
っ
て
は
い
け
な
い
箇
所
が
あ
る
場

合
、
団
体
旅
行
で
あ
れ
ば
、
ガ
イ
ド
な
ど
に

対
し
て
そ
の
旨
を
伝
え
て
お
く
こ
と
で
、
旅

行
者
が
立
ち
入
ら
な
く
な
る
と
期
待
で
き

た
。
し
か
し
な
が
ら
、
Ｆ
Ｉ
Ｔ
の
場
合
、
各
人

に
立
ち
入
り
禁
止
場
所
な
ど
を
伝
え
る
こ
と

が
必
要
と
な
る
。
仮
に
禁
止
事
項
を
伝
え
た

と
し
て
も
、
そ
れ
を
意
図
的
に
破
る
人
々
も

い
る
た
め
、
そ
う
し
た
人
々
へ
の
対
応
も
別

途
必
要
と
な
る
。
ま
た
、「
泊
ま
る
」
に
つ
い

て
も
、
団
体
旅
行
が
主
に
利
用
す
る
ホ
テ
ル

や
旅
館
な
ど
で
あ
れ
ば
管
理
者
が
存
在
す
る

た
め
、
騒
音
や
ご
み
出
し
と
い
っ
た
ト
ラ
ブ

ル
の
抑
止
力
が
働
き
や
す
い
が
、
個
人
旅
行

者
が
利
用
し
や
す
い
民
泊
や
コ
ン
ド
ミ
ニ
ア

ム
な
ど
の
場
合
、
旅
行
者
の
モ
ラ
ル
に
依
存

す
る
こ
と
と
な
る
。
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
（
訪

日
外
国
人
客
）
な
ど
、
文
化
や
価
値
観
の
異

図  旅行に関する行動はどのように変わった？

旅行に関わる行動 団体旅行中心の時代 個人旅行（FIT）中心の時代

知る（情報収集） 旅行会社（店舗） ウェブサイト、SNS

買う（購入箇所） 旅行会社（店舗） ウェブサイト

行く（利用手段・手配内容）  パッケージ商品 個別手配、
ダイナミックパッケージ

動く（現地での移動手段） 貸し切りバス レンタカー、公共交通機関
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に
観
光
客
同
士
が
情
報
交
換
す
る
も
の
も

存
在
す
る
。
こ
れ
は
、
従
来
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
手
法
と
は
大
き
く
異
な
る
。

　
「
動
く
」
に
つ
い
て
も
、
団
体
旅
行
で
あ
れ

ば
、
貸
し
切
り
バ
ス
利
用
に
よ
る
効
率
か
つ

経
済
的
な
移
動
が
可
能
で
あ
る
が
、
Ｆ
Ｉ
Ｔ

の
場
合
、
レ
ン
タ
カ
ー
か
公
共
交
通
機
関
の

利
用
が
主
体
と
な
る
。
レ
ン
タ
カ
ー
は
利
便

性
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
が
、
運
転
が
難

し
い
も
し
く
は
苦
手
な
旅
行
者
に
は
ハ
ー
ド

ル
が
高
く
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
で
あ
れ
ば
、
運

転
に
伴
う
リ
ス
ク
が
少
な
か
ら
ず
増
大
す
る

こ
と
に
も
な
る
。
そ
の
た
め
、
公
共
交
通
機

関
の
充
実
が
求
め
ら
れ
る
が
、
人
口
減
少
や

モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
進
展
に
よ
り
、
地

域
の
公
共
交
通
は
全
般
的
に
厳
し
い
状
況
に

置
か
れ
て
い
る
。

　
「
す
る
」
に
つ
い
て
も
、
団
体
旅
行
の
場
合
、

分
か
り
や
す
い
観
光
資
源
・
施
設
が
対
象

と
な
っ
た
が
、
Ｆ
Ｉ
Ｔ
で
は
観
光
対
象
が
さ

ま
ざ
ま
で
あ
る
た
め
、
旅
行
者
の
多
様
な
嗜し

好こ
う

・
興
味
を
把
握
し
た
上
で
快
適
な
活
動
・

滞
在
が
行
え
る
よ
う
、
魅
力
づ
く
り
や
利
便

性
向
上
を
図
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
こ
れ

が
、
事
業
面
か
ら
見
れ
ば
「
薄
利
多
売
」
が

成
立
し
な
く
な
っ
た
こ
と
で
も
あ
り
、
新
た

な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
構
築
が
求
め
ら
れ
て
い

る
ゆ
え
ん
で
あ
る
。

2	

個
人
旅
行
の
時
代
に
求
め
ら
れ
る

デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
方
策

　

こ
の
よ
う
に
、
Ｆ
Ｉ
Ｔ
が
中
心
と
な
っ
て

い
る
昨
今
、
地
域
側
に
は
多
様
な
取
り
組
み

が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
が
観
光
需
要

に
対
応
し
た
「
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
」
を
実
現
す
る
た
め
の
要
素
と

な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
は
多
岐

に
わ
た
る
が
、
本
稿
で
は
、「
知
る
」「
買
う
」

「
動
く
」「
す
る
」
に
つ
い
て
、
国
内
外
の
対
応

事
例
を
紹
介
し
た
い
。

●「
知
る
」「
買
う
」へ
の
対
応

　

Ｆ
Ｉ
Ｔ
化
と
ネ
ッ
ト
普
及
に
伴
い
台
頭

し
て
き
た
の
は
、
Ｏ
Ｔ
Ａ
（
オ
ン
ラ
イ
ン

旅
行
取
引
事
業
者
）
で
あ
る
。Exped

ia

、

P
riceline

グ
ル
ー
プ
（B

ookin
g.com

、

P
riceline.com

、KA
Y
A

K

な
ど
）
の
よ
う

な
米
国
を
中
心
と
し
た
Ｉ
Ｔ
企
業
群
が
、
旅

行
流
通
に
お
い
て
影
響
力
を
増
大
さ
せ
て
き

て
い
る
。
ま
た
、In

stagram

やYouTube

、 

T
w

itter

の
よ
う
に
、
消
費
者
が
自
ら
の

経
験
を
発
信
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
に
加
え
、

T
rip

A
d
visor

の
よ
う
に
旅
行
先
の
情
報
を

消
費
者
サ
イ
ド
で
共
有
す
る
サ
ー
ビ
ス
も

登
場
し
、
消
費
者
の
情
報
流
通
も
大
き
く
変

化
し
て
き
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
時
代
に
対
応
し
、
地
域
側
で
は

地
域
で
体
験
可
能
な
「
経
験
」
に
フ
ォ
ー
カ

ス
し
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
や
各
種
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
通

じ
て
情
報
発
信
を
行
う
よ
う
に
な
っ
て
い

る
。
例
え
ば
、
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
先
進
事
例
と
し
て

取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
の
多
い
米
国
ナ
パ
バ

レ
ー
で
は
、
ナ
パ
バ
レ
ー
ら
し
い
経
験
を
、
食

を
核
と
し
た
「
自
然
環
境
で
の
各
種
経
験
」

と
位
置
づ
け
、
そ
れ
ら
の
経
験
を
魅
力
的
な

動
画
に
よ
っ
て
紹
介
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
そ

れ
ら
の
経
験
が
い
つ
、
ど
こ
で
、
ど
の
よ
う

に
体
験
で
き
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
端
的
に

提
示
す
る
こ
と
で
、
消
費
者
が
自
ら
の
滞
在

プ
ラ
ン
を
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
上
で
組
み
立
て
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
（
参
照
：

https://w
w

w
.napavalley.com

/

）。
こ
の

よ
う
に
、
個
々
の
施
設
や
地
点
単
位
と
な
る

Ｏ
Ｔ
Ａ
な
ど
と
は
異
な
り
、「
地
域
」
と
い
う

単
位
で
現
地
の
魅
力
を
伝
え
る
こ
と
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
こ
れ
は
、マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を

一
歩
進
め
た
「
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
」
活
動
と

も
言
え
る
。

　

こ
の
「
経
験
」へ
の
注
目
に
つ
い
て
は
、
日

本
国
内
で
も
高
ま
り
を
見
せ
て
い
る
が
、
米

国
な
ど
に
比
し
て
組
織
力
が
相
対
的
に
低
い

国
内
の
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
場
合
、
Ｄ
Ｍ
Ｏ
自
ら
が
各

種
経
験
を
束
ね
て
発
信
す
る
こ
と
は
難
し
い

な
る
旅
行
者
も
増
え
る
な
か
、
そ
の
よ
う
な

人
々
を
ど
の
よ
う
に
誘
導
、
規
制
し
て
い
く

の
か
と
い
う
こ
と
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て

い
る
。

　

も
う
一
つ
は
、Ｆ
Ｉ
Ｔ
化
に
対
応
し
た
「
魅

力
づ
く
り
」で
あ
る
。
団
体
旅
行
が
主
で
あ
っ

た
時
代
は
、
象
徴
的
な
観
光
施
設
・
資
源
が

あ
り
、
そ
こ
へ
の
大
量
輸
送
動
線
、
飲
食
や

買
い
物
対
応
の
大
型
施
設
な
ど
が
あ
れ
ば
、

観
光
魅
力
を
形
成
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
し

か
し
な
が
ら
、
Ｆ
Ｉ
Ｔ
化
に
よ
っ
て
、
多
様
な

価
値
観
を
持
っ
た
個
人
旅
行
者
が
分
散
し
て

動
く
よ
う
に
な
る
と
、
従
来
と
は
異
な
る
魅

力
づ
く
り
が
必
要
と
な
る
。

　

例
え
ば
、「
知
る
」
に
つ
い
て
考
え
る
と
、

団
体
旅
行
の
場
合
に
は
、
旅
行
会
社
が
ツ

ア
ー
を
造
成
し
集
客
す
る
た
め
、
旅
行
会
社

に
「
知
っ
て
」
も
ら
え
れ
ば
、
間
接
的
に
旅

行
者
に
も
伝
わ
る
こ
と
が
期
待
で
き
た
。
こ

れ
に
対
し
て
、
Ｆ
Ｉ
Ｔ
の
場
合
、
地
域
自
ら

が
直
接
的
に
個
人
旅
行
客
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
取
る
必
要
が
あ
る
。
し
か
も
、
ネ
ッ

ト
の
進
展
に
伴
い
レ
ガ
シ
ー
メ
デ
ィ
ア
（
新

聞
や
雑
誌
、
テ
レ
ビ
な
ど
）
の
影
響
力
は
低

下
し
て
い
る
た
め
、
ネ
ッ
ト
の
活
用
が
必
須

と
な
る
が
、
ネ
ッ
ト
メ
デ
ィ
ア
は
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
の
よ
う
に
地
域
が
観
光
客
に
向
け
て
発

信
す
る
も
の
だ
け
で
な
く
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
よ
う
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用
（
購
入
）
の
誘
発
に
つ
な
げ
て
い
る
。

　

こ
の
サ
イ
ト
は
利
用
者
（
消
費
者
）
向
け

の
も
の
で
あ
る
た
め
、
基
本
的
に
は
発
地
側

へ
の
対
応
と
な
っ
て
い
る
が
、「asoview

!

」

は
Ｄ
Ｍ
Ｏ
な
ど
と
の
連
携
も
進
め
て
い

る
。
Ｄ
Ｍ
Ｏ
な
ど
で
は
、
こ
う
し
た
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
費
用

や
時
間
の
圧
縮
が
可
能
と
な
る
（
参
照
：

「asoview
!

」ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://w

w
w
.

asoview
.com

/

）。

　

デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

へ
の
取
り
組
み
に
お
い
て
は
、
ネ
ッ
ト
の
活

と
い
う
実
情
が
あ
る
。
そ
う
し
た
な
か
、「
経

験
」
を
発
信
し
、
予
約
決
済
に
も
対
応
す
る

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
が
出
て
き
て
い
る
。
そ

の
一
つ
が
、
ア
ソ
ビ
ュ
ー
株
式
会
社
が
提
供
し

て
い
る
サ
イ
ト
「asoview

!

」
で
あ
る
。

　

レ
ジ
ャ
ー
・
体
験
予
約
サ
イ
ト
で
あ
る

「asoview
!

」
で
は
、
約
４
０
０
ジ
ャ
ン
ル
、

約
１
６
０
０
０
件
（
い
ず
れ
も
２
０
１
７
年

６
月
現
在
）
の
レ
ジ
ャ
ー
・
体
験
メ
ニ
ュ
ー

を
紹
介
し
予
約
受
付
を
行
う
の
は
も
ち
ろ

ん
、
実
際
の
利
用
者
の
体
験
談
を
「
あ
そ
レ

ポ
」
と
し
て
掲
載
す
る
こ
と
で
、
新
た
な
利

用
は
必
須
と
な
っ
て
い
る
が
、
ネ
ッ
ト
は
技

術
変
化
の
激
し
い
分
野
で
も
あ
る
た
め
、
誘

客
促
進
の
た
め
の
仕
組
み
を
一
か
ら
作
り
上

げ
る
だ
け
で
な
く
、
既
存
の
仕
組
み
（
外
部

サ
ー
ビ
ス
）
を
活
用
す
る
こ
と
も
有
効
な
手

段
と
言
え
る
。

●「
動
く
」へ
の
対
応

　

Ｆ
Ｉ
Ｔ
化
の
動
き
の
中
で
、
大
き
な
課
題

と
な
る
の
が
、「
現
地
で
動
く
」、
す
な
わ
ち

二
次
交
通
、
三
次
交
通
で
あ
る
。
人
気
の
あ

る
観
光
地
の
場
合
、「
知
る
」「
買
う
」
は
、

旅
行
会
社
や
一
次
交
通
事
業
者
（
航
空
会
社

や
鉄
道
）
と
い
っ
た
域
外
の
組
織
が
集
客
を

担
っ
て
く
れ
る
場
合
も
あ
る
が
、
地
域
内
で

の
交
通
対
応
は
地
域
内
で
解
決
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　

地
域
内
交
通
に
つ
い
て
、
特
に
熱
心
な
取

り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
る
国
の
一
つ
と
し
て
、

ス
イ
ス
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ス
イ
ス
で
は
、
施
設

利
用
に
お
け
る
各
種
無
料
・
割
引
サ
ー
ビ
ス
、

お
得
な
料
金
で
泊
ま
れ
る
ホ
テ
ル
、
利
便
性

の
高
い
交
通
パ
ス
な
ど
の
特
典
を
駆
使
す
る

こ
と
に
よ
り
、
自
由
自
在
に
旅
行
を
楽
し
む

アクティビティ活動の様子

チューリッヒ市内のトラム

世界遺産に登録されているレーティッシュ鉄道
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た
め
の
「
ス
マ
ー
ト
・
ト
ラ
ベ
ル
」
を
推
奨

し
て
い
る
。
中
で
も
、「
ス
イ
ス
・
ト
ラ
ベ
ル

パ
ス
」
は
、
ス
イ
ス
国
内
の
鉄
道
、
バ
ス
、
船

舶
を
は
じ
め
、
主
要
都
市
の
市
電
や
市
バ
ス

も
乗
り
放
題
と
な
っ
て
い
る
。
パ
ス
を
見
せ

る
だ
け
で
乗
車
で
き
る
の
で
、
言
語
問
題
は

不
要
で
切
符
を
買
う
手
間
も
か
か
ら
な
い
な

ど
、
海
外
の
個
人
旅
行
客
の
円
滑
な
移
動
が

可
能
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
だ
け
で
な
く
、
ス
イ
ス
国
内
の
都
市

や
地
域
単
位
に
お
い
て
も
、
観
光
客
向
け
の

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
対
応
が
な
さ
れ
て
い
る
。
一

例
を
挙
げ
る
と
、
ス
キ
ー
リ
ゾ
ー
ト
地
・
サ

ン
モ
リ
ッ
ツ
を
有
す
る
エ
ン
ガ
デ
ィ
ン
地
域

で
は
、
夏
場
に
提
携
す
る
宿
泊
施
設
に
２
泊

以
上
宿
泊
す
る
と
「
エ
ン
ガ
デ
ィ
ン
カ
ー

ド
」
が
配
付
さ
れ
、
こ
れ
を
用
い
る
と
地
域

内
の
バ
ス
や
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
、ロ
ー
プ
ウ
ェ
ー

な
ど
が
無
料
で
乗
り
放
題
と
な
る
。
こ
の
地

域
の
夏
場
の
観
光
客
の
宿
泊
日
数
は
平
均

１
泊
と
短
い
の
で
、
２
泊
以
上
の
長
期
滞
在

客
の
増
加
を
目
指
し
、
宿
泊
と
交
通
を
お

得
に
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
る
利
用
促

進
策
を
施
し
て
い
る
（
参
照
：「
ス
イ
ス
政

府
観
光
局
」
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://w

w
w
.

m
ysw

itzerland.com
/ja

/hom
e.htm

l

）。

　

地
域
内
で
の
移
動
を
支
援
す
る
総
合
的

な
取
り
組
み
の
国
内
事
例
と
し
て
は
、「
ま

わ
り
ゃ
ん
せ
」
が
挙
げ
ら
れ
る
。「
ま
わ
り
ゃ

ん
せ
」
は
、
近
鉄
グ
ル
ー
プ
が
伊
勢
・
鳥
羽
・

志
摩
地
域
を
対
象
に
展
開
し
て
い
る
サ
ー
ビ

ス
で
あ
り
、
往
復
の
近
鉄
特
急
に
加
え
、
地

域
内
の
電
車
、
バ
ス
、
船
が
乗
り
放
題
と
な

り
、
か
つ
主
要
な
観
光
施
設
の
入
場
券
も
つ

い
て
く
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
レ

ン
タ
カ
ー
の
割
引
や
手
荷
物
無
料
配
送
、
追

加
費
用
を
支
払
え
ば
観
光
タ
ク
シ
ー
の
利
用

も
可
能
と
な
っ
て
い
る
。
た
だ
、
こ
れ
は
近
鉄

グ
ル
ー
プ
が
同
地
域
の
交
通
を
網
羅
し
て
い

る
か
ら
実
現
可
能
な
取
り
組
み
で
あ
り
、
他

地
域
で
の
展
開
は
な
か
な
か
難
し
い
の
が
実

情
で
あ
る
。

　

人
口
縮
小
や
高
齢
化
も
相
ま
っ
て
、
地
域

で
の
交
通
環
境
整
備
は
難
題
で
は
あ
る
が
、

将
来
を
展
望
す
れ
ば
、
今
後
、Uber

に
代
表

さ
れ
る
カ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
や
、
自
動
運
転

に
よ
る
公
共
交
通
整
備
と
い
っ
た
新
し
い
ビ

ジ
ネ
ス
・
モ
デ
ル
や
技
術
を
持
っ
た
サ
ー
ビ

ス
が
登
場
し
て
く
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

そ
う
し
た
将
来
的
な
環
境
変
化
も
見
据
え

な
が
ら
、「
動
く
」へ
の
対
応
策
を
検
討
し
て

い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

●「
す
る
」へ
の
対
応

　

小
口
化
、
多
様
化
、
分
散
化
す
る
旅
行
需

要
に
対
応
し
、
来
訪
魅
力
を
高
め
る
に
は
、

地
域
な
ら
で
は
の
魅
力
要
素
を
体
験
で
き
る

「
経
験
」
を
提
供
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　

海
外
、
特
に
欧
米
で
は
、
も
と
も
と
バ
カ

ン
ス
需
要
が
顕
在
化
し
て
お
り
、
長
期
滞
在

す
る
宿
泊
拠
点
が
形
成
さ
れ
て
き
た
た
め
、

一
定
規
模
を
持
ち
、
か
つ
曜
日
変
動
な
ど
が

抑
え
ら
れ
た
宿
泊
需
要
が
特
定
地
域
に
ま

と
ま
っ
て
存
在
す
る
傾
向
が
高
い
。
さ
ら
に
、

長
期
滞
在
客
は
、
滞
在
中
に
複
数
の
「
経
験
」

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
（
＝
購
入
）
す
る
こ
と

も
一
般
的
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
Ｆ
Ｉ
Ｔ
化

が
進
ん
で
も
、
宿
泊
拠
点
に
お
い
て
は
各
種

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
需
要
が
一
定
程
度
存
在
し
て

お
り
、
い
わ
ゆ
る
「
着
地
型
旅
行
」
を
純
粋

ケーブルカー

エンガディンカード
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な
民
間
事
業
と
し
て
展
開
し
や
す
い
構
造
に

あ
る
。
民
間
事
業
者
は
、
自
ら
の
収
益
を
上

げ
る
た
め
、
よ
り
旅
行
者
の
嗜
好
に
対
応
し

た
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発
に
取
り
組
む
こ
と
と
な

り
、
そ
こ
で
生
ま
れ
る
新
し
い
経
験
の
登
場

が
、
地
域
の
魅
力
に
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
与
え

る
こ
と
に
も
な
る
。

　

こ
れ
に
対
し
、
我
が
国
で
は
、
長
期
滞
在

に
対
応
し
た
地
域
は
乏
し
く
、
曜
日
変
動
や

季
節
変
動
も
激
し
い
。
需
要
規
模
が
限
定
さ

れ
る
だ
け
で
な
く
、
特
定
日
に
集
中
す
る
こ

と
と
な
る
た
め
、
着
地
型
旅
行
を
純
民
間
の

事
業
と
し
て
成
立
さ
せ
る
こ
と
が
難
し
く
、

多
様
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
展
開
が
進
み
に
く
い
。

Ｆ
Ｉ
Ｔ
需
要
に
対
応
す
る
「
経
験
」
を
生
み

出
せ
な
け
れ
ば
、
地
域
へ
の
旅
行
需
要
創
出

（
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
）
に
も
影
響
が
及
ぶ
こ
と

に
な
る
。

　

そ
こ
で
、
行
政
が
支
援
す
る
形
で
各
種
プ

ロ
グ
ラ
ム
開
発
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
の

場
合
に
は
補
助
金
な
ど
を
利
用
す
る
こ
と
と

な
る
た
め
、
民
間
に
よ
る
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
が

起
き
に
く
い
。
こ
う
し
た
課
題
対
応
を
目
指

し
た
手
法
の
一
つ
が
、一
般
社
団
法
人
ジ
ャ
パ

ン
・
オ
ン
パ
ク
が
行
っ
て
い
る
「
オ
ン
パ
ク
」

事
業
で
あ
る
。

　

オ
ン
パ
ク
は
「
温
泉
博
覧
会
」
の
略
称
で

あ
り
、
発
祥
は
大
分
県
の
別
府
温
泉
で
あ
る
。

バ
ブ
ル
経
済
以
降
元
気
を
失
っ
て
い
た
別
府

温
泉
で
は
、
活
性
化
を
目
指
す
上
で
、
過
去

に
繰
り
返
し
実
施
し
て
き
た
イ
ベ
ン
ト
や

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど
の
一
時
的
な
集
客
策
で

は
な
く
抜
本
的
な
対
応
策
が
必
要
と
の
結
論

に
至
り
、「
別
府
の
伝
統
文
化
の
見
直
し
及

び
活
用
」「
重
要
資
源
で
あ
る
温
泉
を
活
か

し
た
産
業
の
創
出
」
に
力
点
を
置
い
た
独
創

的
な
取
り
組
み
（
オ
ン
パ
ク
事
業
）を
ス
タ
ー

ト
さ
せ
た
。
こ
の
事
業
は
、
約
１
カ
月
の
期

間
中
、「
美
」「
癒
し
」「
健
康
」「
歴
史
と
文

化
」「
自
然
」「
食
」
な
ど
に
ま
つ
わ
る
イ
ベ

ン
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
学
習
・
体
験
な
ど
）
を

作
成
・
構
築
し
、
観
光
客
や
住
民
に
提
供
す

る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
観
光
客
に
と
っ
て

は
、
興
味
の
あ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
自
主
的
に

選
び
参
加
す
る
こ
と
で
滞
在
中
の
時
間
の
有

効
活
用
や
健
康
増
進
な
ど
の
効
果
を
得
る
こ

と
が
で
き
、
地
域
や
事
業
者
に
と
っ
て
は
、
オ

ン
パ
ク
の
開
催
期
間
中
に
個
人
旅
行
客
を
集

中
し
て
呼
び
込
む
こ
と
で
観
光
客
数
の
増
大

を
図
れ
る
と
と
も
に
、
広
報
・
宣
伝
や
予
約
・

決
済
を
オ
ン
パ
ク
事
業
と
し
て
共
通
化
で
き

る
た
め
、
個
々
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
運
営
コ
ス

ト
の
圧
縮
に
も
つ
な
が
る
。

　

こ
の
オ
ン
パ
ク
の
手
法
は
、
共
感
し
た
全

国
の
地
域
へ
と
拡
が
っ
て
い
る
（
２
０
１
７

年
５
月
末
現
在
、
別
府
を
含
め
17
地
域
）。
そ

オンパクのプログラムの様子

れ
ら
の
地
域
が
結
集
し
て
設
立
さ
れ
た
の

が
一
般
社
団
法
人
ジ
ャ
パ
ン
・
オ
ン
パ
ク
で

あ
り
、
情
報
交
換
を
は
じ
め
、
共
通
す
る
課

題
の
解
決
、
人
材
育
成
な
ど
に
取
り
組
ん
で

い
る
（
参
照
：「
一
般
社
団
法
人
ジ
ャ
パ
ン
・

オ
ン
パ
ク
」
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://w

w
w
.

japanonpaku.com
/)

。

3	

最
後
に

　

今
後
、
国
内
外
を
問
わ
ず
Ｆ
Ｉ
Ｔ
化
は
一

層
進
展
す
る
と
と
も
に
、
観
光
対
象
の
多
様

化
（
嗜
好
の
多
様
化
）
や
旅
行
を
取
り
巻
く

環
境
の
変
化
（
ネ
ッ
ト
の
利
便
性
向
上
な
ど
）

も
進
む
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
観
光
地
同
士

の
競
争
が
激
化
す
る
な
か
で
、
観
光
地
が
時

代
の
流
れ
に
乗
り
遅
れ
る
こ
と
な
く
、
観
光

需
要
を
持
続
的
に
取
り
込
み
発
展
し
て
い
く

た
め
に
は
、「
統
制
」「
魅
力
づ
く
り
」
の
両

面
を
意
識
し
た
対
応
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の

際
に
、「
統
制
」
が
強
く
な
り
す
ぎ
る
と
面
白

み
に
欠
け
る
恐
れ
が
あ
り
、
逆
に
「
魅
力
づ

く
り
」
に
偏
重
し
す
ぎ
る
と
、
明
確
な
ゴ
ー

ル
が
存
在
し
な
い
故
に
「
労
多
く
し
て
功
少

な
し
」
の
状
況
が
生
じ
る
こ
と
と
な
る
た
め
、

観
光
地
の
特
性
や
将
来
像
な
ど
を
踏
ま
え
た

上
で
の
方
向
性
の
検
討
が
求
め
ら
れ
る
。

（
ま
き
の　

ひ
ろ
あ
き
）
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本
稿
で
は
、
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
需
要
の
特
性
や

重
要
性
に
つ
い
て
整
理
す
る
と
と
も
に
、

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
需
要
へ
の

対
応
組
織
の
変
遷
と
取
り
組
み
、
お
よ
び

そ
れ
を
踏
ま
え
た
日
本
で
の
課
題
と
今
後

の
期
待
に
つ
い
て
述
べ
る
こ
と
と
し
た
い
。

1
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
と
は

　

現
在
日
本
で
は
、
あ
る
目
的
の
た
め

に
人
々
が
集
ま
る
「
集
会
」
や
「
催
し
」

を
「
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
（
マ
イ
ス
）」
と
総
称
し
て

い
る
。
こ
れ
は
、
企
業
が
開
催
す
る
会
議

（〔C
orporate

〕Meetin
g

）、
企
業
が
行
う

報
奨
・
研
修
旅
行
（Incentive T

ravel

）、

国
際
機
関
・
団
体
、
学
会
な
ど
が
行
う
会
議

（C
on

vention

）、
展
示
会
・
見
本
市
・
イ

ベ
ン
ト
（E

xh
ibition

/
E
vent

）
の
頭
文

字
を
と
っ
た
も
の
と
さ
れ
て
い
る（
注
１
）。
こ

の
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
と
い
う
総
称
は
、
現
在
、
世
界

で
通
じ
る
言
葉
で
は
あ
る
も
の
の
、
90
年
代

初
頭
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
政
府
観
光
局
（
Ｓ

Ｔ

Ｂ
：S

in
gapore Tou

rism
 B

oard

）

が
使
い
始
め
た
と
さ
れ
て
い
る（
注
２
）
こ
と

も
あ
り
、
ア
ジ
ア
を
中
心
に
用
い
ら
れ
て

い
る
。
欧
米
で
は
、
例
え
ば
、
ス
ペ
イ
ン
に

本
部
の
あ
る
、
世
界
最
大
の
観
光
分
野
の

国
際
機
関
で
あ
る
国
連
世
界
観
光
機
関

（
Ｕ
Ｎ
Ｗ
Ｔ
Ｏ
：T

he W
orld

 Tou
rism

 

O
rg

a
n

iz
a
tio

n
o
f

th
e
 
U

n
ite

d
 

N
ations

）の
年
次
レ
ポ
ー
ト
（
２
０
１
６
年
）

を
見
る
と
、
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
に
関
係
す
る
産
業
は

「M
eetin

gs Indu
stry

」
と
総
称
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
ア
メ
リ
カ
で
は
、
例
え
ば
、
Ｍ
Ｉ

Ｃ
Ｅ
産
業
関
連
協
会
31
団
体
が
メ
ン
バ
ー
と

な
っ
て
い
る
協
議
会
は
今
年
４
月
、
Ｃ
Ｉ
Ｃ

（C
on

vention
 Indu

stry C
ou

ncil

）か
ら

Ｅ
Ｉ
Ｃ
（E

vents Indu
stry C

ou
ncil

）

に
組
織
名
称
を
変
更
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う

に
欧
米
で
は
、「
Ｍ
ｅ
ｅ
ｔ
ｉ
ｎ
ｇ
ｓ
」や
「
Ｅ

ｖ
ｅ
ｎ
ｔ
ｓ
」
で
総
称
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。

　

な
お
、
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
（
あ
る
い
は
Ｍ
ｅ
ｅ
ｔ
ｉ

ｎ
ｇ
ｓ
、
Ｅ
ｖ
ｅ
ｎ
ｔ
ｓ
）
は
、
集
会
や
催
し

の
種
別
で
の
区
分
だ
け
で
は
な
く
、
ビ
ジ
ネ

ス
目
的
か
否
か
、
ま
た
開
催
地
が
固
定
か
否

か
と
い
う
軸
で
も
区
分
す
る
こ
と
が
で
き
る

（
図
１
）。
本
稿
は
、
特
集
２
の
レ
ジ
ャ
ー
目

的
の
旅
行
需
要
の
対
比
と
し
て
論
ず
る
こ
と

か
ら
、
ビ
ジ
ネ
ス
目
的
の
誘
致
可
能
な
も
の
、

す
な
わ
ち
「
ビ
ジ
ネ
ス
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
を

主
対
象
と
し
て
論
ず
る
こ
と
と
す
る
。

2�
ビ
ジ
ネ
ス
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
需

要
の
特
性
と
そ
の
重
要
性

　

大
勢
の
人
が
あ
る
特
定
の
期
間
に
来
訪
す

る
こ
と
が
前
提
と
な
る
ビ
ジ
ネ
ス
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
需
要
の
、
地
域
側
か
ら
見
た
際
の
特
性

は
次
の
通
り
で
あ
る
。

●
レ
ジ
ャ
ー
を
目
的
と
す
る
旅
行
者
は
、
週

末
や
長
期
休
暇
期
間
の
来
訪
が
多
く
な
る

が
、
ビ
ジ
ネ
ス
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
は
平
日
に
開

催
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
た
め
、
地
域
に
と
っ

て
は
対
応
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
が
異
な
る
。

●
主
催
者
と
の
調
整
に
よ
っ
て
は
、
開
催
日

や
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
時
間
帯
を
多
少
変
更
す
る

こ
と
が
可
能
な
た
め
、
参
加
者
が
来
訪
す
る

タ
イ
ミ
ン
グ
を
地
域
側
で
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す

る
こ
と
も
可
能
。

●
来
訪
す
る
期
間
、
来
訪
す
る
人
数
が
か
な

り
早
い
時
期
に
分
か
っ
て
い
る
の
で
、
輸
送

量
の
調
整
や
人
員
配
置
な
ど
の
準
備
が
し
や

す
い
。

Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
と
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

3

観
光
政
策
研
究
部
　
主
任
研
究
員
　

守
屋  

邦
彦

図1  MICE（Meetings / Events）の区分

開催地

移動 固定

目
的

ビジネス
ミーティング
インセンティブ
コンベンション

展示会
・

見本市

レジャー
イベント

（スポーツ大会、
コンサートなど）

イベント
（祭りなど）

資料：（公財）日本交通公社作成

ビジネス
ミーティング
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●
通
常
、
何
日
間
か
に
わ
た
っ
て
開
催
さ
れ

る
た
め
、
レ
ジ
ャ
ー
を
目
的
と
す
る
旅
行
者

に
比
べ
滞
在
日
数
が
長
く
、
ま
た
ビ
ジ
ネ

ス
を
目
的
と
し
た
旅
行
者
で
あ
る
た
め
、
レ

ジ
ャ
ー
を
目
的
と
し
た
旅
行
者
に
比
べ
消
費

単
価
が
高
い
。

　

こ
う
し
た
特
性
を
持
つ
た
め
、
地
域
側
と

し
て
は
、
宿
泊
な
ど
の
受
入
容
量
に
余
裕
が

あ
る
時
期
に
、レ
ジ
ャ
ー
目
的
の
旅
行
者
以
上

に
経
済
効
果
の
高
い
旅
行
者
を
受
け
入
れ
ら

れ
る
こ
と
と
な
る
。
こ
の
た
め
、
地
域
全
体
と

し
て
稼
働
率
を
高
め
て
い
く
（
地
域
に
対
す

る
需
要
を
平
準
化
さ
せ
て
い
く
）
視
点
か
ら
、

ビ
ジ
ネ
ス
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
需
要
を
取
り
込
む

こ
と
の
重
要
性
の
高
さ
が
認
識
さ
れ
て
い
る
。

3�

ビ
ジ
ネ
ス
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

の
対
応
プ
ロ
セ
ス

　

ま
た
、
ビ
ジ
ネ
ス
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
へ
の
地

域
側
の
対
応
プ
ロ
セ
ス
は
大
き
く
は
次
の
通

り
で
あ
る
。

①
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・
誘
致
活
動

　

ま
ず
は
、
ど
の
よ
う
な
主
催
者
に
よ
る
ビ

ジ
ネ
ス
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
が
あ
る
の
か
を
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
し
、
そ
の
結
果
を
受
け
、
自
地

域
で
の
開
催
可
能
性
が
あ
る
ビ
ジ
ネ
ス
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
主
催
者
へ
の
働
き
掛
け
で
あ
る
。

主
催
者
が
ど
の
よ
う
な
内
容
の
ビ
ジ
ネ
ス

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
開
催
し
た
い
の
か
を
把
握

し
、
自
地
域
が
そ
れ
を
実
現
す
る
こ
と
が
で

き
る
場
所
で
あ
る
こ
と
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
。

な
お
、
こ
の
段
階
で
、
メ
イ
ン
と
な
る
会
場

や
宿
泊
施
設
の
空
き
状
況
な
ど
の
確
認
・
調

整
も
必
要
で
あ
る
。

②
実
施
準
備

　

誘
致
活
動
の
結
果
、
無
事
に
自
地
域
で
の

開
催
が
決
ま
っ
た
ら
、
次
は
具
体
的
な
開
催

計
画
の
作
成
と
な
る
。
こ
の
際
に
は
関
連
す

る
各
種
施
設
・
事
業
者
（
会
議
施
設
、
宿
泊

施
設
、
飲
食
施
設
、
輸
送
機
関
、
旅
行
会
社

な
ど
）
や
行
政
機
関
と
の
さ
ま
ざ
ま
な
調
整

が
必
要
と
な
る
。

③
会
議
運
営

　

そ
し
て
各
種
準
備
を
終
え
、
会
議
本
番
を

迎
え
る
こ
と
と
な
る
。
会
議
開
催
中
は
計
画

が
円
滑
に
進
む
よ
う
各
種
確
認
・
調
整
を
行

う
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、
不
測
の
事
態
が

起
き
た
時
の
対
応
も
重
要
と
な
る（
注
３
）。

4
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ビ
ュ
ー
ロ
ー
の
誕
生

　

こ
う
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
対

応
す
る
地
域
側
の
組
織
と
し
て
誕
生
し
た

の
が
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ビ
ュ
ー
ロ
ー
（
Ｃ
Ｂ
：

C
on

vention
 B

u
reau

）
で
あ
る
。
人
類
の

歴
史
が
始
ま
っ
て
以
来
、
人
々
が
集
ま
り
話

し
合
い
を
す
る
、
い
わ
ゆ
る
「
集
会
」
が
存

在
し
た
が
、
宗
教
拠
点
や
流
通
拠
点
、
行
政

拠
点
な
ど
を
中
心
と
し
て
都
市
が
形
成
さ
れ

る
と
、
都
市
は
政
治
活
動
、
宗
教
活
動
、
事

業
活
動
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に
関
わ
る
団

体
が
集
ま
り
、
会
員
の
共
通
の
関
心
に
関
わ

る
事
項
を
話
し
合
う
場
所
に
も
な
っ
た
。

　

ア
メ
リ
カ
で
は
こ
う
し
た
各
種
の
団
体
の

活
動
が
拡
大
す
る
に
従
っ
て
、「
集
会
」
開

催
の
必
要
性
が
強
ま
り
、
集
会
を
「
誘
致
」

す
る
た
め
の
委
員
会
が
各
地
に
生
ま
れ
た
。

１
８
９
６
年
、
デ
ト
ロ
イ
ト
市
の
事
業
家
グ

ル
ー
プ
は
、
こ
の
よ
う
な
団
体
の
通
常
の
活

動
や
会
議
、見
本
市
な
ど
の
「
集
会
」開
催
が
、

デ
ト
ロ
イ
ト
に
相
当
な
経
済
的
利
益
を
も
た

ら
す
こ
と
に
着
目
し
、
各
種
の
団
体
の
集
会

を
誘
致
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
組
織
で
あ

る
Ｃ
Ｂ
を
設
立
し
た
。

　

デ
ト
ロ
イ
ト
で
は
、
当
初
は
ホ
テ
ル
経

営
者
が
自
ら
の
施
設
や
サ
ー
ビ
ス
に
加
え

て
、「
デ
ト
ロ
イ
ト
」
を
売
り
込
ん
で
い
た

が
、「
集
会
」
開
催
の
経
済
的
利
益
が
認
識

さ
れ
始
め
る
と
、「
デ
ト
ロ
イ
ト
」
を
売
り

込
む
た
め
の
営
業
マ
ン
を
フ
ル
タ
イ
ム
で

雇
用
し
活
動
を
展
開
し
た
。
つ
ま
り
Ｃ
Ｂ

は
、
デ
ト
ロ
イ
ト
市
の
経
済
振
興
の
た
め

に
「
地
域
」
そ
の
も
の
を
売
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
活
動
を
展
開
し
た
の
で
あ
り
、
現
在

の
Ｄ
Ｍ
Ｏ
（D

estin
ation

 M
a
rketin

g 

O
rgan

ization

）
の
始
ま
り
と
言
え
る
も
の

と
捉
え
ら
れ
る
。

　

デ
ト
ロ
イ
ト
の
Ｃ
Ｂ
の
手
法
は
瞬
く
間

に
広
ま
り
、
そ
の
後
、
ア
メ
リ
カ
の
他
都
市

で
次
々
と
Ｃ
Ｂ
が
誕
生
し
た
。
さ
ら
に
、
各

Ｃ
Ｂ
が
情
報
交
換
を
す
る
た
め
の
組
織
と

し
て
、
１
９
１
４
年
に
は
Ｉ
Ａ
Ｃ
Ｂ
（T

he 

F
o
u
n
d
a
tio

n
o
f

th
e In

tern
a
tio

n
a
l 

A
s
s
o

c
ia

tio
n

o
f

C
o

n
v
e
n

tio
n
 

B
u
reau

s

）
が
設
立
さ
れ
た
（
注
４
）（
注
５
）。

5
Ｃ
Ｂ
か
ら
Ｃ
Ｖ
Ｂ
、Ｄ
Ｍ
Ｏ
へ

　

そ
の
後
、
Ｃ
Ｂ
が
「
誘
致
」
す
る
対
象
と

し
て
、
一
般
の
観
光
旅
行
者
（V

isitor

）
の

重
要
性
が
高
ま
っ
て
き
た
こ
と
か
ら
、
組
織

名
称
に
も
「
Ｖ
」
が
加
わ
り
、
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ

ン
＆
ビ
ジ
タ
ー
ズ
・
ビ
ュ
ー
ロ
ー
（
Ｃ
Ｖ
Ｂ
）

と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。そ
れ
に

対
応
す
る
形
で
、
Ｉ
Ａ
Ｃ
Ｂ
も
１
９
７
４
年

に
は
名
称
が
Ｉ
Ａ
Ｃ
Ｖ
Ｂ
（In

tern
ation

a
l 

A
sso

cia
tio

n
o
f
C

o
n
ven

tio
n
 a

n
d
 

V
isitor B

u
reau

s

）
と
変
更
さ
れ
た
。

　

さ
ら
に
90
年
代
終
盤
か
ら
２
０
０
０
年

代
初
頭
に
か
け
て
、
観
光
地
そ
の
も
の
の

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
や
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
重
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要
性
が
高
ま
り
、
２
０
０
５
年
に
は
名
称
が

Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｉ
（D

estin
ation

 M
a
rketin

g 

A
sso

ciation
 In

tern
ation

a
l

）
へ
と
変

更
さ
れ
た
。
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｉ
は
現
在
、
ア
メ
リ
カ

の
Ｄ
Ｍ
Ｏ
を
中
心
と
す
る
、
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
世
界

的
な
業
界
団
体
と
な
っ
て
い
る
。

6
担
う
役
割
の
変
化
と
そ
の
背
景

　

以
上
述
べ
た
よ
う
に
、
地
域
へ
の
誘
客
を

促
進
す
る
た
め
の
組
織
は
、
次
の
よ
う
に
変

化
し
て
き
た
こ
と
が
分
か
る
。

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
の
開
催
増
加
に
伴
い
、
こ

れ
を
誘
致
す
る
組
織
が
誕
生
（
Ｃ
Ｂ
誕
生
）

➡

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
（
に
集
ま
る
ビ
ジ
ネ
ス
旅

行
者
）に
と
ど
ま
ら
ず
レ
ジ
ャ
ー
旅
行
者
を

誘
致
対
象
に
拡
大
（
Ｃ
Ｖ
Ｂ
へ
）

➡

ビ
ジ
ネ
ス
旅
行
者
、レ
ジ
ャ
ー
旅
行
者
を
誘

客
す
る
た
め
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
や
ブ
ラ
ン

デ
ィ
ン
グ
に
役
割
を
変
化
（
Ｄ
Ｍ
Ｏ
へ
）

　

こ
の
背
景
に
は
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
変
化
と

そ
れ
に
伴
っ
て
対
応
す
べ
き
範
囲
が
変
化
し

た
こ
と
が
あ
る
。
Ｃ
Ｂ
か
ら
Ｃ
Ｖ
Ｂ
へ
の
変

化
は
、
旅
行
の
一
般
大
衆
化
に
対
応
し
た
も

の
で
あ
る
が
、
Ｃ
Ｖ
Ｂ
か
ら
Ｄ
Ｍ
Ｏ
へ
の
変

化
は
よ
り
複
雑
で
あ
る
。

　

ま
ず
、
集
会
の
形
態
が
多
様
化
し
、
誘
致

対
象
が
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
だ
け
で
な
く
、
ビ
ジ

ネ
ス
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
全
体
に
拡
大
し
て
い
く
。

ま
た
、マ
ー
ケ
ッ
ト
側
で
あ
る
ビ
ジ
ネ
ス
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
主
催
者
お
よ
び
参
加
者
の
ニ
ー
ズ

は
、
開
催
・
参
加
回
数
を
重
ね
る
こ
と
で
よ

り
多
様
化
、
高
度
化
し
て
い
く
。
地
域
側
は

こ
う
し
た
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
、
単
に

会
場
施
設
と
宿
泊
施
設
を
準
備
す
る
に
と
ど

ま
ら
ず
、ユ
ニ
ー
ク
な
会
場
で
の
パ
ー
テ
ィ
や

ビ
ジ
ネ
ス
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
本
番
前
後
の
ア
ク

テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
実
施
な
ど
、
地
域
全
体
の
資

源
を
活
用
す
る
必
要
性
が
高
ま
っ
て
い
く
。

　

こ
れ
は
、
先
に
述
べ
た
ビ
ジ
ネ
ス
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
の
対
応
プ
ロ
セ
ス
の
②
実
施
準
備

や
③
会
議
運
営
を
進
め
る
に
際
し
て
、
地
域

の
資
源
を
よ
り
深
く
理
解
し
な
が
ら
、
多
く

の
調
整
業
務
を
行
う
必
要
が
あ
る
こ
と
、
ま

た
、
Ｃ
Ｖ
Ｂ
の
対
応
す
べ
き
範
囲
が
広
が
り

業
務
が
増
加
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

　

こ
の
た
め
、
Ｃ
Ｖ
Ｂ
は
そ
の
業
務
範
囲
を
、

ビ
ジ
ネ
ス
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
対
応
プ
ロ
セ
ス

の
①
誘
致
活
動
、
お
よ
び
観
光
旅
行
者
も
含

め
た
誘
客
の
た
め
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
な
ど

に
重
点
を
置
く
形
で
Ｄ
Ｍ
Ｏ
へ
と
変
化
し
、

②
実
施
準
備
、
③
会
議
運
営
に
つ
い
て
は
、

地
域
に
根
差
し
て
ビ
ジ
ネ
ス
を
行
う
、
地
域

の
各
種
資
源
に
精
通
し
、
関
連
す
る
各
種
施

設
・
事
業
者
（
会
議
施
設
、
宿
泊
施
設
、
飲

食
施
設
、
輸
送
機
関
、
旅
行
会
社
な
ど
）
や

行
政
機
関
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
有
す
る
企

業
が
担
う
形
へ
と
変
化
し
た
。
こ
の
、
ビ
ジ

ネ
ス
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
円
滑
に
開
催
す
る
た

め
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
担
う
企
業
が
Ｄ
Ｍ
Ｃ

（D
estination M

anagem
ent C

om
pany

）

と
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
る
（
図
２
）。

7
Ｄ
Ｍ
Ｏ
と
Ｄ
Ｍ
Ｃ
の
活
動

　

ア
メ
リ
カ
で
の
Ｄ
Ｍ
Ｏ
、
Ｄ
Ｍ
Ｃ
の
活

図2  誘客組織の変化

資料：（公財）日本交通公社作成

【CB（Convention Bureau）】

【CVB（Convention＆Visitors Bureau）】

【DMO（Destination Marketing Organization）】

DMC（Destination Management Company）

コンベンション（ に
参加するビジネス旅
行者）

マーケティング

誘致活動

実施準備

会議運営

誘客対象

レジャー目的の旅行者

担う活動

ビジネスミーティング
（ に参 加するビジネ

ス旅行者）

マーケティング

誘致活動

誘客対象

レジャー目的の旅行者

担う活動

実施準備

会議運営

コンベンション（ に
参加するビジネス旅
行者）

マーケティング

誘致活動

実施準備

会議運営

誘客対象 担う活動
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動
を
見
る
と
、
例
え
ば
、
世
界
で
も
有
数
の

ビ
ジ
ネ
ス
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
開
催
都
市
で
あ

る
ラ
ス
ベ
ガ
ス
で
は
、
Ｌ
Ｖ
Ｃ
Ｖ
Ａ
（L

as 

V
eg

a
s C

o
n
ven

tio
n
 a

n
d
 V

isito
rs 

A
uthority

）は
自
ら
の
組
織
に
つ
い
て
、「
世

界
ク
ラ
ス
の
施
設
や
資
源
、
サ
ー
ビ
ス
を
活

用
し
て
経
済
活
動
の
機
会
を
創
出
し
、
全
て

の
関
係
者
の
稼
働
と
収
益
を
最
大
化
す
る
、

世
界
有
数
の
Ｄ
Ｍ
Ｏ
で
あ
る
」
と
し
て
い
る
。

ビ
ジ
ネ
ス
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
関
す
る
具
体
的

な
活
動
と
し
て
は
、
会
議
施
設
や
宿
泊
施
設
、

各
種
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
（
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
、
ゴ

ル
フ
、カ
ジ
ノ
な
ど
）の
紹
介
、ビ
ジ
ネ
ス
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
開
催
計
画
の
依
頼
受
付
、
今
後
の

開
催
予
定
の
提
示
な
ど
が
あ
る
。
そ
の
一
つ

と
し
て
地
域
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
事
業
者
の

紹
介
も
あ
る
が
、
そ
こ
で
は
「L

as V
egas 

D
M

C
s

」
と
し
て
多
く
の
Ｄ
Ｍ
Ｃ
が
独
立
し

て
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
見
る
と
、
Ｄ
Ｍ

Ｏ
と
Ｄ
Ｍ
Ｃ
の
担
う
活
動
が
分
け
ら
れ
て
い

る
こ
と
が
分
か
る（
注
６
）。

　

ま
た
Ｄ
Ｍ
Ｃ
に
つ
い
て
は
、
１
９
９
５

年
に
業
界
団
体
と
し
て
Ａ
Ｄ
Ｍ
Ｅ

（A
s
s
o

c
ia

tio
n

o
f

D
e
s
tin

a
tio

n
 

M
anagem

ent E
xecutives

、
２
０
１
２

年
に
Ａ
Ｄ
Ｍ
Ｅ
Ｉ
［
Ｉ
はInternational

］

に
改
称
）
が
発
足
し
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
で
は

約
30
年
前
、
ビ
ジ
ネ
ス
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
増

加
に
伴
い
、
主
催
者
か
ら
交
通
事
業
者
に
対

し
て
、
バ
ス
や
バ
ン
、
リ
ム
ジ
ン
な
ど
多
様
な

種
類
の
車
両
が
手
配
で
き
な
い
か
、
さ
ら
に

は
車
両
以
外
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
な
い

か
、
と
い
う
ニ
ー
ズ
が
増
加
し
た
。
そ
の
後
、

経
済
不
況
に
な
る
と
主
催
者
は
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
プ
ラ
ン
ナ
ー
を
自
社
で
雇
用
し
な
く
な
っ

て
い
く
が
、
主
催
者
の
ニ
ー
ズ
は
増
加
、
多

様
化
し
、
こ
れ
ら
に
専
門
的
に
対
応
す
る
事

業
者
の
必
要
性
も
高
ま
り
、
Ｄ
Ｍ
Ｃ
が
発
展

し
て
い
っ
た
。
Ａ
Ｄ
Ｍ
Ｅ
Ｉ
に
よ
れ
ば
、「
Ｄ

Ｍ
Ｃ
が
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
以
下
の

も
の
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
こ
れ
ら
に
限
定
さ

れ
ず
、
ビ
ジ
ネ
ス
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
が
成
功
す

る
た
め
に
必
要
な
こ
と
に
は
何
で
も
対
応
す

る
」
と
さ
れ
て
い
る
（
図
３
）。

8
日
本
で
の
今
後
の
課
題
と
期
待

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
海
外
、
特
に
ア
メ
リ

カ
に
お
い
て
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

需
要
に
、
Ｄ
Ｍ
Ｏ
と
Ｄ
Ｍ
Ｃ
が
役
割
を
分
担

し
な
が
ら
対
応
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

Ｄ
Ｍ
Ｏ
は
、
地
域
全
体
と
し
て
稼
働
率
を
高

め
て
い
く
（
地
域
に
対
す
る
需
要
を
平
準
化

さ
せ
て
い
く
）
視
点
か
ら
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

や
誘
致
活
動
を
行
い
、
Ｄ
Ｍ
Ｃ
は
ビ
ジ
ネ
ス

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
無
事
に
開
催
す
る
と
と
も

に
主
催
者
の
満
足
度
を
高
め
る
た
め
に
、
地

域
内
の
各
種
施
設
・
事
業
者
と
さ
ま
ざ
ま
な

調
整
を
行
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
役
割
分
担

に
よ
る
対
応
は
、
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
全
体
に
つ
い
て

も
お
お
む
ね
同
様
と
考
え
ら
れ
る
。

　

日
本
に
お
い
て
も
、
Ｃ
Ｂ
が
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
役

割
を
果
た
し
つ
つ
あ
る
状
況
と
な
っ
て
は
い

る
が
、
地
域
と
し
て
レ
ジ
ャ
ー
目
的
で
繁
忙

期
と
な
る
タ
イ
ミ
ン
グ
に
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
を
誘
致

し
て
し
ま
う
、
複
数
の
大
型
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
（
特

に
ビ
ジ
ネ
ス
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
・
イ
ベ
ン
ト
と
、

コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
の
レ
ジ
ャ
ー
要
素
が
強
い

イ
ベ
ン
ト
）
の
日
程
が
重
な
っ
て
い
る
な
ど

の
ケ
ー
ス
も
見
ら
れ
る
。

　

今
後
、
日
本
の
Ｄ
Ｍ
Ｏ
は
、
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
誘

致
の
効
果
の
最
大
化
（
地
域
全
体
と
し
て
の

稼
働
率
の
向
上
）
を
目
指
し
、
い
つ
、
ど
の
程

度
の
規
模
の
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
を
誘
致
し
て
く
る
か

を
よ
り
戦
略
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が

必
要
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
Ｄ
Ｍ

Ｃ
に
つ
い
て
は
、
日
本
で
は
近
年
旅
行
会
社

が
特
に
海
外
向
け
に
Ｄ
Ｍ
Ｃ
と
し
て
打
ち
出

し
、
取
り
組
む
ケ
ー
ス
も
多
く
な
っ
て
き
た

が
、
ま
だ
そ
れ
ほ
ど
の
存
在
感
と
は
な
っ
て

い
な
い
よ
う
に
感
じ
る
。
地
域
に
と
っ
て
の

Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
需
要
の
重
要
性
の
認
識
が
今
後
よ

り
広
が
っ
て
い
く
と
と
も
に
、
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
需

要
に
対
す
る
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
の
役
割
を
、
Ｄ
Ｍ
Ｏ
と
Ｄ
Ｍ
Ｃ
が

連
携
し
な
が
ら
共
同
で
担
っ
て
い
く
こ
と
を

期
待
し
た
い
。�

（
も
り
や　

く
に
ひ
こ
）

（
注
１
）	参
考:

観
光
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
注
２
）	参
考:

『
マ
イ
ス
・
ビ
ジ
ネ
ス
入
門
』（
浅
井
新
介

著
、一
般
財
団
法
人
日
本
ホ
テ
ル
教
育
セ
ン
タ
ー
、

２
０
１
５
年
）

（
注
３
）	参
考:

『
イ
ベ
ン
ト
＆
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
概
論（
第

３
版
）』（
株
式
会
社
Ｊ
Ｔ
Ｂ
総
合
研
究
所
、

２
０
１
６
年
）

（
注
４
）	参
考:

佐
藤
哲
哉
（
２
０
０
２
）、
世
界
の
コ
ン

ベ
ン
シ
ョ
ン
市
場
の
動
向
、
立
教
大
学
観
光
学

部
紀
要
、
No.
４
、pp

・19-32

（
注
５
）	参
考:

『Convention Tourism

』（K
aye Sung 

Chon, K
arin W

eber 2014

）

（
注
６
）	参
考:

Ｌ
Ｖ
Ｃ
Ｖ
Ａ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://

w
w
w
.vegasm

eansbusiness.com
/

図3  DMCが提供するサービス

・会議期間中の特別イベントの企画
・ゲスト向けツアー手配
・特別な備品や車両手配
・シャトルバス（利用者の統計整理を含む）手配
・コンベンションセンター内での要員手配
・チームビルディングなど、屋外での各種活動の企画
・エンターテインメントの企画（音響や照明の専門スタッフ手配含む）
・各種装飾の企画
・事前および当日の申込受付のサービス
・宿泊手配　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 など

資料：ADMEIホームページより（公財）日本交通公社作成
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コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と

 
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

4

観
光
政
策
研
究
部
　
主
任
研
究
員
　

岩
崎  

比
奈
子

　
今
日
の
観
光
は
、
宿
泊
施
設
や
観
光
施

設
、
旅
行
会
社
、
交
通
事
業
者
、
物
産
販
売

施
設
と
い
っ
た
狭
義
の
観
光
産
業
だ
け
で

完
結
す
る
も
の
で
は
な
く
、そ
の
地
域
の
日

常
の
暮
ら
し
ぶ
り
が
垣
間
見
え
る
路
地
や

地
元
住
民
が
利
用
す
る
商
店
・
商
店
街
な

ど
も
観
光
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

地
域
の
生
活
文
化
や
芸
能
の
振
興
、
環
境

保
全
、
教
育
の
充
実
、
農
作
業
や
雪
下
ろ
し

の
手
助
け
、
災
害
か
ら
の
復
興
支
援
な
ど
、

社
会
的
な
課
題
を
解
決
す
る
た
め
の
手
段

の
一
つ
と
し
て
期
待
さ
れ
る
な
ど
、
観
光
が

多
様
な
形
態
で
行
わ
れ
、
従
来
以
上
に
観

光
産
業
の
裾
野
が
広
が
っ
て
き
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
観
光
産
業
の
形
態
の
変
化

に
伴
い
、
従
来
、
観
光
地
と
目
さ
れ
て
こ
な

か
っ
た
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
、
身
近
に

「
観
光
産
業
」
が
誕
生
し
た
こ
と
で
、
住
民

た
ち
が
に
わ
か
に
そ
の
担
い
手
に
な
る
こ

と
を
求
め
ら
れ
る
局
面
も
出
て
き
て
い
る
。

本
稿
で
は
、
観
光
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
与
え

る
影
響
に
つ
い
て
整
理
し
た
上
で
、
今
後
、

観
光
に
よ
る
地
域
振
興
を
進
め
る
に
あ

た
っ
て
、地
域
住
民
が
観
光
に
関
わ
る
こ
と

の
重
要
性
と
、
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
と
し
て
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
へ
の

対
応
に
つ
い
て
述
べ
た
い
。

1�

観
光
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
与

え
る
影
響

　

観
光
が
地
域
に
も
た
ら
す
効
果
と
し
て

は
、
観
光
客
が
消
費
を
通
じ
て
地
元
に
お
金

を
落
と
す
経
済
効
果
の
他
に
、
観
光
客
か
ら

自
ら
の
地
域
資
源
や
提
供
し
た
商
品
・
サ
ー

ビ
ス
を
評
価
さ
れ
る
、
挨
拶
や
道
案
内
な
ど

温
か
い
交
流
が
生
ま
れ
、
そ
れ
ら
が
地
元
地

域
へ
の
愛
着
に
も
つ
な
が
る
と
い
っ
た
社
会

的
効
果
が
あ
る
。

　

そ
の
一
方
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
と
っ
て
望

ま
し
く
な
い
観
光
の
影
響
と
し
て
は
、
住
民

に
と
っ
て
は
本
来
、
休
息
日
で
あ
る
休
日
を

中
心
に
、
程
度
の
差
こ
そ
あ
れ
、
生
活
道
路

の
渋
滞
や
夜
遅
く
ま
で
続
く
騒
音
、
ご
み
の

投
げ
捨
て
、
不
特
定
多
数
の
人
々
が
訪
れ
る

こ
と
に
よ
る
治
安
悪
化
へ
の
懸
念
な
ど
が
指

摘
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
観
光
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
与
え

る
効
果
と
悪
影
響
に
対
し
て
、
温
泉
観
光
地

や
ス
キ
ー
リ
ゾ
ー
ト
、
海
浜
リ
ゾ
ー
ト
と

い
っ
た
、
従
来
観
光
地
と
し
て
成
立
し
て
き

た
地
域
の
住
民
は
、
自
身
や
知
人
な
ど
が
観

光
産
業
に
従
事
し
て
い
る
場
合
が
多
い
た

め
、
悪
影
響
よ
り
も
観
光
に
よ
る
効
果
を
よ

り
強
く
認
識
し
、
就
労
の
場
で
あ
る
と
同
時

に
生
活
の
場
と
し
て
自
ら
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

を
捉
え
、
観
光
に
対
す
る
理
解
と
寛
容
さ
を

有
し
て
い
る
。

　

当
財
団
が
実
施
し
た
「
観
光
に
対
す
る

住
民
意
識
に
関
す
る
研
究
」（
２
０
１
０
～

２
０
１
２
年
度
）
に
よ
る
と
、
宿
泊
施
設
・

観
光
施
設
な
ど
が
集
積
す
る
エ
リ
ア
と
一

般
住
民
の
居
住
エ
リ
ア
の
位
置
関
係
（
距

離
や
混
在
度
合
い
）
や
、
住
民
や
コ
ミ
ュ
ニ 離れた駐車場から徒歩で訪れた観光客をねぎらう（富山県五箇山相倉）
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テ
ィ
の
特
徴
（
移
住
者
や
観
光
関
連
産
業

従
事
者
が
占
め
る
割
合
な
ど
）、
観
光
産
業

の
構
造
（
宿
泊
客
の
割
合
な
ど
）
次
第
で
、

住
民
と
、
観
光
産
業
（
観
光
客
、
観
光
関
連

産
業
従
事
者
）
お
よ
び
行
政
（
地
域
）
と
の

関
係
性
は
多
様
に
な
る
こ
と
が
分
か
っ
て

い
る
（
図
1
）。

　

昨
今
、
こ
れ
ま
で
観
光
と
は
無
縁
で
あ
っ

た
多
く
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
お
い
て
、
ま
ち
歩

き
や
路
地
裏
散
歩
へ
の
人
気
が
高
ま
る
に
つ

れ
て
、
ま
た
は
、
身
近
な
地
域
資
源
が
世
界

遺
産
な
ど
に
登
録
さ
れ
る
と
い
っ
た
外
的
な

要
因
に
よ
る
急
激
な
環
境
変
化
に
よ
っ
て
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
の
普
段
の
暮
ら
し
ぶ
り
や

生
活
道
路
、
日
常
的
に
買
い
物
に
出
掛
け
る

商
店
な
ど
の
生
活
空
間
ま
で
が
観
光
の
対
象

と
な
り
、
観
光
客
と
の
や
り
と
り
を
通
じ
て

住
民
の
暮
ら
し
や
地
元
に
対
す
る
意
識
が
変

化
し
、
商
店
の
商
い
の
あ
り
方
も
変
化
を
余

儀
な
く
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
出
て
き
て
い
る
。

　

我
が
国
の
人
口
減
少
や
訪
日
外
国
人
旅
行

者
の
増
加
な
ど
に
よ
る
旅
行
マ
ー
ケ
ッ
ト
の

変
化
や
、
さ
ま
ざ
ま
な
価
値
観
の
台
頭
に
よ

る
観
光
の
形
態
の
多
様
化
は
、
今
後
一
層
、
我

が
国
の
多
く
の
地
域
と
そ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

に
「
観
光
地
」
に
な
る
こ
と
を
求
め
る
可
能

性
が
あ
る
。
そ
の
「
観
光
地
」
と
は
、
従
来
の

よ
う
な
狭
義
の
観
光
関
連
事
業
者
だ
け
が
事

業
を
展
開
す
る
の
で
は
な
く
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
住
民
が
大
切
に
し
て
き
た
価
値
観
や
生
活

文
化
を
守
り
な
が
ら
観
光
に
関
わ
る
こ
と

で
、
国
内
外
か
ら
の
観
光
客
を
魅
了
し
、
地

域
経
済
に
寄
与
す
る
と
同
時
に
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
維
持
・
活
性
化
に
つ
な
が
る
こ
と
が

望
ま
し
い
。

出典：（公財）日本交通公社『住んでよし、訪れてよしの観光地づくり まずは住民意識の把握から！「観光に
対する住民意識に関する研究」より』（2013年）

図1   住民と観光客、観光関連産業従事者、地域との関係性

【住民の特徴】	・鳥羽市出身者の割合が高い
	 ・観光関連産業従事者、観光関連産業従事経験者が多い
	 ・地域コミュニティーが強固で地域活動への参加頻度も高い
	 ・住みやすさや居住継続意向は低め

【観光客の特徴】
・入込観光客のうち４割強が宿泊客
・宿泊客のうち0.5％が外国人観光客
・愛知、大阪、三重からの来訪が特に多い

【観光関連産業従事者の特徴】
・宿泊施設は市内各エリアに散在している
・観光関連産業従事者の仕事の満足度が低い

住民

観光客
観光

関連産業
従事者

居住空間と
観光集積空間が

混在

親戚や知人に
観光関連産業
従事者が多い

観光客との接点が多く
印象も比較的良い

観光関連産業の
評価は低い

観光に対する期待は高い

行政
（地域）

地域資源の経験度や
観光施策の認知度が低い

観光地としての
評価は低い

【鳥羽市】

【住民の特徴】	・移住者が多い
	 ・観光関連産業従事者、観光関連産業従事経験者が少ない
	 ・住みやすさに関しては比較的満足度が高いが、仕事の満足度はあまり高くない

【観光客の特徴】
・	入込観光客のうち4割弱が

宿泊客
・	宿泊客のうち2割弱が外国

人観光客
・	北海道、関東からの来訪が

特に多い

【観光関連産業従事者の特徴】
・�仕事の満足度は非観光関

連産業従事者とあまり違
いはない

・�宿泊施設は温泉エリアに
集中している

居住空間と
観光集積空間は

分離

観光関連産業
従事者が少なく

接点も少ない

観光客との接点は少なく
印象はあまり良くない

（外国人観光客の歓迎度は高い）

観光関連産業の
評価は低い

観光地としての評価は高いが
心理的距離感のある温泉エリア

行政（地域）

温泉エリア

地域資源の経験度や
観光施策の認知度が低い

観光に対する期待は高い

【登別市】

住民

観光客
観光

関連産業
従事者

56.6
55.4

41.1

45.9 55.5 30.4

【住民の特徴】	・移住者が多い
	 ・観光関連産業従事者、観光関連産業従事経験者が少ない
	 ・住みやすさに対する満足度が高く、居住継続意向が高い
	 ・仕事の満足度はあまり高くない（特に農業）

【観光客の特徴】
・入込観光客のうち2割が宿泊客
・関東、中部からの来訪が特に多い

【観光関連産業従事者の特徴】
・仕事の満足度は非観光関連産業従事者とあまり違いはない
・宿泊施設や観光施設は市内に散在

住民

観光客 観光
関連産業

従事者

居住空間と
観光資源は

分散

観光関連産業
従事者が少なく

接点も少ない

観光客との
接点は比較的あり

印象も良い

観光関連産業の
評価は低い

地域資源の経験度は高く
観光地としての評価も高い

行政
（地域）

観光施策の認知度が低く
市民が活躍できる仕組みも

感じていない

【安曇野市】

51.7
59.6

26.5
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こ
の
よ
う
に
持
続
可
能
な
観
光
振
興
の
た

め
に
は
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
協
力
を
得
る
こ
と

が
重
要
で
あ
り
、
観
光
に
つ
い
て
正
し
く
理

解
し
て
も
ら
う
た
め
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
あ
り
方
が
重
要
と
な
っ
て
く
る
。

2�

観
光
へ
の
理
解
を
促
し
、住
民

の
協
力
を
引
き
出
す
ツ
ー
ル

づ
く
り
～
海
外
の
事
例
か
ら

　

ハ
ワ
イ
州
観
光
局
（
Ｈ
Ｔ
Ａ
： H

aw
aii 

Tou
rism

 A
uthority

）
は
、
中
長
期
的
な

観
点
で
戦
略
的
な
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
行

い
、「
ハ
ワ
イ
州
観
光
戦
略
計
画
（
２
０
０
５

～
２
０
１
５
年
）」
を
策
定
、
こ
の
中
で
、
こ

れ
ま
で
キ
ー
コ
ン
テ
ン
ツ
と
し
て
ビ
ー
チ
の

魅
力
を
打
ち
出
し
て
き
た
が
、
今
後
は
ハ
ワ

イ
の
先
住
民
と
伝
統
文
化
を
尊
重
し
、
観
光

産
業
と
の
共
存
・
発
展
を
目
指
す
旨
、
方
針

を
転
換
し
た
。
こ
の
計
画
は
、
観
光
関
連
事

業
者
や
行
政
に
加
え
て
、
観
光
客
を
受
け
入

れ
る
市
民
の
意
見
も
取
り
入
れ
て
策
定
さ
れ

て
い
る
。

　

Ｈ
Ｔ
Ａ
は
、
ハ
ワ
イ
へ
の
観
光
客
の
増
加

の
み
な
ら
ず
、
ハ
ワ
イ
の
自
然
資
源
や
文
化

資
源
を
保
全
し
後
世
に
残
す
こ
と
も
ミ
ッ

シ
ョ
ン
と
し
て
お
り
、
最
終
的
に
達
成
す
べ

き
目
標
は
、
市
民
の
生
活
水
準
の
向
上
に
貢

献
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

そ
の
た
め
、
宿
泊
客
か
ら

徴
収
す
る
ホ
テ
ル
税
（
Ｔ

Ａ
Ｔ
）
は
、
住
民
の
生
活
・

イ
ン
フ
ラ
整
備
の
た
め
に

も
使
わ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
市
民
も
深

く
関
与
し
て
策
定
さ
れ
た

計
画
の
達
成
状
況
を
把
握

す
る
４
つ
の
成
果
指
標
と

し
て
、「
旅
行
者
消
費
額
」

「
旅
行
者
満
足
度
」「
税

収
」、
そ
し
て
「
住
民
意
識
」

が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
住

民
意
識
に
つ
い
て
は
、
２
年

に
１
回
、
観
光
に
よ
る
生

活
環
境
へ
の
効
果
・
影
響

や
観
光
客
の
増
減
が
生
活

環
境
な
ど
に
与
え
る
影
響
、

観
光
政
策
へ
の
意
見
な
ど

に
つ
い
て
調
査
を
実
施
し
、

そ
の
結
果
を
そ
の
後
の
各

種
取
り
組
み
に
反
映
し
て
い
る
。

　

な
お
、
ハ
ワ
イ
州
観
光
戦
略
計
画
の
策
定

と
ほ
ぼ
同
時
期
に
ホ
ノ
ル
ル
市
は
「W

aikiki 

L
ivable C

om
m

u
n
ity P

roject

」を
立
ち

上
げ
、
ハ
ワ
イ
の
文
化
や
自
然
を
活
か
し
た

景
観
デ
ザ
イ
ン
の
あ
り
方
（
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ド
）
を
、
市
民
も
対
象
に
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

や
公
開
会
議
な
ど
を
実
施
し
て
策
定
し
た
。

そ
し
て
、
そ
れ
を
受
け
て
道
路
や
ビ
ー
チ
な

ど
の
公
共
空
間
の
再
整
備
を
進
め
る
と
同
時

に
、
民
間
事
業
者
に
も
こ
の
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ド
を
提
示
し
、
固
定
資
産
税
の
減
免
措
置
を





 
 













 


 









 


 




 

 






 









 























 


 


 


講
じ
る
こ
と
で
、
ワ
イ
キ
キ
エ
リ
ア
に
お
い

て
新
た
な
ハ
ワ
イ
の
価
値
を
提
供
す
べ
く
速

や
か
な
建
物
の
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
や
新
築
を

促
し
た
。

　

観
光
に
対
す
る
住
民
意
識
に
つ
い
て
は
、 出典：Tourism Queensland『Tourism Social Indicators』

図2  観光に関する14の中核指標
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オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
ク
イ
ー
ン
ズ
ラ
ン
ド

州
政
府
観
光
局
で
も
「Tou

rism
 S

ocial 

Ind
icators

」
を
設
定
し
て
、
定
期
的
に
そ

の
把
握
に
努
め
て
い
る
。
こ
の
指
標
は
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
全
体
と
住
民
個
人
の
生
活
の
質

に
と
っ
て
の
、
観
光
の
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
影
響

と
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
影
響
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ

れ
７
つ
、
合
計
14
を
中
核
指
標
と
し
て
定
め

て
い
る
。
ク
イ
ー
ン
ズ
ラ
ン
ド
州
の
各
地
域

は
、
こ
れ
ら
の
指
標
に
基
づ
い
て
調
査
を
行

い
、
そ
の
結
果
を
州
の
平
均
と
自
地
域
の
数

値
と
を
併
記
す
る
な
ど
の
形
で
公
表
し
て
い

る
（
図
2
）。

　

ま
た
、
指
標
を
設
定
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

に
対
す
る
観
光
の
影
響
を
定
期
的
に
調
査
す

る
と
同
時
に
、
そ
の
結
果
を
、
観
光
の
専
門

家
で
は
な
い
一
般
住
民
に
も
分
か
り
や
す
く

伝
え
る
こ
と
に
も
力
を
注
い
で
い
る
。
こ
れ

は
大
前
提
と
し
て
、
持
続
可
能
な
観
光
と
は
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
か
ら
の
求
め
に
応
じ
て
推
進

さ
れ
る
こ
と
が
最
も
大
き
な
効
果
を
生
む
と

さ
れ
、
観
光
に
つ
い
て
の
住
民
の
理
解
度
を

高
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
認
識
さ
れ
て

い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
具
体
的
に

は
「
こ
の
地
域
に
お
け
る
観
光
の
最
終
的
な

目
標
が
何
で
あ
る
か
、
そ
の
た
め
に
ど
の
よ

う
な
施
策
に
取
り
組
ん
で
い
て
、
そ
の
結
果

が
ど
う
で
あ
っ
た
か
」
を
、
調
査
デ
ー
タ
を

分
か
り
や
す
い
図
表
な
ど
で
盛
り
込
み
な
が

ら
、
広
く
一
般
に
公
開
し
て
い
る
。
ク
イ
ー
ン

ズ
ラ
ン
ド
州
政
府
観
光
局
の
年
次
報
告
書
で

は
、
デ
ー
タ
や
情
報
を
視
覚
的
に
表
現
す
る

イ
ン
フ
ォ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
と
い
う
手
法
を
多

用
し
て
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
動
き
や
各
指
標
の

推
移
が
直
感
的
に
分
か
り
や
す
く
表
現
さ
れ

て
い
る
（
図
3
）。

　

以
上
の
事
例
か
ら
、
海
外
に
お
い
て
は
、

住
民
に
自
地
域
の
観
光
産
業
の
状
況
や
方

向
性
に
つ
い
て
正
し
く
容
易
に
理
解
し
て
も

ら
う
た
め
の
取
り
組
み
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
手

法
で
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
こ

う
し
た
手
法
は
、
我
が
国
に
お
い
て
も
今
後
、

積
極
的
に
取
り
入
れ
て
い
く
こ
と
が
望
ま
れ

る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
観
光
に
つ
い
て
正
し
く

理
解
し
た
上
で
、
住
民
が
観
光
客
と
関
わ
る

こ
と
で
、
観
光
客
は
、
住
民
を
通
じ
て
よ
り

深
く
そ
の
地
域
を
知
る
こ
と
が
で
き
、
住
民

は
、
自
ら
の
地
域
に
対
す
る
観
光
客
の
評
価

に
触
れ
る
こ
と
で
、
改
め
て
地
元
地
域
の
良

さ
を
認
識
し
た
り
、
観
光
を
振
興
す
る
こ
と

の
意
義
を
実
感
を
持
っ
て
理
解
で
き
る
よ
う

に
な
る
。

　

ま
た
、
こ
の
よ
う
に
自
地
域
に
対
す
る
愛

着
や
帰
属
意
識
が
高
ま
る
こ
と
で
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
維
持
と
そ
の
結
果
と
し
て
の
地
場

産
業
の
維
持
、
農
村
風
景
と
い
っ
た
地
域
景

STATE O
F TH

E IN
D

U
STR

Y 2014 
TO

U
R

ISM
 R

E
SE

A
R

CH
 AU

STR
A
LIA

13

BY PURPOSE
EXPENDITURE

($ MILLION) CHANGE

HOLIDAY 48,416    2.3%

VISITING 
FRIENDS & 
RELATIVES 20,936    8.2%

BUSINESS 17,615    4.1%

EMPLOYMENT 2,323   -7.7%

EDUCATION 6,933    4.1%

BY LOCATION

NSW 28,061    5.4%

Vic 20,419    5.6%

Qld 21,797   -2.8%

SA 5,221    4.7%

WA 9,801  11.3%

Tas 2,396   -7.1%

NT 1,897    3.2%

ACT 1,671 -10.3%

 

TOURISM INDUSTRY PERFORMANCE SCORECARD 2013–14

DEMAND> SUPPLY> EXPENDITURE

TOURISM 2020

POTENTIAL>

$30.1 billion
EXPENDITURE   ▲7.4% 

$53.3 billion
EXPENDITURE ▲3.6% 

$18.2 billion
EXPENDITURE ▲0.9% 

$83.4 billion
OVERNIGHT VISITOR  

EXPENDITURE ▲5.0% 

$101.6 billion 
TOTAL VISITOR EXPENDITURE    ▲4.2% 

DOMESTIC  
OVERNIGHT 

DOMESTIC  
DAY 

INTERNATIONAL

ASIAN MARKETS
EXPENDITURE

($ MILLION) CHANGE

CHINA 5,255 16.3%

JAPAN 1,355  -7.2%

SINGAPORE 1,081   6.8%

SOUTH KOREA 1,107  -9.6%

MALAYSIA 1,018 10.0%

INDIA 752  -2.9%

OTHER MARKETS

NEW ZEALAND 2,361   3.2%

UNITED KINGDOM 3,548 12.9%

UNITED STATES 2,641   7.0%

FRANCE 707 10.3%

GERMANY 1,023 11.5%

ACCOMMODATION* 2013–14 CHANGE

ROOMS 231,695    0.7% 

YIELD $114    4.7%   

OCCUPANCY 66.9% 1.5 ppt**

AVIATION 2013–14 CHANGE

INTERNATIONAL SEATS  21.8 million   8.1%

DOMESTIC SEATS 77.3 million   1.8%

DOMESTIC SEAT KM 89.0 billion   2.9%

EMPLOYMENT 2012–13 CHANGE

FULL TIME (‘000) 295.6   0.2%

PART TIME (‘000) 247.9   4.6%

TOTAL (‘000) 543.6   2.2%

INVESTMENT 2013 CHANGE

ACCOMMODATION   $7.4b 32.5%

AVIATION $33.1b 14.4%

ARTS & RECREATION   $8.9b  -7.4%

TOTAL $49.4b 11.9%

DIGITAL CAPABILITY 2013 2010

WEBSITE PRESENCE 91% 84%

INSTANT 
CONFIRMATION OF 
BOOKINGS

62% 42%

TRA.GOV.AU
*Accommodation supply and demand estimates for 2013–14 have been derived by Tourism Research Australia (TRA) using data from Australian Bureau of Statistics’ Survey of Tourist Accommodation, June quarter 2013 (ABS Cat. No. 8635.0), STR Global 2014 and JLL 2014. **ppt = percentage point.  
Note: a) All percentage changes are as compared to the same period 12 months prior. b) From the March quarter 2014, the National Visitor Survey results are based on a new dual frame interviewing methodology, causing a break in series. Consequently, readers should use the domestic tourism comparisons 
with caution. For more information go to tra.gov.au c) Expenditure by travel purposes will not sum to total as ‘Other’ and ‘Not Stated’ purposes have not been included. d) Expenditure by location will not add to the national total as a result of the assumptions applied in TRA’s regional expenditure model. For more 
information go to tra.gov.au Sources: Tourism Research Australia, International Visitor Survey & National Visitor Survey, June Quarter 2014 & Tourism Investment Monitor 2014; Australian Bureau of Statistics, Tourism Satellite Account 2012–13, (ABS Cat No. 5249.0); Bureau of Infrastructure, Transport and 
Regional Economics, International Airline Activity – time series (2014) & Australian Domestic Airline Activity—time series (2014); Australian Government, Tourism Operators’ Digital Uptake Benchmark Survey, 2013

出典：Australian Government『STATE OF THE INDUSTRY 2014』

図3  ツーリズム産業の年間の需給構造を表す図
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策
定
が
求
め
ら
れ
た

際
に
、
多
く
の
自
治
体

で
住
民
が
検
討
部
会

の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
戦

略
策
定
の
議
論
に
参

加
し
た
。

　

よ
り
直
接
的
に
、
観

光
産
業
側
か
ら
住
民

に
対
し
て
観
光
の
意

義
を
伝
え
よ
う
と
し

た
取
り
組
み
と
し
て

は
、
群
馬
県
伊
香
保
温

泉
の
事
例
が
ユ
ニ
ー

ク
で
あ
る
（
２
０
０
３

～
２
０
０
４
年
）。
伊

香
保
温
泉
は
、
３
６
５

段
の
石
段
の
両
側
に

旅
館
や
土
産
物
店
が

集
積
す
る
温
泉
街
が

急
斜
面
に
展
開
し
て

お
り
、
そ
こ
か
ら
斜

面
を
下
っ
た
田
園
エ

リ
ア
で
暮
ら
す
、
多
く
は
観
光
産
業
に
従
事

し
て
い
な
い
住
民
や
農
家
な
ど
と
は
、
観
光

に
対
す
る
意
識
に
や
や
差
異
が
あ
っ
た
。
具

体
的
に
は
、
容
易
に
行
き
来
し
に
く
い
急
斜

面
の
上
と
下
と
い
う
地
形
的
な
ハ
ン
デ
ィ
が

あ
る
た
め
、
観
光
客
が
伊
香
保
温
泉
で
温
泉

観
の
保
全
に
も
つ
な
が
り
、
そ
れ
が
ま
た
観

光
地
と
し
て
の
魅
力
を
高
め
る
こ
と
に
も
つ

な
が
る
か
ら
で
あ
る
。

　

次
節
で
は
、
観
光
に
よ
る
地
域
振
興
を
進

め
る
中
で
、
住
民
を
巻
き
込
も
う
と
す
る
国

内
の
取
り
組
み
を
紹
介
す
る
。

3�

観
光
へ
の
住
民
の
参
画
を
促
す

取
り
組
み
～
国
内
の
事
例
か
ら

　

長
野
県
小
布
施
町
で
は
、１
９
８
０
年
（
昭

和
55
年
）
か
ら
始
ま
っ
た
「
花
の
ま
ち
づ
く

り
」の
活
動
に
、
古
く
か
ら
町
に
伝
わ
る
「
縁

側
文
化
」「
お
庭
ご
め
ん
」
の
気
質
が
相
ま
っ

て
、
美
し
い
庭
づ
く
り
と
そ
こ
を
舞
台
に
し

た
交
流
の
あ
り
方
が
、今
で
は
「
お
ぶ
せ
オ
ー

プ
ン
ガ
ー
デ
ン
」
と
し
て
多
く
の
観
光
客
を

引
き
付
け
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
生
活
空
間

で
行
わ
れ
る
ま
ち
歩
き
や
、
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
し
た
古
民
家
で
の
食
事
や
宿
泊
体
験
な

ど
、一
般
住
民
が
有
す
る
資
産
が
旅
行
者
の

心
を
捉
え
、
観
光
の
対
象
に
な
る
に
つ
れ
て
、

住
民
自
身
が
観
光
を
強
く
意
識
す
る
よ
う
に

な
る
。

　

こ
れ
に
伴
っ
て
、
行
政
と
観
光
関
連
事
業

者
は
、
住
民
に
対
し
て
観
光
を
推
進
す
る
意

義
や
手
法
、
住
民
に
期
待
さ
れ
る
役
割
な
ど

に
つ
い
て
、
き
ち
ん
と
し
た
説
明
を
行
う
必

要
性
が
高
ま
っ
て
き
た
。
そ
の
説
明
が
不
足

し
て
い
る
と
、
観
光
に
よ
る
悪
影
響
の
み
が

強
く
意
識
さ
れ
て
し
ま
い
、
観
光
に
よ
る
地

域
振
興
へ
の
取
り
組
み
に
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が

持
つ
力
を
借
り
る
こ
と
が
難
し
く
な
る
。

　

こ
れ
ま
で
の
観
光
へ
の
住
民
の
関
わ
り
方

と
し
て
は
、
子
ど
も
た
ち
を
含
め
て
住
民
か

ら
観
光
客
へ
の
挨
拶
運
動
や
、
郷
土
史
研
究

家
や
民
俗
芸
能
保
存
会
な
ど
が
着
地
型
旅

行
商
品
の
コ
ン
テ
ン
ツ
の
一
つ
と
し
て
、
ま
ち

歩
き
の
ガ
イ
ド
を
務
め
た
り
芸
能
を
披
露
す

る
と
い
っ
た
形
が
見
ら
れ
た
。

　

ま
た
、
住
民
参
加
の
ま
ち
づ
く
り
を
標

ひ
ょ
う

榜ぼ
う

す
る
自
治
体
に
お
い
て
は
、
観
光
振
興
計
画

を
策
定
す
る
際
に
住
民
を
対
象
と
し
た
意
識

調
査
の
実
施
や
、
住
民
か
ら
委
員
を
公
募
し

て
検
討
部
会
を
立
ち
上
げ
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
な
ど
を
通
じ
て
そ
の
意
向
を
吸
い
上
げ
る

な
ど
計
画
策
定
の
プ
ロ
セ
ス
に
参
加
す
る
こ

と
で
、
観
光
の
意
義
や
策
定
し
た
計
画
自
体

へ
の
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
取
り
組
み
を
実

施
し
て
き
た
。

　

最
近
で
は
、
２
０
１
４
年
（
平
成
26
年
）

に
制
定
さ
れ
た
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
法
」
を
受
け
て
、
各
都
道
府
県
・
市
町
村

に
お
い
て
独
自
の
「
地
方
版
総
合
戦
略
」
の

や
紅
葉
、
買
い
物
な
ど
を
楽
し
む
姿
を
住
民

が
目
に
す
る
機
会
が
少
な
く
、
観
光
産
業
に

よ
っ
て
地
域
経
済
が
活
性
化
す
る
こ
と
に
実

感
が
持
て
な
い
一
方
で
、
観
光
客
に
よ
る
ご

み
の
投
げ
捨
て
や
、
旅
館
の
送
迎
バ
ス
が
子

ど
も
た
ち
の
通
学
路
を
猛
ス
ピ
ー
ド
で
走
り 普段着で行き来する場が観光の対象に（鳥取県倉吉市）
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『伊香保豆手帖』

参考資料
•（公財）日本交通公社『住んでよし、訪れてよしの観光地づくり まずは
住民意識の把握から！「観光に対する住民意識に関する研究」より』

（2013年）
•	ハワイ州観光局「ハワイ州観光戦略計画2005～2015年」
•	堀 健一『先進事例にみる戦略・戦術、マネジメント～ハワイ州における
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•	Tourism Queensland『Tourism Social Indicators』
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子
で
、
伊
香
保
の
歴
史
や
文
化
、
特
産
品
と

い
っ
た
観
光
資
源
の
説
明
に
加
え
て
、
固
定

資
産
税
や
入
湯
税
の
大
き
さ
で
伊
香
保
町

財
政
に
お
け
る
観
光
産
業
の
位
置
づ
け
を

示
し
、
産
業
と
し
て
の
観
光
の
重
要
性
を
解

説
す
る
ペ
ー
ジ
も
設
け
て
い
る
。
さ
ら
に
は
、

伊
香
保
中
学
校
で
「
伊
香
保
町
再
発
見
」
を

テ
ー
マ
に
行
わ
れ
た
総
合
学
習
の
成
果
も
紹

介
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
冊
子
は
、
当
時
の
伊
香

保
町
内
の
全
戸
に
配
布
さ
れ
、
こ
れ
に
よ
っ

て
特
に
子
ど
も
を
含
め
た
住
民
自
身
が
、
伊

香
保
の
良
さ
と
観
光
産
業
の
意
義
を
認
識
す

る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。

　

以
上
の
よ
う
な
事
例
が
あ
る
一
方
で
、
観

光
へ
の
住
民
参
加
の
効
果
が
認
識
さ
れ
な
が

ら
、
我
が
国
で
は
観
光
業
界
（
業
界
団
体
や

行
政
の
観
光
関
連
部
署
な
ど
）
か
ら
住
民
に

対
し
て
、
地
域
の
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
や
そ
れ
を

実
現
す
る
た
め
の
具
体
的
な
施
策
の
詳
細
を

伝
え
、
参
画
を
促
そ
う
と
す
る
姿
勢
は
、
依

然
と
し
て
弱
い
。
行
政
が
、
観
光
振
興
計
画

を
策
定
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、
住
民
を
対
象

に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
、
観
光
振
興

に
対
す
る
意
識
や
意
向
を
把
握
す
る
こ
と
は

あ
る
が
、
海
外
の
事
例
の
よ
う
に
、
計
画
策

定
後
、
実
施
さ
れ
た
施
策
に
対
す
る
住
民
の

評
価
を
定
期
的
に
把
握
し
て
、
次
の
施
策
立

抜
け
て
い
く
こ
と
な
ど
、
観
光
産
業
に
対
し

て
や
や
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
感
情
を
持
つ
住
民
も

い
た
。

　

こ
う
し
た
状
況
に
対
し
て
、
伊
香
保
温
泉

観
光
協
会
（
当
時
）
と
伊
香
保
温
泉
旅
館

協
同
組
合
は
、
旅
館
や
商
店
の
経
営
者
を
中

心
に
勉
強
会
を
開
催
す
る
中
で
、
伊
香
保
町

（
当
時
）
に
お
け
る
観
光
産
業
の
重
要
性
を
住

民
に
理
解
し
て
も
ら
い
、
協
力
を
得
る
こ
と

の
重
要
性
を
強
く
認
識
し
、『
伊
香
保
豆
手

帖
』
と
い
う
冊
子
を
制
作
し
た
。

　

こ
れ
は
、
旅
館
の
仲
居
さ
ん
が
着
物
の
帯

に
挟
ん
で
持
ち
運
び
で
き
る
ハ
ン
デ
ィ
な
冊

案
に
活
か
す
と
い
う
有
機
的
な
シ
ス
テ
ム
と

は
な
っ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

4
今
後
の
取
り
組
み
の
方
向
性

　

観
光
対
象
と
な
り
得
る
も
の
が
一
層
多
様

に
な
り
、
地
域
振
興
の
一
つ
の
手
段
と
し
て

観
光
が
注
目
さ
れ
る
に
伴
っ
て
、
今
後
も
地

域
の
状
況
次
第
で
は
「
観
光
地
」
に
な
る
こ

と
を
求
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
そ
う
し
た
地

域
に
お
い
て
、
住
民
の
力
も
借
り
な
が
ら
持

続
可
能
な
観
光
振
興
を
推
進
す
る
に
あ
た

り
、
ま
ず
は
住
民
に
自
地
域
の
観
光
の
現
状

や
取
り
組
み
方
針
に
つ
い
て
、
例
え
ば
イ
ン

フ
ォ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
（
情
報
や
デ
ー
タ
を
視

覚
的
に
表
現
し
た
も
の
な
ど
）
の
手
法
も
積

極
的
に
取
り
入
れ
な
が
ら
、
理
解
を
深
め
て

も
ら
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
人
は
、
自
分

が
よ
く
理
解
で
き
て
い
な
い
こ
と
に
は
容
易

に
同
意
で
き
な
い
も
の
で
あ
り
、
納
得
す
る

こ
と
で
行
動
に
移
す
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の

た
め
に
は
、
観
光
関
連
事
業
者
同
士
の
や
り

と
り
と
は
ま
た
違
っ
た
、
観
光
地
の
住
民
を

巻
き
込
む
、
独
特
の
密
接
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
も
重
要
と
な
っ
て
く
る
。

　

我
が
国
で
は
多
く
の
観
光
地
に
お
い
て
、

科
学
的
な
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
基
づ
く
デ
ー

タ
を
根
拠
に
し
た
議
論
が
ま
だ
難
し
い
こ
と

も
踏
ま
え
て
、
海
外
の
取
り
組
み
を
参
考
に

し
つ
つ
も
、
各
地
域
の
現
状
に
即
し
た
形
で

住
民
を
巻
き
込
ん
で
い
く
、
そ
の
た
め
の
手

法
の
検
討
が
、
今
後
進
む
こ
と
が
期
待
さ
れ

る
。
最
終
的
に
、
こ
の
取
り
組
み
を
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
全
体
の
動
き
と
し
て
い
く
た
め
に
は
、

こ
れ
ま
で
は
対
外
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
重
視
し
て
き
た
行
政
と
観
光
協
会
な

ど
の
業
界
団
体
が
、
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
し
て
、
住
民
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深
め
る
こ
と
が
一
層
重
要
と

な
る
だ
ろ
う
。

（
い
わ
さ
き　

ひ
な
こ
）
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business owners at the formation of the district, within particular legal guidelines.  Certain types of 
stays can be exempt from the assessment if they are not procured as a result of district activities.  
The funds produced from the TID allows these business owners to organize their efforts and 
provide services that increase room night sales.

There are many benefits to TIDs that a destination should consider. As previously stated, funds 
must be spent on services and improvements that provide a benefit only to those lodging businesses 
that pay.  TIDs are customized to fit the needs of payors in each destination.  They allow for a 
wide range of services including marketing, sales, promotions, website and Internet presence, and 
group sales. Sometimes, they even include capital improvements or other projects designed to make 
the destination more appealing to potential visitors.  TIDs are designed, created and governed by 
those who will pay the assessment; and they provide a stable, long-term funding source for tourism 
promotion.

A new non-profit corporation can be formed to manage district funds, or an existing corporation 
(such as a Convention & Visitors Bureau) can fill this role.  The businesses forming the TID decide 
how the corporation will be structured and who will manage it.

The term of a tourism improvement district varies. It can be an annual levy, a 5-10 year term, or 
even longer in some places.

TID Results

In 2014, Visit Wichita created the first tourism improvement district in Kansas.  After learning 
about the concept at a conference, President and CEO Susie Santo knew a TID would enable 
her team to do more, reach further, and have a greater impact.  “We wanted a game changer, we 
wanted to market our destination like it had never been marketed before,” she says, plus “I wanted 
secure funding.  That’s what a TID allows you to do.”  With a 2.75% assessment, the TID raises 
$2.6 million per year, supplementing Visit Wichita’s existing $2.8 million budget.  With new summer, 
winter and group campaigns, Wichita is seeing tremendous results.  Susie’s best piece of advice for 
those considering a TID – “run, don’t walk.  There’s really no downside.”

In Newport Beach, California, a TID raises funds for a very specific purpose – direct sales.  
Newport Beach is unique in that 100% of the $9 million raised goes directly to sales efforts.  The 
concept is so popular that when its initial 5-year term ended, it took a whopping one day for hotels 
to agree to renew, extend the term, and double the amount they paid into the TID. “The TID in 
effect more than doubled our budget, because it allowed us to get more involved with a lot of the 
hotels direct sales activities,” reports Gary Sherwin, President and CEO of Newport Beach and 
Company.  NBC went from booking 16,000 room nights a year to nearly 87,000 – something they 
never considered possible before the TID.  “Because of the success we had with the TID, the City 
also came back to us and contracted with us for more things to do,” Gary notes, “the results have 
been transformative.”

Looking to the Future

The future of TIDs is bright.  On the global scale, it is a relatively new concept that will without 
a doubt be adopted by more and more destinations.  However, the traditional TID model does not 
fit every destination.  So, some destinations have begun to form TIDs based around attractions, 
such as a ski resort or event center.  Destinations with a high number of restaurants, breweries, or 
wineries can form a similar district that might not be called a TID but still falls under the tourism 
umbrella.  In the future we will see more specialization when it comes to district formation, but 
today, the TID is the cornerstone of stable destination funding.
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米国における
デスティネーション・マネジメント制度

What is a TID?

A tourism improvement district (TID) is a stable source of funding for marketing efforts designed 
to increase occupancy and room rates for lodging businesses.  Funds raised through a small 
assessment on lodging stays are used to provide services desired by and directly benefitting the 
businesses in the district.

TIDs can have many functions, all of which are aimed at increasing tourism.  A TID’s operations 
are determined by the businesses funding the TID.  TID activities can include print and internet 
advertising, visitor center operations, sales lead generation and many other marketing efforts.

As the economy is ever fluctuating, marketing efforts are an increasingly important aspect of 
maintaining a popular destination.  TIDs provide the stable funding to combat economic fluctuation 
and provide the marketing funds to keep a destination thriving.  Since TID funds are not controlled 
by a government entity, they cannot be subjected to the budget cuts municipalities have been forced 
to make.

History of the TID

TIDs are an evolution of the traditional Business Improvement District. The first TID was formed 
in West Hollywood, California in 1989. Since then, over 100 California destinations have followed 
suit. In recent years, other states have begun adopting the California model – Montana, South 
Dakota, Washington, Colorado, Texas and Louisiana have adopted TID laws. Several other states 
are in the process of adopting their own legislation. The cities of Wichita, Kansas and Newark, 
New Jersey used an existing business improvement district law to form a TID. And, some cities, like 
Portland, Oregon and Memphis, Tennessee have utilized their home rule powers to create TIDs 
without a state law.

Outside of the United States, the TID phenomenon is gaining traction.  The United Kingdom has 
successfully implemented the TID mechanism into a few of their destinations.  To date, 164 TIDs 
across the globe have been formed.  With more and more international interest, it is only a matter 
of time before TIDs are popular on a worldwide scale.

Globally, TIDs collectively raise over $322 million for local destination marketing. With 
competitors raising their budgets and increasing rivalry for visitor monies, it is important that 
tourism businesses invest in stable, tourism-specific marketing programs.

Elements of a TID

TIDs utilize the efficiencies of private sector operation in the market-based promotion of tourism 
districts. TIDs are funded through an assessment on certain lodging stays.  Lodging business 
owners within the TID pay an assessment.  The amount of the assessment is determined by 

　多くの先進的DMOが立地する米国では、TID（Tourism Improvement District／観光産業改善地区）というデス
ティネーション・マネジメントの制度が存在している。20年にわたり100カ所以上の地域でこれらの制度と合意形成
のためのコンサルティングを行ってきたCIVITAS社の社長兼CEO、ジョン・ランベス氏による米国での取り組みにつ
いての概説。

TOURISM IMPROVEMENT DISTRICTS

30_33_観光文化234号_特集5.indd   31 2017/06/28   午後5:29



32

合
計
３
億
２
２
０
０
万
ド
ル
以
上
の
資
金
調

達
を
し
て
き
た
。
ラ
イ
バ
ル
た
ち
が
予
算
を

上
げ
、
競
争
が
高
ま
る
中
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
の
投
資
は
、
ま
す
ま
す
重

要
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

Ｔ
Ｉ
Ｄ
の
構
成
要
素

　

Ｔ
Ｉ
Ｄ
は
そ
の
観
光
地
の
民
間
部
門
に

よ
っ
て
運
営
さ
れ
て
い
る
。
Ｔ
Ｉ
Ｄ
は
宿
泊

料
金
に
付
加
す
る
形
で
資
金
を
集
め
る
。
そ

の
資
金
を
も
と
に
宿
泊
施
設
の
オ
ー
ナ
ー
は

分
担
金
を
負
担
す
る
。
そ
の
額
は
法
律
の
範

囲
内
で
事
業
者
間
の
取
り
決
め
に
基
づ
き
定

め
ら
れ
て
い
る
。
地
区
の
活
動
の
恩
恵
を
受

け
な
い
宿
泊
事
業
者
は
分
担
金
を
免
除
さ
れ

る
。
こ
の
よ
う
に
Ｔ
Ｉ
Ｄ
に
よ
っ
て
集
め
ら

れ
た
資
金
は
、
事
業
者
に
よ
る
売
上
改
善
の

た
め
の
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を
可
能
に
す
る
。

　

Ｔ
Ｉ
Ｄ
は
多
く
の
利
益
を
観
光
地
に
も
た

ら
す
。
前
述
の
よ
う
に
、
資
金
は
負
担
金
を

支
払
う
宿
泊
施
設
の
事
業
者
が
利
益
を
受
け

る
サ
ー
ビ
ス
や
改
善
に
向
け
ら
れ
る
。
ま
た
、

Ｔ
Ｉ
Ｄ
は
観
光
地
ご
と
に
、
そ
の
要
求
を
満

上
の
地
域
で
Ｔ
Ｉ
Ｄ
が
導
入
さ
れ
て
い
る
。

近
年
で
は
、
こ
の
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
モ
デ
ル
が

他
の
州
で
も
導
入
さ
れ
、
モ
ン
タ
ナ
、
サ
ウ

ス
ダ
コ
タ
、
ワ
シ
ン
ト
ン
、
コ
ロ
ラ
ド
、
テ
キ

サ
ス
、
ル
イ
ジ
ア
ナ
な
ど
の
州
で
は
Ｔ
Ｉ
Ｄ

法
が
採
択
さ
れ
て
い
る
。
他
の
い
く
つ
か
の

州
で
は
独
自
の
法
律
を
制
定
し
て
い
る
段
階

に
あ
る
。ウ
ィ
チ
タ
、カ
ン
ザ
ス
、ニ
ュ
ー
ア
ー

ク
、
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
の
都
市
で
は
現
行

の
Ｂ
Ｉ
Ｄ
法
を
Ｔ
Ｉ
Ｄ
形
成
の
た
め
に
用
い

て
い
る
。
さ
ら
に
、
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
、
オ
レ
ゴ

ン
、
メ
ン
フ
ィ
ス
、
テ
ネ
シ
ー
な
ど
の
都
市
で

は
州
法
を
用
い
ず
に
地
方
自
治
権
の
範
囲
で

Ｔ
Ｉ
Ｄ
を
形
成
し
て
い
る
。

　

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
以
外
の
国
々
で
も
Ｔ
Ｉ

Ｄ
は
注
目
を
集
め
て
い
る
。
イ
ギ
リ
ス
で
は

一
部
の
観
光
地
に
Ｔ
Ｉ
Ｄ
制
度
が
非
常
に
う

ま
く
導
入
さ
れ
て
い
る
。
現
在
ま
で
に
Ｔ
Ｉ

Ｄ
は
世
界
中
に
１
６
４
地
区
に
わ
た
り
形
成

さ
れ
て
き
た
。
国
際
的
な
関
心
が
高
ま
っ
て

い
る
た
め
、
Ｔ
Ｉ
Ｄ
が
国
際
的
規
模
で
広
ま

る
の
も
時
間
の
問
題
だ
ろ
う
。

　

世
界
的
に
見
る
と
、
Ｔ
Ｉ
Ｄ
は
デ
ス
テ
ィ

ネ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
た
め
に

事
業
者
が
決
め
た
方
法
で
行
う
。
そ
の
活

動
に
は
印
刷
物
や
ネ
ッ
ト
に
よ
る
広
告
、
ビ

ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
の
運
営
、
誘
致
活
動
な

ど
、
多
く
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
活
動
も
含
ま

れ
る
。

　

景
気
は
絶
え
ず
変
動
し
続
け
る
た
め
、

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
活
動
は
観
光
地
の
人
気
を

保
つ
上
で
ま
す
ま
す
重
要
な
取
り
組
み
と

な
っ
て
い
る
。
Ｔ
Ｉ
Ｄ
は
景
気
変
動
に
左
右

さ
れ
な
い
安
定
し
た
財
源
を
提
供
し
、
観
光

地
の
繁
栄
を
保
つ
た
め
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

資
金
も
提
供
す
る
。
Ｔ
Ｉ
Ｄ
資
金
は
政
府
機

関
に
よ
っ
て
管
理
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
地

方
自
治
体
の
よ
う
に
予
算
削
減
な
ど
を
受
け

る
こ
と
も
な
い
。

Ｔ
Ｉ
Ｄ
の
歴
史

　

Ｔ
Ｉ
Ｄ
は

Ｂ
Ｉ
Ｄ（B

u
siness 

Im
provem

ent D
istrict

／
事
業
改
善
地

区
）か
ら
発
展
し
た
も
の
で
あ
る
。
初
め
て
の

Ｔ
Ｉ
Ｄ
は
１
９
８
９
年
に
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア

州
の
ウ
ェ
ス
ト
・
ハ
リ
ウ
ッ
ド
で
形
成
さ
れ
、

そ
れ
以
後
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
で
は
１
０
０
以

Ｔ
Ｉ
Ｄ
と
は

　

Ｔ
Ｉ
Ｄ
（Tou

rism
 Im

provem
ent 

D
istrict

／
観
光
産
業
改
善
地
区
）
は
、
そ
の

地
区
の
宿
泊
事
業
発
展
の
た
め
の
取
り
組
み

に
使
う
、
安
定
的
な
財
源
を
得
る
仕
組
み
で

あ
る
。
宿
泊
料
金
に
一
定
の
料
金
を
上
乗
せ

さ
れ
る
こ
と
で
得
ら
れ
る
そ
の
資
金
は
、
当

該
地
区
の
事
業
環
境
改
善
に
限
定
し
て
使
わ

れ
る
。

　

各
地
の
Ｔ
Ｉ
Ｄ
は
さ
ま
ざ
ま
な
機
能
を

持
っ
て
い
る
が
、
ど
の
Ｔ
Ｉ
Ｄ
も
観
光
産
業

の
活
性
化
を
目
的
と
し
て
い
る
。
Ｔ
Ｉ
Ｄ
の

運
営
は
、
Ｔ
Ｉ
Ｄ
分
担
金
を
負
担
し
て
い
る

TOURISM
IMPROVEMENT

DISTRICTS
（観光産業改善地区）
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た
す
よ
う
に
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
さ
れ
て
い
る
。

つ
ま
り
広
い
範
囲
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、セ
ー

ル
ス
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
や

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
の
宣
伝
、
グ

ル
ー
プ
セ
ー
ル
ス
な
ど
を
含
む
サ
ー
ビ
ス
を

可
能
と
す
る
。
さ
ら
に
、
設
備
改
良
や
観
光

地
を
潜
在
観
光
客
に
、
よ
り
魅
力
的
に
見
せ

る
た
め
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
を
含
む
場
合

も
あ
る
。
Ｔ
Ｉ
Ｄ
は
分
担
金
を
負
担
す
る
者

に
よ
っ
て
設
計
、
作
成
、
管
理
さ
れ
、
観
光
推

進
に
向
け
て
安
定
し
た
持
続
可
能
な
財
源
を

提
供
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

新
し
い
非
営
利
活
動
法
人
が
地
区
財
政

管
理
の
た
め
に
形
成
さ
れ
る
か
、
も
し
く
は

既
存
法
人
（
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ビ
ュ
ー

ロ
ー
な
ど
）
が
そ
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
も

可
能
で
あ
る
。
Ｔ
Ｉ
Ｄ
を
形
成
す
る
事
業
主

体
は
、
法
人
が
ど
の
よ
う
に
組
織
さ
れ
、
ま

た
誰
が
管
理
す
る
か
を
定
め
る
こ
と
が
で

き
る
。

　

Ｔ
Ｉ
Ｄ
の
期
間
は
さ
ま
ざ
ま
だ
。
１
年
間

や
５
〜
10
年
の
場
合
も
あ
れ
ば
、
さ
ら
に
長

期
の
場
合
も
あ
る
。

Ｔ
Ｉ
Ｄ
の
効
果

　

２
０
１
４
年
にV

isit W
ich

ita

が
カ
ン

ザ
ス
で
最
初
の
観
光
産
業
改
善
地
区
を
作
っ

た
。
あ
る
会
議
で
こ
の
コ
ン
セ
プ
ト
に
つ
い

て
知
っ
た
社
長
兼
Ｃ
Ｅ
Ｏ
の
ス
ー
ジ
ー
・
サ

ン
ト
は
、
自
身
の
チ
ー
ム
が
よ
り
多
く
の
活

動
を
し
、
よ
り
上
を
目
指
し
、
さ
ら
に
よ
り

大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
持
つ
こ
と
が
Ｔ
Ｉ

Ｄ
に
よ
っ
て
可
能
に
な
る
と
考
え
た
。
彼
女

は
、「
私
た
ち
は
観
光
地
を
今
ま
で
に
な
い

よ
う
な
形
で
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
し
、
そ
の
た

め
に
も
『
ゲ
ー
ム
チ
ェ
ン
ジ
ャ
ー
』
を
求
め

て
い
ま
し
た
」
と
述
べ
て
い
る
。
さ
ら
に
続

け
て
こ
う
話
し
て
い
る
。「
安
定
し
た
財
源

が
欲
し
か
っ
た
の
で
す
。
Ｔ
Ｉ
Ｄ
は
こ
れ
を

可
能
に
し
ま
す
」。
分
担
金
と
し
て
宿
泊
料

に
２
・
75
％
を
付
加
す
る
こ
と
で
Ｔ
Ｉ
Ｄ
は

２
６
０
万
ド
ル
の
資
金
を
調
達
し
、Visit 

W
ich

ita

の
既
存
予
算
で
あ
る
２
８
０
万
ド

ル
を
補
完
し
た
。
ま
た
、
新
し
い
夏
、
冬
、
グ

ル
ー
プ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
よ
り
、
ウ
ィ
チ
タ

は
素
晴
ら
し
い
結
果
を
得
て
い
る
。
ス
ー

ジ
ー
の
Ｔ
Ｉ
Ｄ
に
関
す
る
ベ
ス
ト
な
ア
ド
バ

イ
ス
は
、「
と
に
か
く
実
行
あ
る
の
み
！ 
デ

メ
リ
ッ
ト
な
ん
て
な
い
か
ら
」
で
あ
る
。

　

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
の
ニ
ュ
ー
ポ
ー
ト
・

ビ
ー
チ
に
お
い
て
、
Ｔ
Ｉ
Ｄ
は
ダ
イ
レ
ク
ト

セ
ー
ル
ス
の
た
め
だ
け
の
資
金
調
達
を
行
っ

て
い
る
。
ニ
ュ
ー
ポ
ー
ト
・
ビ
ー
チ
は
Ｔ
Ｉ

Ｄ
で
得
た
資
金
９
０
０
万
ド
ル
を
１
０
０
％

セ
ー
ル
ス
の
取
り
組
み
に
充
て
て
い
る
点
で

ユ
ニ
ー
ク
で
あ
る
。
こ
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
人

気
の
あ
ま
り
、
最
初
の
５
年
の
契
約
期
間
が

終
了
し
た
時
、
す
ぐ
に
ホ
テ
ル
側
は
契
約
を

更
新
し
、
契
約
期
間
を
延
ば
し
、
さ
ら
に
２

倍
の
金
額
を
Ｔ
Ｉ
Ｄ
に
投
資
す
る
こ
と
に
同

意
し
た
。「
Ｔ
Ｉ
Ｄ
が
他
の
ホ
テ
ル
の
直
販

の
取
り
組
み
に
さ
ら
に
関
わ
る
こ
と
を
可

能
に
し
た
た
め
、
私
た
ち
の
予
算
は
２
倍
に

増
え
ま
し
た
」
と
ニ
ュ
ー
ポ
ー
ト
・
ビ
ー
チ

&
カ
ン
パ
ニ
ー
（
Ｎ
Ｂ
Ｃ
）
の
社
長
兼
Ｃ
Ｅ

Ｏ
で
あ
る
ゲ
リ
ー
・
シ
ャ
ー
ウ
ィ
ン
は
コ
メ

ン
ト
し
て
い
る
。
Ｎ
Ｂ
Ｃ
は
一
年
の
予
約
が

１
６
０
０
０
件
か
ら
８
７
０
０
０
件
と
い
う

Ｔ
Ｉ
Ｄ
な
し
で
は
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
増
加

を
経
験
し
た
。
ゲ
リ
ー
は
さ
ら
に
、「
Ｔ
Ｉ
Ｄ

か
ら
得
た
結
果
に
よ
り
、
地
方
自
治
体
と
も

さ
ら
な
る
取
り
組
み
に
お
い
て
の
契
約
を
結

び
ま
し
た
。
変
革
的
な
成
果
と
言
え
ま
す
」

と
述
べ
て
い
る
。

将
来
へ
の
展
望

　

Ｔ
Ｉ
Ｄ
の
将
来
は
有
望
だ
。
国
際
的
に
は

比
較
的
新
し
い
コ
ン
セ
プ
ト
だ
が
、
間
違
い

な
く
多
く
の
観
光
地
に
導
入
さ
れ
て
い
く
だ

ろ
う
。
し
か
し
、
伝
統
的
な
Ｔ
Ｉ
Ｄ
モ
デ
ル
が

全
て
の
観
光
地
に
適
用
で
き
る
わ
け
で
は
な

い
。ス
キ
ー
リ
ゾ
ー
ト
や
イ
ベ
ン
ト
セ
ン
タ
ー

John Lambeth（ジョン・ランベス） CIVITAS社  社長兼CEO

　弁護士。BID制度の形成・運営のスペシャリスト。1994年に制定された不動産・事
業改善地区法の第一人者であり、カリフォルニアでの最初の不動産改善地区形成に関
するアドバイスを行った経験を持つ。さらに、TIDや、不動産とBIDについて多くの講演
活動を行っている。ランベスは地区形成に関して、その普及活動・計画策定などを含む
調整全般に携わっている。以前はカリフォルニア最高裁判所裁判長、マルコム・M・
ルーカスのもとで書記として働いた経験も持つ。

（CIVITAS社ホームページ http://www.civitasadvisors.com/より）

な
ど
の
施
設
に
Ｔ
Ｉ
Ｄ
を
導
入
し
て
い
る
地

域
も
あ
る
。
レ
ス
ト
ラ
ン
や
ビ
ー
ル
・
ワ
イ

ン
の
醸
造
所
が
多
い
観
光
地
で
は
Ｔ
Ｉ
Ｄ
と

い
う
名
称
で
は
な
く
て
も
、
同
じ
よ
う
な
地

区
制
度
を
形
成
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

将
来
、
よ
り
高
度
な
仕
組
み
に
発
展
す
る
か

も
し
れ
な
い
が
、
現
在
は
、
こ
の
Ｔ
Ｉ
Ｄ
が
安

定
し
た
観
光
資
金
の
基
礎
と
な
っ
て
い
る
。
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米
国
な
ど
の
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
制

度
を
取
り
込
み
、
国
内
の
一
部
都
市
に
お

い
て
展
開
が
始
ま
っ
て
い
る
エ
リ
ア
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
制
度
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
、

保
井
美
樹
教
授
に
概
説
い
た
だ
く
。

は
じ
め
に

　

国
際
観
光
客
到
着
数
が
12
億
３
５
０
０
万

人
に
達
し
（
２
０
１
６
年
、
Ｕ
Ｎ
Ｗ
Ｔ
Ｏ
の

世
界
観
光
指
標
）、
今
後
も
堅
調
な
伸
び
が

期
待
さ
れ
る
中
、
従
前
は
金
融
・
経
済
の
中

心
地
で
あ
っ
た
大
都
市
も
、
観
光
を
重
点
産

業
と
し
て
捉
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
多

く
の
都
市
で
、
観
光
客
に
求
め
ら
れ
る
都
市

の
検
討
や
実
験
が
進
ん
で
い
る
。
筆
者
が
先

月
訪
れ
た
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
は
、
多
く
の
地

区
で
後
述
す
る
Ｂ
Ｉ
Ｄ
と
い
う
民
間
の
地
区

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
組
織
が
、
来
街
者
数
の
維
持

向
上
を
目
的
の
一
つ
に
、
様
々
な
取
り
組
み

を
進
め
て
い
た
。
そ
の
取
り
組
み
と
し
て
目

立
っ
て
い
た
の
が
、
魅
力
的
な
パ
ブ
リ
ッ
ク

ス
ペ
ー
ス
の
演
出
で
あ
る
。
タ
イ
ム
ズ
ス
ク

エ
ア
地
区
で
は
、
行
政
と
と
も
に
来
街
者
を

困
ら
せ
る
路
上
行
為
の
取
り
締
ま
り
を
強
化

す
る
だ
け
で
な
く
、
広
場
の
心
地
よ
さ
を
高

め
る
た
め
に
、
ス
ト
リ
ー
ト
フ
ァ
ニ
チ
ャ
ー

の
色
、
形
、
設
置
場
所
等
を
検
討
し
、
来
街
者

を
飽
き
さ
せ
な
い
よ
う
、ハ
ー
ド
、
ソ
フ
ト
の

あ
ら
ゆ
る
手
段
を
使
っ
て
、
常
に
変
化
す
る

空
間
を
設
え
て
い
た
。

　

近
年
の
都
市
観
光
の
特
徴
は
、
そ
の
街
に

お
け
る
生
活
を
追
体
験
す
る
も
の
が
多
い
。

追
体
験
の
手
が
か
り
と
し
て
映
画
や
ド
ラ
マ

な
ど
が
使
わ
れ
た
り
、
そ
の
都
市
に
住
む
人

の
オ
ス
ス
メ
の
場
所
や
店
が
特
集
さ
れ
た
雑

誌
な
ど
が
使
わ
れ
た
り
す
る
。
こ
の
こ
と
を

考
え
る
と
、
都
市
に
お
け
る
観
光
開
発
は
、

追
体
験
さ
れ
る
よ
う
な
生
活
ス
タ
イ
ル
が
確

立
さ
れ
る
必
要
が
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
住

民
が
豊
か
な
暮
ら
し
を
送
り
、
そ
の
姿
が
可

視
化
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

日
本
で
も
、
人
口
減
少
に
よ
っ
て
総
需
要

が
減
少
し
て
お
り
、
地
方
都
市
を
中
心
に
、

モ
ノ
や
サ
ー
ビ
ス
の
国
内
市
場
は
厳
し
い
状

況
に
あ
る
。
こ
う
し
た
中
で
産
業
と
し
て
の

観
光
に
期
待
が
か
か
る
の
は
当
然
で
あ
る

が
、
他
方
、
タ
イ
ム
ズ
ス
ク
エ
ア
の
よ
う
な
き

め
細
か
な
地
区
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
仕
組
み
は

発
展
途
上
で
あ
る
。
ま
た
、
都
市
住
民
の
豊

か
な
暮
ら
し
や
そ
の
可
視
化
も
進
ん
で
い
る

と
は
言
い
に
く
い
。
近
年
の
都
市
観
光
の
流

れ
を
考
え
れ
ば
、
豊
か
な
都
市
生
活
の
体
験

が
演
出
さ
れ
る
空
間
の
設
え
と
そ
れ
を
楽
し

む
住
民
の
姿
が
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
、
具
体

的
消
費
に
つ
な
が
る
環
境
整
備
を
進
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
が
、
そ
の
た
め
に
は
、
地
域
の

利
害
関
係
者
が
一
枚
岩
に
な
っ
て
地
域
に
投

資
し
、
必
要
な
事
業
が
行
わ
れ
る
仕
組
み
が

必
須
で
あ
る
。

　

近
年
、
特
に
公
共
空
間
の
利
活
用
に
関
す

る
規
制
緩
和
を
背
景
に
、
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
と
呼
ば
れ
る
地
域
管
理
の
取
り
組
み
が

進
展
中
で
、
地
権
者
、
事
業
主
、
住
民
等
の

連
携
に
よ
る
地
域
団
体
が
公
園
、
広
場
、
道

路
、
河
川
敷
、
公
開
空
地
な
ど
の
空
間
を
活

用
し
て
、
様
々
な
活
動
を
展
開
し
始
め
て
い

る
。
こ
う
し
た
公
共
空
間
の
活
用
は
、
都
市

が
目
指
す
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
や
魅
力
を
可
視

化
し
、
住
民
や
来
街
者
に
情
緒
的
な
価
値
を

提
供
す
る
絶
好
の
場
所
で
あ
る
が
、
そ
の
担

い
手
や
ス
キ
ー
ム
が
未
発
達
で
あ
っ
た
。

　

本
稿
で
は
、
こ
う
し
た
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
の
展
開
に
つ
い
て
紹
介
し
、
提
示
す
る

と
と
も
に
、
特
に
観
光
と
の
関
係
に
お
い
て
、

米
国
等
と
比
較
し
た
際
の
課
題
と
可
能
性
を

我
が
国
に
お
け
る
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
制
度
の

進
展
と
今
後
の
課
題

6

法
政
大
学
　
現
代
福
祉
学
部
・
人
間
社
会
研
究
科
　
教
授
　

保
井  

美
樹
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検
討
し
て
み
た
い
。

1	

エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の

	

展
開

①
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
は

　

日
本
で
は
、『
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
』

（
小
林
重
敬
編
著
）
が
出
版
さ
れ
た
２
０
０
５

年
前
後
か
ら
、
そ
の
題
名
通
り
、
各
地
で
「
エ

リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
の
取
り
組
み
が
進
ん

で
い
る
。
そ
の
定
義
と
し
て
は
、
２
０
０
８
年

に
国
土
交
通
省
か
ら
発
行
さ
れ
た
『
エ
リ
ア

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
推
進
マ
ニ
ュ
ア
ル
』
に
記
さ
れ

た
「
地
域
に
お
け
る
良
好
な
環
境
や
地
域
の

価
値
を
維
持
・
向
上
さ
せ
る
た
め
の
、
住
民
・

事
業
主
・
地
権
者
等
に
よ
る
主
体
的
な
取
り

組
み
」
と
い
う
考
え
方
が
広
く
共
有
さ
れ
て

お
り
、
地
域
の
利
害
関
係
者
ら
の
内
発
的
な

意
思
に
よ
っ
て
生
ま
れ
実
施
さ
れ
て
い
る
点

と
、
建
物
等
を
「
つ
く
る
」
だ
け
で
な
く
、
周

辺
地
域
と
一
体
的
に
「
育
て
る
」
こ
と
を
重

視
し
て
い
る
こ
と
が
特
徴
と
さ
れ
る
。
さ
ら

に
、
従
前
の
ま
ち
づ
く
り
の
取
り
組
み
と
比

較
し
て
も
、
特
に
、
行
政
と
地
域
の
連
携
に

よ
っ
て
継
続
的
に
街
の
課
題
解
決
や
魅
力
化

を
進
め
て
い
く
Ｐ
Ｐ
Ｐ
（
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
プ

ラ
イ
ベ
ー
ト
・
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
）
と
し

て
捉
え
ら
れ
て
い
る
点
が
新
し
く
、
近
年
で

は
、
再
開
発
や
区
画
整
理
事
業
に
連
動
し
、

公
共
空
間
や
施
設
の
管
理
も
連
動
さ
せ
た
エ

リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
新
た
に
検
討
さ
れ
る

こ
と
も
多
い
。

　

開
発
や
都
市
施
設
等
の
整
備
に
連
動
し

て
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
検
討
さ
れ
る
場

合
、
施
設
や
開
発
の
計
画
段
階
か
ら
終
了
後

の
管
理
・
運
営
に
つ
い
て
周
辺
地
域
と
の
連

携
も
含
め
て
検
討
し
、
そ
の
た
め
の
組
織
や

財
源
の
仕
組
み
が
イ
ン
ス
ト
ー
ル
さ
れ
る
。

従
前
は
、
開
発
や
施
設
整
備
と
そ
の
後
の
運

営
は
切
り
離
さ
れ
て
検
討
す
る
こ
と
が
一
般

的
で
、
開
発
が
及
ぼ
す
周
辺
へ
の
波
及
効
果

の
低
さ
や
施
設
の
不
十
分
な
利
活
用
が
指
摘

さ
れ
た
が
、
そ
れ
を
改
善
す
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
る
。

②
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
経
緯

　

日
本
に
「
都
市
を
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
す
る
」

考
え
方
が
生
ま
れ
た
の
は
、
１
９
８
０
年
代

だ
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
最
初
の
取
り

組
み
と
考
え
ら
れ
て
い
る
の
が
、
大
手
町
・

丸
の
内
・
有
楽
町
地
区
に
お
け
る
地
権
者
間

の
合
意
形
成
、
地
権
者
ら
に
加
え
、
東
京
都
、

千
代
田
区
、
鉄
道
事
業
者
の
４
者
に
よ
る
懇

談
会
の
設
置
と
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
制
定
、
及

び
、
そ
れ
ら
に
基
づ
く
事
業
実
施
の
仕
組
み

と
し
て
の
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
団
体
の
設

立
で
あ
る
。

　

こ
の
取
り
組
み
を
モ
デ
ル
と
し
て
、
各
地

で
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
団
体
の
導
入
が
進

ん
で
き
た
。
東
京
、
大
阪
、
名
古
屋
、
札
幌
、

福
岡
等
の
大
都
市
に
お
い
て
は
、
都
市
施
設

の
新
設
・
更
新
や
連
鎖
的
な
再
開
発
事
業
と

合
わ
せ
て
、
そ
の
後
の
継
続
的
な
ま
ち
づ
く

り
の
仕
組
み
と
し
て
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

が
導
入
さ
れ
、
地
権
者
、
事
業
者
、
行
政
の
協

議
の
場
と
公
共
空
間
の
活
用
等
の
事
業
が
行

わ
れ
て
い
る
。

　

２
０
１
６
年
に
は
、
そ
の
水
平
的
な
情
報

交
換
や
政
策
提
案
の
仕
組
み
と
し
て
全
国

エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
い

う
全
国
団
体
が
生
ま
れ
た
。
同
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
に
は
大
都
市
を
中
心
に
、
既
に
中
長
期

に
渡
っ
て
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
活
動
を

行
っ
て
い
る
33
団
体
の
ほ
か
、
エ
リ
ア
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
活
動
を
行
っ
て
い
る
不
動
産
、
鉄

道
、
メ
ー
カ
ー
な
ど
の
企
業
、
政
策
を
司
る

国
や
自
治
体
の
関
連
部
局
、
研
究
者
等
の

専
門
家
が
加
入
し
、
約
１
１
０
の
参
加
者
に

よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。

2	

エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

	

支
援
制
度

　

こ
う
し
て
各
地
に
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

の
取
り
組
み
が
進
む
背
景
に
は
、
国
や
自
治

体
で
様
々
な
支
援
制
度
が
整
え
ら
れ
て
き
た

こ
と
も
大
き
い
。
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の

取
り
組
み
を
後
押
し
す
る
制
度
に
は
大
き
く

大手町・丸の内・有楽町地区のエリアマネジメントの一環として進められる
丸の内仲通りのアーバン・テラス

表1  主なマネジメント支援制度

都市再生推進法人

景観整備機構

中心市街地整備推進機構

歴史的風致維持向上支援法人

BID条例（大阪市）
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２
種
類
あ
り
、一
つ
は
、
地
域
で
内
発
的
に
生

ま
れ
る
ま
ち
づ
く
り
活
動
を
行
う
法
人
や
そ

の
財
源
調
達
に
関
わ
る
仕
組
み
を
整
え
る
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
支
援
制
度
（
表
１
）、
も
う
一
つ

は
、
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
活
動
の
拠
点
を

提
供
し
、
収
益
事
業
を
含
め
多
様
な
活
動
が

展
開
さ
れ
る
よ
う
に
、
公
共
空
間
の
利
活
用

を
可
能
に
す
る
公
共
空
間
利
活
用
制
度
（
表

２
）
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
表
を
見
れ
ば
一
目

瞭
然
で
あ
る
が
、
日
本
の
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
を
後
押
し
し
て
い
る
の
は
、
も
っ
ぱ
ら

公
共
空
間
に
関
わ
る
様
々
な
官
民
連
携
、
規

制
緩
和
の
制
度
で
あ
る
。
表
２
に
示
す
も
の

以
外
に
も
、
自
治
体
レ
ベ
ル
で
制
定
さ
れ
た

エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
広
告
（
屋
外
広
告
物

条
例
の
特
例
に
よ
る
）
の
制
度
な
ど
も
あ
り
、

こ
れ
ら
に
よ
っ
て
公
共
空
間
で
収
益
を
あ
げ

て
、
そ
れ
を
ま
ち
づ
く
り
活
動
に
還
元
さ
せ

る
と
い
う
日
本
版
の
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

の
事
業
モ
デ
ル
が
確
立
し
つ
つ
あ
る
。

3	

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る

	
Ｂ
Ｉ
Ｄ

　

本
特
集
で
も
別
途
論
文
が
掲
載
さ
れ
て
い

る
が
、
当
初
か
ら
日
本
の
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
の
モ
デ
ル
の
一
つ
は
、
米
国
を
は
じ
め
諸

外
国
に
導
入
さ
れ
た
Ｂ
Ｉ
Ｄ
（B

u
siness 

Im
provem

ent D
istrict

）
で
あ
る
。
Ｂ
Ｉ

Ｄ
と
は
、
特
定
の
エ
リ
ア
内
の
資
産
所
有
者

や
事
業
者
に
強
制
的
な
負
担
を
求
め
、
そ
れ

を
主
財
源
と
し
て
、
民
間
の
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
団
体
が
地
域
に
必
要
な
事
業
を
展
開

す
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
制
度
で
、
北
米
を

皮
切
り
に
欧
州
の
多
く
の
国
で
法
制
化
さ
れ

て
い
る
。
通
常
、
地
域
主
導
で
負
担
者
の
十

分
な
合
意
を
確
認
し
て
設
立
さ
れ
る
こ
と
と

な
っ
て
お
り
、
設
立
ま
で
に
数
年
の
協
議
期

間
を
設
け
て
い
る
こ
と
、
設
立
後
も
５
年
程

度
の
一
定
期
間
で
更
新
の
意
思
を
確
認
し
な

が
ら
継
続
さ
れ
る
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
。
北

米
で
最
初
の
Ｂ
Ｉ
Ｄ
が
導
入
さ
れ
た
の
は
カ

ナ
ダ
の
ト
ロ
ン
ト
市
で
、
Ｉ
Ｄ
Ａ
（
国
際
ダ

ウ
ン
タ
ウ
ン
協
会
）
に
よ
れ
ば
、
Ｂ
Ｉ
Ｄ
及
び

そ
の
類
似
団
体
を
合
わ
せ
た
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
団
体
は
、
既
に
３
０
０
０
を
超
え
る

と
言
わ
れ
、
冒
頭
で
触
れ
た
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

市
に
は
、
２
０
１
７
年
５
月
現
在
、
73
箇
所

の
Ｂ
Ｉ
Ｄ
が
あ
る
。

　

こ
の
Ｂ
Ｉ
Ｄ
制
度
は
、
地
域
の
意
思
と
負

担
で
、
行
政
が
公
平
・
平
等
に
全
区
域
に
提

供
す
る
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
上
乗
せ
事
業
を
実

施
で
き
る
よ
う
に
し
た
。
筆
者
は
、
東
海
岸

の
都
市
を
中
心
に
Ｂ
Ｉ
Ｄ
を
１
９
９
０
年
代

か
ら
継
続
的
に
調
査
し
て
お
り
、
そ
の
導
入

に
よ
る
変
化
を
２
段
階
に
整
理
し
て
い
る
。

表2   公共空間利活用制度
時期 制度 内容

平成11年 PFI 法 公共施設整備・運営に民間資金やノウハウを活用することが可能に。

平成14年 都市再生特別措置法 民間都市再生提案、民間主導のまちづくり事業等がより円滑に。

平成15年 指定管理者制度 公の施設の管理を民間団体が行うことが可能に。

平成17年 河川敷地占用許可準則の特例 水辺空間の占用主体や占用施設を拡大し、食事施設等の設置が円滑に。

平成23年
道路占用許可の特例（都市再生特別措
置法改正）

道路空間に広告、食事施設、駐輪施設等の設置を円滑にするもの。

平成25年 河川協力団体制度 自発的に河川環境の保全等を行う民間団体を支援。

平成27年
道路占用事業、都市公園法の特例等（国
家戦略特別区域法改正）

道路活用を円滑に、都市公園に保育所ほかの設置を可能に。

平成28年

低未利用土地利用促進協定（都市再生
特別措置法改正）

空き家・空き地等の所有者と協定を結び、エリアマネジメント団体等が
管理を行うことを可能に。

都市公園の占用の特例（同上）
観光案内所、駐輪施設等をエリアマネジメント団体等が設置すること
を可能に。

道路協力団体制度（道路法改正）
道路に関わる課題解決等を行う団体を認定し、収益活動も可能にする
もの。

平成29年 Park-PFI制度（都市公園法改正）
公園内に設置できる民間収益施設を拡大し、民間主導の公園管理を
促す。
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第
一
段
階
は
、
治
安
維
持
や
美
化
を
中
心

に
、
自
治
体
内
で
エ
リ
ア
に
よ
っ
て
異
な
る

公
共
サ
ー
ビ
ス
が
生
ま
れ
る
と
と
も
に
、
Ｂ

Ｉ
Ｄ
を
介
し
て
行
政
と
民
間
が
公
共
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
に
つ
い
て
連
携
す
る
よ
う
に
な
っ

た
こ
と
だ
。
複
数
の
Ｂ
Ｉ
Ｄ
の
オ
フ
ィ
ス
に

交
番
が
設
置
さ
れ
、
警
察
官
、
Ｂ
Ｉ
Ｄ
警
備

員
、
そ
の
他
の
地
区
内
の
民
間
警
備
員
が
と

も
に
情
報
交
換
を
し
な
が
ら
治
安
維
持
を
進

め
る
よ
う
に
な
っ
た
り
、
公
道
上
の
街
灯
や

案
内
板
の
グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ
や
維
持
管
理
を

Ｂ
Ｉ
Ｄ
が
行
っ
た
り
す
る
こ
と
は
、
か
な
り
一

般
化
し
た
。

　

そ
し
て
第
二
段
階
は
、
公
共
空
間
の
管
理

を
巡
る
官
民
連
携
が
進
み
、
公
園
や
広
場
等

の
多
く
の
公
共
空
間
が
Ｂ
Ｉ
Ｄ
に
よ
る
地
域

管
理
に
移
行
し
た
こ
と
だ
。
そ
の
な
か
に
は

広
く
知
ら
れ
る
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
中
心
部
の
ブ

ラ
イ
ア
ン
ト
・
パ
ー
ク
の
よ
う
に
、
Ｂ
Ｉ
Ｄ

が
運
営
権
を
獲
得
し
て
負
担
金
と
事
業
収
益

で
管
理
・
活
用
し
て
い
る
公
園
も
あ
れ
ば
、

ユ
ニ
オ
ン
ス
ク
エ
ア
・
パ
ー
ク
の
よ
う
に
維

持
管
理
は
行
政
と
し
つ
つ
も
、
利
活
用
に
お

い
て
Ｂ
Ｉ
Ｄ
が
広
く
活
躍
し
て
い
る
よ
う
な

ケ
ー
ス
も
あ
る
。
広
場
に
関
し
て
は
、
市
交

通
局
や
高
速
道
路
、
橋
脚
等
の
整
備
・
管
理

を
行
う
港
湾
庁
な
ど
と
連
携
し
て
、
道
路
を

は
じ
め
と
す
る
都
市
施
設
の
一
部
を
広
場
に

変
え
、
そ
の
運
営
を
Ｂ
Ｉ
Ｄ
に
委
ね
て
い
る

こ
と
が
多
い
。
い
ず
れ
も
、
Ｂ
Ｉ
Ｄ
が
都
市
の

低
未
利
用
資
源
を
見
つ
け
出
し
、
資
産
所
有

者
ら
か
ら
の
負
担
金
を
ベ
ー
ス
に
事
業
収
益

も
生
み
出
し
て
、
新
し
い
エ
リ
ア
の
集
客
ポ

イ
ン
ト
に
成
長
さ
せ
て
い
る
。

4	

都
市
観
光
に
お
け
る

	

エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
役
割

　

冒
頭
で
述
べ
た
よ
う
に
、
観
光
客
が
都

市
の
暮
ら
し
を
追
体
験
で
き
る
よ
う
に
す

る
に
は
、
街
全
体
で
観
光
客
を
受
け
入
れ
る

仕
組
み
が
整
え
ら
れ
る
必
要
が
あ
り
、
そ
の

た
め
に
は
エ
リ
ア
ご
と
の
協
働
の
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
が
欠
か
せ
な
い
。
本
稿
で
述
べ
た

よ
う
に
、
日
本
に
お
い
て
も
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
の
必
要
性
が
認
識
さ
れ
、
そ
れ
を
推

し
進
め
る
た
め
の
政
策
メ
ニ
ュ
ー
が
揃
い
つ

つ
あ
る
も
の
の
、
多
く
が
公
共
施
設
・
空
間

の
利
活
用
促
進
の
た
め
の
規
制
緩
和
で
あ

り
、
ま
だ
組
織
や
財
源
調
達
に
正
面
か
ら
迫

る
制
度
は
完
成
し
て
い
な
い
。
Ｂ
Ｉ
Ｄ
を
モ

デ
ル
と
し
つ
つ
も
、
特
定
の
エ
リ
ア
の
み
で

税
や
負
担
金
の
よ
う
な
強
制
徴
収
を
行
う
こ

と
に
は
慎
重
な
意
見
が
多
く
、
今
日
ま
で
こ

れ
に
取
り
組
ん
だ
の
は
大
阪
版
Ｂ
Ｉ
Ｄ
条
例

を
２
０
１
６
年
に
施
行
さ
せ
た
大
阪
市
の
み

で
あ
る
。

　

他
方
、
米
国
で
は
、
上
述
し
た
よ
う
に
エ

リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
組
織
と
し
て
の
Ｂ
Ｉ
Ｄ

制
度
が
あ
る
程
度
適
用
さ
れ
て
か
ら
、
次
の

段
階
と
し
て
、
公
共
空
間
に
関
わ
る
市
〜
Ｂ

Ｉ
Ｄ
間
の
連
携
や
利
活
用
の
た
め
の
規
制
緩

和
が
進
ん
で
き
た
。
つ
ま
り
、
日
本
と
順
番

が
反
対
で
あ
り
、
日
本
で
は
組
織
や
財
源
が

十
分
に
確
保
さ
れ
な
い
ま
ま
、
公
共
空
間
活

用
の
た
め
の
ツ
ー
ル
が
揃
っ
て
き
て
い
る
の

が
現
状
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
日
本
の
エ
リ
ア

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は
、
関
係
者
の
合
意
が
整
い

や
す
い
街
開
き
や
大
規
模
な
更
新
の
際
で
な

い
と
導
入
し
に
く
い
状
況
が
見
ら
れ
、
か
つ
、

事
務
局
は
出
向
者
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
成
り

立
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
多
い
。
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今
後
の
課
題
は
、
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

の
組
織
や
財
源
が
確
立
さ
れ
る
こ
と
で
あ

り
、
そ
の
た
め
に
は
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

の
構
成
員
及
び
そ
の
負
担
や
責
任
の
明
確

化
、エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
支
え
る
協
議
・

意
思
決
定
の
仕
組
み
と
事
業
実
施
の
た
め
の

執
行
組
織
の
あ
り
方
を
検
討
し
、
制
度
化
に

つ
な
ぐ
必
要
が
あ
る
。

（
や
す
い　

み
き
）
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近
年
、
我
が
国
で
は
Ｄ
Ｍ
Ｏ
へ
の
注
目

が
集
ま
っ
て
い
る
。

　
Ｄ
Ｍ
Ｏ
は
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト（Destination M

anagem
ent

）

お
よ
び
／
ま
た
は
、
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ

ン
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
（D

estination 

M
arketing

）を
担
う
組
織（O

rganization

）

と
さ
れ
、観
光
に
よ
る
地
域
振
興
の
司
令
塔

と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　
も
と
も
と
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
も
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
も
企
業
経
営
用
語
で
あ
る
が
、

地
域
を
企
業
に
置
き
換
え
れ
ば
分
か
る
よ

う
に
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
（
経
営
・
管
理
）あ
っ

て
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
で
あ
る
。
し
か
し

な
が
ら
、
巻
頭
言
で
も
指
摘
が
あ
っ
た
よ

う
に
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
つ
い
て
は
、
い

ろ
い
ろ
な
議
論
や
実
践
が
な
さ
れ
て
い
る

の
に
対
し
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
つ
い
て
は
、

あ
ま
り
議
論
が
な
さ
れ
て
い
な
い
の
が
実

際
で
あ
り
、
こ
れ
を
整
理
す
る
と
い
う
の

が
本
号
の
目
的
で
あ
る
。

1�

デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
概
念
登
場
の
背
景

　

特
集
１
で
整
理
し
た
よ
う
に
、「
デ
ス
テ
ィ

ネ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
は
、
20
年
ほ

ど
の
歴
史
を
持
ち
、
海
外
、
特
に
オ
セ
ア
ニ
ア

や
欧
州
に
お
い
て
、
整
理
体
系
化
さ
れ
て
き

た
。こ
こ
で
、改
め
て
、「
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ

ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
概
念
登
場
の
背
景
に

つ
い
て
整
理
す
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

1.	

１
９
９
０
年
代
前
半
ま
で
に
、
競
争
力
を

持
っ
た
観
光
地
形
成
に
は
計
画
的
、
戦
略

的
な
開
発
が
有
効
と
さ
れ
、
観
光
地
計
画

（D
estination

 P
lan

n
in
g

）の
重
要
性

が
指
摘
さ
れ
て
い
た
。

2.	

１
９
９
０
年
代
中
盤
以
降
と
な
る
と
、
各

種
の
「
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
需
要
が
出
現
し
、
旅

行
の
実
施
形
態
は
旅
行
会
社
主
導
の
団
体

か
ら
、
Ｆ
Ｉ
Ｔ
（
個
人
が
各
個
に
行
う
旅

行
）へ
の
シ
フ
ト
が
進
み
、そ
の
後
の
、ネ
ッ

ト
の
進
展
と
も
相
ま
っ
て
、
観
光
客
の
行

動
範
囲
や
内
容
は
拡
大
、
多
様
化
し
た
。

3.	

さ
ら
に
、
東
ア
ジ
ア
や
南
米
な
ど
の
経
済

振
興
や
、
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
の
出
現
、
国
際

航
空
路
線
の
拡
充
、
Ｌ
Ｃ
Ｃ
の
出
現
な
ど
に

よ
っ
て
、
国
境
を
越
え
た
人
々
の
動
き
が
盛

ん
と
な
り
、
観
光
地
（D

estination

）
の

競
争
関
係
も
国
を
超
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

4.	

１
９
９
０
年
代
の
後
半
に
入
っ
て
く
る
と
、

こ
う
し
た
環
境
変
化
に
対
応
し
て
い
く
た

め
、
地
域
側
で
は
、
多
様
な
主
体
（
ス
テ
ー

ク
ホ
ル
ダ
ー
）
を
、
持
続
的
に
連
携
さ
せ
て

い
く
こ
と
が
必
要
と
な
っ
た
。

5.	

そ
の
方
法
論
（
メ
ソ
ド
ロ
ジ
ー
）
と
し
て
、

観
光
地
の
「
開
発
」や
「
計
画
」で
は
な
く
、

観
光
地
の
経
営
管
理
に
焦
点
を
移
し
た
デ

ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と

い
う
概
念
が
整
理
さ
れ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
「
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
」は
、
観
光
地
に
と
っ
て
の
外
部
環

境
変
化
に
対
応
し
て
い
く
た
め
の
方
法
論
と
し

て
、
整
理
体
系
化
さ
れ
て
き
た
概
念
で
あ
る
。

2�

デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
の
構
造

　

デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

は
、
特
集
１
で
整
理
し
た
よ
う
に
、
多
様
な

手
法
の
集
合
体
で
あ
る
が
、
そ
の
ス
テ
ー
ク

ホ
ル
ダ
ー
は
以
下
の
よ
う
に
整
理
さ
れ
て

い
る
。

　

従
来
、
来
訪
者
（
観
光
客
）
と
事
業
者
の

関
係
を
主
体
に
構
成
さ
れ
て
い
た
観
光
が
、

観
光
需
要
の
変
化
に
よ
っ
て
、
地
域
（
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
）
や
環
境
文
化
に
ま
で
及
ぶ
よ
う
に

な
り
、
包
括
的
な
対
応
を
し
て
い
く
必
要
性

が
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
（
図
１
）。

　

こ
れ
を
受
け
、
特
集
２
と
３
で
は
来
訪
者
、

特
集
４
で
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
注
目
し
た
整

理
を
行
っ
た
。

3
来
訪
需
要
へ
の
対
応

　

特
集
２
で
取
り
上
げ
た
観
光
需
要
は
、
最

も
大
き
な
変
化
が
生
じ
た
分
野
で
あ
り
、
デ

ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
最

も
影
響
を
与
え
て
き
た
領
域
で
あ
る
。
実
際
、

関
係
す
る
研
究
テ
ー
マ
と
な
る
観
光
地
マ
ー

デスティネーション・マネジメントの
理想と実践での現実
観光政策研究部　次長・主席研究員　山田  雄一
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ケ
テ
ィ
ン
グ
、
観
光
地
計
画
、
商
品
開
発
、
来

訪
者
管
理
な
ど
は
、
継
続
し
て
研
究
テ
ー
マ

と
な
っ
て
お
り
、
さ
ら
に
近
年
、
増
加
傾
向

に
あ
る
。
本
誌
で
は
、
観
光
客
の
行
動
変
化

に
つ
い
て
改
め
て
整
理
を
行
っ
た
上
で
、
地

域
側
に
求
め
ら
れ
る
対
応
の
変
化
と
、
そ
の

事
例
に
つ
い
て
紹
介
を
行
っ
た
。

　

観
光
需
要
へ
の
対
応
は
、
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー

シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
大
き
な
課
題
で

あ
る
が
、
２
０
０
０
年
頃
に
は
存
在
感
の
な

か
っ
た
Ｓ
Ｎ
Ｓ
が
、
２
０
１
０
年
に
は
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
主
体
と
な
っ
た
り
、
国
内
に

お
い
て
は
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
が
急
増
し
た
り

な
ど
、
対
象
と
な
る
観
光
需
要
が
数
年
で
大

き
く
変
わ
っ
て
い
く
状
況
に
あ
る
。
さ
ら
に
、

関
係
す
る
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
も
多
量
で
あ

り
、
そ
の
調
整
難
度
は
高
い
。
そ
の
た
め
、
こ

れ
ら
事
象
の
全
て
に
対
応
す
る
こ
と
は
困
難

な
の
で
は
な
い
か
、
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
自
体
が
、い
わ
ゆ
る
机
上
の
空

論
な
の
で
は
な
い
か
と
い
う
指
摘
も
あ
る
。
こ

れ
を
受
け
、
変
化
す
る
事
象
全
般
に
対
応
す

る
の
で
は
な
く
、特
定
の
市
場
（
セ
グ
メ
ン
ト
）

に
フ
ォ
ー
カ
ス
し
、
そ
の
市
場
に
対
す
る
働

き
掛
け
に
特
化
し
て
い
く
と
い
う
デ
ス
テ
ィ

ネ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
主
体
的

な
取
り
組
み
と
す
る
流
れ
も
生
じ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
の
流
れ
の
一
つ
が
、
特
集
3
で
示

し
た
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
対
応
で
あ
る
。
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
は

需
要
の
予
測
や
誘
導
が
困
難
な
観
光
需
要
と

異
な
り
、
地
域
側
の
働
き
掛
け
に
よ
っ
て
顕

在
化
す
る
需
要
で
あ
り
、
地
域
側
の
取
り
組

み
が
成
果
と
直
結
し
や
す
い
（
費
用
対
効
果

を
確
認
し
や
す
い
）
と
い
う
側
面
を
持
っ
て
い

る
。
特
に
、
米
国
で
は
、
も
と
も
と
、
米
国
の

都
市
部
の
観
光
振
興
組
織
は
、
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
対

応
を
目
的
に
設
立
さ
れ
た
も
の
も
少
な
く
な

く
、
現
在
で
も
多
く
の
Ｄ
Ｍ
Ｏ
に
と
っ
て
主
要

な
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
分
、
競

争
環
境
も
激
化
し
て
お
り
、地
域
全
体
の
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
を
行
う
Ｄ
Ｍ
Ｏ
と
、
実
際
の
受
入

実
務
を
担
う
Ｄ
Ｍ
Ｃ
の
構
成
へ
と
シ
フ
ト
し

て
き
て
い
る
と
い
う
の
が
現
状
で
あ
る
。

　

環
境
変
化
に
応
じ
て
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の

範
囲
を
む
や
み
に
広
げ
る
の
で
は
な
く
、
実

効
性
の
あ
る
分
野
に
取
り
組
み
を
集
中
さ
せ

る
と
い
う
の
も
、
実
務
的
な
視
点
と
し
て
重

要
で
あ
ろ
う
。

4
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
へ
の
対
応

　

特
集
４
で
取
り
上
げ
た
の
は
、
デ
ス
テ
ィ

ネ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
お
い
て
、
大

き
な
存
在
と
な
っ
て
き
て
い
る
「
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
」
で
あ
る
。

　

こ
の
背
景
に
は
、
観
光
対
象
が
地
域
の
文

化
や
社
会
に
幅
広
く
広
が
り
、一
般
住
民
と

観
光
と
の
距
離
が
近
く
な
っ
た
こ
と
に
加

え
、
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
（
持

続
可
能
な
観
光
）や
レ
ス
ポ
ン
シ
ブ
ル
・
ツ
ー

リ
ズ
ム
（
責
任
あ
る
観
光
）
な
ど
、
地
域
の

自
然
や
文
化
、
経
済
と
協
調
し
な
が
ら
持
続

的
な
観
光
振
興
を
実
現
し
て
い
く
流
れ
が
生

ま
れ
た
こ
と
に
あ
る
。
そ
の
た
め
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
協
力
が
得
ら
れ
な
け
れ
ば
、
持
続
的

な
観
光
振
興
を
実
現
す
る
こ
と
が
困
難
と
な

り
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
対
す
る
働
き
掛
け
や
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
重
要
性
が
高
ま
っ
た

の
で
あ
る
。

　

こ
れ
は
エ
ク
ス
タ
ー
ナ
ル
・
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
（
外
部
向
け
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
→
来
訪

図1  VICEモデル

A Practical Guide to Tourism Destination Management（UNWTO, 2007）

事業者
Industry

地域
Community

来訪者（観光客）
Visitor

環境と文化
Environment

and
culture

「ツーリズムEXPOジャパンフォーラム2017」は9月21〜23日、東京ビッグサイトで開催
ツーリズムEXPOジャパンフォーラム2017（写真協力：ツーリズムEXPOジャパン推進室）

者
向
け
）
に
対
す
る
、
イ
ン
タ
ー
ナ
ル
・
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
（
内
部
向
け
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
）
と
整
理
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
外
部
だ

け
で
な
く
内
部
に
も
目
を
向
け
る
考
え
は
、

１
９
９
４
年
に
ヘ
ス
ケ
ッ
ト
と
サ
ッ
サ
ー
ら

が
提
唱
し
た
、
サ
ー
ビ
ス
業
に
お
い
て
は
、
従

業
員
満
足
の
向
上
が
顧
客
満
足
の
向
上
に
つ

な
が
り
、
ひ
い
て
は
業
績
が
向
上
す
る
と
し

た
「
サ
ー
ビ
ス
・
プ
ロ
フ
ィ
ッ
ト
・
チ
ェ
ー
ン
」

が
ベ
ー
ス
と
な
っ
て
い
る
。

　

サ
ー
ビ
ス
・
プ
ロ
フ
ィ
ッ
ト
・
チ
ェ
ー
ン

で
は
、
業
績
向
上
が
、
従
業
員
の
就
業
環
境

を
改
善
（
例
：
給
与
の
上
昇
）
に
つ
な
が
る
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こ
と
が
従
業
員
の
満
足
度
向
上

に
つ
な
が
る
と
し
て
い
る
。
観
光

の
場
合
、
観
光
振
興
に
よ
っ
て
直

接
的
な
恩
恵
を
受
け
る
住
民
は

限
定
さ
れ
る
た
め
、「
チ
ェ
ー
ン
」

を
構
築
す
る
に
は
、
観
光
の
効
用

に
つ
い
て
、
よ
り
多
面
的
に
伝
え

て
い
く
、
展
開
し
て
い
く
こ
と
が

求
め
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
地
域
振
興

手
段
と
し
て
急
速
に
「
観
光
」
が

注
目
を
集
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
も
の
の
、

観
光
に
対
す
る
理
解
は
必
ず
し
も
進
ん
で
い

な
い
実
情
を
考
え
れ
ば
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
へ
の

対
応
は
、
今
後
、
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い

く
だ
ろ
う
。

5�

デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
と
経
営
学
と
の
関
係

　

以
上
、
見
て
き
た
よ
う
に
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー

シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は
、
企
業
経
営
分

野
の
研
究
、
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
多
く
導

入
さ
れ
て
い
る
。
前
述
の
サ
ー
ビ
ス
・
プ
ロ

フ
ィ
ッ
ト
・
チ
ェ
ー
ン
は
、
そ
の
一
つ
で
あ
る

し
、
Ｃ
Ｒ
Ｍ
（
来
訪
者
管
理
）、
商
品
開
発
に

お
け
る
サ
ー
ビ
ス
品
質
や
Ｃ
Ｓ
（
顧
客
満

足
）、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

な
ど
、
そ
の
多
く
が
経
営
学
か
ら
の
移
入
で

あ
る
。
企
業
経
営
も
観
光
地
同
様
に
、
20
世

紀
か
ら
21
世
紀
に
か
け
て
大
き
な
変
化
が
生

じ
て
お
り
、
そ
う
し
た
外
部
環
境
変
化
に
対

応
し
、
経
営
の
仕
組
み
を
変
え
て
き
て
い
る
。

そ
し
て
、
こ
こ
で
作
ら
れ
た
知
見
が
観
光
分

野
へ
応
用
さ
れ
る
こ
と
で
、
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー

シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
骨
格
が
作
ら
れ

て
い
る
の
で
あ
る
。

　

そ
の
た
め
、
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
を
理
解
し
活
用
す
る
に
は
、
観

光
だ
け
に
視
野
を
限
定
す
る
の
で
は
な
く
、

一
般
的
な
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
特
に
サ
ー
ビ
ス
・

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
や
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
・
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
る
。

6�

デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
実
行
の
仕
組
み

　

デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

が
、
経
営
学
の
移
入
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て

い
る
こ
と
を
踏
ま
え
れ
ば
、経
営
学
で
の
「
企

業
」
に
当
た
る
主
体
の
存
在
が
重
要
と
な
る
。

デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の

概
念
整
理
に
伴
い
、
そ
の
主
体
と
し
て
の
役

割
を
期
待
し
て
整
理
さ
れ
た
の
が
Ｄ
Ｍ
Ｏ
で

あ
る
。
観
光
地
に
お
い
て
、
観
光
振
興
の
一
部

機
能
を
担
っ
て
き
た
観
光
協
会
や
コ
ン
ベ
ン

シ
ョ
ン
ビ
ュ
ー
ロ
ー
を
、
Ｄ
Ｍ
Ｏ
と
再
定
義

し
、デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

を
担
う
主
体
と
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、こ
こ

ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ

ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は
、
多
岐
に
わ
た
る
取

り
組
み
の
集
合
体
で
あ
り
、
そ
の
実
践
の
難

度
は
高
く
、「
再
定
義
」
だ
け
で
は
実
行
力
を

得
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
こ
で
米
国
を
中

心
に
、
宿
泊
税
を
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
活
動
資
金
と
し

て
利
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
、
Ｄ
Ｍ

Ｏ
の
機
能
強
化
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ

た
。ハ
ワ
イ
州
に
お
い
て
、宿
泊
税
を
増
税
し
、

そ
の
増
税
分
を
Ｄ
Ｍ
Ｏ
で
あ
る
Ｈ
Ｔ
Ａ
（
ハ

ワ
イ
州
観
光
局
）
の
活
動
財
源
と
し
た
の
は
、

そ
の
好
例
で
あ
る
。
さ
ら
に
米
国
に
お
い
て
、

次
の
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
展
開
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
の
が
、
特
集
５
で
示
し
た
Ｔ
Ｉ

Ｄ
（Tou

rism
 Im

provem
ent D

istrict

／
観
光
産
業
改
善
地
区
）
の
取
り
組
み
で
あ

る
。
こ
の
Ｔ
Ｉ
Ｄ
は
、
英
米
な
ど
で
中
心
市

街
地
に
設
定
さ
れ
る
Ｂ
Ｉ
Ｄ
（B

u
siness 

Im
provem

ent  D
istrict

／
事
業
改
善
地

区
）
を
観
光
振
興
に
応
用
し
た
も
の
で
あ
り
、

特
定
地
域
に
お
い
て
宿
泊
に
か
か
る
「
分

担
金
」
を
賦
課
し
、
そ
れ
を
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
裁
量

で
使
途
を
決
定
で
き
る
財
源
と
す
る
こ
と

で
、
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

（
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
）
に
取
り
組
む
も
の
で
あ

る
。
一
般
的
な
「
宿
泊
税
」
は
、
税
と
し
て
、

行
政
（
議
会
）
を
経
由
す
る
た
め
、
目
的
税

で
あ
っ
て
も
、
そ
の
使
途
は
議
会
の
判
断
に

左
右
さ
れ
る
部
分
が
あ
る
が
、
Ｔ
Ｉ
Ｄ
で
は
、

議
会
を
経
由
せ
ず
、
直
接
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
財
源
と

な
る
。
そ
の
た
め
、
よ
り
機
動
的
な
行
動
が

実
行
で
き
る
と
さ
れ
て
い
る
が
、
担
当
者
は
、

同
時
に
、
成
果
に
対
す
る
責
任
も
負
う
こ
と

と
な
る
。

　

こ
の
よ
う
に
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
を
担
う
組
織
と
し
て
Ｄ
Ｍ
Ｏ
を

活
用
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
Ｄ
Ｍ
Ｏ
に
権
限
・

責
任
・
財
源
を
付
与
す
る
こ
と
が
重
要
と
考

え
ら
れ
る
が
、
残
念
な
が
ら
、
Ｔ
Ｉ
Ｄ
制
度

は
、国
内
に
は
存
在
し
な
い
。し
か
し
な
が
ら
、

特
集
6
に
示
し
た
よ
う
に
、
Ｔ
Ｉ
Ｄ
の
ベ
ー

ス
と
な
っ
た
Ｂ
Ｉ
Ｄ
的
な
取
り
組
み
は
広

が
っ
て
き
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
は
、

英
米
の
Ｂ
Ｉ
Ｄ
と
異
な
り
分
担
金
制
度
の
導

入
は
限
定
的
で
あ
り
、
ま
た
、
対
象
地
域
も

都
市
部
の
み
と
な
っ
て
い
る
が
、
温
泉
街
や

ま
ち
な
か
観
光
地
域
（
中
心
市
街
地
）
な
ど

で
の
応
用
が
期
待
で
き
る
。
英
国
で
は
、
Ｄ

Ｍ
Ｏ
が
地
域
内
の
Ｂ
Ｉ
Ｄ
の
管
理
を
行
っ
て

い
る
事
例
も
あ
り
、
Ｄ
Ｍ
Ｏ
と
Ｂ
Ｉ
Ｄ
、
Ｔ
Ｉ

Ｄ
を
組
み
合
わ
せ
た
仕
組
み
は
、「
デ
ス
テ
ィ

ネ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
実
践
手
法

（
メ
ソ
ッ
ド
）
の
現
時
点
で
の
一
つ
の
完
成
形
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と
言
え
る
だ
ろ
う
。

7�

デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
ガ
バ

ナ
ン
ス
概
念
の
登
場

　

し
か
し
な
が
ら
、
Ｄ
Ｍ
Ｏ
と
Ｔ
Ｉ
Ｄ
／
Ｂ

Ｉ
Ｄ
を
組
み
合
わ
せ
た
仕
組
み
を
も
っ
て

し
て
も
、
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
み
で
対
応
で
き
る
領
域

は
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
や
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
な

ど
「
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
」
の
一
部
で
し
か
な
い
。
Ｆ
Ｉ
Ｔ
に
対
応
し

た
交
通
サ
ー
ビ
ス
や
、
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
主
催

団
体
の
意
向
に
沿
っ
た
き
め
細
か
い
対
応
な

ど
は
、
行
政
や
交
通
機
関
、
Ｄ
Ｍ
Ｃ
な
ど
Ｄ

Ｍ
Ｏ
で
は
な
い
「
主
体
」
に
よ
る
対
応
に
依

存
す
る
こ
と
に
な
る
か
ら
だ
。
前
述
し
た
よ

う
に
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
机
上
の
空
論
と
し
、

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
特
化
す
る
動
き
も
、
こ

う
し
た
文
脈
上
に
あ
る
。

　
「
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
」
を
包
括
的
に
実
践
し
て
い
く
に
は
、
Ｄ

Ｍ
Ｏ
が
自
身
に
で
き
る
こ
と
を
実
行
し
つ
つ
、

対
応
で
き
な
い
領
域
に
つ
い
て
は
、
行
政
や

民
間
事
業
者
な
ど
、
多
様
な
関
係
先
と
連
携

（
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
）
し
、
実
践
し
て
い
く

こ
と
が
必
要
と
な
る
。

　

と
は
い
え
、個
々
の
行
動
原
理
を
持
つ
「
関

係
先
」
と
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
組
ん
で
い

く
こ
と
は
、
容
易
で
は
な
い
。
そ
こ
で
近
年
で

は
、
特
集
１
の
後
半
で
示
し
た
よ
う
に
、
デ

ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
と
い
う

概
念
が
提
示
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い

る
。
こ
れ
は
、
企
業
経
営
に
お
い
て
利
害
や

行
動
原
理
の
異
な
る
主
体
を
、一
定
の
規
範

に
基
づ
き
統
制
す
る
仕
組
み
で
あ
る
「
コ
ー

ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
」
を
観
光
地
に
応

用
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

で
は
、
観
光
地
は
「
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
さ
れ
る

対
象
と
さ
れ
、
そ
の
実
践
主
体
と
し
て
Ｄ
Ｍ

Ｏ
が
位
置
づ
け
ら
れ
て
き
た
が
、
デ
ス
テ
ィ

ネ
ー
シ
ョ
ン
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
で
は
、
観
光
地

を
行
動
原
理
の
異
な
る
多
様
な
主
体
の
集
合

体
と
捉
え
、
行
政
や
Ｄ
Ｍ
Ｏ
、
民
間
組
織
な

ど
多
様
な
主
体
の
連
携
を
長
期
的
に
実
現
し

て
い
く
こ
と
が
目
指
さ
れ
て
い
る
。

　

観
光
地
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
取
り
組
み
が
広
が

る
こ
と
で
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
形
成
も
充

実
し
て
い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
し
か
し

な
が
ら
、
本
概
念
は
海
外
に
お
い
て
学
術
研

究
が
散
見
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
段

階
で
あ
り
、
日
本
で
は
ほ
と
ん
ど
研
究
対
象

と
な
っ
て
い
な
い
。
関
係
主
体
の
行
動
原
理

は
地
域
の
文
化
や
風
習
、
経
済
状
況
に
よ
っ

て
異
な
る
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
今
後
、
日

本
で
の
研
究
の
深
化
が
望
ま
れ
る
。

8�

デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
と
観
光
地
経
営

　

こ
こ
ま
で
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
に
つ
い
て
整
理
を
行
っ
て
き
た

が
、
国
内
に
お
い
て
は
「
観
光
地
経
営
」
と

い
う
言
葉
が
広
く
使
わ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、

最
後
に
、
海
外
で
使
わ
れ
て
い
る
デ
ス
テ
ィ

ネ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
、
国
内
の

観
光
地
経
営
の
共
通
点
、
相
違
点
に
つ
い
て

考
察
し
て
お
く
。

　

当
財
団
が
編
者
と
な
っ
て
い
る
『
観
光
地

経
営
の
視
点
と
実
践
』
に
お
い
て
、
観
光
地

経
営
を
以
下
の
よ
う
に
定
義
し
て
い
る
。

　
「
観
光
地
の
持
続
的
な
発
展
を
目
的
と
し

て
、一
定
の
方
針
（
ビ
ジ
ョ
ン
）
に
基
づ
い
て
、

観
光
地
を
構
成
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
経
営
資

源
と
推
進
主
体
を
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
す
る
た
め

の
一
連
の
組
織
的
活
動
」

　

こ
の
定
義
は
、
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
の
概
念
と
大
き
な
食
い
違
い
は

『観光地経営の視点と実践』
（公財）日本交通公社（2013）

な
く
、ま
た
、特
集
１
で
示
し
た
よ
う
に
、『
観

光
地
経
営
の
視
点
と
実
践
』
で
示
し
て
い
る

８
つ
の
視
点
と
、
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
の
機
能
も
、
多
く
は
対
応
す
る

関
係
に
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
具
体
項
目
に
つ
い
て
は
、
共

通
項
の
多
い
両
者
で
あ
る
が
、
３
つ
の
相
違

点
が
指
摘
で
き
る
。

　

第
一
に
、
ベ
ー
ス
と
す
る
理
論
系
統
の
違

い
で
あ
る
。

　

デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

は
、
前
述
の
よ
う
に
、
経
営
学
、
特
に
サ
ー

ビ
ス
業
を
対
象
と
し
た
サ
ー
ビ
ス
・
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
、
お
よ
び
、
ホ
テ
ル
や
レ
ス
ト
ラ
ン

な
ど
を
対
象
と
し
た
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
・
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
を
基
盤
に
、「
観
光
地
」
に
応

用
さ
れ
る
形
で
形
成
さ
れ
て
き
て
い
る
。
こ

れ
に
対
し
、
観
光
地
経
営
は
、「
地
域
」
が

主
体
と
な
る
た
め
、
地
域
に
関
連
す
る
各
種

領
域
（
例
：
社
会
学
、
行
政
学
、
経
済
学
）

に
、
経
営
的
な
視
点
を
加
え
る
と
い
う
ア
プ

ロ
ー
チ
と
な
る
。

　

第
二
に
、
対
象
と
し
て
い
る
実
施
主
体
の

違
い
で
あ
る
。

　

デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

は
、
そ
の
整
理
体
系
化
の
中
で
Ｄ
Ｍ
Ｏ
と
い

う
実
施
主
体
を
生
み
出
し
た
こ
と
も
あ
り
、

多
く
の
研
究
や
実
践
は
Ｄ
Ｍ
Ｏ
を
実
施
主
体
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と
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
観

光
地
経
営
で
は
、
明
確
な
実
施

主
体
は
設
定
さ
れ
て
い
な
い
（
問

題
に
よ
っ
て
対
応
す
る
実
施
主

体
は
異
な
る
）
が
、
多
く
の
場
合
、

「
地
域
」
の
最
上
位
レ
イ
ヤ
ー
で

あ
る
「
行
政
」
が
想
定
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
多
い
。

　

第
三
に
、
問
題
解
決
の
ア
プ

ロ
ー
チ
の
違
い
で
あ
る
。

　

デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

で
は
、
実
施
主
体
を
Ｄ
Ｍ
Ｏ
と
想
定
す
る
こ

と
が
多
い
た
め
、
Ｄ
Ｍ
Ｏ
で
対
応
可
能
な
取

り
組
み
は
何
か
、
何
は
で
き
な
い
の
か
、
で
き

る
こ
と
の
中
で
、
何
に
優
先
的
に
取
り
組
む

べ
き
な
の
か
と
い
う
こ
と
を
判
断
し
や
す
い
。

（
予
算
と
人
員
が
あ
れ
ば
）
Ｄ
Ｍ
Ｏ
が
自
立

的
に
展
開
で
き
る
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
関
連

す
る
研
究
や
実
践
事
例
が
多
く
な
る
こ
と
に

は
、
こ
う
し
た
背
景
が
あ
る
。
他
方
、
観
光
地

経
営
で
主
た
る
実
施
主
体
と
な
る
行
政
は
、

地
域
で
は
最
上
位
レ
イ
ヤ
ー
に
あ
る
た
め
、

実
施
の
困
難
度
に
関
わ
ら
ず
、
問
題
全
般
へ

の
対
応
が
求
め
ら
れ
や
す
い
。

　

端
的
に
言
え
ば
、
観
光
地
経
営
は
デ
ス

テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
よ
り
も
、

視
座
が
高
く
、
視
野
も
広
い
。
そ
の
分
、
問

題
は
よ
り
複
雑
と
な
り
、
行
政
だ
け
で
は
解

決
困
難
な
事
項
も
多
く
含
ま
れ
る
こ
と
に
な

り
、
必
然
的
に
各
主
体
と
の
連
携
が
必
要
と

な
る
。
こ
れ
は
、
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
に
対
す
る
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ

ン
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
位
置
づ
け
に
近
い
。

　

以
上
よ
り
、
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
は
Ｄ
Ｍ
Ｏ
が
展
開
し
得
る
取
り

組
み
、
観
光
地
経
営
は
行
政
が
各
主
体
に
対

す
る
ガ
バ
ナ
ン
ス
を
通
じ
て
展
開
し
得
る
取

り
組
み
と
定
義
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

9
今
後
の
展
開
に
向
け
て

　

以
上
の
よ
う
に
、
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は
、
観
光
地
振
興
に
お
い
て

直
面
す
る
環
境
変
化
に
対
し
て
、
経
営
学
的

な
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
っ
て
対
応
を
図
っ
て
い

く
方
法
論
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
デ
ス
テ
ィ

ネ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
整
理
体
系

化
の
中
で
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
実
施
主
体
と

し
て
Ｄ
Ｍ
Ｏ
概
念
が
整
理
さ
れ
て
き
た
。

　

こ
こ
で
留
意
し
た
い
の
は
、
Ｄ
Ｍ
Ｏ
は
、
全

て
の
環
境
変
化
に
対
応
で
き
る
組
織
で
は
な

い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
Ｔ
Ｉ
Ｄ
制
度
下
の

Ｄ
Ｍ
Ｏ
で
あ
っ
て
も
、
自
立
的
に
対
応
で
き

る
事
項
は
限
定
さ
れ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、

我
が
国
の
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
多
く
が
「
で
き
る
こ
と
」

は
、
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

の
一
部
で
し
か
な
い
と
考
え
る
の

が
自
然
で
あ
る
。
ま
し
て
、
よ
り

視
野
の
広
い
「
観
光
地
経
営
」
領

域
で
は
、
Ｄ
Ｍ
Ｏ
対
応
領
域
は
さ

ら
に
小
さ
い
も
の
と
な
る
だ
ろ
う
。

　

デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
の
取
り
組
み
、
ひ
い
て

は
観
光
地
経
営
を
進
め
て
い
く
に

は
、
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
む

や
み
に
広
げ
る
の
で
は
な
く
、
行

政
は
ガ
バ
ナ
ン
ス
視
点
を
持
っ
て

各
種
の
主
体
を
展
望
し
た
上
で
、

Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
役
割
、
期
待
さ
れ
る
機

能
を
現
実
的
に
見
極
め
、
Ｄ
Ｍ
Ｏ

で
な
け
れ
ば
で
き
な
い
取
り
組
み

に
、
そ
の
活
動
を
フ
ォ
ー
カ
ス
さ

せ
る
こ
と
が
重
要
と
な
ろ
う
。

　

そ
う
し
た
検
討
策
と
し
て
、
例

え
ば
図
２
の
よ
う
な
整
理
が
考
え

ら
れ
る
。
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
ま
た
は
観
光
地
経
営
の
視
点
か
ら

求
め
ら
れ
る
対
応
策
を
、
こ
う
し
た
４
つ
の

ゾ
ー
ン
に
落
と
し
て
い
く
こ
と
で
、
Ｄ
Ｍ
Ｏ

が
何
を
す
べ
き
な
の
か
と
い
う
こ
と
を
明
ら

か
に
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

　

デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

は
、
現
在
で
も
、
各
種
の
研
究
や
実
践
が
積

み
重
ね
ら
れ
て
き
て
い
る
が
、
背
景
と
な
る

ゾーン２：
DMOを核とし
たパートナー
シップで展開

DMOの行動が不可欠

ゾーン１：
DMOが主体

的に展開

ゾーン３：
行政や民間
組織が実施

ゾーン４：
経営資源量

で判断（DMO
or 行政など）

DMO以外でも実施可能

DMOでは
実施が困難 DMOで実施可能

「デスティネーション・
マネジメント」視点

「観光地経営」視点

環
境
の
変
化
は
常
に
生
じ
て
お
り
、
ま
た
、

実
践
に
は
Ｄ
Ｍ
Ｏ
な
ど
の
実
行
力
も
関
わ
っ

て
く
る
た
め
、
全
て
を
解
決
す
る
万
能
策
は

存
在
し
な
い
。

　
「
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」

の
概
念
と
、
そ
れ
が
求
め
ら
れ
る
背
景
を
理

解
し
た
上
で
、
各
地
域
に
お
け
る
最
適
解
を

見
つ
け
出
し
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

（
や
ま
だ　

ゆ
う
い
ち
）

図2  デスティネーション・マネジメント／観光地経営とDMOミッションの関係
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観光研究レビュー 観光資源の評価に関する研究～“特別地域観光資源”の魅力と評価について

第234号 July 2017

観
光
資
源
研
究
の
経
緯
と

本
研
究
の
概
要

　

当
財
団
で
は
、
１
９
６
８
年
（
昭
和
43
年
）

か
ら
観
光
資
源
の
評
価
に
関
す
る
研
究
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
観
光
資
源
の
魅
力
の
基
準

を
整
理
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
基
準
に
沿
っ

て
全
国
の
観
光
資
源
を
選
定
し
「
全
国
観
光

資
源
台
帳
」
と
し
て
取
り
ま
と
め
、
そ
の
台

帳
を
適
宜
更
新
し
て
き
た
。

　

近
年
で
は
、
２
０
１
１
年
度
（
平
成
23
年

度
）
か
ら
２
０
１
４
年
度
（
平
成
26
年
度
）

に
か
け
て
、
観
光
活
動
の
多
様
化
、
海
外
旅

行
経
験
率
の
上
昇
、
外
国
人
旅
行
者
数
の
増

加
と
い
っ
た
観
光
を
取
り
巻
く
社
会
環
境
の

変
化
を
踏
ま
え
て
、
特
Ａ
級
資
源
＝
世
界
に

強
く
誇
れ
る
資
源
（
55
件
）（
注
１
）、
Ａ
級
資

源
＝
日
本
を
代
表
す
る
資
源
（
３
９
６
件
）

（
注
2
）
を
再
評
価
し
た
。
特
Ａ
級
資
源
・
Ａ
級

資
源
の
多
く
は
、
全
て
の
人
が
素
晴
ら
し
い

と
感
じ
、
そ
の
資
源
と
対
峙
し
た
時
に
大
き

な
感
動
を
覚
え
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
時
の

成
果
の
一
部
は
、
写
真
集
『
美
し
き
日
本
―

旅
の
風
光
』
と
し
て
発
刊
し
て
い
る
。
な
お
、

こ
こ
ま
で
の
詳
細
な
研
究
の
経
緯
は
、『
観

光
文
化
』
２
２
２
号
（
２
０
１
４
年
７
月
発

行
）
に
ま
と
め
た
通
り
で
あ
る
。

　

特
Ａ
級
資
源
・
Ａ
級
資
源
の
選
定
の
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
と
し
た
「
全
国
観
光
資
源
台
帳
」

に
は
、
特
Ａ
級
・
Ａ
級
に
は
及
ば
な
い
も
の

の
、
高
い
魅
力
を
持
っ
た
観
光
資
源
が
数
多

く
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
の

再
評
価
が
課
題
と
な
っ
て
い
た
。

　

そ
こ
で
、
２
０
１
５
年
度
（
平
成
27
年
度
）

か
ら
２
０
１
６
年
度
（
平
成
28
年
度
）
に
か

け
て
、「
全
国
観
光
資
源
台
帳
」
に
取
り
上

げ
ら
れ
て
い
た
約
５
５
０
０
件
に
、
各
種
文

献
な
ど
か
ら
抽
出
し
た
資
源
を
合
わ
せ
た
約

１
万
件
の
観
光
資
源
を
対
象
と
し
て
、
Ａ
級

資
源
に
準
じ
る
Ｂ
級
資
源
の
定
義
や
評
価
基

準
の
再
整
理
と
Ｂ
級
資
源
の
選
定
を
行
い
、

「
全
国
観
光
資
源
台
帳
」を
整
理
・
更
新
し
た
。

Ｂ
級
観
光
資
源
評
価
と
は

Ｂ
級
資
源
の
枠
組
み

　

個
々
の
資
源
の
評
価
を
行
う
過
程
で
は
、

そ
の
資
源
の
価
値
や
魅
力
を
つ
く
り
あ
げ
て

い
る
要
素
を
丁
寧
に
議
論
し
、
従
来
の
「
定

義
」
と
「
各
種
別
の
評
価
の
視
点
」
に
加
え

て
、
新
た
に
「
評
価
の
前
提
」「
こ
の
種
別
に

特
徴
的
な
評
価
の
ポ
イ
ン
ト
」「
こ
の
種
別

に
属
す
る
種
類
ご
と
の
お
お
よ
そ
の
評
価
基

準
」
を
種
別
ご
と
に
設
定
す
る
こ
と
と
し
た

（
48
～
51
ペ
ー
ジ
、
参
考
資
料
）。

　
「
評
価
の
前
提
」
と
は
、「
定
義
」
を
よ
り

詳
し
く
整
理
し
た
も
の
、「
こ
の
種
別
に
特

徴
的
な
評
価
の
ポ
イ
ン
ト
」「
こ
の
種
別
に

属
す
る
種
類
ご
と
の
お
お
よ
そ
の
評
価
基

準
」
は
、「
評
価
の
視
点
」
を
よ
り
具
体
的
に

整
理
し
た
も
の
で
あ
る
。

Ｂ
級
資
源
の
魅
力

　

Ｂ
級
資
源
の
評
価
に
あ
た
っ
て
は
、
特
に

「
地
域
と
の
つ
な
が
り
」
に
着
目
し
た
。

　

Ｂ
級
資
源
と
は
、「
そ
の
地
方
を
代
表
す

る
資
源
で
あ
り
、そ
の
土
地
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
を
示
す
も
の
。
そ
の
土
地
を
訪
れ
た
際

に
は
ぜ
ひ
立
ち
寄
り
た
い
も
の
。
ま
た
、
そ
の

地
方
に
住
ん
で
い
る
方
で
あ
れ
ば
一
度
は
訪

れ
た
い
も
の
」
で
あ
る
と
言
え
る
。
先
に
選
定

し
た
特
Ａ
級
資
源
・
Ａ
級
資
源
も
そ
の
地
方

を
代
表
す
る
観
光
資
源
で
あ
る
が
、
地
方
の

枠
に
と
ど
ま
ら
ず
、
日
本
を
代
表
し
、
日
本

全
体
の
イ
メ
ー
ジ
の
基
調
と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
Ｂ
級
資
源
の
中
に
は
、
際
立
っ
た

個
性
を
持
ち
、
特
定
の
興
味
を
持
っ
た
人
を

深
く
感
動
さ
せ
る
も
の
も
多
く
存
在
す
る
。

Ｂ
級
資
源
の
際
立
っ
た
個
性
が
、
特
Ａ
級
資

源
や
Ａ
級
資
源
以
上
に
強
く
人
を
引
き
付
け

る
こ
と
も
あ
る
だ
ろ
う
。

　

本
研
究
で
は
こ
れ
ま
で
「
Ｂ
級
資
源
」
と

い
う
表
記
を
用
い
て
き
た
が
、
Ｂ
級
資
源
の

観光研究レビュー
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こ
う
し
た
魅
力
を
踏
ま
え
る
な
ら
ば
、「
特

別
な
地
域
観
光
資
源
（
以
下
、「
特
別
地
域

観
光
資
源
」
と
す
る
）」
と
い
う
表
現
が
ふ
さ

わ
し
い
だ
ろ
う
。

特
別
地
域
観
光
資
源
の
選
定

　

今
回
選
定
さ
れ
た
特
別
地
域
観
光
資
源

は
、
全
２
３
３
５
件
と
な
っ
た
（
表
１
）。
そ

の
内
訳
は
、
自
然
資
源
が
６
５
９
件
、
人
文

資
源
が
１
６
７
６
件
で
あ
る
。

　

今
回
選
定
さ
れ
た
特
別
地
域
観
光
資
源

の
う
ち
、
特
に
選
定
件
数
が
多
い
種
別
は
、

自
然
資
源
で
は
「
山
岳
」「
海
岸
・
岬
」「
植

物
」、
人
文
資
源
で
は
「
神
社
・
寺
院
・
教

会
」「
年
中
行
事
（
祭
り
・
伝
統
行
事
）」
と

い
う
結
果
に
な
っ
た
。
次
項
か
ら
は
、
こ
れ
ら

５
種
別
に
、
今
回
評
価
対
象
の
拡
充
を
行
っ

た
「
食
」
を
加
え
た
６
種
別
を
例
に
と
っ
て
、

「
評
価
の
前
提
」「
こ
の
種
別
に
特
徴
的
な
評

価
の
ポ
イ
ン
ト
」「
こ
の
種
別
に
属
す
る
種

類
ご
と
の
お
お
よ
そ
の
評
価
基
準
」
を
、
具

体
的
な
事
例
を
交
え
て
紹
介
す
る
こ
と
と
し

た
い
。

　

な
お
、
特
別
地
域
観
光
資
源
を
含
む
最

新
の
「
全
国
観
光
資
源
台
帳
」
に
つ
い
て
は
、

当
財
団
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
参
照
い
た
だ
き

た
い
。

●
山
岳

　
「
山
岳
」
種
別
の
評
価
に
あ
た
っ
て
は
、
ま

ず
、「
山
岳
（
三
山
、
連
峰
）
の
ま
と
ま
り
と

し
て
一
般
的
に
認
識
さ
れ
て
い
る
、
親
し
ま

れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
個
々
の
山
岳
で

は
な
く
ま
と
ま
り
の
山
岳
名
称
を
用
い
る
こ

と
も
あ
る
」
と
い
う
「
評
価
の
前
提
」
を
追

加
し
た
。

　

例
え
ば
、
新
潟
県
の
「
八
海
山
」「
越
後

駒
ヶ
岳
」「
中
ノ
岳
」
は
、
三
山
と
し
て
地
元

に
認
識
さ
れ
愛
さ
れ
て
い
る
と
い
う
理
由
に

よ
り
、「
越
後
三
山
」と
し
て
評
価
し
て
い
る
。

　

ま
た
、「
山
岳
」
の
評
価
の
視
点
の
う
ち
、

特
に
「
容
姿
」
と
「
地
域
と
の
つ
な
が
り
」
に

つ
い
て
、「
こ
の
種
別
に
特
徴
的
な
評
価
の

ポ
イ
ン
ト
」
と
し
て
よ
り
具
体
的
に
整
理
を

行
っ
た
。

　
「
容
姿
」
の
う
ち
「
美
し
い
も
の
」
の
具
体

的
な
あ
り
方
と
し
て
、「
雪
を
か
ぶ
っ
た
姿

が
印
象
的
」、お
よ
び
「
シ
ン
メ
ト
リ
ー
」「
美

し
い
稜
線
」「
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
」
を
挙
げ
た
。

同
様
に
、「
雄
大
な
も
の
」
の
具
体
的
な
あ
り

方
と
し
て
、「
独
立
峰
で
遠
方
か
ら
も
目
立

つ
こ
と
」
を
挙
げ
た
。

　
「
地
域
と
の
つ
な
が
り
」に
つ
い
て
は
、「
信

仰
の
対
象
」「
シ
ン
ボ
ル
性
（
地
域
に
親
し
ま

れ
て
い
る
山
、
地
方
で
名
山
と
さ
れ
て
い
る

山
）」
を
挙
げ
た
。

　

例
え
ば
、
神
奈
川
県
の
「
大
山
」
は
、
東
京

方
面
か
ら
で
も
は
っ
き
り
認
識
で
き
る
穏
や

か
な
三
角
形
の
山
容
と
と
も
に
、
雨
乞
い
の

山
と
し
て
多
く
の
人
々
の
信
仰
を
集
め
て
い

る
点
を
評
価
し
て
い
る
。
香
川
県
の
「
飯
野

山
」
は
、
別
名
「
讃
岐
富
士
」
と
称
さ
れ
る
ほ

ど
の
シ
ン
メ
ト
リ
ー
の
美
し
さ
と
、
地
域
の

シ
ン
ボ
ル
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
る
点
を
評

価
し
て
い
る
。

　
「
山
岳
」
の
特
別
地
域
観
光
資
源
数
は

１
３
２
件
と
な
っ
た
。
山
岳
は
地
域
に
と
っ

て
主
要
な
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
で
あ
り
、
観
光
資

源
と
し
て
の
評
価
も
高
ま
っ
た
た
め
と
考
え

ら
れ
る
。

　

地
方
別
に
見
る
と
、
中
部
地
方
が
最
も
多

く
59
件
、
次
い
で
関
東
地
方
27
件
、
北
海
道

18
件
と
な
っ
て
い
る
。
飛
騨
山
脈
、
木
曽
山

脈
、
赤
石
山
脈
を
有
す
る
中
部
地
方
が
最
も

多
い
結
果
と
な
っ
た
（
表
２
）。

●
海
岸
・
岬

　
「
海
岸
・
岬
」
種
別
の
評
価
の
視
点
に
つ
い

て
も
、
特
に
「
容
姿
」
と
「
地
域
と
の
つ
な
が

り
」
に
つ
い
て
、「
こ
の
種
別
に
特
徴
的
な
評

価
の
ポ
イ
ン
ト
」
と
し
て
よ
り
具
体
的
に
整

理
を
行
っ
た
。

　
「
容
姿
」
の
う
ち
「
美
し
い
も
の
」
の
具
体

的
な
あ
り
方
と
し
て
「
砂
質
」「
水
質
（
海

水
の
透
明
度
、
海
水
の
色
）」
を
、「
雄
大
な

も
の
」
の
具
体
的
な
あ
り
方
と
し
て
「
海
浜

表1   観光資源の選定件数
特A A 特別地域

観光資源 合計

自
然
資
源

01  山岳 5 32 132 169

02  高原・湿原・原野 1 13 26 40

03  湖沼 1 13 47 61

04  河川・峡谷 2 18 68 88

05  滝 0 5 29 34

06  海岸・岬 3 22 100 125

07  岩石・洞窟 0 6 56 62

08  動物 0 11 21 32

09  植物 3 14 165 182

10  自然現象 0 9 15 24

合計 15 143 659 817

人
文
資
源

11  史跡 1 6 62 69

12  神社・寺院・教会 13 59 530 602

13  城跡・城郭・宮殿 4 14 66 84

14  集落・街 3 19 112 134

15  郷土景観 2 20 90 112

16  庭園・公園 1 12 42 55

17  建造物 0 13 126 139

18  年中行事（祭り・伝統行事） 5 26 219 250

19  動植物園・水族館 0 3 64 67

20  博物館・美術館 4 15 89 108

21  テーマ公園・テーマ施設 1 4 35 40

22  温泉 2 31 74 107

23  食 2 19 98 119

24  芸能・興行・イベント 2 12 69 83

合計 40 253 1676 1969
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の
大
き
さ
（
長
さ
、
幅
）」
を
、「
大
き
く
迫
力

の
あ
る
も
の
」
の
具
体
的
な
あ
り
方
と
し
て

「
切
り
立
っ
た
崖
の
迫
力
」
を
挙
げ
て
い
る
。

ま
た
、「
珍
し
さ
（
鳴
き
砂
）」「
特
徴
的
な
形

状
の
岩
」
も
、「
海
岸
・
岬
」
の
評
価
の
ポ
イ

ン
ト
と
し
て
位
置
づ
け
た
。

　

例
え
ば
、
三
重
県
の
「
七
里
御
浜
」
は
、

23
㎞
に
渡
っ
て
続
く
非
常
に
長
い
礫れ

き
は
ま浜

海
岸

で
あ
り
、
そ
の
長
さ
を
評
価
す
る
と
と
も
に
、

幅
が
あ
る
こ
と
、
波
に
洗
わ
れ
た
小
石
の
美

し
さ
、
人
工
物
が
景
観
を
損
な
っ
て
い
な
い

点
も
評
価
し
て
い
る
。
ま
た
、
海
岸
沿
い
に

は
「
獅
子
岩
」
と
い
う
獅
子
の
形
を
し
た
特

徴
的
な
岩
も
見
ら
れ
る
。

　
「
地
域
と
の
つ
な
が
り
」に
つ
い
て
は
、「
歴

史
性
」
と
「
最
果
て
に
立
地
し
、
郷
愁
を
感

じ
る
も
の
」 

と
い
う
表
現
で
整
理
し
た
。

　

例
え
ば
、
山
口
県
と
福
岡
県
を
結
ぶ
「
関

門
海
峡
」
は
、

そ
の
潮
流
の
速

さ
が
特
徴
的
で

あ
り
、
潮
の
流

れ
の
速
さ
に
逆

ら
っ
て
、
多
く
の

船
が
行
き
交
う

姿
に
迫
力
が
あ

る
と
評
価
し
た
。

ま
た
、
鎌
倉
時

代
に
壇
ノ
浦
の
戦
い
の
舞
台
と
な
っ
た
場
所

で
も
あ
り
、
顕
著
な
歴
史
性
を
有
し
て
い
る

点
も
評
価
し
た
。

　
「
海
岸
・
岬
」
の
特
別
地
域
観
光
資
源
数

は
１
０
０
件
と
な
っ
た
。

　

地
方
別
に
見
る
と
、
多
く
の
美
し
い
ビ
ー

チ
を
有
す
る
沖
縄
が
最
も
多
い
17
件
と
な
っ

た
。
次
い
で
、
中
部
地
方
、
中
国
・
四
国
地

方
が
と
も
に
15
件
、
九
州
地
方
14
件
と
な
っ

て
い
る
。「
海
岸
・
岬
」

種
別
の
特
徴
は
、
地
方

ご
と
の
件
数
の
差
が
比

較
的
小
さ
い
こ
と
で
あ

る
。
海
に
囲
ま
れ
た
我

が
国
に
と
っ
て
、「
海

岸
・
岬
」
が
地
方
を
問

わ
ず
主
要
な
観
光
資

源
で
あ
る
こ
と
を
表
す

結
果
と
言
え
よ
う
。

●
植
物

　
「
植
物
」
種
別
の
評

価
に
あ
た
っ
て
は
、

「
複
数
の
植
物
が
見
ら

れ
る
場
合
は
、
よ
り

評
価
の
高
い
方
で
代

表
さ
せ
る
」「
寺
社
や

城
、
園
地
な
ど
に
あ
る

植
物
は
、
原
則
と
し
て
そ
れ
ら
の
種
別
に
含

め
て
評
価
す
る
が
、
寺
社
や
城
な
ど
と
の
関

わ
り
が
あ
っ
て
も
、
そ
の
も
の
以
上
に
植
物

が
特
徴
的
な
場
合
に
は
、
こ
の
種
別
で
評
価

す
る
」と
い
う
前
提
を
追
加
し
た
。
例
え
ば
、

こ
の
考
え
方
に
基
づ
き
、
青
森
県
の
「
弘
前

城
の
サ
ク
ラ
」な
ど
も
「
植
物
」と
し
て
扱
っ

て
い
る
。

　

ま
た
、「
植
物
が
織
り
な
す
景
観
の
う
ち
、

産
業
と
し
て
栽
培
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、「
植

物
」
種
別
で
は
な
く
、「
郷
土
景
観
」
種
別
で

評
価
す
る
」
こ
と
と
し
た
。
産
業
と
し
て
栽

培
さ
れ
て
い
る
場
合
、
開
花
直
前
に
刈
り
取

ら
れ
る
な
ど
、「
植
物
」
種
別
の
魅
力
と
は
ま

た
あ
り
方
が
異
な
る
た
め
で
あ
る
。

　
「
植
物
」
の
評
価
で
は
、
そ
の
集
積
度
（
主

に
草
花
の
場
合
）
や
大
き
さ
（
主
に
巨
木
の

場
合
）
が
主
要
な
評
価
の
視
点
と
な
る
が
、

北海道 北海道

東北地方 青森県、岩手県、宮城県、秋田県、山形県、福島県

関東地方 茨城県、栃木県、群馬県、埼玉県、千葉県、東京都、神奈川県

中部地方 新潟県、富山県、石川県、福井県、山梨県、長野県、岐阜県、静岡県、愛知県

近畿地方 三重県、滋賀県、京都府、大阪府、兵庫県、奈良県、和歌山県

中国・四国地方 鳥取県、島根県、岡山県、広島県、山口県、徳島県、香川県、愛媛県、高知県

九州地方 福岡県、佐賀県、長崎県、熊本県、大分県、宮崎県、鹿児島県

沖縄 沖縄県

北海道 東北 関東 中部 近畿 中国・四国 九州 沖縄

自
然
資
源

01  山岳 18 16 27 59 6 7 10 0

02  高原・湿原・原野 5 7 3 7 0 1 3 0

03  湖沼 11 8 12 12 1 2 2 0

04  河川・峡谷 1 9 8 21 6 19 5 1

05  滝 2 6 4 4 2 1 8 2

06  海岸・岬 7 11 8 15 13 15 14 17

07  岩石・洞窟 1 10 1 6 5 16 15 2

08  動物 5 2 2 3 1 3 3 2

09  植物 9 22 38 33 19 8 31 5

10  自然現象 3 2 1 4 0 1 4 0

合計 62 93 104 164 53 73 95 29

人
文
資
源

11  史跡 0 6 10 5 15 13 12 1

12  神社・寺院・教会 5 19 89 71 226 85 35 0

13  城跡・城郭・宮殿 1 5 1 15 10 19 12 3

14  集落・街 2 6 19 22 20 23 18 2

15  郷土景観 7 6 14 21 13 11 16 2

16  庭園・公園 3 4 15 2 10 5 3 0

17  建造物 10 16 29 13 26 14 15 3

18  年中行事（祭り・伝統行事） 1 42 24 55 53 20 19 5

19  動植物園・水族館 3 5 21 6 14 5 7 3

20  博物館・美術館 2 9 40 15 11 2 10 0

21  テーマ公園・テーマ施設 1 3 18 5 4 2 1 1

22  温泉 7 18 13 20 3 6 7 0

23  食 6 14 10 19 17 12 18 2

24  芸能・興行・イベント 4 6 18 7 16 5 11 2

合計 52 159 321 276 438 222 184 24

表2   地方別の資源件数

※複数地方にまたがる資源もあるため、地方別の合計件数と表1の選定件数は一致しない。

（地方別ブロックの定義）

七里御浜と獅子岩（三重県熊野市、紀宝町）
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そ
の
規
模
感
は
植
物
種
に
よ
り
異
な
る
。
今

回
、
特
別
地
域
観
光
資
源
の
評
価
に
際
し

て
、
植
物
種
ご
と
の
評
価
基
準
を
細
か
く
整

理
し
た
。

　

例
え
ば
、「
シ
バ
ザ
ク
ラ
は
５
万
㎡
か
つ

１
０
０
万
株
以
上
」
を
選
定
の
基
準
と
し
た
。

こ
れ
は
、
シ
バ
ザ
ク
ラ
が
人
為
的
に
作
り
出

し
や
す
い
た
め
、
他
の
植
物
よ
り
も
基
準
を

厳
し
く
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
た

め
で
あ
る
。
ま
た
、こ
の
基
準
に
満
た
な
い
場

合
で
も
プ
ラ
ス
ア
ル
フ
ァ
の
魅
力
が
あ
る
場

合
は
評
価
す
る
こ
と
と
し
た
。
例
え
ば
、
山

梨
県
の
「
富
士
本
栖
湖
リ
ゾ
ー
ト
の
芝
桜
」

は
、
富
士
山
を
背
景
に
控
え
た
周
囲
の
景
観

も
合
わ
せ
て
評
価
し
て
い
る
。

　
「
容
姿
」
と
「
地
域
と
の
つ
な
が
り
」
に
つ

い
て
も
、
よ
り
具
体
的
に
整
理
を
行
っ
た
。

　
「
容
姿
」
の
う
ち
「
美
し
さ
」「
雄
大
な
も

の
」
の
具
体
的
な
あ
り
方
と
し
て
「
生
育
の

環
境
お
よ
び
周
囲
の
景
観
」
を
、「
大
き
く
迫

力
の
あ
る
も
の
」
の
具
体
的
な
あ
り
方
と
し

て
「
斜
面
に
広
が
る
も
の
」
と
い
う
点
を
挙

げ
て
い
る
。

　
「
地
域
と
の
つ
な
が
り
」に
つ
い
て
は
、「
信

仰
の
対
象
」「
歴
史
性
」「
シ
ン
ボ
ル
性
」
を

挙
げ
た
。
例
え
ば
、
愛
知
県
の
「
香
嵐
渓
の

紅
葉
」「
祖
父
江
の
イ
チ
ョ
ウ
」
は
、
市
民
に

よ
っ
て
育
ま
れ
て
き
た
と
い
う
そ
の
地
域
に

と
っ
て
の
シ
ン
ボ
ル
性
を
評
価
し
て
い
る
。

　
「
植
物
」
の
特
別
地
域
観
光
資
源
数
は

１
６
５
件
と
な
っ
た
。
日
本
を
代
表
す
る
花

で
あ
る
「
サ
ク
ラ
」（
53
件
）
を
は
じ
め
、
多

様
な
植
物
種
が
選
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、

季
節
の
移
ろ
い
が
明
瞭
で
、
多
種
多
様
な
気

候
風
土
を
持
つ
我
が
国
の
特
徴
を
反
映
し
て

い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
自
然
の
中

で
見
ら
れ
る
植
物
だ
け
で
な
く
、
都
市
部
で

見
ら
れ
る
並
木
の
類
に
つ
い
て
も
、「
植
物
」

種
別
で
評
価
を
行
っ
て
い
る
。

　

地
方
別
に
見
る
と
、
関
東
地
方
が
最
も
多

く
38
件
、
次
い
で
中
部
地
方
33
件
、
九
州
地

方
31
件
と
な
っ
た
。

●
神
社
・
寺
院
・
教
会

　
「
神
社
・
寺
院
・
教
会
」
種
別
の
評
価
に
あ

た
っ
て
は
、「
付
帯
す
る
塔

た
っ
ち
ゅ
う

頭
、
庭
園
や
植
物

を
含
め
て
評
価
す
る
」
と
い
う
評
価
の
前
提

を
改
め
て
確
認
し
た
。

　
「
神
社
・
寺
院
・
教
会
」
の
種
類
ご
と
の

お
お
よ
そ
の
評
価
基
準
と
し
て
、
仏
像
に
対

す
る
考
え
方
を
整
理
し
た
。
仏
像
は
、
国
宝

の
仏
像
を
有
す
る
だ
け
で
は
、
基
本
的
に
観

光
資
源
と
し
て
の
魅
力
は
高
ま
ら
な
い
と
し

た
。
た
だ
し
、
京
都
府
「
広
隆
寺
」
の
「
木
造

弥
勒
菩
薩
半
跏
像
」
の
よ
う
に
、
非
常
に
有

名
な
仏
像
は
、
寺
社
の
観
光
資
源
と
し
て
の

魅
力
を
高
め
る
も
の
と
整
理
し
た
。

　

ま
た
、
大
き
な
仏
像
は
、
地
元
の
人
に
親

し
ま
れ
て
い
る
、
風
景
に
溶
け
込
ん
で
い
る
、

そ
の
場
に
あ
る
必
然
性
が
あ
る
も
の
を
評
価

の
基
準
と
し
た
。
例
え
ば
、
群
馬
県
の
「
慈
眼

院
（
高
崎
観
音
）」
は
、
単
に
そ
の
大
き
さ
だ

け
を
評
価
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
地
元
の

人
に
親
し
ま
れ
、
周
囲
の
風
景
に
違
和
感
な

く
溶
け
込
ん
で
い
る
点
を
評
価
し
て
い
る
。

　
「
神
社
・
寺
院
・
教
会
」の
特
別
地
域
観
光

資
源
数
は
５
３
０
件
と
な
り
、
人
文
資
源
で

も
突
出
し
て
多
い
件
数
と
な
っ
た
。「
神
社
・

寺
院
・
教
会
」
は
、
全
国
各
地
に
存
在
し
て

お
り
、
そ
の
地
域
住
民
の
生
活
の
よ
り
ど
こ

ろ
と
し
て
、
地
域
性
を
よ
く
表
現
し
て
い
る

た
め
、
観
光
資
源
と
し
て
の
評
価
も
高
ま
っ

た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。

　

な
お
、
沖
縄
で
は
御
嶽
が
信
仰
の
中
心
と

な
っ
て
い
る
が
、
御
嶽
の
多
く
が
観
光
資
源

と
し
て
の
位
置
づ
け
を
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、

評
価
の
対
象
と
は
し
て
い
な
い
。

　

地
方
別
に
見
る
と
、
近
畿
地
方
が
最
も
多

く
２
２
６
件
、
次
い
で
関
東
地
方
89
件
、
中

国
・
四
国
地
方
85
件
と
な
っ
た
。
古
都
京
都
・

奈
良
を
有
す
る
近
畿
地
方
が
他
を
圧
倒
す

る
結
果
と
な
っ
た
。

●
年
中
行
事
（
祭
り
・
伝
統
行
事
）

　
「
年
中
行
事
（
祭
り
・
伝
統
行
事
）」
種
別

の
評
価
に
あ
た
っ
て
は
、「
芸
能
・
興
行
・
イ

ベ
ン
ト
」
種
別
と
の
違
い
を
改
め
て
整
理
し

た
。「『
祭
り
』
と
は
、
宗
教
性
の
あ
る
行
事

か
ら
始
ま
っ
た
も
の
。『
イ
ベ
ン
ト
』
と
は
、

人
を
呼
ぶ
た
め
に
新
た
に
つ
く
っ
た
も
の
」

と
ま
と
め
て
い
る
。

　

そ
の
上
で
、「
年
中
行
事
（
祭
り
・
伝
統

行
事
）」
種
別
で
は
、「
祭
り
、
お
よ
び
、
地
域

固
有
の
も
の
で
あ
り
地
域
に
根
付
い
た
イ
ベ

ン
ト
を
一
部
含
む
」
と
い
う
評
価
の
前
提
を

追
加
し
た
。例
え
ば
、こ
の
考
え
方
に
基
づ
き
、

北
海
道
の
「Y

O
S
A

K
O

I

ソ
ー
ラ
ン
祭
り
」

な
ど
も
「
年
中
行
事
」
と
し
て
扱
っ
て
い
る
。

　
「
年
中
行
事
」
の
評
価
に
際
し
て
は
、「
珍

富士本栖湖リゾートの芝桜（山梨県富士河口湖町）
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し
い
」「
迫
力
が
あ
る
」「
美
し
い
」「
歴
史

性
」
の
４
点
が
主
要
な
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
と

改
め
て
整
理
し
た
。
こ
の
う
ち
「
迫
力
が
あ

る
」「
美
し
い
」
は
評
価
の
視
点
の
「
容
姿
」

に
、「
珍
し
い
」「
歴
史
性
」は
「
日
本
ら
し
さ
、

地
域
と
の
つ
な
が
り
」
に
関
連
し
て
い
る
。

　
「
迫
力
が
あ
る
」
の
具
体
的
な
あ
り
方
と

し
て
、「
ス
ピ
ー
ド
感
、
迫
力
」「
人
出
が
多

く
賑
わ
い
が
あ
る
」「
火
を
用
い
る
も
の
、
水

の
中
に
入
り
込
む
も
の
」
を
挙
げ
た
。「
珍
し

い
」「
歴
史
性
」
の
具
体
的
な
あ
り
方
と
し
て

は
、「
地
域
由
来
の
伝
統
技
術
を
用
い
た
山

車
、
規
模
と
美
し
さ
の
他
歴
史
性
が
あ
る
も

の
」「
囃
子
、
音
楽
、
歌
に
特
徴
が
あ
る
」「
踊

り
に
特
徴
が
あ
る
」
と
整
理
し
た
。
例
え
ば
、

山
梨
県
の
「
吉
田
の
火
祭
り
」
は
、
富
士
山

の
山
じ
ま
い
の
お
祭
り
で
あ
り
、
燃
え
盛
る

松
明
の
炎
が
美
し
く
迫
力
が
あ
る
。

　
「
年
中
行
事
」
の
特
別
地
域
観
光
資
源
数

は
２
１
９
件
と
な
っ
た
。
賑
や
か
な
も
の
か

ら
静
か
な
も
の
ま
で
、
多
様
な
年
中
行
事
が

選
定
さ
れ
て
い
る
。

　

地
方
別
に
見
る
と
、
中
部
地
方
が
最
も
多

く
55
件
、
次
い
で
近
畿
地
方
53
件
、
東
北
地

方
42
件
と
な
っ
た
。

●
食

　

２
０
１
１
年
度
～
２
０
１
４
年
度
（
平
成

23
年
度
～
平
成
26
年
度
）
の
研
究
で
は
、
菓

子
類
・
お
や
つ
類
は
お
土
産
と
し
て
の
利
用

が
主
で
あ
る
と
し
て
観
光
資
源
評
価
の
対
象

外
と
し
て
い
た
。
今
回
、
菓
子
類
・
お
や
つ

類
で
あ
っ
て
も
、「
現
地
に
赴
か
な
い
と
な
か

な
か
食
べ
ら
れ
な
い
も
の
」
や
「
現
地
で
食

べ
る
こ
と
に
意

味
が
あ
る
も
の
」

に
つ
い
て
は
、
観

光
資
源
評
価
の

対
象
と
し
た
。

　

例
え
ば
、
長

崎
県
の
「
か
ん

ざ
ら
し
」
は
、
島
原
の
豊
富
な
湧
水
を
利
用

し
て
作
ら
れ
る
白
玉
で
あ
り
、
こ
れ
を
食
べ

る
こ
と
が
湧
水
の
ま
ち
島
原
の
理
解
に
つ
な

が
る
と
い
う
点
を
評
価
し
て
い
る
。

　
「
食
」
の
特
別
地
域
観
光
資
源
数
は
98
件

と
な
っ
た
。

　

地
方
別
に
見
る
と
、
中
部
地
方
が
最
も
多

く
19
件
、
次
い
で
九
州
地
方
18
件
、
近
畿
地

方
17
件
と
な
っ
た
。「
食
」
種
別
も
、
地
方
ご

と
の
件
数
の
差
が
比
較
的
小
さ
く
な
っ
て
い

る
。「
食
」
は
地
域
性
が
反
映
さ
れ
や
す
い
資

源
で
あ
り
、
地
方
を
問
わ
ず
主
要
な
観
光
資

源
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

お
わ
り
に

　

今
回
の
研
究
に
よ
り
、
特
別
地
域
観
光
資

源
の
定
義
や
評
価
基
準
を
再
整
理
す
る
と
と

も
に
、
そ
れ
に
基
づ
く
特
別
地
域
観
光
資
源

の
選
定
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
ら
の

作
業
を
通
し
て
、
改
め
て
我
が
国
の
観
光
資

源
の
豊
富
さ
、
多
様
さ
、
奥
深
さ
に
触
れ
る

こ
と
が
で
き
た
。

　

我
が
国
は
魅
力
的
な
観
光
資
源
に
あ
ふ
れ

て
い
る
。
今
回
は
、
全
国
の
特
別
地
域
観
光

資
源
を
網
羅
的
に
選
定
す
る
た
め
に
、
２
年

間
を
か
け
て
多
く
の
情
報
を
収
集
し
、
何
度

も
議
論
を
重
ね
て
き
た
が
、
我
々
が
見
落
と

し
て
い
る
資
源
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

そ
れ
に
、
昨
今
の
旅
行
者
の
意
識
や
行
動

の
多
様
化
、
と
り
わ
け
、
日
本
の
文
化
や
生

活
（
感
）
と
い
っ
た
日
本
ら
し
さ
を
感
じ
さ

せ
る
観
光
資
源
を
重
視
す
る
意
識
の
高
ま
り

は
、
地
域
に
お
け
る
観
光
対
象
の
幅
を
さ
ら

に
広
げ
て
い
く
に
違
い
な
い
。

　

さ
ら
に
充
実
し
た
「
全
国
観
光
資
源
台

帳
」
に
す
る
た
め
に
、
ぜ
ひ
多
く
の
皆
様
か

ら
ご
意
見
を
い
た
だ
き
た
い
。

　

今
後
は
、
観
光
資
源
の
保
全
と
活
用
の
望

ま
し
い
あ
り
方
に
つ
い
て
も
、
さ
ら
に
研
究

を
深
め
て
い
き
た
い
。

（
か
ど
わ
き 

ま
み
／
よ
し
ざ
わ 

き
よ
よ
し
）

［
謝
辞
］

特
別
地
域
観
光
資
源
候
補
の
選
定
は
、溝
尾
良
隆
氏
（
立

教
大
学
名
誉
教
授
）、林
清
氏
（
元
当
財
団
常
務
理
事
）の

協
力
を
得
て
開
催
し
た「
作
業
部
会
」に
て
、ま
た
、評
価
は
、

前
回
の
観
光
資
源
評
価
委
員
会
と
同
じ
有
識
者
７
人
か
ら

な
る
「
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
会
議
」で
の
議
論
に
よ
っ
て
行
っ
た
。

こ
の
場
を
借
り
て
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
る
。

（
注
１
）	特
Ａ
級
資
源
と
は
、
わ
が
国
を
代
表
す
る
資
源

で
あ
り
、
世
界
に
誇
示
し
う
る
も
の
。
日
本
人

の
誇
り
、
日
本
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
強
く

示
す
も
の
。
人
生
の
う
ち
で
一
度
は
訪
れ
た
い

も
の
。

（
注
２
）	Ａ
級
資
源
と
は
、
特
Ａ
級
に
準
じ
、
わ
が
国
を

代
表
す
る
資
源
で
あ
り
、
日
本
人
の
誇
り
、
日

本
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
強
く
示
す
も
の
。

人
生
の
う
ち
で
一
度
は
訪
れ
た
い
も
の
。

吉田の火祭り（山梨県富士吉田市）
（写真協力：一般財団法人ふじよしだ観光振興サービス）

かんざらし（長崎県島原市）
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資源種別／定義
評価の視点※1

評価のポイント等
容姿 地域との

つながり
日本らしさ、
地域とのつ
ながり

6．海岸・岬
－砂浜、砂丘、砂州、岩礁、断崖
などによって構成される海岸風景

（背後地、松原も含める）、および
容易に見ることができる海中景
観で観光的に魅力のあるもの。

● ●

○その他評価の視点
【動植物】特徴的な植物や珍しい動物などが、集積または高頻度で観察できるものは評価が高い。

○この種別に属する種類ごとのおおよその評価基準
・鳴き砂は、国の天然記念物指定の有無を基準とする。
○この種別に特徴的な評価のポイント
＜海岸＞

・特に優れた興味対象：松林（例：虹の松原海岸、煙樹ヶ浜）、島（例：松島、九十九島）
・砂質（例：与那覇前浜、ハテの浜）
・海浜の大きさ（長さ、幅）（例：鳥取砂丘、七里御浜、九十九里浜）
・切り立った崖の迫力（リアス式）（例：北山崎）
・水質：海水の透明度（例：慶良間諸島の海岸）、海水の色（例：川平湾）
・珍しさ（鳴き砂）（例：十八鳴浜）
・特徴的な形状の岩（例：七里御浜（獅子岩））
・歴史性（例：関門海峡）
＜岬＞

・最果てに立地し、郷愁を感じるもの（例：襟裳岬）

7．岩石・洞窟
－岩柱、洞窟、洞穴、岩門、鍾乳洞、
溶岩流、溶岩原、賽の河原、断崖、
岸壁、岩礁、海蝕崖、海蝕洞など
の地質および地形上の興味対象
で、観光的に魅力のあるもの。

● ●

○その他評価の視点
【地球活動のダイナミズム】造山運動の大きさや時間経過の長さを深く感じることができるものは

評価が高い。
○この種別に特徴的な評価のポイント

・規模（例：秋芳洞・秋吉台、鬼押出）
・美しさ（例：龍泉洞）
・珍しさ（例：猿岩、象岩、阿波の土柱）

8．動物
－日本特有の動物、日本の自然
環境における特有の動物、日本
著名の動物およびその生息地で、
観光的に魅力のあるもの。

● ●

○その他評価の視点
【集積度】面的な広がりがあるもの、密集しているものは評価が高い。なお、動物の種類ごとにお

およその基準を設定する。
○評価の前提
生息地が定まらないもの、見ることが偶然性に左右されるもの、動物園などで活動範囲を限定し
て保護・飼育されているものは対象外とする。
○この種別に属する種類ごとのおおよその評価基準

・クジラ類は、安定的に見られること。また、ブリーチングなど迫力のあるジャンプが見られること。
イルカは一度に大量に見られること。

・白鳥は、700～800羽を特別地域観光資源の基準とする。
・ウミネコは、5,000～1万羽を特別地域観光資源の基準とする。
○この種別に特徴的な評価のポイント

・レクリエーション活用が確立（例：小笠原のクジラ・イルカ、御蔵島のイルカ）
・群れ、個体数（例：出水のツル、蕪島のウミネコ、天売島海鳥）
・市民に愛されていること（例：豊岡のコウノトリ、佐渡のトキ、高崎山のサル、大浜海岸のアカウミガメ）
・特徴ある動き、鳴き声（例：立山のライチョウ）、表情（例：地獄谷野猿公苑のサル）
・親近感（例：地獄谷野猿公苑のサル、奈良のシカ）

9．植物
－名木、巨樹、老樹、並木、森林、
植物帯、植物群落、自生地、限界
地などで、観光的に魅力のあるも
の。

● ●

○その他評価の視点
【集積度】面的、または線的に密集しているものは評価が高い。なお、植物の種類ごとにおおよその基

準を設定する。
○評価の前提
・複数の植物が見られる場合は、より評価の高い方で代表させる。
・寺社や城、園地などにある植物は、原則としてそれらの種別に含めて評価するが、寺社や城などとの

関わりがあっても、そのもの以上に植物が特徴的な場合には、この種別で評価する。
○この種別に属する種類ごとのおおよその評価基準
日本人の美意識や感性、文化を踏まえると、植物種によって大きさや集積度の基準は異なる。例えば、
同じ本数であってもウメよりもサクラの評価が高まる。以下の大きさ、集積度合いを、おおよその基準
とする。
・サクラ類は樹齢が短く、樹齢の高いものは樹勢が弱くなるため観光的魅力は乏しい。一方、文化財指

定を受けているサクラは樹齢が高いものが登録されている傾向がある。文化財指定の有無は、観光
的魅力度の指標にはならない。

・サクラ類は、1,000本以上を評価の基準とする。（例：千光寺公園のサクラ（1,500本））
・巨木類は、50m以上あるいは幹回り15m以上を、特別地域観光資源の基準とする。（例：東根の大ケ

ヤキ）
・アジサイは、3万株以上を特別地域観光資源の基準とする。（例：下田公園のアジサイ（15万株（300

万輪））
・シバザクラは、5万㎡かつ100万株以上を特別地域観光資源の基準とする。ただし、100万株に満たない場

合でも、富士河口湖町のシバザクラのようにバックに湖、そして富士山があるなど、プラスアルファの魅力
がある場合には特別地域観光資源として評価する。人の手で容易に作り出しやすいため、他の植物より
も基準を厳しく設定する。

・サクラソウは地味であるが、群生の度合いが極めて高い、自生地である等の際立った特徴があるもの
を特別地域観光資源として評価する。（例：田島ケ原のサクラソウ）

・スイセンは、300万本以上を特別地域観光資源の基準とする。（例：爪木崎のスイセン）
・シャクナゲは、15万本以上を特別地域観光資源の基準とする。（例：浅間高原しゃくなげ園のシャクナ

ゲ）
○この種別に特徴的な評価のポイント
・斜面に広がるもの。（例：滝上公園のシバザクラ）
・生育の環境および周囲の景観（例：曽我梅林（箱根連山、富士山）、川沿いの桜（例：白石川堤のサク

ラ（一目千本ザクラ）、桧木内川堤の吉野ザクラ、目黒川のサクラ））
・信仰の対象（例：杉の大スギ（八坂神社境内））
・歴史性（例：日光杉並木）
・シンボル性（市民や信者によって育まれてきたもの）（例：吉野山のサクラ、香嵐渓の紅葉、祖父江の

イチョウ）

※1：�多くの資源に共通する評価の視点である「容姿」「地域とのつながり」「日本らしさ、地域とのつながり」の意味するところは、資源ごとに多少の違いはあるものの、おおむね以下の通り。
　 ・容姿－その資源の姿・形が美しいもの、雄大なもの、大きく迫力のあるものは評価が高い。
　 ・地域とのつながり－その土地の自然や文化に由来する事柄が顕著に見られ、深く感じることができるものは、評価が高い。
　 ・日本らしさ、地域とのつながり－我が国またはその土地の自然や歴史、文化に由来する事柄が顕著に見られ、深く感じることができるものは、評価が高い。
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参考資料　観光資源種別の定義と評価の視点、評価のポイント等

資源種別／定義
評価の視点※1

評価のポイント等
容姿 地域との

つながり
日本らしさ、
地域とのつ
ながり

1．山岳
－2万5,000分の1の地形図に山岳
として名称が記載されているもの
で、観光的に魅力のあるもの。山
岳の範囲は、山頂、山腹、山麓・
裾野を含めた広い範囲とする。

● ●

○その他評価の視点
【眺望】山頂または登山道からの眺望が特に美しいもの、雄大なもの、特徴的な魅力があるものは

評価が高い。
【山岳内の景観】山岳が有する自然（高原、湿原、湖沼、滝等）を含め、山岳に踏み入る（登る、眺める、

浸る）ことによって、特徴的な四季の変化（高原植物等の群落、紅葉等）を見ることができる等、総
合的な魅力があるものは、評価が高い。
○評価の前提
山岳（三山、連峰）のまとまりとして一般的に認識されている、親しまれているものについては、個々
の山岳ではなくまとまりの山岳名称を用いることもある。
○この種別に特徴的な評価のポイント

・独立峰で遠方からも目立つ（例：富士山、筑波山、函館山、由布岳） 
・雪をかぶった姿が印象的（例：富士山、北海道や東北の山々）
・独特な形状：シンメトリー（例：開聞岳、飯野山）、迫力（例：甲斐駒ヶ岳）、尖頭（例：槍ヶ岳、瑞

牆山、鳳凰三山（地蔵岳））、個性的（例：妙義山、荒船山）、美しい稜線（例：八ヶ岳、赤城山、大
山）、コントラスト（例：穂高連峰対焼岳）

・特に優れた興味対象：花（例：秋田駒ヶ岳）、湿原（例：平ヶ岳）、池（例：霧島連峰）、紅葉（例：
雨飾山）、地形（例：木曽駒ヶ岳・宝剣山）

・信仰の対象（例：富士山、立山、白山、大山、御嶽山）
・シンボル性（地域に親しまれている山、地方で名山とされている山）（例：函館山、岩木山）

2．高原・湿原・原野
－2万5,000分の1の地形図に、名
称が記載されている高原、原野ま
たはこれに類するものと、沼沢以
外の湿原で、観光的に魅力のあ
るもの。 ● ●

○その他評価の視点
【眺望】高原・湿原・原野からの眺望が特に美しいもの、雄大なもの、特徴的な魅力があるものは評価が高い。
【動植物】特徴的な植物や珍しい動物などが、集積または高頻度で観察できるものは評価が高い。

○評価の前提
地形が高原状または平原状のものを扱っている。
○この種別に特徴的な評価のポイント

・特に優れた興味対象：植物（例：尾瀬ヶ原、サロベツ原野）、動物（例：釧路湿原のタンチョウヅル）、
池塘（例：尾瀬ヶ原、苗場山頂周辺の湿原）、川（例：霧多布湿原）

・山頂部に立地（例：田代山湿原、苗場山頂周辺の湿原）
・周囲の景観（例：サロベツ原野、草千里）
・原始性、神秘性（例：雨竜沼湿原）

3．湖沼
－2万5,000分の1の地形図に単独
の湖沼として名称が記載されてい
るもの、またはそれに類するもの
で、観光的に魅力のあるもの。 ● ●

○評価の前提
自然地形を活かして造成されたダム湖も湖沼として取り上げる。
○この種別に特徴的な評価のポイント
・山頂部に立地（例：倶多楽湖）
・独特な形状、肢節量：入り組んだ湖岸（例：裏磐梯湖沼群（檜原湖））、丸い湖岸（例：倶多楽湖）
・特に優れた興味対象：動物（例：風蓮湖）、植物（例：大正池）、島（例：琵琶湖、屈斜路湖、洞爺湖）
・周囲の景観、特に山岳との一体性（例：阿寒湖沼群（阿寒湖）、尾瀬沼、大沼）
・水質：透明度（例：摩周湖）、水の色（例：裏磐梯湖沼群（五色沼））
・原始性、神秘性（例：阿寒湖沼群（ペンケトウ・パンケトウ））

4．河川・峡谷
－河川風景（河川＋周辺）および
一般的に○○峡、○○峡谷、○○
谷と呼ばれるもので、観光的に魅
力のあるもの。

● ●

○その他評価の視点
【周辺環境】植生、地形などの周辺環境に特色のあるものは評価が高い。

○評価の前提
同一河川であっても、上流と中流・下流で、それぞれ観光的に異なる魅力がある場合は、別の観光
資源として扱う。
○この種別に特徴的な評価のポイント
＜全流域共通＞

・急流、川の勢い（例：保津川、常願寺川）
・水量（例：最上川）
・水質：透明度（例：四万十川）、水の色（例：仁淀川）
・周囲の景観、特に田園景観との一体性（例：千曲川）
・人工物が織りなす景観との一体性：ＳＬ（例：大井川）、沈下橋（例：四万十川）
・特に優れた興味対象：滝、湿原、紅葉（例：鳴子峡）、地質的特徴（例：清津峡）
・神秘性（例：黒部峡谷）
・アクティビティ要素（川下り）（例：利根川（下流）、最上川）
・堂々とゆったりとした流れ（例：石狩川、利根川（下流））
＜上流域＞

・水の力が強く、岩石を削り、渓谷が発達している。
＜中流域＞

・船下りやいかだ下りが観光的に利用されており、自然景観と船との一体感が見られる。（例：最上川）
・周辺都市との一体性（例：鴨川）
＜河口域＞

・河口の都市との一体性（例：酒田と最上川、石巻と北上川（下流）、銚子と利根川（下流）、新潟と信濃川）

5．滝
－2万5,000分の1の地形図に滝ま
たは諸瀑として名称が記載され
ているもので、観光的に魅力のあ
るもの。

● ●

○評価の前提
複数の滝が一つのまとまりとして同一名称で呼ばれるものは、その名称を用いることもある。（例：赤目四十八滝）
○この種別に特徴的な評価のポイント

・落差（例：称名滝、那智滝）
・幅（例：白糸の滝）
・水量（例：三条ノ滝、那智滝）
・独特な形状（例：袋田の滝、吹割の滝）
・周囲の景観との一体感（岩、植物）（例：米子滝（不動滝・権現滝））
・繊細さ（例：白糸の滝）
・神秘性、原始性（例：三条ノ滝）
・集積度（例：赤目四十八滝）
・信仰の対象（例：那智滝）
・アプローチの環境、眺望地点（適性性、意外性）（例：華厳滝、吹割の滝）
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※1：�多くの資源に共通する評価の視点である「容姿」「地域とのつながり」「日本らしさ、地域とのつながり」の意味するところは、資源ごとに多少の違いはあるものの、おおむね以下の通り。
　 ・容姿－その資源の姿・形が美しいもの、雄大なもの、大きく迫力のあるものは評価が高い。
　 ・地域とのつながり－その土地の自然や文化に由来する事柄が顕著に見られ、深く感じることができるものは、評価が高い。
　 ・日本らしさ、地域とのつながり－我が国またはその土地の自然や歴史、文化に由来する事柄が顕著に見られ、深く感じることができるものは、評価が高い。

資源種別／定義
評価の視点※1

評価のポイント等
容姿 地域との

つながり
日本らしさ、
地域とのつ
ながり

18．年中行事（祭り・伝統行事）
－社寺や市町村あるいは各種団
体が開催日を決め年中行事とし
て行われているもののうち、観光
的に魅力のあるもの。

● ●

○評価の前提
・祭り、および、地域固有のものであり地域に根付いたイベントを一部含む。
・「祭り」とは、宗教性のある行事から始まったもの。「イベント」とは、人を呼ぶために新たにつくったもの。
・盆踊り系、花火系は「年中行事」種別で評価する。
○この種別に特徴的な評価のポイント

「珍しい」「迫力がある」「美しい」「歴史性」を重視する。
・地域由来の伝統技術を用いた山車、規模と美しさの他歴史性があるもの（例：祇園祭、秩父夜祭、

高山祭）
・囃子、音楽、歌に特徴がある。（例：祇園祭、おわら風の盆、郡上おどり）
・踊りに特徴がある。（例：おわら風の盆、阿波踊、山鹿灯篭祭り）
・スピード感、迫力（例：岸和田地車祭、博多祇園山笠）
・人出が多く賑わいがある。（例：三社祭）
・火を用いるもの（例：富士吉田火祭り）、水の中に入り込むもの（例：亀崎潮干祭の山車行事）

19．動植物園・水族館
－国内外の動植物を収集、飼育、
展示している施設で、観光的に魅
力のあるもの。

● ●

○その他評価の視点
【展示方法】動植物の生態や生息・生育環境を深く感じることができるものは、評価が高い。

○評価の前提
・入館者数は、年間60万人を特別地域観光資源の基準とする。ただし、都市部に近いほど、その施

設の評価に関わらず入館者数は多くなる傾向に留意。
・生息する植物に特徴があっても、入域が管理されているものは、「植物」種別ではなく、「動植物園・

水族館」種別で評価する（例：あしかがフラワーパーク）。
○この種別に特徴的な評価のポイント

・施設規模（水槽の大きさなど）、館内・園内の整備状況
・オリジナリティがある展示（例：鶴岡市立加茂水族館）

20．博物館・美術館
－国内外の歴史的資料・科学的
資料や美術作品（絵画、彫刻、工
芸品等）を収集、保存、展示して
いる施設、および歴史的事象など
の記録、保存等のために作られた
園地で、観光的に魅力のあるもの。

●

○その他評価の視点
【展示方法】展示品のテーマや意義などを深く感じることができるものは、評価が高い。
【展示物の価値】展示品の歴史的・文化的価値が高いもの、よく知られている著名な作者によるも

のは、評価が高い。
【展示施設】施設そのものや付随する建造物の歴史的・文化的価値が高いものは、評価が高い。

○評価の前提
・博物館、野外博物館、美術館、文学館、記念館などを対象とする。

21．テーマ公園・テーマ施設
－特徴的な概念（テーマ）を表現
し、それを体験するために作られ
た園地や施設で、観光的に魅力
のあるもの。

●

○その他評価の視点
【施設】その資源の規模が大きいもの、多様な施設を有するものは評価が高い。その資源の歴史的・

文化的価値が高いものは、特に評価が高い。
【施設テーマ】そのテーマが普遍的または特徴的なものであり、それらが統一的に表現されている

こと、それを深く感じることができるものは評価が高い。

22．温泉
－温泉浴を体験できる施設また
はその場での温浴行為で、観光的
に魅力のあるもの。

○その他評価の視点
【湧出現象、お湯そのもの】泉質や湯量、色、温度などお湯そのものに特色のあるものは、評価が高い。
【浴場・建物】浴場や建物が優れているものは、評価が高い。（例：道後温泉の道後温泉本館）
【入浴環境（眺望など）】浴場からの眺望など入浴環境が優れているものは、評価が高い。
【温泉文化】我が国またはその土地の温泉文化（入浴方法（例：草津温泉の湯畑自然湧出泉源広場

と温泉街、共同湯と時間湯、岩井温泉の温浴場・湯かむり）、飲泉方法、利用方法、歴史的背景等）
や自然、歴史に由来する事柄が顕著に見られ、深く感じることができるものは、評価が高い。

【街並み】温泉街が整っているもの、特徴的なものは、評価が高い（例：銀山温泉の旅館街と共同
浴場群、日奈久温泉）。共同浴場や一軒宿で際立って特徴のある場合は評価する（例：酸ケ湯温泉
のヒバ造り千人風呂、宝川温泉の露天風呂）。
○評価の前提
温泉旅館等の温浴場に付帯する宿泊施設は対象としない。

23．食
－日本または地域の自然や歴史、
文化を表す特徴的な食事や食文
化、食事環境で、観光的に魅力の
あるもの。

●

○その他評価の視点
【人の織りなす雰囲気】食事環境として、賑やかさ、猥雑さ、祝祭性など、人が織りなす雰囲気があ

る（例：盛岡市のわんこそば）と、評価が高い。
○評価の前提

・遠方からであっても、食べるためにそこに行くものをA級とする。（例：山陰のカニを食べるために宿泊する）
・日帰り圏内から食べるために行くもの、行ったついでに立ち寄って食べるものを特別地域観光資源とし

て評価する。
・なるべく場所を特定する（例：［地名］の○○）、発祥の地であると評価が高い。
・食材は評価対象外、料理を評価対象とする。（例：大間のマグロは評価対象外、大間のマグロ料

理は評価対象）
・特定の店の料理は評価対象外。ただし、老舗であって、その土地の名物として認識されているも

のは評価対象とする。
・主食や主菜を主たる対象とする。
・お土産は原則として評価対象外であるが、菓子類は観光における重要な楽しみの一つであるので、

評価対象とする。
○この種別に特徴的な評価のポイント

・店舗数が多い（例：出石皿そば）等、現役であること。

24．芸能・興行・イベント
－日本または地域の歴史、文化を
表す興行や芸能、イベントで、観
光的に魅力のあるもの。

● ●

○評価の前提
・民謡大会系、音楽祭系は「芸能・興行・イベント」種別で評価する。
・土地との結びつきが弱いもの、歴史が浅いものは評価対象外とする（音楽祭系は30年を基準とする）。
・イベントは最低10年以上継続しているものを評価対象とする。
○この種別に特徴的な評価のポイント

・計画的に上演されているものは評価が高い。（例：国立能楽堂で上演される能・狂言）
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観光研究レビュー 観光資源の評価に関する研究～“特別地域観光資源”の魅力と評価について

第234号 July 2017

資源種別／定義
評価の視点※1

評価のポイント等
容姿 地域との

つながり
日本らしさ、
地域とのつ
ながり

10．自然現象
－火山現象（噴火・泥火山現象、
地獄現象など）、潮流現象（渦流、
潮流など）、気象現象（樹氷、霧氷、
流氷など）などの自然現象で学術
的に価値の高いもの、観光的に
魅力のあるもの。

● ●

○その他評価の視点
【集積度】面的な広がりがあるもの、密集しているものは評価が高い。

○評価の前提
夕日や星空等、日本全国どこでも共通して見られるものは除く。「不知火（しらぬい）」「蜃気楼」等、
出現箇所や出現時期が限定されるものを、観光資源の「自然現象」種別と考える。
○この種別に特徴的な評価のポイント

・季節性（例：オホーツク海沿岸の流氷、蔵王の樹氷）
・意外性（例：富山湾蜃気楼、不知火）
・迫力（例：鳴門の渦潮、来島海峡の潮流）

11．史跡
－生活、政治、祭、信仰、教育学
芸、社会事業、産業土木、外国人
などに関する遺跡（城跡は除く）
で、観光的に魅力のあるもの。

● ●

○その他評価の視点
【認知度】日本人が常識的に知っているもの（義務教育程度。多くは日本の歴史上の転換点となった事柄に関わ

るもの）で、史実として明らかになっているもの（例：関ヶ原古戦場、屋島）や、日本の伝説・神話に関するもの（例：
沼島）は特別地域観光資源として評価する。史実や伝説・神話を感じさせるものが目に見える形で残されている
場合や、よりよく伝えるための仕組み（博物館、資料館、記念館、ガイド）が整えられている場合は、さらに評価
が高まる。
○評価の前提

・現存しないが、過去の存在を想像し思いをはせる対象として観光的に魅力のあるもの。国分寺跡、
関所、古戦場、住居跡、古墳等。

・遺跡のうち城や社寺、その他の建造物は、それぞれ独立した種別として扱う。
・国分寺のうち、現在も寺としての活動を行っているものは、「寺社」種別で評価する。
○この種別に属する種類ごとのおおよその評価基準

・国分寺跡は、「史跡」種別で評価する。国分寺は総本山の東大寺を除き全国に68カ所、まったく
同じ様式・形態で設置したため、全国的に同じものが多数あり一般的には評価は高くない。面積
が大きいもの、建物部分がきちんとした調査に基づき復元されているもの、きれいに整備されて
いるもの、周辺の環境が良いもの、は評価が高い。

12．神社・寺院・教会
－由緒ある建築的に優れた社寺、
文化財を所蔵または付帯する社
寺、境内（庭園を含む）が優れて
いる社寺などで、観光的に魅力の
あるもの。

● ●

○評価の前提
・付帯する塔頭（たっちゅう）、庭園や植物を含めて評価する。
・寺社境内にある植物は、原則としてこの種別に含めて評価するが、寺社との関わりがあっても、

寺社以上に植物が特徴的な場合には、「植物」種別で評価する。
○この種別に属する種類ごとのおおよその評価基準

・仏像があるだけでは、それが国宝であっても、観光資源としての評価は高まらない。ただし、非常に価値の
ある仏像の場合は、評価は高まる。（例：広隆寺の木造弥勒菩薩半跏像、東大寺の大仏、高徳院の鎌倉大仏）

・大きな仏像は、地元の人に親しまれている、風景に溶け込んでいる、必然性があるものを評価す
る。（例：慈眼院（高崎観音））

13．城跡・城郭・宮殿
－古代から近世に至る軍事や行
政府等の目的で建造された城跡・
城郭（庭園を含む）・宮殿で、観
光的に魅力のあるもの。 ● ●

○その他評価の視点
【保存状態】城跡・城郭・宮殿の築城技術に独自性が高いものは、評価が高い。歴史的事件の舞台

となった場所、その資源が状態良く保存・復元されているものは、特に評価が高い。
○評価の前提

・城内にある植物は、原則としてこの種別に含めて評価するが、城との関わりがあっても、城以上
に植物が特徴的な場合には、「植物」種別で評価する。

○この種別に特徴的な評価のポイント
・保存状態：城郭（例：熊本城、松山城、彦根城）、石垣が大規模に残っているもの（例：大阪城（大

阪城公園）、上田城）

14．集落・街
－農山漁村や歴史的街並み、繁
華街、商店街などにより、その土
地の自然や歴史、文化を表す特徴
的な集落・街区を構成している地
区で、観光的に魅力のあるもの。

● ●

○その他評価の視点
【保存状態】その土地の歴史や文化を知ることのできる資源が、状態良く保存されているものは、特に評価が高い。
【人の織りなす雰囲気】静けさ、賑やかさなど、人が織りなす雰囲気があると、評価が高い。

○評価の前提
・伝建地区は基本的に「集落・街」種別、文化的景観の多くは「郷土景観」種別で評価する。
・常設の商店街は「集落・街」種別（例：アメ横）、市場は「郷土景観」種別で評価する。
○この種別に属する種類ごとのおおよその評価基準

・伝建地区は、歩いて楽しいもの（例：高山三町の街並み、川越の街並み）、町並みに特異性がある
もの（例：大内宿）、地場産の集積があるもの（例：有松のまち）は評価が高い。

15．郷土景観
－生業や風習、その土地の産業、
人の織りなす風景など、その土地
の自然環境や歴史、文化を表す
特徴的な景観を構成している地
区で、観光的に魅力のあるもの。

● ●

○その他評価の視点
【保存状態】その土地の歴史や文化を知ることのできる資源が、状態良く保存されているものは、特に評価が高い。

○評価の前提
・人の織りなす風景には動作も含む（例：長良川の鵜飼）。
・伝建地区は基本的に「集落・街」種別、文化的景観の多くは「郷土景観」種別で評価する。
・常設の商店街は「集落・街」種別（例：アメ横）、市場は「郷土景観」種別で評価する。
・“道”は、「郷土景観」種別で評価する。（例：哲学の道）
・植物が織りなす景観のうち、産業として栽培されている場合は、「植物」種別ではなく、「郷土景観」

種別で評価する。（例：南房総の花畑）
○この種別に属する種類ごとのおおよその評価基準

・�郷土景観として梅林を評価する場合は、35,000本を特別地域観光資源の基準とする。（例：秋間
梅林）

・棚田は、原則として1,000枚を超えるものを特別地域観光資源の基準とする。（例：大浦の棚田（1,060枚、佐賀
県唐津市））

○この種別に特徴的な評価のポイント
・周囲の環境との一体性

16．庭園・公園
－鑑賞や散策などのために作庭
および造成された庭園・公園で、
観光的に魅力のあるもの。

● ●

○評価の前提
・社寺、城郭等に含まれるもの、自然公園は除く。
・体験要素の強い公園は「テーマ公園・テーマ施設」種別で評価する。

17．建造物
－建物、橋、塔などの建築物や構築
物（社寺、城郭に含まれるものを除
く）で観光的に魅力のあるもの。

● ●

○評価の前提
・複数の建造物が集積しているものは、「集落・街」種別、または「郷土景観」種別で評価する。
・昔の建物が現在も残っている場合・昔の建物が復元されている場合には、「建造物」種別で評価する。

参考資料　観光資源種別の定義と評価の視点、評価のポイント等
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ま
た
大
学
で
観
光
を
学
ぶ
学
生
な
ど
に
も
教

育
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

荒
山
氏
…
お
っ
し
ゃ
る
通
り
だ
と
思
う
。
現

時
点
で
は
、
観
光
に
関
す
る
印
刷
出
版
物
が
、

歴
史
的
に
ど
れ
ぐ
ら
い
あ
っ
た
の
か
を
知
る

手
が
か
り
も
あ
ま
り
な
く
、
も
ち
ろ
ん
リ
ス

ト
な
ど
も
な
い
。
間
違
い
な
く
そ
の
仕
掛
け

が
必
要
だ
と
思
う
。
ま
た
学
生
に
は
、
少
な

く
と
も
自
分
の
大
学
で
は
旅
行
案
内
書
の
歴

史
を
教
え
て
い
る
が
、
実
際
の
旅
行
案
内
書

を
閲
覧
し
た
り
、
卒
業
論
文
で
利
用
す
る
た

め
に
は
、
所
蔵
側
が
資
料
の
整
理
・
公
開
を

す
す
め
る
必
要
が
あ
る
。
た
だ
最
近
で
は
、

参
加
者
…
仕
事
で
の
旅
行
と
娯
楽
で
の
旅
行

の
比
率
は
ど
れ
ぐ
ら
い
だ
っ
た
の
か
。
ま
た

満
洲
な
ど
へ
は
ど
れ
ぐ
ら
い
の
日
本
人
が
旅

行
し
て
い
た
の
か
。

荒
山
氏
…
仕
事
で
の
旅
行
と
娯
楽
で
の
旅
行

の
比
率
は
、
統
計
も
残
さ
れ
て
お
ら
ず
正
確

に
は
わ
か
ら
な
い
が
、
旅
行
案
内
書
や
ポ
ス

タ
ー
、
絵
は
が
き
な
ど
が
豊
富
に
印
刷
出
版

さ
れ
て
い
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
娯
楽
を
目

的
と
す
る
旅
行
も
そ
れ
な
り
に
多
く
行
わ
れ

て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
満
洲
な
ど
へ
の

旅
行
者
の
実
数
も
わ
か
ら
な
い
が
、
例
え
ば
、

昭
和
10（
1
9
3
5
）年
頃
の
ジ
ャ
パ
ン
・
ツ

ー
リ
ス
ト
・
ビ
ュ
ー
ロ
ー
の
資
料
を
見
る
と
、

1
カ
月
に
10
か
ら
20
ぐ
ら
い
の
学
校
が
、
修

学
旅
行
で
満
洲
を
訪
れ
て
い
る
。
満
洲
は
、

朝
鮮
や
台
湾
と
と
も
に
国
内
旅
行
の
延
長
線

上
に
あ
る
目
的
地
で
も
あ
っ
た
。

参
加
者
…
当
時
の
旅
行
案
内
書
は
ど
の
く
ら

い
印
刷
さ
れ
、
ど
う
い
っ
た
方
が
購
入
し
て
、

ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
た
の
か
。

荒
山
氏
…
印
刷
部
数
に
つ
い
て
は
、
旅
行
案

内
書
の
奥
付
や
社
史
に
書
い
て
あ
る
も
の
以

外
は
わ
か
ら
な
い
が
、
た
と
え
ば
値
段
に
つ

い
て
は
、
あ
る
年
代
の
『
旅
程
と
費
用
概

算
』
に
は
、
奥
付
に
定
価
1
円
20
銭
な
い
し

は
1
円
40
銭
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
現

在
の
価
格
で
2
5
0
0
円
か
ら
3
0
0
0
円

ほ
ど
で
あ
る
。
旅
行
案
内
書
と
し
て
は
高
い

と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
当
時
の
書

籍
の
価
格
と
し
て
は
標
準
的
で
あ
り
、
情
報

量
を
考
え
る
と
妥
当
で
あ
ろ
う
。
利
用
者
層

や
利
用
方
法
に
つ
い
て
は
、
想
像
は
で
き
て

も
根
拠
が
少
な
い
の
で
研
究
の
対
象
に
は
な

り
に
く
い
と
考
え
て
い
る
。

参
加
者
…
日
本
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
は
ビ
ジ
ュ

ア
ル
が
多
く
、
海
外
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
は
文

章
が
多
い
と
い
う
特
徴
が
あ
る
と
思
う
が
、

そ
う
い
っ
た
違
い
は
近
代
で
す
で
に
表
れ
て

い
た
の
か
。

荒
山
氏
…
旅
行
案
内
書
が
成
立
し
た
時
代
背

景
に
影
響
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
た

と
え
ば
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
最
も
古
い
旅
行
案
内

書
の
ひ
と
つ
は
、
1
8
2
0
年
代
に
ド
イ
ツ

で
出
版
さ
れ
た
ベ
デ
カ
ー
社
に
よ
る
も
の
で

あ
る
。
ベ
デ
カ
ー
社
の
旅
行
案
内
書
は
ド
イ

ツ
語
を
は
じ
め
、
英
語
、
フ
ラ
ン
ス
語
な
ど

で
出
版
さ
れ
て
い
る
が
、
文
字
は
小
さ
く
、

ま
た
そ
の
内
容
は
と
て
も
難
し
く
、
地
図
や

挿
絵
に
比
べ
て
文
章
の
割
合
が
高
い
。
1
8

3
0
年
代
か
ら
イ
ギ
リ
ス
で
刊
行
が
は
じ
ま

る
マ
レ
ー
社
の
旅
行
案
内
書
も
同
様
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
旅
行
案
内
書
は
、
教
養
旅
行
と
し

て
の
グ
ラ
ン
ド
ツ
ア
ー
の
影
響
を
強
く
受
け

て
お
り
、
内
容
は
と
て
も
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
で
、

読
み
こ
な
す
に
は
か
な
り
の
知
識
と
教
養
が

求
め
ら
れ
る
。

　
一
方
で
、
伝
統
的
に
日
本
の
旅
行
案
内
書

は
挿
絵
が
多
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
近
世

の
江
戸
や
京
都
、
大
坂
で
の
識
字
率
が
高
か

っ
た
こ
と
、
つ
ま
り
庶
民
も
文
字
を
読
め
る

場
合
が
多
か
っ
た
こ
と
と
も
関
係
が
あ
る
と

思
わ
れ
る
。
よ
り
多
く
の
人
が
楽
し
め
る
よ

う
に
、
平
易
な
文
章
と
挿
絵
が
多
用
さ
れ
た

と
考
え
ら
れ
る
。

参
加
者
…
今
後
の
観
光
立
国
を
盛
り
上
げ
て

い
く
に
は
、
今
日
の
お
話
に
あ
が
っ
た
よ
う

な
戦
前
の
資
料
を
も
っ
と
活
用
し
て
い
く
仕

掛
け
を
検
討
し
て
も
い
い
の
で
は
な
い
か
。

承
さ
れ
た
形
式
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
ス
タ
イ

ル
は
日
本
独
特
の
鉄
道
旅
行
案
内
書
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
。

●
鉄
道
な
ど
の
時
刻
表
が
単
行
本
と
し
て
出
版

さ
れ
る
の
は
、
明
治
27（
1
8
9
4
）年
か
ら
で

あ
る
。
戦
前
期
の
時
刻
表
に
は
、
表
題
に
「
旅

行
案
内
」
と
記
さ
れ
た
も
の
も
あ
り
、
時
刻
表

の
こ
と
を「
旅
行
案
内
」と
呼
ぶ
場
合
も
あ
っ
た
。

●
昭
和
4（
1
9
2
9
）年
か
ら
は
、
鉄
道
省
に

よ
っ
て
『
日
本
案
内
記
』
全
8
巻
が
出
版
さ
れ
た
。
同
書
は
日
本
を
各
地

方
別
に
案
内
す
る
も
の
で
、
そ
の
質
・
量
と
も
に
近
代
に
お
け
る
〝
旅
行

案
内
書
の
総
決
算
〞
で
あ
っ
た
と
評
価
で
き
る
。
そ
の
ほ
か
鉄
道
省
か
ら

は
、
特
定
の
テ
ー
マ
に
よ
る
鉄
道
旅
行
案
内
書
『
温
泉
案
内
』『
神
ま
う

で
』『
お
寺
ま
ゐ
り
』『
郷
土
旅
行
叢
書
』
な
ど
が
出
版
さ
れ
た
。

●
満
洲
や
朝
鮮
、
台
湾
と
い
っ
た
外
地
と
植
民
地
の
鉄
道
旅
行
案
内
書
も
、

日
本
語
で
数
多
く
出
版
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
日
本
郵
船
や
大
阪
商
船
と
い

っ
た
船
舶
会
社
か
ら
も
世
界
各
地
へ
の
航
路
案
内
や
世
界
一
周
旅
行
の
案

内
書
な
ど
が
出
版
さ
れ
た
。

●
明
治
45（
1
9
1
2
）年
に
ジ
ャ
パ
ン
・
ツ
ー
リ
ス
ト
・
ビ
ュ
ー
ロ
ー
が

設
立
さ
れ
、
翌
年
に
は
雑
誌
『
ツ
ー
リ
ス
ト
』
が
創
刊
さ
れ
た
。
ま
た
大

正
9（
1
9
2
0
）年
か
ら
約
20
年
間
に
わ
た
り
『
旅
程
と
費
用
概
算
』
が

出
版
さ
れ
る
が
、
こ
れ
は
旅
行
目
的
地
へ
の
交
通
手
段
と
そ
の
費
用
や
移

動
時
間
に
加
え
、
旅
程
案
が
付
い
て
お
り
、
旅
行
斡
旋
を
担
う
機
関
と
し

て
の
特
徴
が
よ
く
表
れ
て
い
る
。『
旅
程
と
費
用
概
算
』
は
、
当
初
は

1
0
0
ペ
ー
ジ
ほ
ど
の
小
型
本
で
あ
っ
た
が
、
昭
和
10
年
代
に
は

1
0
0
0
ペ
ー
ジ
ほ
ど
の
分
厚
い
本
と
な
る
。
そ
こ
で
地
域
別
に
分
割
さ

れ
た
『
ツ
ー
リ
ス
ト
案
内
叢
書
』
が
お
よ
そ
全
20
巻
出
版
さ
れ
た
。
こ
の

『
ツ
ー
リ
ス
ト
案
内
叢
書
』
は
、
戦
後
の
『
旅
行
叢
書
』
シ
リ
ー
ズ
を
経
て
、

『
交
通
公
社
の
ポ
ケ
ッ

ト
・
ガ
イ
ド
』
シ
リ
ー

ズ
や
『
J
T
B
の
ポ
ケ

ッ
ト
・
ガ
イ
ド
』
シ
リ

ー
ズ
へ
と
継
承
さ
れ
た
。

　
2
0
1
7
年
3
月
2
日（
木
）、
第
８
回

「
た
び
と
し
ょ
C
a
f
e
」を
開
催
し
ま
し
た
。

ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
に
関
西
学
院
大
学
文
学

部
教
授
の
荒
山
正
彦
氏
を
お
迎
え
し
、「
近

代
日
本
に
お
け
る
旅
行
案
内
書
の
歩
み
」
と

い
う
テ
ー
マ
で
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
大
学
や
研
究
機
関
の
研
究
者
を

は
じ
め
、
出
版
・
マ
ス
コ
ミ
、
運
輸
業
、
旅

行
業
に
携
わ
る
計
27
名
の
方
に
ご
参
加
い
た

だ
き
ま
し
た
。
旅
の
図
書
館
の
書
架
に
面
し

た
会
場
で
は
、
明
治
か
ら
昭
和
に
か
け
て
出

　
日
本
で
は
近
世
に
お
い
て
す
で
に
さ
ま
ざ

ま
な
旅
行
案
内
書
が
出
版
さ
れ
て
お
り
、
明

治
期
の
近
代
を
迎
え
、
旅
行
ス
タ
イ
ル
の
変

●
徒
歩
で
の
旅
行
が
メ
イ
ン
で
あ
っ
た
江
戸
時
代
は
、
街
道
図
や
街
道
沿

い
の
名
所
、
名
物
、
宿
場
、
距
離
な
ど
を
記
し
た
「
道
中
記
」
と
、
各
地

の
名
所
を
挿
絵
と
文
章
で
あ
ら
わ
し
た
「
名
所
図
会
」
と
が
、
旅
行
案
内

書
の
役
割
を
担
っ
て
い
た
。
明
治
初
期
か
ら
鉄
道
の
敷
設
が
は
じ
ま
り
、

次
第
に
全
国
各
地
に
広
が
る
と
、
旅
行
の
方
法
は
徒
歩
か
ら
鉄
道
へ
と
移

り
変
わ
り
、「
道
中
記
」
に
描
か
れ
る
街
道
に
は
鉄
道
が
、
宿
場
に
は
鉄
道

駅
が
加
わ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
し
て
「
道
中
記
」
の
ス
タ
イ
ル
を
引
き

継
ぐ
形
で
「
鉄
道
旅
行
案
内
書
」
が
出
版
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

●
初
期
の
鉄
道
旅
行
案
内
書
は
山
陽
鉄
道
な
ど
の
私
鉄
か
ら
出
版
さ
れ
て

お
り
、
官
営
鉄
道
に
よ
る
鉄
道
旅
行
案
内
書
は
明
治
30
年
代
後
半
に
登
場

す
る
。
鉄
道
省
に
よ
っ
て
大
正
10（
1
9
2
1
）年
に
初
版
が
出
版
さ
れ
た

『
鉄
道
旅
行
案
内
』
は
、
横
帳
形
式
で
数
ペ
ー
ジ
お
き
に
鉄
道
沿
線
の
鳥

瞰
図
が
挿
入
さ
れ
て
お
り
、
道
中
記
や
名
所
図
会
の
特
徴
が
最
も
よ
く
継

活 動 報 告

「たびとしょCafe」
を

開催

荒
山
正
彦（
あ
ら
や
ま
・
ま
さ
ひ
こ
）

専
門
は
人
文
地
理
学
、近
代
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
文
化
史
。

大
阪
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
を
経
て
、現
在
は
関
西
学
院
大
学
文
学
部
教
授
。

近
代
期
の
旅
行
案
内
書
55
点
を
復
刻
出
版
し
た
企
画『
シ
リ
ー
ズ
明
治・大
正
の
旅
行 

旅
行
案
内
書
集
成 

全
26
巻
』

（
ゆ
ま
に
書
房
、2
0
1
3
〜
2
0
1
5
年
）の
監
修
と
解
説
執
筆
を
行
っ
た
。

【
第
１
部
】

ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
に
よ
る

話
題
提
供

【
第
2
部
】

ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
と
の

意
見
交
換

8 回第

第
1
部
の
お
話
の
ポ
イ
ン
ト

版
さ
れ
た
旅
行
案
内
書
（
旅
の
図
書
館
所

蔵
）
も
あ
わ
せ
て
展
示
し
、
参
加
者
の
皆

さ
ま
に
ご
覧
い
た
だ
き
ま
し
た
。

化
（
徒
歩
か
ら
鉄
道
へ
）
や
印
刷
技
術
の
変

化
（
木
版
か
ら
銅
版
、
石
版
、
活
版
へ
）
な

ど
に
よ
り
、
旅
行
案
内
書
そ
の
も
の
に
も
さ

ま
ざ
ま
な
様
相
が
み
ら
れ
ま
し
た
。

　
今
回
は
明
治
か
ら
戦
前
に
か
け
て
の
約
70

年
間
に
出
版
さ
れ
た
旅
行
案
内
書
に
焦
点
を

当
て
、
時
代
ご
と
に
特
徴
的
な
旅
行
案
内
書

を
例
に
挙
げ
な
が
ら
、
日
本
独
自
の
旅
行
案

内
書
の
ス
タ
イ
ル
の
形
成
過
程
を
解
説
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

お
わ
り
に

　
ご
参
加
い
た
だ
い
た
皆
様
か
ら
は
、「
観

光
以
外
の
分
野
か
ら
こ
う
い
っ
た
研
究
が
さ

れ
て
い
る
こ
と
は
知
ら
な
か
っ
た
」「
日
本

人
が
ど
の
よ
う
に
旅
行
先
の
情
報
を
得
て
い

た
か
と
い
う
歴
史
が
わ
か
っ
て
大
変
有
益
だ

っ
た
」「
観
光
史
研
究
は
こ
れ
か
ら
の
研
究

テ
ー
マ
で
あ
る
と
思
う
の
で
注
目
し
た
い
」

と
い
っ
た
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
各
時
代
の
旅
行
案
内
書
か
ら
は
、
日
本
人

の
旅
行
ス
タ
イ
ル
の
変
遷
は
も
ち
ろ
ん
、
旅

行
需
要
拡
大
に
向
け
た
国
の
取
り
組
み
、
ビ

ジ
ュ
ア
ル
が
多
い
日
本
独
特
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
の
形
成
過
程
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
が

見
え
て
き
ま
す
。
古
書
を
見
直
す
こ
と
で
改

め
て
発
見
で
き
る
こ
と
も
多
く
、
今
後
の
地

域
な
い
し
国
の
観
光
政
策
を
考
え
て
い
く
上

で
も
多
く
の
ヒ
ン
ト
が
得
ら
れ
る
の
で
は
な

い
か
と
感
じ
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
歴
史
研

究
か
ら
得
た
ヒ
ン
ト
を
ど
の
よ
う
に
今
後
に

活
か
す
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
な
お
研

究
の
余
地
が
あ
る
よ
う
で
す
。

　
当
館
で
は
、
今
年
度
か
ら
所
蔵
古
書
の
概

要
把
握
と
保
存
・
活
用
に
関
す
る
研
究
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。
観
光
の
研
究
や
実
務
に

古
書
を
活
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
書
誌

情
報
の
整
理
な
ど
か
ら
着
手
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

（
観
光
文
化
情
報
セ
ン
タ
ー

旅
の
図
書
館
長
　
企
画
室
長
　
福
永
香
織
）

復
刻
版
や
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
も
充
実
し

て
き
て
お
り
、
利
用
環
境
が
改
善
し
て
い
る

の
も
事
実
で
あ
る
。

『旅程と費用概算』
ジャパン・ツーリスト・
ビューロー、
昭和5（1930）年
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ま
た
大
学
で
観
光
を
学
ぶ
学
生
な
ど
に
も
教

育
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

荒
山
氏
…
お
っ
し
ゃ
る
通
り
だ
と
思
う
。
現

時
点
で
は
、
観
光
に
関
す
る
印
刷
出
版
物
が
、

歴
史
的
に
ど
れ
ぐ
ら
い
あ
っ
た
の
か
を
知
る

手
が
か
り
も
あ
ま
り
な
く
、
も
ち
ろ
ん
リ
ス

ト
な
ど
も
な
い
。
間
違
い
な
く
そ
の
仕
掛
け

が
必
要
だ
と
思
う
。
ま
た
学
生
に
は
、
少
な

く
と
も
自
分
の
大
学
で
は
旅
行
案
内
書
の
歴

史
を
教
え
て
い
る
が
、
実
際
の
旅
行
案
内
書

を
閲
覧
し
た
り
、
卒
業
論
文
で
利
用
す
る
た

め
に
は
、
所
蔵
側
が
資
料
の
整
理
・
公
開
を

す
す
め
る
必
要
が
あ
る
。
た
だ
最
近
で
は
、

参
加
者
…
仕
事
で
の
旅
行
と
娯
楽
で
の
旅
行

の
比
率
は
ど
れ
ぐ
ら
い
だ
っ
た
の
か
。
ま
た

満
洲
な
ど
へ
は
ど
れ
ぐ
ら
い
の
日
本
人
が
旅

行
し
て
い
た
の
か
。

荒
山
氏
…
仕
事
で
の
旅
行
と
娯
楽
で
の
旅
行

の
比
率
は
、
統
計
も
残
さ
れ
て
お
ら
ず
正
確

に
は
わ
か
ら
な
い
が
、
旅
行
案
内
書
や
ポ
ス

タ
ー
、
絵
は
が
き
な
ど
が
豊
富
に
印
刷
出
版

さ
れ
て
い
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
娯
楽
を
目

的
と
す
る
旅
行
も
そ
れ
な
り
に
多
く
行
わ
れ

て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
満
洲
な
ど
へ
の

旅
行
者
の
実
数
も
わ
か
ら
な
い
が
、
例
え
ば
、

昭
和
10（
1
9
3
5
）年
頃
の
ジ
ャ
パ
ン
・
ツ

ー
リ
ス
ト
・
ビ
ュ
ー
ロ
ー
の
資
料
を
見
る
と
、

1
カ
月
に
10
か
ら
20
ぐ
ら
い
の
学
校
が
、
修

学
旅
行
で
満
洲
を
訪
れ
て
い
る
。
満
洲
は
、

朝
鮮
や
台
湾
と
と
も
に
国
内
旅
行
の
延
長
線

上
に
あ
る
目
的
地
で
も
あ
っ
た
。

参
加
者
…
当
時
の
旅
行
案
内
書
は
ど
の
く
ら

い
印
刷
さ
れ
、
ど
う
い
っ
た
方
が
購
入
し
て
、

ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
た
の
か
。

荒
山
氏
…
印
刷
部
数
に
つ
い
て
は
、
旅
行
案

内
書
の
奥
付
や
社
史
に
書
い
て
あ
る
も
の
以

外
は
わ
か
ら
な
い
が
、
た
と
え
ば
値
段
に
つ

い
て
は
、
あ
る
年
代
の
『
旅
程
と
費
用
概

算
』
に
は
、
奥
付
に
定
価
1
円
20
銭
な
い
し

は
1
円
40
銭
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
現

在
の
価
格
で
2
5
0
0
円
か
ら
3
0
0
0
円

ほ
ど
で
あ
る
。
旅
行
案
内
書
と
し
て
は
高
い

と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
当
時
の
書

籍
の
価
格
と
し
て
は
標
準
的
で
あ
り
、
情
報

量
を
考
え
る
と
妥
当
で
あ
ろ
う
。
利
用
者
層

や
利
用
方
法
に
つ
い
て
は
、
想
像
は
で
き
て

も
根
拠
が
少
な
い
の
で
研
究
の
対
象
に
は
な

り
に
く
い
と
考
え
て
い
る
。

参
加
者
…
日
本
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
は
ビ
ジ
ュ

ア
ル
が
多
く
、
海
外
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
は
文

章
が
多
い
と
い
う
特
徴
が
あ
る
と
思
う
が
、

そ
う
い
っ
た
違
い
は
近
代
で
す
で
に
表
れ
て

い
た
の
か
。

荒
山
氏
…
旅
行
案
内
書
が
成
立
し
た
時
代
背

景
に
影
響
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
た

と
え
ば
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
最
も
古
い
旅
行
案
内

書
の
ひ
と
つ
は
、
1
8
2
0
年
代
に
ド
イ
ツ

で
出
版
さ
れ
た
ベ
デ
カ
ー
社
に
よ
る
も
の
で

あ
る
。
ベ
デ
カ
ー
社
の
旅
行
案
内
書
は
ド
イ

ツ
語
を
は
じ
め
、
英
語
、
フ
ラ
ン
ス
語
な
ど

で
出
版
さ
れ
て
い
る
が
、
文
字
は
小
さ
く
、

ま
た
そ
の
内
容
は
と
て
も
難
し
く
、
地
図
や

挿
絵
に
比
べ
て
文
章
の
割
合
が
高
い
。
1
8

3
0
年
代
か
ら
イ
ギ
リ
ス
で
刊
行
が
は
じ
ま

る
マ
レ
ー
社
の
旅
行
案
内
書
も
同
様
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
旅
行
案
内
書
は
、
教
養
旅
行
と
し

て
の
グ
ラ
ン
ド
ツ
ア
ー
の
影
響
を
強
く
受
け

て
お
り
、
内
容
は
と
て
も
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
で
、

読
み
こ
な
す
に
は
か
な
り
の
知
識
と
教
養
が

求
め
ら
れ
る
。

　
一
方
で
、
伝
統
的
に
日
本
の
旅
行
案
内
書

は
挿
絵
が
多
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
近
世

の
江
戸
や
京
都
、
大
坂
で
の
識
字
率
が
高
か

っ
た
こ
と
、
つ
ま
り
庶
民
も
文
字
を
読
め
る

場
合
が
多
か
っ
た
こ
と
と
も
関
係
が
あ
る
と

思
わ
れ
る
。
よ
り
多
く
の
人
が
楽
し
め
る
よ

う
に
、
平
易
な
文
章
と
挿
絵
が
多
用
さ
れ
た

と
考
え
ら
れ
る
。

参
加
者
…
今
後
の
観
光
立
国
を
盛
り
上
げ
て

い
く
に
は
、
今
日
の
お
話
に
あ
が
っ
た
よ
う

な
戦
前
の
資
料
を
も
っ
と
活
用
し
て
い
く
仕

掛
け
を
検
討
し
て
も
い
い
の
で
は
な
い
か
。

承
さ
れ
た
形
式
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
ス
タ
イ

ル
は
日
本
独
特
の
鉄
道
旅
行
案
内
書
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
。

●
鉄
道
な
ど
の
時
刻
表
が
単
行
本
と
し
て
出
版

さ
れ
る
の
は
、
明
治
27（
1
8
9
4
）年
か
ら
で

あ
る
。
戦
前
期
の
時
刻
表
に
は
、
表
題
に
「
旅

行
案
内
」
と
記
さ
れ
た
も
の
も
あ
り
、
時
刻
表

の
こ
と
を「
旅
行
案
内
」と
呼
ぶ
場
合
も
あ
っ
た
。

●
昭
和
4（
1
9
2
9
）年
か
ら
は
、
鉄
道
省
に

よ
っ
て
『
日
本
案
内
記
』
全
8
巻
が
出
版
さ
れ
た
。
同
書
は
日
本
を
各
地

方
別
に
案
内
す
る
も
の
で
、
そ
の
質
・
量
と
も
に
近
代
に
お
け
る
〝
旅
行

案
内
書
の
総
決
算
〞
で
あ
っ
た
と
評
価
で
き
る
。
そ
の
ほ
か
鉄
道
省
か
ら

は
、
特
定
の
テ
ー
マ
に
よ
る
鉄
道
旅
行
案
内
書
『
温
泉
案
内
』『
神
ま
う

で
』『
お
寺
ま
ゐ
り
』『
郷
土
旅
行
叢
書
』
な
ど
が
出
版
さ
れ
た
。

●
満
洲
や
朝
鮮
、
台
湾
と
い
っ
た
外
地
と
植
民
地
の
鉄
道
旅
行
案
内
書
も
、

日
本
語
で
数
多
く
出
版
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
日
本
郵
船
や
大
阪
商
船
と
い

っ
た
船
舶
会
社
か
ら
も
世
界
各
地
へ
の
航
路
案
内
や
世
界
一
周
旅
行
の
案

内
書
な
ど
が
出
版
さ
れ
た
。

●
明
治
45（
1
9
1
2
）年
に
ジ
ャ
パ
ン
・
ツ
ー
リ
ス
ト
・
ビ
ュ
ー
ロ
ー
が

設
立
さ
れ
、
翌
年
に
は
雑
誌
『
ツ
ー
リ
ス
ト
』
が
創
刊
さ
れ
た
。
ま
た
大

正
9（
1
9
2
0
）年
か
ら
約
20
年
間
に
わ
た
り
『
旅
程
と
費
用
概
算
』
が

出
版
さ
れ
る
が
、
こ
れ
は
旅
行
目
的
地
へ
の
交
通
手
段
と
そ
の
費
用
や
移

動
時
間
に
加
え
、
旅
程
案
が
付
い
て
お
り
、
旅
行
斡
旋
を
担
う
機
関
と
し

て
の
特
徴
が
よ
く
表
れ
て
い
る
。『
旅
程
と
費
用
概
算
』
は
、
当
初
は

1
0
0
ペ
ー
ジ
ほ
ど
の
小
型
本
で
あ
っ
た
が
、
昭
和
10
年
代
に
は

1
0
0
0
ペ
ー
ジ
ほ
ど
の
分
厚
い
本
と
な
る
。
そ
こ
で
地
域
別
に
分
割
さ

れ
た
『
ツ
ー
リ
ス
ト
案
内
叢
書
』
が
お
よ
そ
全
20
巻
出
版
さ
れ
た
。
こ
の

『
ツ
ー
リ
ス
ト
案
内
叢
書
』
は
、
戦
後
の
『
旅
行
叢
書
』
シ
リ
ー
ズ
を
経
て
、

『
交
通
公
社
の
ポ
ケ
ッ

ト
・
ガ
イ
ド
』
シ
リ
ー

ズ
や
『
J
T
B
の
ポ
ケ

ッ
ト
・
ガ
イ
ド
』
シ
リ

ー
ズ
へ
と
継
承
さ
れ
た
。

　
2
0
1
7
年
3
月
2
日（
木
）、
第
８
回

「
た
び
と
し
ょ
C
a
f
e
」を
開
催
し
ま
し
た
。

ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
に
関
西
学
院
大
学
文
学

部
教
授
の
荒
山
正
彦
氏
を
お
迎
え
し
、「
近

代
日
本
に
お
け
る
旅
行
案
内
書
の
歩
み
」
と

い
う
テ
ー
マ
で
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
大
学
や
研
究
機
関
の
研
究
者
を

は
じ
め
、
出
版
・
マ
ス
コ
ミ
、
運
輸
業
、
旅

行
業
に
携
わ
る
計
27
名
の
方
に
ご
参
加
い
た

だ
き
ま
し
た
。
旅
の
図
書
館
の
書
架
に
面
し

た
会
場
で
は
、
明
治
か
ら
昭
和
に
か
け
て
出

　
日
本
で
は
近
世
に
お
い
て
す
で
に
さ
ま
ざ

ま
な
旅
行
案
内
書
が
出
版
さ
れ
て
お
り
、
明

治
期
の
近
代
を
迎
え
、
旅
行
ス
タ
イ
ル
の
変

●
徒
歩
で
の
旅
行
が
メ
イ
ン
で
あ
っ
た
江
戸
時
代
は
、
街
道
図
や
街
道
沿

い
の
名
所
、
名
物
、
宿
場
、
距
離
な
ど
を
記
し
た
「
道
中
記
」
と
、
各
地

の
名
所
を
挿
絵
と
文
章
で
あ
ら
わ
し
た
「
名
所
図
会
」
と
が
、
旅
行
案
内

書
の
役
割
を
担
っ
て
い
た
。
明
治
初
期
か
ら
鉄
道
の
敷
設
が
は
じ
ま
り
、

次
第
に
全
国
各
地
に
広
が
る
と
、
旅
行
の
方
法
は
徒
歩
か
ら
鉄
道
へ
と
移

り
変
わ
り
、「
道
中
記
」
に
描
か
れ
る
街
道
に
は
鉄
道
が
、
宿
場
に
は
鉄
道

駅
が
加
わ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
し
て
「
道
中
記
」
の
ス
タ
イ
ル
を
引
き

継
ぐ
形
で
「
鉄
道
旅
行
案
内
書
」
が
出
版
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

●
初
期
の
鉄
道
旅
行
案
内
書
は
山
陽
鉄
道
な
ど
の
私
鉄
か
ら
出
版
さ
れ
て

お
り
、
官
営
鉄
道
に
よ
る
鉄
道
旅
行
案
内
書
は
明
治
30
年
代
後
半
に
登
場

す
る
。
鉄
道
省
に
よ
っ
て
大
正
10（
1
9
2
1
）年
に
初
版
が
出
版
さ
れ
た

『
鉄
道
旅
行
案
内
』
は
、
横
帳
形
式
で
数
ペ
ー
ジ
お
き
に
鉄
道
沿
線
の
鳥

瞰
図
が
挿
入
さ
れ
て
お
り
、
道
中
記
や
名
所
図
会
の
特
徴
が
最
も
よ
く
継

活 動 報 告

「たびとしょCafe」
を

開催

荒
山
正
彦（
あ
ら
や
ま
・
ま
さ
ひ
こ
）

専
門
は
人
文
地
理
学
、近
代
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
文
化
史
。

大
阪
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
を
経
て
、現
在
は
関
西
学
院
大
学
文
学
部
教
授
。

近
代
期
の
旅
行
案
内
書
55
点
を
復
刻
出
版
し
た
企
画『
シ
リ
ー
ズ
明
治・大
正
の
旅
行 

旅
行
案
内
書
集
成 

全
26
巻
』

（
ゆ
ま
に
書
房
、2
0
1
3
〜
2
0
1
5
年
）の
監
修
と
解
説
執
筆
を
行
っ
た
。

【
第
１
部
】

ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
に
よ
る

話
題
提
供

【
第
2
部
】

ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
と
の

意
見
交
換

8 回第

第
1
部
の
お
話
の
ポ
イ
ン
ト

版
さ
れ
た
旅
行
案
内
書
（
旅
の
図
書
館
所

蔵
）
も
あ
わ
せ
て
展
示
し
、
参
加
者
の
皆

さ
ま
に
ご
覧
い
た
だ
き
ま
し
た
。

化
（
徒
歩
か
ら
鉄
道
へ
）
や
印
刷
技
術
の
変

化
（
木
版
か
ら
銅
版
、
石
版
、
活
版
へ
）
な

ど
に
よ
り
、
旅
行
案
内
書
そ
の
も
の
に
も
さ

ま
ざ
ま
な
様
相
が
み
ら
れ
ま
し
た
。

　
今
回
は
明
治
か
ら
戦
前
に
か
け
て
の
約
70

年
間
に
出
版
さ
れ
た
旅
行
案
内
書
に
焦
点
を

当
て
、
時
代
ご
と
に
特
徴
的
な
旅
行
案
内
書

を
例
に
挙
げ
な
が
ら
、
日
本
独
自
の
旅
行
案

内
書
の
ス
タ
イ
ル
の
形
成
過
程
を
解
説
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

お
わ
り
に

　
ご
参
加
い
た
だ
い
た
皆
様
か
ら
は
、「
観

光
以
外
の
分
野
か
ら
こ
う
い
っ
た
研
究
が
さ

れ
て
い
る
こ
と
は
知
ら
な
か
っ
た
」「
日
本

人
が
ど
の
よ
う
に
旅
行
先
の
情
報
を
得
て
い

た
か
と
い
う
歴
史
が
わ
か
っ
て
大
変
有
益
だ

っ
た
」「
観
光
史
研
究
は
こ
れ
か
ら
の
研
究

テ
ー
マ
で
あ
る
と
思
う
の
で
注
目
し
た
い
」

と
い
っ
た
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
各
時
代
の
旅
行
案
内
書
か
ら
は
、
日
本
人

の
旅
行
ス
タ
イ
ル
の
変
遷
は
も
ち
ろ
ん
、
旅

行
需
要
拡
大
に
向
け
た
国
の
取
り
組
み
、
ビ

ジ
ュ
ア
ル
が
多
い
日
本
独
特
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
の
形
成
過
程
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
が

見
え
て
き
ま
す
。
古
書
を
見
直
す
こ
と
で
改

め
て
発
見
で
き
る
こ
と
も
多
く
、
今
後
の
地

域
な
い
し
国
の
観
光
政
策
を
考
え
て
い
く
上

で
も
多
く
の
ヒ
ン
ト
が
得
ら
れ
る
の
で
は
な

い
か
と
感
じ
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
歴
史
研

究
か
ら
得
た
ヒ
ン
ト
を
ど
の
よ
う
に
今
後
に

活
か
す
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
な
お
研

究
の
余
地
が
あ
る
よ
う
で
す
。

　
当
館
で
は
、
今
年
度
か
ら
所
蔵
古
書
の
概

要
把
握
と
保
存
・
活
用
に
関
す
る
研
究
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。
観
光
の
研
究
や
実
務
に

古
書
を
活
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
書
誌

情
報
の
整
理
な
ど
か
ら
着
手
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

（
観
光
文
化
情
報
セ
ン
タ
ー

旅
の
図
書
館
長
　
企
画
室
長
　
福
永
香
織
）

復
刻
版
や
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
も
充
実
し

て
き
て
お
り
、
利
用
環
境
が
改
善
し
て
い
る

の
も
事
実
で
あ
る
。

『旅程と費用概算』
ジャパン・ツーリスト・
ビューロー、
昭和5（1930）年
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鐵道省、大正13（1924）年
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ま
た
大
学
で
観
光
を
学
ぶ
学
生
な
ど
に
も
教

育
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

荒
山
氏
…
お
っ
し
ゃ
る
通
り
だ
と
思
う
。
現

時
点
で
は
、
観
光
に
関
す
る
印
刷
出
版
物
が
、

歴
史
的
に
ど
れ
ぐ
ら
い
あ
っ
た
の
か
を
知
る

手
が
か
り
も
あ
ま
り
な
く
、
も
ち
ろ
ん
リ
ス

ト
な
ど
も
な
い
。
間
違
い
な
く
そ
の
仕
掛
け

が
必
要
だ
と
思
う
。
ま
た
学
生
に
は
、
少
な

く
と
も
自
分
の
大
学
で
は
旅
行
案
内
書
の
歴

史
を
教
え
て
い
る
が
、
実
際
の
旅
行
案
内
書

を
閲
覧
し
た
り
、
卒
業
論
文
で
利
用
す
る
た

め
に
は
、
所
蔵
側
が
資
料
の
整
理
・
公
開
を

す
す
め
る
必
要
が
あ
る
。
た
だ
最
近
で
は
、

参
加
者
…
仕
事
で
の
旅
行
と
娯
楽
で
の
旅
行

の
比
率
は
ど
れ
ぐ
ら
い
だ
っ
た
の
か
。
ま
た

満
洲
な
ど
へ
は
ど
れ
ぐ
ら
い
の
日
本
人
が
旅

行
し
て
い
た
の
か
。

荒
山
氏
…
仕
事
で
の
旅
行
と
娯
楽
で
の
旅
行

の
比
率
は
、
統
計
も
残
さ
れ
て
お
ら
ず
正
確

に
は
わ
か
ら
な
い
が
、
旅
行
案
内
書
や
ポ
ス

タ
ー
、
絵
は
が
き
な
ど
が
豊
富
に
印
刷
出
版

さ
れ
て
い
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
娯
楽
を
目

的
と
す
る
旅
行
も
そ
れ
な
り
に
多
く
行
わ
れ

て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
満
洲
な
ど
へ
の

旅
行
者
の
実
数
も
わ
か
ら
な
い
が
、
例
え
ば
、

昭
和
10（
1
9
3
5
）年
頃
の
ジ
ャ
パ
ン
・
ツ

ー
リ
ス
ト
・
ビ
ュ
ー
ロ
ー
の
資
料
を
見
る
と
、

1
カ
月
に
10
か
ら
20
ぐ
ら
い
の
学
校
が
、
修

学
旅
行
で
満
洲
を
訪
れ
て
い
る
。
満
洲
は
、

朝
鮮
や
台
湾
と
と
も
に
国
内
旅
行
の
延
長
線

上
に
あ
る
目
的
地
で
も
あ
っ
た
。

参
加
者
…
当
時
の
旅
行
案
内
書
は
ど
の
く
ら

い
印
刷
さ
れ
、
ど
う
い
っ
た
方
が
購
入
し
て
、

ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
た
の
か
。

荒
山
氏
…
印
刷
部
数
に
つ
い
て
は
、
旅
行
案

内
書
の
奥
付
や
社
史
に
書
い
て
あ
る
も
の
以

外
は
わ
か
ら
な
い
が
、
た
と
え
ば
値
段
に
つ

い
て
は
、
あ
る
年
代
の
『
旅
程
と
費
用
概

算
』
に
は
、
奥
付
に
定
価
1
円
20
銭
な
い
し

は
1
円
40
銭
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
現

在
の
価
格
で
2
5
0
0
円
か
ら
3
0
0
0
円

ほ
ど
で
あ
る
。
旅
行
案
内
書
と
し
て
は
高
い

と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
当
時
の
書

籍
の
価
格
と
し
て
は
標
準
的
で
あ
り
、
情
報

量
を
考
え
る
と
妥
当
で
あ
ろ
う
。
利
用
者
層

や
利
用
方
法
に
つ
い
て
は
、
想
像
は
で
き
て

も
根
拠
が
少
な
い
の
で
研
究
の
対
象
に
は
な

り
に
く
い
と
考
え
て
い
る
。

参
加
者
…
日
本
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
は
ビ
ジ
ュ

ア
ル
が
多
く
、
海
外
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
は
文

章
が
多
い
と
い
う
特
徴
が
あ
る
と
思
う
が
、

そ
う
い
っ
た
違
い
は
近
代
で
す
で
に
表
れ
て

い
た
の
か
。

荒
山
氏
…
旅
行
案
内
書
が
成
立
し
た
時
代
背

景
に
影
響
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
た

と
え
ば
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
最
も
古
い
旅
行
案
内

書
の
ひ
と
つ
は
、
1
8
2
0
年
代
に
ド
イ
ツ

で
出
版
さ
れ
た
ベ
デ
カ
ー
社
に
よ
る
も
の
で

あ
る
。
ベ
デ
カ
ー
社
の
旅
行
案
内
書
は
ド
イ

ツ
語
を
は
じ
め
、
英
語
、
フ
ラ
ン
ス
語
な
ど

で
出
版
さ
れ
て
い
る
が
、
文
字
は
小
さ
く
、

ま
た
そ
の
内
容
は
と
て
も
難
し
く
、
地
図
や

挿
絵
に
比
べ
て
文
章
の
割
合
が
高
い
。
1
8

3
0
年
代
か
ら
イ
ギ
リ
ス
で
刊
行
が
は
じ
ま

る
マ
レ
ー
社
の
旅
行
案
内
書
も
同
様
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
旅
行
案
内
書
は
、
教
養
旅
行
と
し

て
の
グ
ラ
ン
ド
ツ
ア
ー
の
影
響
を
強
く
受
け

て
お
り
、
内
容
は
と
て
も
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
で
、

読
み
こ
な
す
に
は
か
な
り
の
知
識
と
教
養
が

求
め
ら
れ
る
。

　
一
方
で
、
伝
統
的
に
日
本
の
旅
行
案
内
書

は
挿
絵
が
多
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
近
世

の
江
戸
や
京
都
、
大
坂
で
の
識
字
率
が
高
か

っ
た
こ
と
、
つ
ま
り
庶
民
も
文
字
を
読
め
る

場
合
が
多
か
っ
た
こ
と
と
も
関
係
が
あ
る
と

思
わ
れ
る
。
よ
り
多
く
の
人
が
楽
し
め
る
よ

う
に
、
平
易
な
文
章
と
挿
絵
が
多
用
さ
れ
た

と
考
え
ら
れ
る
。

参
加
者
…
今
後
の
観
光
立
国
を
盛
り
上
げ
て

い
く
に
は
、
今
日
の
お
話
に
あ
が
っ
た
よ
う

な
戦
前
の
資
料
を
も
っ
と
活
用
し
て
い
く
仕

掛
け
を
検
討
し
て
も
い
い
の
で
は
な
い
か
。

承
さ
れ
た
形
式
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
ス
タ
イ

ル
は
日
本
独
特
の
鉄
道
旅
行
案
内
書
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
。

●
鉄
道
な
ど
の
時
刻
表
が
単
行
本
と
し
て
出
版

さ
れ
る
の
は
、
明
治
27（
1
8
9
4
）年
か
ら
で

あ
る
。
戦
前
期
の
時
刻
表
に
は
、
表
題
に
「
旅

行
案
内
」
と
記
さ
れ
た
も
の
も
あ
り
、
時
刻
表

の
こ
と
を「
旅
行
案
内
」と
呼
ぶ
場
合
も
あ
っ
た
。

●
昭
和
4（
1
9
2
9
）年
か
ら
は
、
鉄
道
省
に

よ
っ
て
『
日
本
案
内
記
』
全
8
巻
が
出
版
さ
れ
た
。
同
書
は
日
本
を
各
地

方
別
に
案
内
す
る
も
の
で
、
そ
の
質
・
量
と
も
に
近
代
に
お
け
る
〝
旅
行

案
内
書
の
総
決
算
〞
で
あ
っ
た
と
評
価
で
き
る
。
そ
の
ほ
か
鉄
道
省
か
ら

は
、
特
定
の
テ
ー
マ
に
よ
る
鉄
道
旅
行
案
内
書
『
温
泉
案
内
』『
神
ま
う

で
』『
お
寺
ま
ゐ
り
』『
郷
土
旅
行
叢
書
』
な
ど
が
出
版
さ
れ
た
。

●
満
洲
や
朝
鮮
、
台
湾
と
い
っ
た
外
地
と
植
民
地
の
鉄
道
旅
行
案
内
書
も
、

日
本
語
で
数
多
く
出
版
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
日
本
郵
船
や
大
阪
商
船
と
い

っ
た
船
舶
会
社
か
ら
も
世
界
各
地
へ
の
航
路
案
内
や
世
界
一
周
旅
行
の
案

内
書
な
ど
が
出
版
さ
れ
た
。

●
明
治
45（
1
9
1
2
）年
に
ジ
ャ
パ
ン
・
ツ
ー
リ
ス
ト
・
ビ
ュ
ー
ロ
ー
が

設
立
さ
れ
、
翌
年
に
は
雑
誌
『
ツ
ー
リ
ス
ト
』
が
創
刊
さ
れ
た
。
ま
た
大

正
9（
1
9
2
0
）年
か
ら
約
20
年
間
に
わ
た
り
『
旅
程
と
費
用
概
算
』
が

出
版
さ
れ
る
が
、
こ
れ
は
旅
行
目
的
地
へ
の
交
通
手
段
と
そ
の
費
用
や
移

動
時
間
に
加
え
、
旅
程
案
が
付
い
て
お
り
、
旅
行
斡
旋
を
担
う
機
関
と
し

て
の
特
徴
が
よ
く
表
れ
て
い
る
。『
旅
程
と
費
用
概
算
』
は
、
当
初
は

1
0
0
ペ
ー
ジ
ほ
ど
の
小
型
本
で
あ
っ
た
が
、
昭
和
10
年
代
に
は

1
0
0
0
ペ
ー
ジ
ほ
ど
の
分
厚
い
本
と
な
る
。
そ
こ
で
地
域
別
に
分
割
さ

れ
た
『
ツ
ー
リ
ス
ト
案
内
叢
書
』
が
お
よ
そ
全
20
巻
出
版
さ
れ
た
。
こ
の

『
ツ
ー
リ
ス
ト
案
内
叢
書
』
は
、
戦
後
の
『
旅
行
叢
書
』
シ
リ
ー
ズ
を
経
て
、

『
交
通
公
社
の
ポ
ケ
ッ

ト
・
ガ
イ
ド
』
シ
リ
ー

ズ
や
『
J
T
B
の
ポ
ケ

ッ
ト
・
ガ
イ
ド
』
シ
リ

ー
ズ
へ
と
継
承
さ
れ
た
。

　
2
0
1
7
年
3
月
2
日（
木
）、
第
８
回

「
た
び
と
し
ょ
C
a
f
e
」を
開
催
し
ま
し
た
。

ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
に
関
西
学
院
大
学
文
学

部
教
授
の
荒
山
正
彦
氏
を
お
迎
え
し
、「
近

代
日
本
に
お
け
る
旅
行
案
内
書
の
歩
み
」
と

い
う
テ
ー
マ
で
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
大
学
や
研
究
機
関
の
研
究
者
を

は
じ
め
、
出
版
・
マ
ス
コ
ミ
、
運
輸
業
、
旅

行
業
に
携
わ
る
計
27
名
の
方
に
ご
参
加
い
た

だ
き
ま
し
た
。
旅
の
図
書
館
の
書
架
に
面
し

た
会
場
で
は
、
明
治
か
ら
昭
和
に
か
け
て
出

　
日
本
で
は
近
世
に
お
い
て
す
で
に
さ
ま
ざ

ま
な
旅
行
案
内
書
が
出
版
さ
れ
て
お
り
、
明

治
期
の
近
代
を
迎
え
、
旅
行
ス
タ
イ
ル
の
変

●
徒
歩
で
の
旅
行
が
メ
イ
ン
で
あ
っ
た
江
戸
時
代
は
、
街
道
図
や
街
道
沿

い
の
名
所
、
名
物
、
宿
場
、
距
離
な
ど
を
記
し
た
「
道
中
記
」
と
、
各
地

の
名
所
を
挿
絵
と
文
章
で
あ
ら
わ
し
た
「
名
所
図
会
」
と
が
、
旅
行
案
内

書
の
役
割
を
担
っ
て
い
た
。
明
治
初
期
か
ら
鉄
道
の
敷
設
が
は
じ
ま
り
、

次
第
に
全
国
各
地
に
広
が
る
と
、
旅
行
の
方
法
は
徒
歩
か
ら
鉄
道
へ
と
移

り
変
わ
り
、「
道
中
記
」
に
描
か
れ
る
街
道
に
は
鉄
道
が
、
宿
場
に
は
鉄
道

駅
が
加
わ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
し
て
「
道
中
記
」
の
ス
タ
イ
ル
を
引
き

継
ぐ
形
で
「
鉄
道
旅
行
案
内
書
」
が
出
版
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

●
初
期
の
鉄
道
旅
行
案
内
書
は
山
陽
鉄
道
な
ど
の
私
鉄
か
ら
出
版
さ
れ
て

お
り
、
官
営
鉄
道
に
よ
る
鉄
道
旅
行
案
内
書
は
明
治
30
年
代
後
半
に
登
場

す
る
。
鉄
道
省
に
よ
っ
て
大
正
10（
1
9
2
1
）年
に
初
版
が
出
版
さ
れ
た

『
鉄
道
旅
行
案
内
』
は
、
横
帳
形
式
で
数
ペ
ー
ジ
お
き
に
鉄
道
沿
線
の
鳥

瞰
図
が
挿
入
さ
れ
て
お
り
、
道
中
記
や
名
所
図
会
の
特
徴
が
最
も
よ
く
継

活 動 報 告

「たびとしょCafe」
を

開催

荒
山
正
彦（
あ
ら
や
ま
・
ま
さ
ひ
こ
）

専
門
は
人
文
地
理
学
、近
代
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
文
化
史
。

大
阪
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
を
経
て
、現
在
は
関
西
学
院
大
学
文
学
部
教
授
。

近
代
期
の
旅
行
案
内
書
55
点
を
復
刻
出
版
し
た
企
画『
シ
リ
ー
ズ
明
治・大
正
の
旅
行 

旅
行
案
内
書
集
成 

全
26
巻
』

（
ゆ
ま
に
書
房
、2
0
1
3
〜
2
0
1
5
年
）の
監
修
と
解
説
執
筆
を
行
っ
た
。

【
第
１
部
】

ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
に
よ
る

話
題
提
供

【
第
2
部
】

ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
と
の

意
見
交
換

8 回第

第
1
部
の
お
話
の
ポ
イ
ン
ト

版
さ
れ
た
旅
行
案
内
書
（
旅
の
図
書
館
所

蔵
）
も
あ
わ
せ
て
展
示
し
、
参
加
者
の
皆

さ
ま
に
ご
覧
い
た
だ
き
ま
し
た
。

化
（
徒
歩
か
ら
鉄
道
へ
）
や
印
刷
技
術
の
変

化
（
木
版
か
ら
銅
版
、
石
版
、
活
版
へ
）
な

ど
に
よ
り
、
旅
行
案
内
書
そ
の
も
の
に
も
さ

ま
ざ
ま
な
様
相
が
み
ら
れ
ま
し
た
。

　
今
回
は
明
治
か
ら
戦
前
に
か
け
て
の
約
70

年
間
に
出
版
さ
れ
た
旅
行
案
内
書
に
焦
点
を

当
て
、
時
代
ご
と
に
特
徴
的
な
旅
行
案
内
書

を
例
に
挙
げ
な
が
ら
、
日
本
独
自
の
旅
行
案

内
書
の
ス
タ
イ
ル
の
形
成
過
程
を
解
説
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

お
わ
り
に

　
ご
参
加
い
た
だ
い
た
皆
様
か
ら
は
、「
観

光
以
外
の
分
野
か
ら
こ
う
い
っ
た
研
究
が
さ

れ
て
い
る
こ
と
は
知
ら
な
か
っ
た
」「
日
本

人
が
ど
の
よ
う
に
旅
行
先
の
情
報
を
得
て
い

た
か
と
い
う
歴
史
が
わ
か
っ
て
大
変
有
益
だ

っ
た
」「
観
光
史
研
究
は
こ
れ
か
ら
の
研
究

テ
ー
マ
で
あ
る
と
思
う
の
で
注
目
し
た
い
」

と
い
っ
た
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
各
時
代
の
旅
行
案
内
書
か
ら
は
、
日
本
人

の
旅
行
ス
タ
イ
ル
の
変
遷
は
も
ち
ろ
ん
、
旅

行
需
要
拡
大
に
向
け
た
国
の
取
り
組
み
、
ビ

ジ
ュ
ア
ル
が
多
い
日
本
独
特
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
の
形
成
過
程
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
が

見
え
て
き
ま
す
。
古
書
を
見
直
す
こ
と
で
改

め
て
発
見
で
き
る
こ
と
も
多
く
、
今
後
の
地

域
な
い
し
国
の
観
光
政
策
を
考
え
て
い
く
上

で
も
多
く
の
ヒ
ン
ト
が
得
ら
れ
る
の
で
は
な

い
か
と
感
じ
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
歴
史
研

究
か
ら
得
た
ヒ
ン
ト
を
ど
の
よ
う
に
今
後
に

活
か
す
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
な
お
研

究
の
余
地
が
あ
る
よ
う
で
す
。

　
当
館
で
は
、
今
年
度
か
ら
所
蔵
古
書
の
概

要
把
握
と
保
存
・
活
用
に
関
す
る
研
究
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。
観
光
の
研
究
や
実
務
に

古
書
を
活
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
書
誌

情
報
の
整
理
な
ど
か
ら
着
手
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

（
観
光
文
化
情
報
セ
ン
タ
ー

旅
の
図
書
館
長
　
企
画
室
長
　
福
永
香
織
）

復
刻
版
や
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
も
充
実
し

て
き
て
お
り
、
利
用
環
境
が
改
善
し
て
い
る

の
も
事
実
で
あ
る
。

『旅程と費用概算』
ジャパン・ツーリスト・
ビューロー、
昭和5（1930）年
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「
農
村
再
生
論
」の
イ
メ
ー
ジ
と
ほ
ぼ
重
な
る
。

　
こ
う
し
た
近
接
性
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
共

同
研
究
な
ど
に
繋
が
ら
な
か
っ
た
の
は
、
繰

り
返
し
に
な
る
が
、
ひ
た
す
ら
筆
者
の
勉
強

不
足
が
要
因
で
あ
る
。
し
か
し
、
あ
え
て
言

い
訳
を
す
れ
ば
、
私
達
は
「
観
光
」
で
は
な

く
「
都
市
農
村
交
流
」
を
議
論
し
て
い
た
。

こ
の
時
に
は
、「
観
光
」
を
マ
ス
ツ
ー
リ
ズ

ム
と
と
ら
え
、
一
部
の
ニ
ュ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム

を
「
交
流
」
と
し
、
む
し
ろ
対
立
的
な
概
念

と
意
識
し
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
拙
稿
の

下
記
の
文
章
に
も
反
映
し
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
背
景
と
し
て
、

交
流
産
業
は
、
一
般
的
な
観
光
業
と

は
異
な
る
レ
ベ
ル
で
、
多
く
の
リ
ピ

ー
タ
ー
を
獲
得
し
て
い
る
。
日
本
に

お
け
る
「
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

メ
ッ
カ
」
と
言
わ
れ
る
大
分
県
旧
安

心
院
町
（
宇
佐
市
）
の
「
農
泊
」（
農

家
で
の
民
泊
）
が
、
高
い
リ
ピ
ー
タ

ー
率
を
誇
る
の
は
こ
う
し
た
要
因
に

よ
る
。
そ
こ
で
の
「
い
き
つ
け
の
農

家
を
作
ろ
う
」
と
い
う
呼
び
か
け
は
、

航
空
会
社
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
も
採

用
さ
れ
て
い
る
。
／
こ
の
よ
う
な

「
い
き
つ
け
」
を
持
つ
人
々
（
＝
リ

ピ
ー
タ
ー
）
を
増
や
す
こ
と
は
、
人

口
減
少
下
で
産
業
規
模
の
縮
小
が
進

む
わ
が
国
の
産
業
の
基
本
的
戦
略
で

あ
る
。
そ
の
点
で
、
実
は
交
流
産
業

は
、
今
後
産
業
と
し
て
成
立
す
る
可

能
性
が
小
さ
く
な
い
こ
と
が
予
想
さ

れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
観
光
業
と
は

異
な
る
、「
交
流
産
業
」
と
い
う
産
業

区
分
も
新
設
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ

ろ
う
。（
小
田
切
徳
美『
農
山
村
再
生
』

岩
波
書
店
、2
0
0
9
年
）

「
農
村
再
生
に
資
す
る
の
は
観
光
で
は
な
い
」

と
い
う
意
識
が
ど
こ
か
に
あ
っ
た
こ
と
は
間

違
い
な
い
。
そ
れ
は
な
に
よ
り
も
、
リ
ゾ
ー

ト
開
発
の
影
響
を
意
識
し
て
い
た
。
1
9
8

0
年
代
後
半
の
リ
ゾ
ー
ト
ブ
ー
ム
は
、
バ
ブ

ル
経
済
の
崩
壊
と
と
も
に
開
発
予
定
地
が
未

利
用
地
と
し
て
荒
廃
化
し
、
そ
れ
が
い
ま
で

も
国
土
の
大
き
な
爪
痕
と
し
て
残
さ
れ
て
い

る
こ
と
は
周
知
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、

そ
れ
だ
け
で
な
い
。
以
前
の
工
場
誘
致
に
代

わ
り
、
そ
れ
以
上
に
農
村
の
奥
深
く
に
入
り

込
ん
で
き
た
「
外
来
的
発
展
」
が
、
地
域
に

幻
想
を
振
り
ま
く
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

「
い
つ
か
、
ど
こ
か
ら
か
開
発
が
降
っ
て
来

て
、
こ
の
山
も
田
畑
も
高
く
売
れ
る
」
と
い

う
た
ぐ
い
の
話
を
聞
い
た
と
き
、
農
村
再
生

へ
の
道
が
遠
ざ
か
る
の
を
リ
ア
ル
に
感
じ
て

い
た
。

　
そ
の
た
め
、
リ
ゾ
ー
ト
ブ
ー
ム
の
終
焉
以

降
は
、
観
光
（
マ
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム
）
で
も
な

く
、
リ
ゾ
ー
ト
で
も
な
い
道
と
し
て
、
地
域

の
実
践
が
た
ど
り
着
い
た
の
が
、「
交
流
」

で
あ
り
、
私
達
、
農
村
研
究
者
は
そ
の
意
味

と
意
義
を
理
論
化
す
る
こ
と
を
強
く
意
識
し

た
。
そ
う
だ
か
ら
こ
そ
、
観
光
研
究
に
対
し

て
は
、「
リ
ゾ
ー
ト
開
発
の
総
括
は
ど
う
な

っ
た
の
か
」
「
農
村
の
人
々
の
心
の
荒
廃
を

知
っ
て
い
る
の
か
」
と
心
の
ど
こ
か
で
反
発

し
、
あ
え
て
そ
れ
を
遠
ざ
け
る
よ
う
な
意
識

が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

観
光
学
と

農
村
再
生
論
の
連
携
へ

　
こ
の
よ
う
な
筆
者
の
誤
解
を
解
い
て
い
た

だ
い
た
の
は
、
他
な
ら
財
団
法
人
日
本
交
通

公
社
の
梅
川
智
也
氏
で
あ
っ
た
。
氏
と
は
、

国
や
関
連
団
体
の
い
く
つ
か
の
審
議
会
や
研

究
会
で
同
席
す
る
機
会
が
あ
っ
た
が
、
そ
の

時
に
は
、
現
在
の
観
光
概
念
が
、
交
流
を
含

め
た
よ
り
多
様
な
も
の
と
な
っ
て
お
り
、
し

か
も
本
来
的
に
観
光
研
究
は
、「
観
光
ま
ち

づ
く
り
論
」
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
地
域
の
内

発
的
発
展
を
論
じ
て
き
た
こ
と
を
丁
寧
に
ご

教
授
頂
い
た
。

　
梅
川
氏
の
導
き
の
糸
が
な
け
れ
ば
、
ま
こ

と
に
恥
ず
か
し
な
が
ら
、
そ
う
し
た
こ
と
を

早
く
か
ら
指
摘
さ
れ
て
い
た
鈴
木
忠
義
先
生

の
研
究
や
そ
の
洞
察
の
深
さ
に
触
れ
る
こ
と

は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
西
村
幸
夫

先
生
が
、
都
市
計
画
の
分
野
か
ら
観
光
ま
ち

づ
く
り
論
を
提
唱
す
る
に
至
る
プ
ロ
セ
ス
に

深
く
感
銘
す
る
機
会
も
得
な
か
っ
た
で
あ
ろ

う（
本
誌
2
3
0
号
の
同
氏
に
よ
る「
歴
史
を

活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
と
観
光
」を
参
照
）。

さ
ら
に
、ご
く
最
近
で
は
、「
内
発
的
観
光
」と

い
う
概
念
に
触
れ
（
安
福
恵
美
子
編
著『「
観

光
ま
ち
づ
く
り
論
」再
考
』）、議
論
の
重
な
り

を
完
全
に
確
信
す
る
に
至
っ
て
い
る（
筆
者

等
は『
農
村
内
発
的
発
展
論
』（
仮
題
）と
い
う

研
究
書
の
出
版
を
準
備
中
で
あ
る
）。

　
そ
の
結
果
、
い
ま
で
は
農
村
再
生
論
は
観

光
学
の
な
か
で
貢
献
し
、
ま
た
逆
に
農
村
再

生
論
の
一
部
に
観
光
学
が
位
置
づ
く
と
考
え

て
い
る
。
筆
者
は
そ
う
思
う
だ
け
で
実
践
す

る
力
は
す
で
に
衰
え
て
い
る
も
の
の
、
幸
い

な
こ
と
に
、
農
村
再
生
論
で
は
、
若
手
・
中

堅
の
研
究
者
が
活
躍
し
始
め
て
い
る
。
観
光

学
の
同
じ
世
代
と
の
交
流
が
特
に
期
待
さ
れ

る
。
そ
こ
で
、
そ
の
橋
渡
し
を
お
約
束
す
る

こ
と
で
、
本
欄
「
私
の
研
究
と
観
光
」
の
責

を
果
た
し
た
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

（
お
だ
ぎ
り
・
と
く
み
）

農
業
経
済
学
か
ら

農
村
再
生
論
へ

　
メ
デ
ィ
ア
か
ら
取
材
を
受
け
た
と
き
、
最

後
に
必
ず
尋
ね
ら
れ
る
の
が
、「
専
門
分
野

と
年
齢
」
で
あ
る
。
そ
の
際
、
年
齢
は
と
も

か
く
、
専
門
分
野
に
つ
い
て
は
、「
地
域
ガ
バ

ナ
ン
ス
論
」「
農
村
政
策
論
」「
農
村
再
生
論
」

等
と
複
数
の
も
の
を
使
っ
て
い
る
。「
地
域

ガ
バ
ナ
ン
ス
論
」
は
大
学
の
研
究
室
名
で
あ

り
、
担
当
講
義
も
こ
の
名
前
に
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
記
者
は「
そ
れ
で
は
わ
か
ら
な
い
」

と
い
う
の
で
、
古
い
研
究
室
名
で
あ
る「
農

村
政
策
論
」
と
表
示
さ
れ
る
こ
と
も
多
い
。

と
こ
ろ
が
、
ご
く
最
近
で
は「
農
村
再
生
論
」

を
あ
え
て
使
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
、「
再
生
」

と
い
う
目
的
を
研
究
領
域
の
名
称
に
も
示
す

べ
き
だ
と
い
う
考
え
に
よ
る
。
そ
れ
は
、
本

来
の
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
の
経
済
学
（
農
業
経
済

学
）
の
方
法
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
社
会
学
や
地

理
学
は
も
ち
ろ
ん
、
行
政
学
や
民
俗
学
な
ど

の
研
究
成
果
か
ら
も
学
び
つ
つ
、「
再
生
」の

条
件
や
プ
ロ
セ
ス
を
明
ら
か
に
す
る
。
こ
れ

が
「
農
村
再
生
論
」
の
含
意
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
の
「
再
生
」
の
大
雑
把
な
イ
メ
ー

ジ
は
「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
ベ
ー
ス
と
し

て
、
地
域
資
源
の
利
活
用
を
伴
う
内
発
的
発

展
」
で
あ
り
、
い
ま
は
、
筆
者
が
代
表
を
務

め
る
分
野
横
断
的
な
複
数
の
共
同
研
究
に
よ

り
、
そ
れ
を
支
え
る
条
件
や
政
策
の
議
論
を

深
め
つ
つ
あ
る
（
た
と
え
ば
、
J
C
総
研
ブ

ッ
ク
レ
ッ
ト
（
筑
波
書
房
）
に
筆
者
が
監
修

す
る
農
山
村
再
生
シ
リ
ー
ズ
が
あ
る
│
現
在

ま
で
に
８
冊
刊
行
）。

小
田
切
徳
美（
お
だ
ぎ
り・と
く
み
）

神
奈
川
県
生
ま
れ
、農
学
博
士
。専
門
は
農
村
再
生
論
、地

域
ガ
バ
ナ
ン
ス
論
。１
９
８
８
年
東
京
大
学
大
学
院
農
学
研

究
科
博
士
課
程
単
位
取
得
退
学
。高
崎
経
済
大
学
経
済
学

部
助
教
授
、東
京
大
学
農
学
部
助
教
授
な
ど
を
経
て

2
0
0
6
年
か
ら
現
職
。日
本
学
術
会
議
会
員
、国
土
審
議
会
委
員（
国
土

交
通
省
）、食
料
・
農
業
・
農
村
政
策
審
議
会（
農
水
省
）、過
疎
問
題
懇
談
会

（
総
務
省
）な
ど
の
委
員
を
兼
任
す
る
他
、『
農
山
村
は
消
滅
し
な
い
』（
岩
波

新
書
、2
0
1
4
年
）、『
農
山
村
再
生「
限
界
集
落
」問
題
を
超
え
て
』（
岩
波

ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
、2
0
0
9
年
）な
ど
著
書
多
数
。

　
そ
の
よ
う
な
方
法
や
対
象
の
広
が
り
が
最

初
か
ら
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
新
潟
県
や

愛
知
県
な
ど
の
兼
業
稲
作
地
帯
に
お
け
る
農

業
経
営
の
生
産
力
や
安
定
性
に
関
わ
る
研
究

か
ら
、
対
象
地
を
い
わ
ゆ
る
中
山
間
地
域
に

移
す
こ
と
に
よ
り
、
農
業
だ
け
で
な
く
林
業

も
商
業
も
、
さ
ら
に
経
済
だ
け
で
な
く
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
、
福
祉
、
教
育
、
景
観
も
と
徐
々

に
広
が
っ
て
き
た
。

　
し
か
し
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
レ
ベ
ル
で

生
じ
て
い
る
課
題
を
実
態
調
査
に
よ
り
把
握

し
、
再
生
の
方
向
を
、
反
復
調
査
と
現
場
の

緊
張
感
の
な
か
で
考
え
抜
く
と
い
う
作
法
は
、

農
業
経
済
学
に
よ
り
学
ん
だ
。
い
ま
で
も
そ

れ
を
守
っ
て
い
る
と
は
言
い
が
た
い
が
、意
識

し
て
い
る
こ
と
は
確
か
で
あ
り
、そ
れ
が
農
村

再
生
論
に
も
反
映
し
て
い
る
と
思
い
た
い
。

観
光
・
観
光
学
へ
の
距
離
感

　
こ
う
し
た
研
究
の
広
が
り
の
な
か
で
、
当

然
に
「
観
光
」
は
視
野
に
は
入
っ
て
い
た
が
、

正
直
に
言
え
ば
距
離
が
あ
っ
た
。
い
ま
か
ら

考
え
れ
ば
、
そ
れ
は
筆
者
の
不
勉
強
以
外
の

な
に
も
の
で
も
な
い
。

　
実
は
、
現
在
の
観
光
研
究
で
重
要
な
概
念

で
あ
る
「
観
光
ま
ち
づ
く
り
」
の
存
在
を
知

っ
た
の
は
、
そ
う
昔
の
こ
と
で
は
な
い
。
し

ば
し
ば
引
用
さ
れ
る
『
観
光
ま
ち
づ
く
り
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
』（
2
0
0
0
年
）
に
よ
る
「
地

域
が
主
体
と
な
っ
て
，
自
然
，
文
化
，
歴
史
，

産
業
な
ど
，
地
域
の
あ
ら
ゆ
る
資
源
を
生
か

す
こ
と
に
よ
っ
て
，
交
流
を
振
興
し
，
活
力

あ
ふ
れ
る
ま
ち
を
実
現
す
る
た
め
の
活
動
」

と
い
う
定
義
に
従
え
ば
、
先
に
も
述
べ
た

観
光
と
農
村
再
生
論

明
治
大
学
・
農
学
部
・
教
授
　

小
田
切
徳
美
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「
農
村
再
生
論
」の
イ
メ
ー
ジ
と
ほ
ぼ
重
な
る
。

　
こ
う
し
た
近
接
性
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
共

同
研
究
な
ど
に
繋
が
ら
な
か
っ
た
の
は
、
繰

り
返
し
に
な
る
が
、
ひ
た
す
ら
筆
者
の
勉
強

不
足
が
要
因
で
あ
る
。
し
か
し
、
あ
え
て
言

い
訳
を
す
れ
ば
、
私
達
は
「
観
光
」
で
は
な

く
「
都
市
農
村
交
流
」
を
議
論
し
て
い
た
。

こ
の
時
に
は
、「
観
光
」
を
マ
ス
ツ
ー
リ
ズ

ム
と
と
ら
え
、
一
部
の
ニ
ュ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム

を
「
交
流
」
と
し
、
む
し
ろ
対
立
的
な
概
念

と
意
識
し
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
拙
稿
の

下
記
の
文
章
に
も
反
映
し
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
背
景
と
し
て
、

交
流
産
業
は
、
一
般
的
な
観
光
業
と

は
異
な
る
レ
ベ
ル
で
、
多
く
の
リ
ピ

ー
タ
ー
を
獲
得
し
て
い
る
。
日
本
に

お
け
る
「
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

メ
ッ
カ
」
と
言
わ
れ
る
大
分
県
旧
安

心
院
町
（
宇
佐
市
）
の
「
農
泊
」（
農

家
で
の
民
泊
）
が
、
高
い
リ
ピ
ー
タ

ー
率
を
誇
る
の
は
こ
う
し
た
要
因
に

よ
る
。
そ
こ
で
の
「
い
き
つ
け
の
農

家
を
作
ろ
う
」
と
い
う
呼
び
か
け
は
、

航
空
会
社
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
も
採

用
さ
れ
て
い
る
。
／
こ
の
よ
う
な

「
い
き
つ
け
」
を
持
つ
人
々
（
＝
リ

ピ
ー
タ
ー
）
を
増
や
す
こ
と
は
、
人

口
減
少
下
で
産
業
規
模
の
縮
小
が
進

む
わ
が
国
の
産
業
の
基
本
的
戦
略
で

あ
る
。
そ
の
点
で
、
実
は
交
流
産
業

は
、
今
後
産
業
と
し
て
成
立
す
る
可

能
性
が
小
さ
く
な
い
こ
と
が
予
想
さ

れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
観
光
業
と
は

異
な
る
、「
交
流
産
業
」
と
い
う
産
業

区
分
も
新
設
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ

ろ
う
。（
小
田
切
徳
美『
農
山
村
再
生
』

岩
波
書
店
、2
0
0
9
年
）

「
農
村
再
生
に
資
す
る
の
は
観
光
で
は
な
い
」

と
い
う
意
識
が
ど
こ
か
に
あ
っ
た
こ
と
は
間

違
い
な
い
。
そ
れ
は
な
に
よ
り
も
、
リ
ゾ
ー

ト
開
発
の
影
響
を
意
識
し
て
い
た
。
1
9
8

0
年
代
後
半
の
リ
ゾ
ー
ト
ブ
ー
ム
は
、
バ
ブ

ル
経
済
の
崩
壊
と
と
も
に
開
発
予
定
地
が
未

利
用
地
と
し
て
荒
廃
化
し
、
そ
れ
が
い
ま
で

も
国
土
の
大
き
な
爪
痕
と
し
て
残
さ
れ
て
い

る
こ
と
は
周
知
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、

そ
れ
だ
け
で
な
い
。
以
前
の
工
場
誘
致
に
代

わ
り
、
そ
れ
以
上
に
農
村
の
奥
深
く
に
入
り

込
ん
で
き
た
「
外
来
的
発
展
」
が
、
地
域
に

幻
想
を
振
り
ま
く
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

「
い
つ
か
、
ど
こ
か
ら
か
開
発
が
降
っ
て
来

て
、
こ
の
山
も
田
畑
も
高
く
売
れ
る
」
と
い

う
た
ぐ
い
の
話
を
聞
い
た
と
き
、
農
村
再
生

へ
の
道
が
遠
ざ
か
る
の
を
リ
ア
ル
に
感
じ
て

い
た
。

　
そ
の
た
め
、
リ
ゾ
ー
ト
ブ
ー
ム
の
終
焉
以

降
は
、
観
光
（
マ
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム
）
で
も
な

く
、
リ
ゾ
ー
ト
で
も
な
い
道
と
し
て
、
地
域

の
実
践
が
た
ど
り
着
い
た
の
が
、「
交
流
」

で
あ
り
、
私
達
、
農
村
研
究
者
は
そ
の
意
味

と
意
義
を
理
論
化
す
る
こ
と
を
強
く
意
識
し

た
。
そ
う
だ
か
ら
こ
そ
、
観
光
研
究
に
対
し

て
は
、「
リ
ゾ
ー
ト
開
発
の
総
括
は
ど
う
な

っ
た
の
か
」
「
農
村
の
人
々
の
心
の
荒
廃
を

知
っ
て
い
る
の
か
」
と
心
の
ど
こ
か
で
反
発

し
、
あ
え
て
そ
れ
を
遠
ざ
け
る
よ
う
な
意
識

が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

観
光
学
と

農
村
再
生
論
の
連
携
へ

　
こ
の
よ
う
な
筆
者
の
誤
解
を
解
い
て
い
た

だ
い
た
の
は
、
他
な
ら
財
団
法
人
日
本
交
通

公
社
の
梅
川
智
也
氏
で
あ
っ
た
。
氏
と
は
、

国
や
関
連
団
体
の
い
く
つ
か
の
審
議
会
や
研

究
会
で
同
席
す
る
機
会
が
あ
っ
た
が
、
そ
の

時
に
は
、
現
在
の
観
光
概
念
が
、
交
流
を
含

め
た
よ
り
多
様
な
も
の
と
な
っ
て
お
り
、
し

か
も
本
来
的
に
観
光
研
究
は
、「
観
光
ま
ち

づ
く
り
論
」
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
地
域
の
内

発
的
発
展
を
論
じ
て
き
た
こ
と
を
丁
寧
に
ご

教
授
頂
い
た
。

　
梅
川
氏
の
導
き
の
糸
が
な
け
れ
ば
、
ま
こ

と
に
恥
ず
か
し
な
が
ら
、
そ
う
し
た
こ
と
を

早
く
か
ら
指
摘
さ
れ
て
い
た
鈴
木
忠
義
先
生

の
研
究
や
そ
の
洞
察
の
深
さ
に
触
れ
る
こ
と

は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
西
村
幸
夫

先
生
が
、
都
市
計
画
の
分
野
か
ら
観
光
ま
ち

づ
く
り
論
を
提
唱
す
る
に
至
る
プ
ロ
セ
ス
に

深
く
感
銘
す
る
機
会
も
得
な
か
っ
た
で
あ
ろ

う（
本
誌
2
3
0
号
の
同
氏
に
よ
る「
歴
史
を

活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
と
観
光
」を
参
照
）。

さ
ら
に
、ご
く
最
近
で
は
、「
内
発
的
観
光
」と

い
う
概
念
に
触
れ
（
安
福
恵
美
子
編
著『「
観

光
ま
ち
づ
く
り
論
」再
考
』）、議
論
の
重
な
り

を
完
全
に
確
信
す
る
に
至
っ
て
い
る（
筆
者

等
は『
農
村
内
発
的
発
展
論
』（
仮
題
）と
い
う

研
究
書
の
出
版
を
準
備
中
で
あ
る
）。

　
そ
の
結
果
、
い
ま
で
は
農
村
再
生
論
は
観

光
学
の
な
か
で
貢
献
し
、
ま
た
逆
に
農
村
再

生
論
の
一
部
に
観
光
学
が
位
置
づ
く
と
考
え

て
い
る
。
筆
者
は
そ
う
思
う
だ
け
で
実
践
す

る
力
は
す
で
に
衰
え
て
い
る
も
の
の
、
幸
い

な
こ
と
に
、
農
村
再
生
論
で
は
、
若
手
・
中

堅
の
研
究
者
が
活
躍
し
始
め
て
い
る
。
観
光

学
の
同
じ
世
代
と
の
交
流
が
特
に
期
待
さ
れ

る
。
そ
こ
で
、
そ
の
橋
渡
し
を
お
約
束
す
る

こ
と
で
、
本
欄
「
私
の
研
究
と
観
光
」
の
責

を
果
た
し
た
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

（
お
だ
ぎ
り
・
と
く
み
）

農
業
経
済
学
か
ら

農
村
再
生
論
へ

　
メ
デ
ィ
ア
か
ら
取
材
を
受
け
た
と
き
、
最

後
に
必
ず
尋
ね
ら
れ
る
の
が
、「
専
門
分
野

と
年
齢
」
で
あ
る
。
そ
の
際
、
年
齢
は
と
も

か
く
、
専
門
分
野
に
つ
い
て
は
、「
地
域
ガ
バ

ナ
ン
ス
論
」「
農
村
政
策
論
」「
農
村
再
生
論
」

等
と
複
数
の
も
の
を
使
っ
て
い
る
。「
地
域

ガ
バ
ナ
ン
ス
論
」
は
大
学
の
研
究
室
名
で
あ

り
、
担
当
講
義
も
こ
の
名
前
に
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
記
者
は「
そ
れ
で
は
わ
か
ら
な
い
」

と
い
う
の
で
、
古
い
研
究
室
名
で
あ
る「
農

村
政
策
論
」
と
表
示
さ
れ
る
こ
と
も
多
い
。

と
こ
ろ
が
、
ご
く
最
近
で
は「
農
村
再
生
論
」

を
あ
え
て
使
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
、「
再
生
」

と
い
う
目
的
を
研
究
領
域
の
名
称
に
も
示
す

べ
き
だ
と
い
う
考
え
に
よ
る
。
そ
れ
は
、
本

来
の
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
の
経
済
学
（
農
業
経
済

学
）
の
方
法
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
社
会
学
や
地

理
学
は
も
ち
ろ
ん
、
行
政
学
や
民
俗
学
な
ど

の
研
究
成
果
か
ら
も
学
び
つ
つ
、「
再
生
」の

条
件
や
プ
ロ
セ
ス
を
明
ら
か
に
す
る
。
こ
れ

が
「
農
村
再
生
論
」
の
含
意
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
の
「
再
生
」
の
大
雑
把
な
イ
メ
ー

ジ
は
「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
ベ
ー
ス
と
し

て
、
地
域
資
源
の
利
活
用
を
伴
う
内
発
的
発

展
」
で
あ
り
、
い
ま
は
、
筆
者
が
代
表
を
務

め
る
分
野
横
断
的
な
複
数
の
共
同
研
究
に
よ

り
、
そ
れ
を
支
え
る
条
件
や
政
策
の
議
論
を

深
め
つ
つ
あ
る
（
た
と
え
ば
、
J
C
総
研
ブ

ッ
ク
レ
ッ
ト
（
筑
波
書
房
）
に
筆
者
が
監
修

す
る
農
山
村
再
生
シ
リ
ー
ズ
が
あ
る
│
現
在

ま
で
に
８
冊
刊
行
）。

小
田
切
徳
美（
お
だ
ぎ
り・と
く
み
）

神
奈
川
県
生
ま
れ
、農
学
博
士
。専
門
は
農
村
再
生
論
、地

域
ガ
バ
ナ
ン
ス
論
。１
９
８
８
年
東
京
大
学
大
学
院
農
学
研

究
科
博
士
課
程
単
位
取
得
退
学
。高
崎
経
済
大
学
経
済
学

部
助
教
授
、東
京
大
学
農
学
部
助
教
授
な
ど
を
経
て

2
0
0
6
年
か
ら
現
職
。日
本
学
術
会
議
会
員
、国
土
審
議
会
委
員（
国
土

交
通
省
）、食
料
・
農
業
・
農
村
政
策
審
議
会（
農
水
省
）、過
疎
問
題
懇
談
会

（
総
務
省
）な
ど
の
委
員
を
兼
任
す
る
他
、『
農
山
村
は
消
滅
し
な
い
』（
岩
波

新
書
、2
0
1
4
年
）、『
農
山
村
再
生「
限
界
集
落
」問
題
を
超
え
て
』（
岩
波

ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
、2
0
0
9
年
）な
ど
著
書
多
数
。

　
そ
の
よ
う
な
方
法
や
対
象
の
広
が
り
が
最

初
か
ら
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
新
潟
県
や

愛
知
県
な
ど
の
兼
業
稲
作
地
帯
に
お
け
る
農

業
経
営
の
生
産
力
や
安
定
性
に
関
わ
る
研
究

か
ら
、
対
象
地
を
い
わ
ゆ
る
中
山
間
地
域
に

移
す
こ
と
に
よ
り
、
農
業
だ
け
で
な
く
林
業

も
商
業
も
、
さ
ら
に
経
済
だ
け
で
な
く
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
、
福
祉
、
教
育
、
景
観
も
と
徐
々

に
広
が
っ
て
き
た
。

　
し
か
し
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
レ
ベ
ル
で

生
じ
て
い
る
課
題
を
実
態
調
査
に
よ
り
把
握

し
、
再
生
の
方
向
を
、
反
復
調
査
と
現
場
の

緊
張
感
の
な
か
で
考
え
抜
く
と
い
う
作
法
は
、

農
業
経
済
学
に
よ
り
学
ん
だ
。
い
ま
で
も
そ

れ
を
守
っ
て
い
る
と
は
言
い
が
た
い
が
、意
識

し
て
い
る
こ
と
は
確
か
で
あ
り
、そ
れ
が
農
村

再
生
論
に
も
反
映
し
て
い
る
と
思
い
た
い
。

観
光
・
観
光
学
へ
の
距
離
感

　
こ
う
し
た
研
究
の
広
が
り
の
な
か
で
、
当

然
に
「
観
光
」
は
視
野
に
は
入
っ
て
い
た
が
、

正
直
に
言
え
ば
距
離
が
あ
っ
た
。
い
ま
か
ら

考
え
れ
ば
、
そ
れ
は
筆
者
の
不
勉
強
以
外
の

な
に
も
の
で
も
な
い
。

　
実
は
、
現
在
の
観
光
研
究
で
重
要
な
概
念

で
あ
る
「
観
光
ま
ち
づ
く
り
」
の
存
在
を
知

っ
た
の
は
、
そ
う
昔
の
こ
と
で
は
な
い
。
し

ば
し
ば
引
用
さ
れ
る
『
観
光
ま
ち
づ
く
り
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
』（
2
0
0
0
年
）
に
よ
る
「
地

域
が
主
体
と
な
っ
て
，
自
然
，
文
化
，
歴
史
，

産
業
な
ど
，
地
域
の
あ
ら
ゆ
る
資
源
を
生
か

す
こ
と
に
よ
っ
て
，
交
流
を
振
興
し
，
活
力

あ
ふ
れ
る
ま
ち
を
実
現
す
る
た
め
の
活
動
」

と
い
う
定
義
に
従
え
ば
、
先
に
も
述
べ
た

観
光
と
農
村
再
生
論

明
治
大
学
・
農
学
部
・
教
授
　

小
田
切
徳
美
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当財団専門委員

私の研究と観光
9 回第
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「
ロ
ー
マ
人
の
物
語
」
は
歴
史
小
説
で
あ
る
。

し
か
し
、
著
者
は
執
筆
に
あ
た
っ
て
一
次
資

料
を
原
文
で
丹
念
に
調
べ
、
さ
ら
に
先
行
研

究
も
綿
密
に
分
析
し
た
上
で
、
ロ
ー
マ
史
を

独
自
解
釈
を
交
え
な
が
ら
実
に
生
き
生
き
と

一
般
読
者
向
け
に
分
か
り
や
す
く
書
き
上
げ

て
い
る
。
ち
な
み
に
こ
の
本
を
読
む
き
っ
か

け
と
な
っ
た
の
は
、
同
僚
の
英
国
人
と
雑
談

し
た
際
に
彼
が
言
っ
た
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
特

に
英
国
に
お
い
て
ロ
ー
マ
史
研
究
は
そ
の
現

代
的
意
義
を
失
う
こ
と
な
く
活
発
に
行
わ
れ

て
い
る
し
、
義
務
教
育
課
程
で
も
し
っ
か
り

勉
強
さ
せ
ら
れ
る
。
ま
た
、
B
B
C
な
ど
も

不
定
期
に
ロ
ー
マ
史
関
連
の
長
編
シ
リ
ー
ズ

を
作
成
し
、
毎
回
大
好
評
を
博
し
て
い
る
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
世
界
を
深
く
理
解
す
る
上
で
ギ

リ
シ
ャ
・
ロ
ー
マ
史
の
勉
強
は
絶
対
必
要
で

あ
る
。
」
と
の
一
言
で
あ
っ
た
。
そ
の
言
葉

に
触
発
さ
れ
て
と
り
あ
え
ず
「
取
っ
つ
き
や

す
い
ロ
ー
マ
史
」
と
定
評
が
あ
る
本
書
を
手

に
し
た
の
が
昨
年
6
月
で
、
読
み
始
め
る
と

止
ま
ら
な
く
な
っ
た
。
紀
元
前
7
5
3
年
に

ロ
ム
ル
ス
と
そ
の
仲
間
に
よ
っ
て
建
設
さ
れ

た
ロ
ー
マ
、
現
在
の
北
ア
フ
リ
カ
に
あ
っ
た

カ
ル
タ
ゴ
の
英
雄
ハ
ン
ニ
バ
ル
と
ス
キ
ピ
オ

率
い
る
ロ
ー
マ
軍
と
の
カ
ン
ネ
そ
し
て
史
上

最
大
と
い
わ
れ
る
ザ
マ
で
の
会
戦
、
英
雄
ユ

リ
ウ
ス
・
カ
エ
サ
ル
の
登
場
と
ガ
リ
ア
遠
征

中
の
人
心
掌
握
に
お
け
る
興
味
尽
き
な
い
エ

ピ
ソ
ー
ド
の
数
々
、
ル
ビ
コ
ン
川
を
越
え
た

後
の
元
老
院
そ
し
て
ポ
ン
ペ
イ
ウ
ス
と
の
壮

絶
な
戦
い
、
そ
し
て
権
力
掌
握
と
壮
大
な
国

家
戦
略
、
ブ
ル
ー
タ
ス
を
は
じ
め
と
す
る
元

老
院
議
員
に
よ
る
暗
殺
、
ク
レ
オ
パ
ト
ラ
と

ア
ン
ト
ニ
ウ
ス
の
亡
国
の
恋
、
そ
し
て
後
継

者
ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
に
よ
る
帝
政
の
確
立
、

カ
リ
グ
ラ
帝
に
よ
る
残
虐
と
放
縦
、
五
賢
帝

に
よ
る
統
治
と
陰
り
の
見
え
始
め
た
帝
国
運

営
、
キ
リ
ス
ト
教
の
国
教
化
、
現
代
に
残
る

ロ
ー
マ
街
道
や
水
道
敷
設
そ
し
て
公
衆
浴
場

に
見
ら
れ
る
高
度
建
築
技
術
、
北
ア
フ
リ
カ
、

シ
リ
ア
、
イ
ギ
リ
ス
に
跨
が
る
広
大
な
帝
国

統
治
の
政
治
技
術
と
貨
幣
の
流
通
、
な
ど
な

ど
、
と
に
か
く
読
み
進
む
に
つ
れ
久
し
ぶ
り

に
「
血
湧
き
肉
躍
る
」
高
揚
感
を
味
わ
っ
た
。

ま
た
、
こ
の
本
を
読
ん
で
か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

出
張
の
際
に
は
時
間
を
見
つ
け
て
は
ロ
ー
マ

史
関
連
の
史
跡
を
訪
ね
る
よ
う
に
な
り
、
今

年
3
月
に
英
国
に
出
張
に
行
っ
た
際
に
は
北

部
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
と
の
境
界
近
く
に
あ
る

ハ
ド
リ
ア
ヌ
ス
帝
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
北
方

蛮
族
侵
入
防
止
の
防
壁
を
見
つ
め
、
二
千
年

近
く
前
の
歴
史
に
思
い
を
馳
せ
感
無
量
。
ま

た
、
こ
れ
以
降
す
っ
か
り
ロ
ー
マ
史
に
は
ま

り
、
ロ
ー
マ
史
家
モ
ム
ゼ
ン
著「
ロ
ー
マ
の

歴
史
」、
ロ
ー
マ
史
研
究
の
古
典「
ロ
ー
マ
帝

国
衰
亡
史
」
を
読
破
し
、
さ
ら
に
は
チ
ャ
ー

ル
ト
ン
へ
ス
ト
ン
主
演「
ベ
ン
ハ
ー
」、
エ
リ

ザ
ベ
ス
テ
イ
ラ
ー
主
演「
ク
レ
オ
パ
ト
ラ
」、

ラ
ッ
セ
ル
ク
ロ
ウ
主
演「
グ
ラ
デ
ィ
エ
ー
タ
ー
」

な
ど
ロ
ー
マ
史
関
連
の
映
画
を
見
ま
く
り
感

動
を
新
た
に
し
た
。
今
後
も
私
の
ロ
ー
マ
史

探
訪
は
暫
く
続
き
そ
う
で
、
全
く
専
門
の
違

う
「
ロ
ー
マ
史
」
に
こ
こ
ま
で
の
め
り
込
む

事
に
な
ろ
う
と
は
思
い
も
よ
ら
な
か
っ
た
。

皆
さ
ん
も
如
何
で
し
ょ
う
?!

連載
Ⅱ

当財団専門委員

わたしの一冊
9 回第

熊
谷 

嘉
隆（
く
ま
が
い・よ
し
た
か
）

1
9
6
0
年
生
ま
れ
　札
幌
市
出

身
。公
立
大
学
法
人
国
際
教
養
大

学
ア
ジ
ア
地
域
研
究
連
携
機
構 

機

構
長・教
授
。1
9
9
7
年
モ
ン
タ

ナ
大
学
森
林
学
部
大
学
院
自
然
公
園
管
理
学
専
攻

修
士
課
程
修
了
、2
0
0
1
年
オ
レ
ゴ
ン
州
立
大
学

森
林
学
部
森
林
資
源
学
科
森
林
社
会
科
学
専
攻
博

士
課
程
修
了
。2
0
0
2
年
ワ
シ
ン
ト
ン
州
立
大
学

農
業
家
政
学
部
自
然
資
源
科
学
学
科
博
士
研
究
員
、

2
0
0
4
年
か
ら
国
際
教
養
大
学
国
際
教
養
学
部  

基
盤
教
育 

社
会
科
学  

助
教
授
、2
0
0
7
年
教
授
、

2
0
1
5
年
よ
り
現
職
。国
際
自
然
保
護
連
合・世

界
保
護
地
域
委
員
会
副
委
員
長 

― 

東
ア
ジ
ア
地
域

担
当
／
日
本
委
員
会
委
員
長
を
兼
任
。主
な
著
作
に

『
グ
リ
ー
ン・ツ
ー
リ
ズ
ム
的
活
動
の
展
開
と
地
域
住

民
気
質
の
変
容 

― 

北
秋
田
市
阿
仁
地
区
の
事
例
か

ら
』 年
報
村
落
研
究
43
号（
2
0
0
8
）、“No Need 

to Reinvent the W
heel: ApplyingExisting 

Social Science Theories to W
ildfire” In 

People, Fire,and Forests. O
regon State 

University Press,2007.  

な
ど
。

「ローマ人の物語」
公立大学法人・国際教養大学・アジア地域研究連携機構・機構長・教授

熊谷嘉隆

塩野七生著
新潮文庫全43巻
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平成28年度 観光地経営講座 講義録（発行：2017年3月）
　講義録としては3冊目となる本書では、我が国の観光地の基本的かつ長年の課題である「滞在

化」に焦点を当てています。「滞在化」は地域特性によって多様な形態があり、地域側に求められる

対応策もさまざま。本書では、全国各地の多様な課題認識に応えられるよう、スキーリゾート（倶知

安町）、高原リゾート（軽井沢町）、温泉地（別府市）、まちなかの空き家の活用（尾道市）という４つ

の事例を取り上げ、現場での実践者と学識研究者の双方を講師にお招きし、解説していただいてい

ます。A4判74ページ／本体価格1,000円＋税

温泉まちづくり　2016年度　温泉まちづくり研究会 総括レポート（発行：2017年3月）
　温泉まちづくり研究会は、まちづくりに熱心に取り組む温泉地が集まり、温泉地共通の課題につい

て解決方法を探り、全国に情報発信することを目的に2008年に発足しました。この「総括レポート」

は2016年度に開催した3回の研究会の内容を取りまとめたものです。第1回（7月）は、黒川、由布院、

道後の各温泉での、熊本地震発生後の状況についてお話を伺うとともに、研究会で今後考えていく

べきテーマについて議論を深めました。第2回（10月）は、5月のG7伊勢志摩サミット開催地となっ

た鳥羽温泉郷を会場に、今後の温泉地での国際MICE開催に際しての知見として、サミット開催地に求められた対応、

課題とその対応策、開催効果、開催後の展開などについて議論や情報共有を行いました。第3回（1月）は、「温泉地の

観光推進組織（DMO）を考える」と題して、DMOの基本的な役割や海外の現況、会員温泉地での取り組み状況、今

後の取り組み推進に向けた課題や対応策などについて討議しました。A4判９４ページ／本体価格1,500円＋税。

公益財団法人  日本交通公社  出版物のご案内

　タイムリーな話題を、それぞれが独自の視点で取り上げる「研究員コラム」。当財団ホームページの人気
コーナーです。隔週月曜日の更新。

インバウンドにおけるクチコミ発信の現状 [vol.342]	 外山昌樹
クチコミはインバウンド消費の拡大にとって重要な要素。そこで訪日旅行経験者
の「クチコミの発信状況」を探ってみました。
結果、発信方法を問わず、ポジティブな内容の発信率が高いことが分かりました。
これは良いニュースですが、一方で……

JTBFの持続可能性指標に係る取り組み [vol.343]	 中島泰
2017年は、国連の定める「持続可能な観光国際年」。観光が経済を潤す重要な役割を持つ
一方で、コントロールが不十分な場合には伝承文化・古代遺産の消滅や、脆弱で貴重な自然
環境と生物多様性の破壊、不平等な労働環境などを招く可能性があることを指摘、計画性と
責任のある持続可能な観光を普及・浸透させるよう促しています。私たち公益財団法人日本
交通公社では2015年から「観光地の健康診断」の導入を……

近代日本における旅行案内書の変遷 [vol.344]	 福永香織
日本では近世においてすでにさまざまな旅行案内書が出版されており、明治期の近代を迎え、
旅行スタイルの変化（徒歩から鉄道へ）や印刷技術の変化（木版から銅版、石版、活版へ）
などにより、旅行案内書そのものにもさまざまな様相がみられました。こうした旅行案内書の
変遷をたどるべく、3月2日（木）、関西学院大学文学部の荒山正彦教授をお迎えし、第8回た
びとしょCafe「近代日本における旅行案内書の歩み」を開催しました。その一部をご紹介し
ながら、観光研究において古書を紐解く意義を考えてみたいと思います。

「研究員コラム」の紹介
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DMOの行動が
不可欠

DMO以外でも
実施可能

DMOでは
実施が困難

DMOで
実施可能

「デスティネーション・
マネジメント」視点

「観光地経営」
視点

ゾーン

行政や
民間組織が

実施

3
ゾーン

経営資源量
で判断

（DMO or 行政
   など）

4

ゾーン

DMOを核とした
パートナーシップ

で展開

2
ゾーン

DMOが
主体的に

展開

1

　
観
光
立
国
の
実
現
に
向
け
て
、
日
本
版
Ｄ
Ｍ
Ｏ
（D

esti-

nation M
anagem

ent / M
arketing O

rganization

）
に

関
心
が
集
ま
っ
て
い
る
。
５
月
時
点
で
広
域
連
携
Ｄ
Ｍ
Ｏ
６

件
、
地
域
連
携
Ｄ
Ｍ
Ｏ
67
件
、
地
域
Ｄ
Ｍ
Ｏ
72
件
の
計
１
４

５
件
が
登
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
地
域
に
お
け
る
観
光

推
進
役
は
観
光
協
会
が
担
っ
て
い
た
が
、
訪
日
外
国
人
観
光

客
の
急
激
な
増
加
へ
の
対
応
や
、
明
確
な
デ
ー
タ
に
基
づ
く

戦
略
的
な
取
り
組
み
な
ど
が
十
分
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
背

景
に
あ
る
。

　
現
在
、Ｄ
Ｍ
Ｏ
に
期
待
さ
れ
て
い
る
の
は
、地
域
の「
稼
ぐ

力
」を
引
き
出
す
た
め
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
機
能
で
あ
る
が
、

肝
心
の
組
織
運
営
に
必
要
な
財
源
確
保
や
人
材
育
成
な
ど
の

議
論
は
遅
れ
て
い
る
。
Ｄ
Ｍ
Ｏ
は
ア
メ
リ
カ
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

で
は
観
光
振
興
組
織
と
し
て
ひ
ろ
く
認
知
さ
れ
て
い
る
が
、

日
本
版
Ｄ
Ｍ
Ｏ
と
の
違
い
は
、
な
ん
と
い
っ
て
も
宿
泊
税
な

ど
の
自
主
財
源
を
持
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
ハ
ワ
イ
で

は
宿
泊
税
収
が
３
８
６
億
円（
２
０
１
２
年
）と
な
っ
て
お
り
、

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
予
算
な
ど
で
貴
重
な
財
源
と
な
っ
て
い

る
。
日
本
で
は
東
京
都
が
平
成
14
年
度
か
ら
実
施
し
て
い

る
宿
泊
税
が
あ
り
、平
成
27
年
度
税
収
は
20
億
円
を
超
え
た
。

今
年
１
月
か
ら
は
大
阪
府
で
も
宿
泊
税
を
導
入
し
て
い
る

が
、全
国
的
に
は
財
源
確
保
の
取
り
組
み
は
十
分
で
は
な
い
。

　
現
在
の
Ｄ
Ｍ
Ｏ
を
巡
る
議
論
は
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
機
能

が
中
心
で
あ
る
が
、
同
時
に
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
機
能
に
関
す

る
取
組
の
強
化
が
必
要
で
は
な
い
か
。
こ
れ
ま
で
国
際
観

光
振
興
の
効
果
と
し
て
経
済
効
果
や
税
収
効
果
な
ど
プ
ラ

ス
の
側
面
が
強
調
さ
れ
て
き
た
が
、
ス
ペ
イ
ン
・
バ
ル
セ

ロ
ナ
や
イ
タ
リ
ア
・
ベ
ネ
チ
ア
な
ど
一
部
の
国
際
的
観
光

観光地には
「稼ぐ力」と

「持続可能な運営力」の
総合力強化が必要

琉球大学
観光産業科学部長 教授

下地芳郎

巻 頭 言

地
で
は
観
光
客
の
急
増
に
よ
る
住
民
生
活
へ
の
影
響
対
策
が

急
務
に
な
っ
て
い
る
。
日
本
で
も
観
光
客
増
加
に
よ
る
交
通

渋
滞
や
自
然
環
境
破
壊
な
ど
は
以
前
か
ら
指
摘
さ
れ
て
い
た

が
、
近
年
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
仲
介
サ
イ
ト
を
通
じ
た
個

人
住
宅
や
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
へ
の
民
泊
拡
大
に
よ
り
、
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ
、
騒
音
、
ご
み
な
ど
の
問
題
が
増
加
し
て
お
り
、

住
民
生
活
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。
最
近
、
沖
縄
県

で
は
中
国
人
ク
ル
ー
ズ
客
を
相
手
と
し
た
白
タ
ク
行
為
が
問

題
と
な
り
、
行
政
機
関
と
観
光
業
界
等
が
対
策
に
当
た
っ
て

い
る
が
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
観
光
の
動
き
に
現
在
の
法
制

度
で
は
十
分
対
応
出
来
な
い
。

　
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
あ
た
っ
て
は
Ｄ
Ｍ
Ｏ
と
い
う
新
し
い
機

能
に
よ
る
取
り
組
み
と
行
政
機
関
の
連
携
が
不
可
欠
で
あ
る

が
、
地
方
自
治
体
の
観
光
政
策
強
化
策
は
十
分
で
は
な
い
。

観
光
政
策
は
攻
め
と
守
り
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
る
こ
と
が
重
要

で
あ
り
、
行
政
職
員
の
観
光
政
策
能
力
向
上
も
大
き
な
課
題

で
あ
る
。
観
光
を
取
り
巻
く
環
境
変
化
の
ス
ピ
ー
ド
は
速
い
。

観
光
振
興
の
基
本
で
あ
る
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定
と
見
直

し
、
広
域
連
携
推
進
体
制
構
築
、
観
光
統
計
高
度
化
、
新

た
な
財
源
確
保
策
、
観
光
教
育
の
推
進
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
進
展
へ

の
対
応
、
高
度
観
光
人
材
育
成
、
危
機
管
理
対
策
な
ど
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
の
範
囲
は
広
い
。
今
年
は
国
連
が
定
め
る

「
開
発
の
た
め
の
持
続
可
能
な
観
光
の
国
際
年
」
で
あ
る

が
、
世
界
各
国
に
比
べ
て
日
本
に
お
け
る
活
動
は
低
調
で

あ
り
、
今
年
後
半
の
取
り
組
み
に
期
待
し
た
い
。

　
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
強
化
し
、「
住
ん
で
よ
し
、
訪
れ
て
よ

し
の
国
づ
く
り
」
に
「
受
け
入
れ
て
よ
し
」
を
加
え
、
真
の

観
光
立
国
実
現
に
つ
な
げ
た
い
。    

（
し
も
じ 

よ
し
ろ
う
）

近年、我が国では
ＤＭＯへの注目が集まっている。

ＤＭＯはデスティネーション・マネジメント
( Destination Management )

および
デスティネーション・マーケティング

( Destination Marketing )
を担う組織とされ、

観光による地域振興の司令塔として期待されている。
もともと、マネジメントもマーケティングも企業経営用語であるが、

地域を企業に置き換えれば解るように
マネジメント(経営・管理)あってのマーケティングである。

　しかしながら、
デスティネーション・マネジメントの概念の誕生や変遷については、

必ずしも共通の理解となっていない。
そこで、本概念の定義や実態について、
学術面、実践面の両面から整理を行い、
わが国における展開と方向について

検討してみる。

第234号 July 20171

全ページをホームページで公開している他、アマゾン（amazon.co.jp）で、オン・デマンドで販売しています。

233号（2017年4月発行）特集：外国人観光客の消費を地域経済活性化につなげるには
　訪日外国人市場の成熟化やLCCなどの登場で今後はFITが進展し、地方への訪問頻度が増えることが予
想される中、外国人観光客の消費を地域経済活性化に結びつけるという視点が重要となります。本特集では
こうした視点に立ち、インバウンド先進観光地の中長期的な動向と施策の変遷（特集2）や、観光地での消費活
動別に先進的な事例（特集3）を整理しました。また、「ジャパンガイド」の編集長であるシャウエッカー氏へのイ
ンタビューを行い、「着地」と「発地」の両面から考察を行いました。A4判64ページ／本体価格1,000円＋税。

232号（2017年1月発行）特集：地方創生時代における農山村と観光
　地方創生の掛け声のもと、地域活性化の手段として観光に取り組む地域は少なくありません。農山村
においても、旅行者の価値観の変化などを背景に農山村の風景や農業、田舎の暮らしそのものを活か
した取り組みが進展しつつあります。本特集は、地方自治体アンケート調査、先進事例へのヒアリング
調査などから、農山村が観光に取り組む意味と効果の検証を試み、農山村の価値を高める方法、その
際に留意すべきことなどを考察するものです。A4判60ページ／本体価格1,000円＋税。

231号（2016年10月発行）特集：「観光の研究と実務に役立つ図書館」を目指して
　｢旅の図書館」は、2016年10月3日、東京駅八重洲口から港区南青山へと場所を移してリニューアル
開館しました。これまで以上に専門性を高めるという、リニューアルに込めた想いと新しい「旅の図書館」
の特徴をまとめた他、一度は読みたい観光研究書＆実務書100冊、地域をつなぐ図書館、旅の本のレ
ジェンド30選など、本や図書館に関連する特集です。A4判58ページ／本体価格1,000円＋税。

230号（2016年7月発行）特集：観光地における雇用環境を考える―「地方創生」と観光
　観光立国の推進は、まち・ひと・しごとを創出し、大都市や海外から「人」「金」「情報」を地方へ移
転する、まさに「地方創生」の牽引車。その受け皿となる観光地が「人手不足」「人材不足」では、地方
創生の実現に影響を及ぼしかねません。本号では、観光産業、特に宿泊産業を中心に観光地における
雇用環境の現状を多面的に把握し、雇用と人材に着目することの重要性や雇用の維持・向上に向けた
今後の方向性について考察します。A4判62ページ／本体価格1,000円＋税。

『観光文化』バックナンバーのご案内

「命」を考える観光 [vol.345] 牧野博明
山口県長門市を訪れる機会がありました。全国的にはあまり知られていない観光地ではない
かと思われますが、地域の方のお話をうかがい、長門市ならではの魅力を認識いたしました。
そこには、従来の周遊観光とは異なる新たなテーマ観光の可能性が秘められているように思
われます。

台湾南部（高雄、墾丁、屏東）を訪れて [vol.346] 守屋邦彦
台湾の南部エリアを訪れる機会があった。駆け足の訪問であったが、高雄、墾丁、屏東それぞ
れで、広域連携による面的な魅力づくりとそのプロモーションなどの課題を感じることが出来
た。これら課題は、正に日本においても重要な課題として取り組まれていることである。

ホスピタリティ産業の「競争ルール変更」 [vol.347] 山田雄一
観光の現場で起きているのは、深刻な人手不足である。有効求人倍
率が2を超える地域も出てくるなど、多くの施設が慢性的な人手不足
状態にあるが、失業率は3.06％と国際的に見ても、過去からの推移

で見ても低位にある。経済成長のエンジンとなる成長産業でありながら、十分な人手が確保できないという
状況において、盛んに指摘されるようになっているのは「生産性の向上」である。
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